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特集：日本における創造的な音楽活動の開拓者たち 

 

１㸬日本における創造的な音楽学習の導入期 

㸫同時代の証人の１人として㸫 

島崎 篤子 

 

An Introductory Period of Creative Music Making in Japan 

 㸫Testimony of a Contemporary of Pioneers㸫 
 

 

せ᪨ 

日本では⩻ヂ᭩『音楽の語るもの』の出∧をዎᶵに 1980 年代から CMM の導入とᬑཬがなされて

きたࠋ本✏では、同時代を⏕きた１人のṔྐの証人として、CMM 㯪᫂期をᙬった 80 年代 の「音・

音楽・子どもの」の活動おࡼび代表的な実践者ࡸ◊✲者のࡇれまでの実践的・◊✲的活動をᴫほす

るࠋCMM をめࡄる㐣ཤの実から示၀をᚓるࡇとにࡼって、日本における後の CMM のㄢ㢟も᫂

☜になるであࢁうࠋ 

 

Abstract 

This paper deals with a short history of the introduction of an emerging method of Creative Music 

Making (CMM) in Japan. There have been three distinctive and influential pioneers in the field of CMM, 

the late Mr. Yoshio Hoshino, Mr. Fumishige Yamamoto and Ms. Yukiko Tsubono, all of whom are 

contemporary with the author of this paper. This paper focuses on the official recognition of CMM (in 

1989) through the sixth course of  study, the formation (in 1982) and activities of Oto Ongaku 

Kodomonokai (Group of Sound, Music and Children) for six years, the thoughts of Hoshino, Yamamoto 

and Tsubono on the subject of CMM and their respective valuable contributions to the evolution of CMM 

in Japan, with which the writer has had firsthand experience. The writer also identifies and presents certain 

issues involving the status quo of the CMM initiative with the aim of further promoting and advancing 

CMM in Japan. 
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はࡌめに 

 

創造的音楽学習（Creative Music Making ௨下

CMM）の内ᐜが日本の音楽教育にබ的に⨨࡙け

られたのは、1989 年࿌示の➨６ḟ学習指導せ㡿か

らであるࠋᚑ᮶、学習指導せ㡿は、教育現ሙの実践

のᡂᯝを後㏣࠸するಖᏲ的ഴ向がぢられたが、➨６

ḟ学習指導せ㡿へのCMMの導入は、日本の音楽教

ᖌにᡞᝨ࠸をもたらすどの᪂性を有して࠸たࠋ

一㒊のඛ導的な音楽教ᖌにࡼって、᪤にCMMの実

践がヨみられて࠸たが、CMMはまࡔᕷ民権をᚓて

の時期ࡇしかしࠋἣにあった≦࠸がた࠸たとは言࠸

ᑦ᪩とも࠼࠸るCMMの学習指導せ㡿への導入は、

創作学習ࡔけでなく音楽教育の⪃࠼᪉をきく㌿

さࡏるዎᶵとなったࠋ 

1980 年代から 90 年代は、CMM◊✲にかかわる

◊✲者と実践者が、まれにぢる連ᖏ感をもってࡇの

᪂分野をษり開࠸て࠸たࢠࣝࢿ࢚ッシュな時代であ

ったࠋなお音楽教育の⌮論と実践の一యがྉば

れて࠸るが、CMM導入期は、◊✲者と実践者が⌮

論と実践の連ᦠを῝めながらᡂᯝを✚みୖࡆた、音

楽教育ྐୖ、ὀ目すべき時期でもあったࡇࠋのࡼう

なCMM導入期に、CMMの実践的◊✲の ୰に࠸た

➹者は、࠸わばṔྐの証人の１人であるࠋ本✏にお

て、CMM᥎㐍のᅵྎとなった࠸ 1980 年代の「音・

音楽・子どもの」の活動おࡼびCMM導入期をᨭ

活動をṔྐࡸ᪉࠼⪄者の✲◊ࡸた代表的な実践者࠼

的どⅬからとら࠼るࡇとにࡼり、後のCMMの行

᪉に有用な示၀ࡸㄢ㢟がᾋき᙮りになるであࢁうࠋ 

 

１㸬学習指導せ㡿へのCMM導入 

 

戦後㛫もな࠸学習指導せ㡿の➨１ḟヨ（1947

年）と➨２ḟヨ（1951 年）にお࠸て、᪤に創作

活動は音楽科の学習内ᐜに⨨࠸て࠸たࠋしかも

ア࣓ࣜ࢝の教育をཧ⪃にした➨２ḟヨでは、現ᅾ

のCMMにࡘながるとᛮわれる創造的表現がその内

ᐜにྵまれて࠸たࠋしかし実㝿のᤵᴗの実ែでは、

一㒊の国❧学㝃ᒓᑠ・୰学ᰯの㐍Ṍ的な音楽教ᖌ

が手᥈りで実践をヨみるに␃まって࠸た１）ࠋ 

1958 年࿌示の➨３ḟᑠ学ᰯ学習指導せ㡿から 

は、ヨ期には手ᘬき᭩であった学習指導せ㡿が法

的ᣊ᮰ຊをもࡘものとして国家ᇶ‽された２）ࠋ

ᑠ୰学ᰯඹに㚷㈹と表現の２㡿ᇦにᩚ⌮され、ḷၐ

・ჾ楽と୪んで、創作は表現㡿ᇦに⨨࡙けられ 

たࡇࠋの時、➨２ḟヨの創造的表現に༉ᩛする内

ᐜは๐㝖され、創作は᪕ᚊ創作㔜どの᪉向にഴᩳし

て࠸くࡇࠋれ௨㝆、➨４ḟ学習指導せ㡿（ᑠ学ᰯは

1968 年 7 ᭶࿌示、୰学ᰯは 1969 年 4 ᭶࿌示）３）、

➨５ḟ学習指導せ㡿（ᑠ୰ඹに 1978 年࿌示）まで

の創作学習では、即興表現がྵまれて࠸ても、᪕ᚊ

創作の๓ẁ㝵として⨨࡙けられるഴ向がᙉかっ 

たࠋ 

教育現ሙでは、1960 年代のྂ川ᑠ学ᰯに代表さ

れる、࠸わࡺるᆅ᪉ึのࡩし࡙くり教育が㒔ᕷ㒊に

もᣑがり、そのໃ࠸のᙳ㡪は 70 年代になってもṧ

って࠸た４）ࠋすなわち教育現ሙにお࠸ては創作学

習のὶは᪕ᚊ創作であり、即興表現⮬యの音楽的

・教育的౯್がㄆ▱されて࠸るとは言࠸がた࠸≧ἣ

であったࠋまして現代音楽の手法をྵࡴCMMが創

作学習に入り㎸ࡴవᆅはなかったとࡼ࠼࠸うࠋ 

、ると࠼⪄うした➨５ḟまでの学習指導せ㡿をࡇ

➨６ḟ学習指導せ㡿に、子どものయ的な即興表現

を㔜どするࢫࢭ音楽࡙くりの活動とそのプロࡸ

CMMを導入するࡇとは、かなりのෑ㝤であったと

ᛮわれるࠋしかし 80 年代の᭱後にⓏሙする➨６ḟ

学習指導せ㡿の創作学習におけるCMM導入を

ける᪂し࠸⫾動は、᪤に 70 年代後༙から 80 年代に

かけてጞまって࠸たࠋ㟼ᒸ┴のᑠ学ᰯ教ㅍ➉内ちさ

子にࡼる子どものための現代音楽作ရ「呼びかけ」

（1977 年）のⓏሙ、ᫍ野ᆂᮁをึめとするඛ導的
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な実践者にࡼる手᥈りのCMMのྲྀり⤌み、山本文

茂、坪能由紀子に代表されるCMM◊✲者の⌮論的

・ၨⵚ的活動、そして 80 年代にㄌ⏕した「音・音

楽・子どもの」の᪂な活動などであるࠋ 

ᾏእの出∧≀の㑥ヂまでには㺂通ᖖかなりの時㛫

的ㄗᕪが⏕ࡌる1975ࠋ 年にࢲࢼ࢝で出∧された࣐

ࣜー・シ࢙ーࣇーのⴭ᭩『教ᐊの≏（The 

Rhinoceros in the Classroom）』５）が、高ᶫᝆにࡼ

って㑥ヂされたのは 1980 年であるࠋᑠ子ではあ

るが、音㢼ᬒ（Soundscape）と࠸う言ⴥの⏕みのぶ

ーがࣇー࢙ー・シ࣐ࣜ 1965 年からの 10 年㛫に᭩

うべき本࠸た５の音楽教育関ಀ᭩の集ᡂとも࠸

であるࠋ⎔ቃ音ࡸୡ⏺の音㢼ᬒに着目したシ࢙ーࣇ

、て、⫈く、分析するࡌな音のㄢ㢟を通ࠎーがᵝ

ࡔくる活動の㔜せ性を語った本᭩のⓏሙは⾪ᧁ的ࡘ

った６）ࠋ 

また 1970 年にイࢫࣜࢠで出∧されたࢪョン・࣌

インターとࣆーター・アࢺࢫンのඹⴭ『音楽の語る

もの』（௨下『S&S』）㸵）が、山本文茂、坪能由

紀子、ᶫ㒔みどりにࡼって㑥ヂされたのは、12 年

後の 1982 年であったࠋ 36 のプロ࢙ࢪクࢺの 2/3

がჾ楽ࡸ 20 ୡ紀の現代音楽にかかわる内ᐜであ 

り、日本の音楽教育に現代音楽の手法が導入される

ዎᶵとなったࠋCMMの㯪᫂期にお࠸て、ࡇの２

の本、ඛ㥑者となった実践者ࡸ◊✲者、そして「音

・音楽・子どもの」の活動が音楽教育に࠼たᙳ

㡪はきࠋ࠸ 

 

２㸬「音・音楽・子どもの」の活動 

 

「音・音楽・子どもの」は、᪂し࠸動向にᩄ感

でಶ性的な人ࠎが集まり、⮬的な⏬ࡸ活動を行

ったであるࠋ実㉁的な活動期㛫は 1982 年から⣙

６年㛫と࠸う▷期㛫であり、ではᏑᅾしたࡇとも

ᛀれられて࠸るが、ᑠつᶍながらもCMMのᮍ᮶に

 ࠋながる㊊㊧をṧしたであったࡘ

 

(1)「音・音楽・子どもの」の発㊊ᙜ時 

「音・音楽・子どもの」の発㊊にඛ❧ち、1979

年と⩣ 80 年に、ụ⿄のすṊ美⾡㤋（ࢰࢭン美⾡ 

㤋）ദで音・音楽を⪃࠼る特ูබ₇がദされたࠋ 

1980 年の 12 ᭶ 22 日は、現代ⱁ⾡のイ࣋ンࢺを

୰ᚰに⏬して࠸たすṊ美⾡㤋が、ึめて「教育と

音楽のཎⅬ」と㢟して音楽教育をྲྀりୖࡆた⏬期的

なものࡔったࠋᙜ時、ᮾி学ⱁ学㝃ᒓ➉᪩ᑠ学ᰯ

教ㅍࡔったᫍ野ᆂᮁは、「日の音楽的≧ἣと子ど

も」と㢟して、音ࣛࢫࡸイࢻを࠸ながら⮬らの教

育実践に関するㅮ₇を行ったࠋまた➉᪩ᑠ学ᰯの５

年⏕の児童にࡼって、ࡇとばを楽ჾに⨨き࠼る表

現ࡸおもちࡷとᡴ楽ჾにࡼる創作作ရ➼の発表が行

われたࠋまた作曲家で୰学ᰯ教ᖌでもあった㇂୰ඃ

の音ලにࡼるアンࢧン࡙ࣝࣈくりの実践ሗ࿌も行わ

れたࠋᙜ日、❧ちぢᖍができるど┒ἣࡔったࡇの

特ูබ₇は㸶）、すṊ美⾡㤋を音楽教育のヰ㢟一Ⰽ

にᰁめあࡆ、音楽࡙くりに対する関ᚰのᣑがりをண

感さࡏたࠋ 

⩣ 1981 年 8 ᭶ 30 日にも、ụ⿄ࢧンシࣕインで、

「音・音楽・子ども」と㢟する◊✲発表が行われ、

き、坪能由紀子、ᫍ野ࡺれをᶵにⰱ川⪽、∦山みࡇ

ᆂᮁ、ⱝ尾⿱の５ྡが発㉳人となって、1981 年 11

᭶に「音・音楽・子どもの」が発㊊したࠋ 

本の発㉳人で作曲家のⰱ川⪽に࠸ࡘて、⡆༢に

ゐれておきたࠋ࠸ᙜ時、๓⾨文のᣐⅬとしてụ⿄

すṊにㄌ⏕したアーࢺ⣔᭩ᗑアーࣦࣝィࣂンに応

学ᅾ学୰からめて࠸たⰱ川は、76 年に⡿国࢝

⩣、ニアᕞに␃学し࢛ࣝࣇࣜ 77 年に応学文学

㒊を༞ᴗしてからは、⢭ຊ的に作曲活動に㑌㐍し 

たࠋᙼは‶㊊できる᪂しࢥࣞ࠸ーࢻが出てࡇなࡇ࠸

とから、1982 年に࢙࢘ーࣦ・ࣀーࢸーションと࠸

うࣞーࣝ࣋で⮬分の作ရをめた「ࢸࢫィࣝ・࢙࢘
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イ」をࣞࢥーࢻした㸷）ࠋ⩣ 1983 年 5 ᭶に田୰᐀

㝯とඹに࢘ࢧンࢻ・プロࢫࢭ・デࢨイン（SPD）♫

を創タして⮬らึ代♫長にᑵ௵し、࢙࢘ーࣦ・ࣀー

ⰱ川は、音がዌࠋにしたࣝ࣋ーションを⮬♫ࣞーࢸ

でられるプロࢫࢭで⫈き手がఱらかの発ぢができる

そࠋた࠸うな創造性をᚲせとする音楽を目指してࡼ

れは、「⮬↛の音に⪥をഴけると࠸う音楽のཎึ的

ᙧែ」��）に㏆࠸ものࡔとも語って࠸たⰱ川は人ࠎ

にᐤりῧう⎔ቃとしての音楽を㏣✲して࠸たࠋᙼの

・の音・音楽に対する┿ᦸなጼໃは、「音・音楽ࡇ

子どもの」の目指す᪉向とྜ⮴して࠸たࠋ 

ⰱ川は、「音・音楽・子どもの」の発㊊にࡘな

がる、79 年からの一連のබ₇の⏬に῝くかかわ

って࠸た1982ࠋ 年 4 ᭶に㏥♫するまで、ⰱ川がアー

ࣦࣝィࣂンに⡠を⨨࠸て࠸たからࡇそ、アーࢺのᣐ

ⅬすṊ美⾡㤋が音楽教育に対して㛛ᡞを開࠸たとも

᥎ できるࠋᙼはまた、「音・音楽・子どもの」の

ሗの⦅集をᢸᙜして࠸たࠋ本にとってかけが࠼

のな࠸Ꮡᅾࡔったⰱ川が、⮬♫SPDの創タからഹか

２ࣨ᭶後の 7 ᭶に 30 ṓと࠸うⱝさで他⏺したࡇと

は、本の活動にもᑡなからࡠᙳ㡪を࠼たࠋⰱ川

が㏽ཤした後、オࣝࣇ教育に造ユが῝࠸ཱྀኴが本

のୡヰᙺの１人にຍわったࠋそして➹者がṇᘧに

本のဨになったのは 1984 年のࡇとࡔったࠋ 

「音・音楽・子どもの」の入内（B4 用⣬

１ᯛ）にࡼると、ᮃまし࠸音⎔ቃの創造を᰿ᖿとす

る本の目的は、「子どものかっ㐩な表現ຊを高め

る音楽活動の実践、おࡼび◊✲にᦠわる者のཧຍに

 り、◊✲、実践ሗ࿌、㈨ᩱ展示などの開ࡼ

ദ、おࡼびᾏእの教育◊✲ᶵ関とのὶを通し、ࡼ

り実した音楽教育の◊✲」にあった ࡇまたࠋ（��

の目的㐩ᡂのために、ḟのࡼうな活動がィ⏬されて

 ࠋた࠸

ձဨにࡼる◊✲発表・実践ሗ࿌（年２ᅇ） 

ղ特ูㅮᖌにࡼるシン࣒࢘ࢪ࣏（年１ᅇ） 

ճ展示（国内እの創造的音楽教育に関する᭩ 

⡠、楽㆕、ࣞࢥーࢻ➼、㈨ᩱの展示） 

մ年㈝の㊃᪨にそった᭩⡠、楽㆕の出∧、ࣞ

 ไ作ࢻーࢥ

յᾏእの教育ᶵ関とのὶ 

նဨ┦のሗ、◊✲ሗ࿌を目的にした

ሗの発行（Ꮨ刊ࠋẖ号に、プロ࢙ࢪクࡸࢺパ

 （の実➼を⤂ணᐃࢫン࣐ー࢛ࣇ

の他、ဨの特、入㈝（82ࡇ 年は 3000 で

⩣年から 4000 ）などに࠸ࡘてもグ㍕されて࠸るࠋ

入㈝はᚩして࠸たが年㈝のᚩはなく、

などのイ࣋ンࢺẖにཧຍ㈝をᚩして࠸たࠋ年㛫の

㈈※☜ಖのಖ㞀もな࠸⮬⏬のが行う活動とし

ては、ձからնまでの活動ィ⏬は、Ⲩ၈↓✍な内ᐜ

であるࡇとは一目░↛であるࠋしかしࡔからࡇそ本

発㊊ᙜ時には、発㉳人を୰ᚰに、音・音楽に対す

るㄆ㆑ࡸ音楽教育をኚࡼ࠼うとする感に‶ちた

意ḧみなࡂる活ຊがဨを✺き動かして࠸たࠋそし

て発㊊ 4 ࣨ᭶後の 82 年 3 ᭶には、ሗ「音・音

楽・子どもの」が創刊されたࠋ 

創刊号には、ෑ㢌に、本が現行の音楽教育（学

ᰯの音楽ᤵᴗ、音楽のᑓ㛛教育）の᳨ウを๓提と

しており、その目的は現ᅾの子どもたちにとって本

ᙜの音・音楽はఱなのかを⪃࠼るࡇと、そして༢な

る音楽教ᖌの集まりではなく、「子どもにとっての

音・音楽が、音・音楽⥲యの᰿※的、ཎึ的なあり

᪉として⪃࠼、⤖ᒁは音楽そのもののၥ㢟ࡸ一⯡的

な音⎔ቃのၥ㢟にはࡡ㏉ってくるࡇとを⪃࠼れば、

ከ᪉面の᪉ࠎの興味をࡦくࡇととᛮ࠸ます」��） 

と、他分野の人ࠎのཧຍも期ᚅして࠸たࠋ 

ሗ３にᣳみ㎸まれて࠸た 1982 年 10 ᭶現ᅾの

ဨྡ⡙ 50 ྡの୰には、㣴ㆤ学ᰯࡸಖ育ᅬのඛ⏕、

῭⤒、指導者、ኌ楽家、作曲家、絵⏬指導者ࣀアࣆ

学㒊の学⏕をྵྛࡴ分野の学⏕、ᫎ⏬関ಀ者、音

・音楽之♫・日本ࣜࣈタニ࢝などの出∧関ಀ者➼、
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᪉㔪通りにᵝࠎな❧ሙの人が集って࠸た  ࠋ（��

なおဨの１人、日本ࣜࣈタニ࢝の㟷ᰗுは、ࣈ

ࣜタニ࢝絵本㤋ࢫࣔࢥࣆのࢭ࢝ッࢸࢺープ「おとの

う」の⏬ไ作者であったࡻࡌきࡆ 1983ࠋ（�� 年に

出∧された㇂川ಇኴ㑻、ᑠᯇᕥி⥲┘ಟにࡼる

30 ᕳの絵本㤋ࢫࣔࢥࣆには、➨２ᕳ（文㸻高ᶫᝆ

、絵㸻ᰗ⏕※一㑻）の「きく」などのࡼうに音・

音楽にかかわる絵本がྵまれて࠸たࠋまたࡇの絵本

シࣜーࢬの➨ 26 ᕳは、「おとのࡆきࡻࡌう」と࠸

う 10 本のࢭ࢝ッࢸࢺープでᵓᡂされた᪂なシࣜ

ーࢬであったࠋ 

言ⴥ、⎔ቃ音への着ࡸープの内ᐜは、人㛫のኌࢸ

目、ḷࡸ楽ჾのはࡌまり、ᆅ⌫の音楽（ᑠἨ文ኵが

⮬ら現ᆅ㘓音したㅖ民᪘の音楽を㑅ᢥしゎㄝをᢸ 

ᙜ）、作モ作曲（㇂川ಇኴ㑻とᑠᐊ➼のຓ言にࡼり

実㝿に４人の子どもが作モ作曲にྲྀり⤌ࡴプロࢫࢭ

のグ㘓）などで、一ᰗ្、高ᶫᝆ、Ἴ℩‶子など

もかかわった⏬期的な⏬であったࠋ㟷ᰗがไ作し

た絵本㤋ࢫࣔࢥࣆは、ᙜ時、⎔ቃ音に関ᚰを向けて

 ࠋた࠸た音楽関ಀ者の㛫でὀ目を集めて࠸

1985 年のሗ㸶でも、ဨの田୰ᩗ୕がࣔࢥࣆ

なが࠼ࡌ批ุをま࠸て、手ཝし࠸ࡘにࢺッࢭ࢝・ࢫ

らもឡ㎸めた感をᐤࡏて࠸た 㟷ᰗと田୰ࠋ（��

ののࡼうに、ဨは┦にそれࡒれの❧ሙで子ど

もと音・音楽ࡸ⎔ቃ音に対する┿ᦸなၥ㢟意㆑でࡘ

ながって࠸たࠋ 

とࢁࡇでဨྡ⡙の᭱ึにグ㍕されて࠸たྡ๓ 

は、ྡဨとして本にຍわった࣐ࣜー・シ࢙ー

⡙のὀ意᭩きには、本の発㉳人ྡࠋったࡔーࣇ

の１人ⱝ尾⿱との手⣬のࡸりとりで、シ࢙ーࣇー

がྡဨとしてのⓏ㘓を⏦し出たࡇとが᭩かれて

ーがࣇー࢙ᑠつᶍな本の௰㛫として、シࠋる࠸

そのྡを連ࡡたࡇとは目に್するࠋ 

 

 

(2)「音・音楽・子どもの」の  

1982 年 4 ᭶ 12 日から 14 日の３日㛫にわたるグ

ᛕすべき本発㊊後ึめてのㅮᗙ（➨１ᅇ） 

は、ሗ１にࡼってဨに࿌▱されたࡇࠋれを⓶ษ

りに、本はࡸㅮᗙのྡ⛠で、ဨࡸ特ูㅮᖌ

にࡼる◊✲発表、実践ሗ࿌、シン࣒࢘ࢪ࣏などの

イ࣋ンࢺを行ったࠋ 

本のሗの創刊号（82 年 3 ᭶）から᭱⤊号の

10 号（87 年）のሗに、ᚲࡎしもሗ࿌がᥖ

㍕されて࠸な࠸ため、てのを㏣うのは㞴し 

10ࠋ࠸ のሗࡸ➹者のಶ人的なグ㘓をもとに、

年代㡰に（ㅮᗙ➼）を表にしたものが（表１）

であるࠋ➨㸵ᅇは、᫂であるࠋ 

に࠸ࡘては、時ᢡ、ဨが音楽教育雑誌にሗ

࿌をᐤࡏて࠸た࠸ࠋくࡘかのを㏣ってみࡼうࠋ 

1982 年の➨１ᅇのに࠸ࡘては、発㉳人の１

人である坪能由紀子が、1982 年の『Ꮨ刊音楽教育

◊✲』にሗ࿌して࠸る 、うにࡼにある（表１）ࠋ（��

➨１日目はシュタイࢼー学ᰯの教ဨ㣴ᡂにたࡎさわ

って࠸るࣝࢻࣝࢣ・ࢿにࡼるシュタイࢼー学ᰯの⌮

ᛕのㄝ᫂とᤵᴗ᪉法のయ㦂２ࠋ日目はᫍ野ᆂᮁの創

造的音楽教育の実践ሗ࿌３ࠋ日目はゅ田ᛅಙ（⏕⌮

学）、川田㡰造（文人㢮学）、田୰ಙ（ྜၐ指

）の３者のࣜࣇー・ࢺー࢟ンࢢと࠸う内ᐜであっ

たࠋබ₇は３日㛫通してࡰ‶ᖍに㏆く、本ㅮᗙの

᭱୰に、ဨが増ຍしたࡇともሗ࿌されて࠸るࠋ 

坪能はࡇのㅮᗙをり㏉り、ࡇの３ᅇのㅮᗙを⤖

で、ദ者の目指す᪉向が᫂☜と࠸ま࠸ᛕはあ⌮ࡪ

は࠼࠸なࡇ࠸とࡸከᵝな人ࠎのၥ㢟意㆑を集⣙する

㞴しさを指して࠸たࠋ坪能の༴は、もっともで

あったࠋ࠼ば、シュタイࢼー⣔の音楽⒪法にわ

れるࣛイアー（❿⍆）のዌ者である➹者にとって 

は、⒪教育に関するシュタイࢼーの⪃࠼᪉と音の

ၥ㢟はきわめて㔜せである１➨ࠋ日目に㝈ってみる

と、シュタイࢼー教育一⯡を語っても、音のၥ㢟の
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本㉁にはなかなか฿㐩できなࠋ࠸ 

シュタイࢼーに࠸ࡘては、日本では 70 年代から

高ᶫᕑとᙜ時ᙼのጔࡔった高ᶫᘯ子、また子安美智

子が、人智学ࡸ教育⌮ᛕの⤂をして࠸たࠋシュタ

イࢼー教育の᰿ᗏにある人智学と「音・音楽・子ど

もの」との᥋Ⅼをぢ出すのは㞴しࠋ࠸しかし

1976 年に一時ࣜࣝ࣋ンのࣦࣇࣝࢻࣝ（シュタイ

、た作曲家の一ᰗ្はࡏー）学ᰯにᜥ子を入学さࢼ

シュタイࢼー学ᰯではࣛイアーのᑠさな音に集୰さ

、うヰを聞き࠸て音をษにするẼᣢちを㣴うとࡏ

日の音楽が「音を⫈く」と࠸う本㉁的な音へのか

かわりから㐲く㝸たっており、「ᑠさな音を⫈くた

めには、㟼ᐢな⎔ቃが‽ഛされなければならなࡇ࠸

とを⪃࠼ると、ࡇの教育は音楽の㡿ᇦࡔけにとどま

らࡎ、♫における音のၥ㢟ともᐦ᥋にࡘながって

くる」ࡇとにẼかされたと㏙べて࠸る  ࠋ（��

シュタイࢼー教育と「音・音楽・子どもの」 

は、音に対するၥ㢟意㆑ࡔけはඹ有できるྍ能性が

あったࠋ 

1984 年 4 ᭶に࣐ࣜー・シ࢙ーࣇーを㏄࠼てᮾ

ி学ⱁ学のཱྀኴ◊✲の一ᐊで行われた➨㸷ᅇ

に࠸ࡘては、ሙᡤを提౪したཱྀኴの他に坪能も

『教育音楽』にሗ࿌して࠸るࠋி㒔ಙ用㔠ᗜ創❧

60 ࿘ᴗの一⎔としてி㒔をイ࣓ーࢪしたオーࢣ

ー࢙作ရを作曲するためி㒔య㦂にゼれたシࣛࢺࢫ

 ࠋーをᖐ国๓日にᣍき、特ูが開ദされたࣇ

๓日の 4 ᭶ 26 日には、ᮾி本㒓のࣦࣜオ・࣍ー

ࣝにお࠸て、ㅖㄔのྖにࡼって、Ṋ‶ᚭ、⯪山

㝯、Ṋ田᫂らがシ࢙ーࣇーをᅖんで「࣐ࣜー・

シ࢙ーࣇー㸭࢘ࢧンࢣࢫࢻープのリ学」と㢟する

シン࣒࢘ࢪ࣏が行われた26ࠋ 日のᙼの作ရのࣇィ

㫽ࡸては、Ṋ田᫂࠸ࡘに࣒࢘ࢪ࣏ᫎとシンୖ࣒ࣝ

㉺け࠸子にࡼって『音楽ⱁ⾡』でሗ࿌されて࠸  

る  ࠋ（��

➹者もࡇのにཧຍしたが、シ࢙ーࣇーの関ᚰ

が教育ではなく、᪤に作曲活動に向けられて࠸るの

は᫂ⓑࡔったࠋ 

しかしᙼの作曲活動と⎔ቃၥ㢟としての࢘ࢧンࢻ

ープࢣࢫࢻン࢘ࢧ、ープを༊ูするのではなくࢣࢫ

のᛮの୰に、⎔ቃၥ㢟、教育、デࢨイン、ㄪ査◊

✲、作曲と࠸ったㅖ活動が⤖び࠸ࡘており、「ᙼの

活動యがᚑ᮶の『音楽』のᴫᛕにᤕわれな࠸᪂た

な音楽活動のᆅᖹをษり開࠸て࠸るࡇとをㄆめるࡇ

と」��）が㔜せࡔとする㫽㉺の指は、もなお音

 ࠋ᪉に対する㔜せな指とᛮわれる࠼音楽のᤊࡸ

ྡဨとして「音・音楽・子どもの」のཧຍ

者と㐣ࡈしたにお࠸て、シ࢙ーࣇーは、ி㒔

ᅾఫ୰に聞࠸た着≀ጼのዪ性の㊊音、◁道、ᅵ 

道、木の道をṌく下㥏ࡸⲡᒚの音などの༳㇟を語っ

た後、ဨに対して２ࡘのㄢ㢟を実践したࠋまࡎは

イࣖー・クࣜーニンࢢ（⪥のᤲ㝖）として、指ྡさ

れた１人がᐊ内を一ᗘṌ࠸た後、目を㛢ࡌて࠸たཧ

ຍ者がṌ࠸た人の性ู・㌟長・ᒚき≀・その他Ẽ

 ࠋう活動であった࠸ると࠼⟆とをࡇた࠸

、に手Ώしたりࡎめは、ᩘᯛの⣬を音をたてࡘ２

１ᯛの⣬からそれࡒれが㐪う音をࡘくったりする活

動であるࠋ➹者が༳㇟にṧって࠸るのは、⣬がシ࢙

ーࣇーの手ඖにᡠったとき、᪤に࣎ロ࣎ロになっ

て࠸て、もはࡸ᪂し࠸音をࡘくるのは↓⌮とᛮわれ

たその時、ᙼはࡸおら⣬をᙉくめて、ཧຍ者にそ

れをቨにᙜてる時に⏕ࡌる音をኌで表現すると࠸う

ㄢ㢟を提示したࡘࡪࠋけて音をࡘくると࠸う発が

↓かった➹者は⾪ᧁをうけたのを㩭᫂にぬ࠼て࠸ 

るࠋさらに⣬⌫が✵をษる音、手を㞳れる音、ቨに

ᙜたる音、ᙜたってᗋにⴠちる音など、ဨがண

できなかった音に࠸ࡘての指があり、音と῝くか

かわる時㛫をయ㦂するࡇとができたࠋ 

子、木ᮧ┤子に࠸のでは、ⱝ尾⿱、㫽㉺けࡇ

❍イン（Ỉ⍆ࢨデ・ࢻン࢘ࢧるᡃが国のఏ⤫的なࡼ

など）のᫎീグ㘓の⤂、ᑠ学ᰯにおけるᫍ野ᆂᮁ
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の実践、ᯇ本秋๎の音の᙮้（Sound Sculpture）、

そしてⰱ川が⏕๓୰ᚰとなって⏬した㔲㊰の༤≀

㤋の࢘ࢧンࢻ・デࢨインが⤂されたࡇࠋの時シ࢙

ーࣇーが行った⣬の音の発ぢの活動は、㸶年後の

1992 年に㫽㉺け࠸子、ⱝ尾⿱、田彦の３者に

  ーショࢣデュ࢚・ࢻン࢘ࢧ』って㑥ヂされたࡼ

ン』��）のㄢ㢟にྵまれて࠸るࠋまたࡇの᭩の子ど

も∧として、1996 年 12 ᭶にはシ࢙ーࣇーと田

彦のඹⴭ『音さがしの本』��）のึ∧が日本語で

秋♫から出∧されたࠋ 

ᾏእの特ูㅮᖌにࡼるはシ࢙ーࣇーࡔけで

なかったࠋ➨ 10 ᅇは、ឡ▱教育学ຓ教ᤵの

ᮧ尾ᛅᘅとの関ಀで、同学に教ᤵとして日

୰ࡔったニューࣚークᕞ❧学ࢻࣞࣇニアᰯ教ᤵの

るㅮ⩏とワークシࡼーに࢟ࢫࣞࢤࣞ・㸿・ࢫ࣐ーࢺ

ョップが実現した࢟ࢫࣞࢤࣞࠋーのࡇの時のㅮ₇内

ᐜは、ᮧ尾にࡼって『Ꮨ刊音楽教育◊✲』に㑥ヂゎ

ㄝがᥖ㍕されて࠸る࢟ࢫࣞࢤࣞࠋーは、通ᖖのクࣛ

ションの᪉法をࢪ࣏ンࢥ・ࢻン࢘ࢧᤵᴗにおけるࢫ

語ったࠋ 

ᮧ尾は⮬㌟が実践した㝃ᒓ୰学ᰯで、⏕ᚐが音に

向かうᵓ࠼が༑分であったࡇとに࠸ࡘて、「ࢥン

）  ション௨๓にまた、ే行して音教育ࢪ࣏

sound education）を㐍めてࡺくᚲせがあった」��）と

㏙し、音楽࡙くりの๓提として音の᥈⣴ࡸ発ぢ⫈

ྲྀのᚲせ性をᙇしたࠋᴟめて㔜せな指であるࠋ 

1985 年 3 ᭶ 11 日の➨ 12 ᅇには、ⱝ尾⿱が

වࡡてからὀ目して࠸たイࢫࣜࢠの現代作曲家ࣞࢺ

ⱝ尾が᪤に➨６ᅇࠋた࠼を㏄ࢺィシࣕー࢘・ーࣦ

で⤂して࠸た࢘ィシࣕーࢺの『Sounds Fun 

（１・２ᕳ）』��）の音楽ࢤー࣒をయ㦂するワーク

ショップであったࠋなおの⩣日は、ࢫタࢪオ

200 で「People Music㹼Creativity & Environment㸭ࢺ

本ࠋのୡ⏺」が開ദされたࢺィシࣕー࢘・ーࣦࣞ

イࣦ࢙ンࢺには、「音・音楽・子どもの」も⏬

・ไ作にかかわったࡇࠋの時、ᫎീࡸ音※にࡼるᙼ

の作ရ⤂とඹに、ఱ年もかけて⣲ᮦとしてのኌを

㏣ồした࢘ィシࣕーࢺ⮬㌟にࡼるࣦ࢛ーࣝ࢝・パࣇ

る⾪ᧁ的ࡏは人㛫のኌのྍ能性をㄆ㆑さࢫン࣐ー࢛

なものであったࠋ 

ᙼの音楽ࢤー࣒のᑠ子『Sounds Fun』は、1987

年には１・２ᕳとも「音・音楽・子どもの」の発

㉳人の坪能由紀子とⱝ尾⿱にࡼり『音あそびするも

のࡼっと࠸で』（２ᕳ）として⩻ヂ出∧されたࠋ

ーࢤれは後に➹者もຍわる坪能⏬の連㍕「音楽ࡇ

 ࠋく࠸ながってࡘで楽しもう」（後㏙）に࣒

➨ 14 ᅇは、࢛ࣝࣇࣜ࢝ニアᕞ❧学教ᤵの

࣓アࣜー・㹃・シ࣒ࣕロックዪྐを㏄࠼て、オࣝࣇ

・シューࣝࣝ࣋ク◊✲とのྜ同開ദのであっ

たࠋオࣝࣇ教育の実践者ΎỈ和にࡼる༓代田༊❧ⰾ

ᯘᑠ学ᰯにおけるᤵᴗཧほと㉁応⟅を୰ᚰとする

シ࣒ࣕロックのヰの本❧てのであり、ア࣓ࣜ

教育の実➼もᢕᥱできる㈗㔜なᶵにࣇのオࣝ࢝

なったࠋ➹者の࣓ࣔにࡼると、ࡇの時、「音・音楽

・子どもの」に࠸ࡘて、ⱝ尾は「๓㐍的なࡇとを

みんなでࡸってࡇ࠸うと࠸うもので、特ูな࣏ࣜ 

シーはな࠸」とㄝ᫂して࠸たࠋ 

ᾏእの特ูㅮᖌにࡼるなを㏣ってみたが、

ⱝ尾の言のとおり、「音・音楽・子どもの」は、

音・音楽に関するࡇとࡔけでなく、ᙜ時ヰ㢟になっ

て࠸た教育的・音楽的᪉面の᪂動向に目を向け、ከ

ᵝなヰ㢟をྲྀりୖࡆて࠸たࠋ 

意ḧ的で᪂な活動を行って࠸た「音・音楽・子

どもの」ࡔったが、1985 年の➨ 13 ᅇから➨

14 ᅇ開ദまでには１年༙のࣛࣈンクがあるࠋ

発㊊ᙜึ年２ᅇணᐃして࠸たဨにࡼる◊✲発表・

実践ሗ࿌ࡸ年１ᅇணᐃして࠸た特ูㅮᖌにࡼるシ

ン࣒࢘ࢪ࣏はおࢁか、展示ࡸ楽㆕の出∧、ࣞࢥー

ったሗはとうとうࡔࡎᏘ刊のは、ࡎไ作はできࢻ

1987 年号（ሗ 10）で᭱⤊号となったࠋすでに
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ሗ㸶にはົᒁへの⌮ゎをồめるお▱らࡏが᭩か

れており、᭱⤊号では、ሗの㐜れのおルびとሗ

の〇作・発㏦のお手ఏ࠸のເ集がᥖ㍕されて࠸るࠋ

しかしࡇの㡭にはဨᩘは 70 ྡを㉸࠼て࠸たࠋそ

してဨのᗉ野Ὀ子、田୰┤子、㫽㉺け࠸子は、

1986 年３᭶にᑠ川༤ྖとඹにᨾⰱ川⪽の㑇✏集を

（��ⴭ᭩『Ἴのグ㆕法㹼⎔ቃ音楽とはఱか』⦆ࡴྵ

を出∧したࠋまた同年 12 ᭶には、ࡇの４人にⱝ尾

がຍわりシ࢙ーࣇーのⴭ᭩『ୡ⏺のㄪᚊ㹼࢘ࢧン

 ープとはなにか』��）の日本語∧を出∧しࢣࢫࢻ

たࠋ 

ࢫࢻン࢘ࢧの㡭からḟ➨にဨの関ᚰの୰ᚰがࡇ

き、యとしての࠸ープとCMMにᴟしてࢣ

 ࠋあったࡘࡘ࠸ーをኻࢠࣝࢿ࢚

「音・音楽・子どもの」は、ᣢ⥆的な活動と࠸

う面では、の⏬などの⤌⧊的な㐠Ⴀຊはᙅ 

く、またᑡなࣛ࣎࠸ンࢸィアに依Ꮡして࠸たົᴗ

ົは行きワまって࠸たࠋ音⎔ቃࡸ音楽教育に࠸ࡘて

㔜せなၥ㢟提㉳をし⥆けたではあったが、ဨを

ࡎとで、発㊊からわࡇた࠼たሗが㏵絶࠸で࠸なࡘ

か６年で⮬↛ᾘ⁛と࠸うṧᛕな⤊↉を㏄࠼てしま 

うࠋ 

「音・音楽・子どもの」のṔྐ的意味は、➨１

に、本のྡ⛠が示すࡼうに、音楽௨๓の音そのも

のに対するㄆ㆑を῝めたࡇとにあるࠋ 

➨２に、音楽教育におけるCMM導入のᚲせ性を

ㄆ㆑するᶵとなったࠋ 

➨３に、㦁音ၥ㢟はもとࡼり、それを㉸࠼て⎔ቃ

にࡩさわし࠸音⎔ቃのᵓ⠏と࠸う創造的で✚ᴟ的な

意味での࢘ࢧンࢣࢫࢻープのㄆ㆑をᗈめたࠋ 

➨４に、ဨ┦おࡼびᾏእからの特ูㅮᖌにࡼ

るㅮ₇ࡸワークショップᙧᘧのにࡼって、᪂し

 ࠋた࠸ሗが྾できる㈗㔜なᶵを提౪して࠸

➨５に、▱的ዲወᚰ᪲┒なဨ同ኈのὶとሗ

のሙになって࠸たࠋ 

本がᚿ向したᮃまし࠸音⎔ቃの創造の⌮にࡘ

ては、1993࠸ 年タ❧の日本࢘ࢧンࢣࢫࢻープ༠

に受け⥅がれて࠸くࠋまたCMMに関する音楽教育

◊✲と実践に࠸ࡘては、本の࣓ンࣂーࡔった◊✲

者ࡸ教育者にࡼって⥅ᢎされて࠸くࠋᙜ↛のࡈと 

く、日本࢘ࢧンࢣࢫࢻープ༠の発㊊ᙜึ、「音・

音楽・子どもの」のဨがከᩘཧຍして࠸たࠋ 

「日本࢘ࢧンࢣࢫࢻープ༠タ❧㊃意」には、

の目的として、ࡼりከくの人ࠎが㌟のᅇりの音のᏑ

ᅾにẼ࡙き、関ᚰをもࡘとඹに、音のၥ㢟に␃まら 

てඹに࠸ࡘ、Ṕྐ、⎔ቃ、文そのものに♫、ࡎ

くっࡘᾏእとのὶもྵめてሗὶのሙを、࠼⪄

て࠸くࡇとが᭩かれて࠸た  ࠋ（��

一᪉、๓㏙した「音・音楽・子どもの」の入

内ෑ㢌にグされて࠸た「子どものかっ㐩な表現ຊ

を高める音楽活動の実践、おࡼび◊✲」に↔Ⅼをᙜ

て、音楽教育におけるCMMのᬑཬにᑾຊした୰ᚰ

的人≀がᫍ野ᆂᮁと坪能由紀子ࡔったࠋそして本

には┤᥋ཧຍして࠸なかったが、CMM導入期のṔ

ྐを語る時にḞくࡇとができな࠸のが、坪能とඹに

『S&S』を⩻ヂした山本文茂であるࡇࠋの３者は、

それࡒれ活動のࣇィーࣝࢻが␗なって࠸ても、音楽

教育におけるCMMのྍ能性を☜ಙし、また実㝿に

᥎㐍した㔜せなCMMඛ㥑者であったࠋ 

「音・音楽・子どもの」にかかわったဨが現

ᅾに⮳るまで教育現ሙࡸ日本࢘ࢧンࢣࢫࢻープ༠

でᯝたしてきたᴗ⦼を⪃࠼るならば、ᑠつᶍなで

はあったが、「音・音楽・子どもの」は、けして

Ṕྐの㜌にᇙもれさࡏてはならな࠸↥めく一➽のග

であったࠋ本✏では、さらにCMMのඛ㥑者である

ᫍ野、山本、坪能の３Ặの活動ࡸᴗ⦼に࠸ࡘて、➹

者のᛮ࠸出をຍ࠼ながら㏣ってみたࠋ࠸ 
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３㸬ᫍ野ᆂᮁの教育実践 

 

(1) CMM◊✲に⮳るまで 

ᮾி学ⱁ学㝃ᒓ➉᪩ᑠ学ᰯの音楽ᑓ科教ㅍとし

て活㌍して࠸たᫍ野ᆂᮁは、1962 年に᮶日したࢪ

ョン・ࢣー࢝ࡸࢪーࣝ・オࣝࣇとࣝࢢニࢣ・ࢺーࢺ

ーࣞࢺࢫデࣔンࡸࢺン࢙まなイࣦࡊるさまࡼンに࣐

ションの᪂さに⾪ᧁを受けたࠋまた⩣ 63 年にᮾ

ிで開ദされたISME（International Society for Music 

Education）における࣎ー࣎・ࢻーࣦィー長の開

ᘧでのヰ、すなわちす洋的にカ⦎された⪥はᮾ洋

が音楽的ࠎる、ᡃ࠸現代の音楽を⫈けなくなってࡸ

㞀ᐖ者になるࡇとをண㜵するࡼうな᪂たな⪥のカ⦎

のᇶ♏をぢࡘけなければならな࠸と࠸うᣵᣜに、ᡞ

ᝨࡘࡘ࠸もゐ発されて࠸た  ࠋ（��

1969 年にࣝࣈࢶࣝࢨクにあるオࣝࣇ◊✲ᡤに▷

期␃学するᶵをᚓたᫍ野は、ᖐ国後、➉᪩ᑠ学ᰯ

の子どもࡸව௵して࠸たᮾி学ⱁ学の学⏕を対㇟

にオࣝࣇ教育の実践を行ったࠋその実践をᇶに

1979 年には、『オࣝࣇ・シューࣝࣝ࣋ク⌮論とそ

の実㝿』をୖᱻしたࠋさらにᫍ野が 81 年から 85 年

にかけて、日本語を出発Ⅼとしたオࣝࣇ教育の☜❧

のために出∧したのが、３ᕳのཱྀኴとのඹⴭ『

子どものための音楽』��）であるࠋ 

➹者は、1977 年にᫍ野がົするᮾி学ⱁ学

㝃ᒓ➉᪩ᑠ学ᰯとጜጒᰯの㝃ᒓᑠ㔠ᑠ学ᰯに着ಙ

したࠋ᭶に一ᗘ、11 ᰯあるᮾி学ⱁ学㝃ᒓ学ᰯ

の音楽教ဨが一同にする㝃ᒓ学ᰯྜ同◊✲音楽

㒊があり、ఫᒃが㞄⏫同ኈࡔったᫍ野と➹者は、

◊✲のᖐ㊰はとんど一⥴ࡔったࠋᫍ野はࡘ࠸も

ክ୰で音楽教育に࠸ࡘて語って࠸たが、࣐ࣜー・シ

れを絶㈶ࡇ、ーの『教ᐊの≏』の読後はࣇー࢙

してCMMのᚲせ性を⇕く語って࠸たᵝ子が㩭᫂に

ᛮ࠸出されるࠋ教育実践ࡸⴭ᭩にࡼって、᪤に日本

におけるオࣝࣇ◊✲の➨一人者になって࠸たᫍ野ࡔ

が、『教ᐊの≏』との出࠸௨後、さらにḟୡ代の

子どものための᪂し࠸音楽教育を㏣✲すべく、

CMMの実践的◊✲に✺き㐍んで࠸ったࠋ 

 

(2) CMMの実践的◊✲とᇳ➹活動 

1984 年 4 ᭶号から３年㛫にわたって、『教育音

楽ᑠ学∧』に連㍕した「21 ୡ紀に⏕きる子どもた

ちのために音でఱができるか」にお࠸て、ᫍ野は創

造性ࡸ⊂創性をồめる音楽教育をồめて、「わが国

の文とఏ⤫、そして民᪘の本㉁に᰿ࡊした音楽教

育」と「࠸かなる音・音㡪をも音楽として⤌⧊でき

る能ຊをᣢたࡏる音楽教育」の２Ⅼを⮬らの実践◊

✲のᰕにᤣ࠼た ��࣐ࣝ）本連㍕では、」ྜ表現ࠋ（

ࣕࢳ、ディア）のヨみ、അ↛性を導入した創作࣓ࢳ

ンࢫ・オࣞ࣌ーション的手法にࡼるヨみ、」ᩘ教科

ーションࢣデュ࢚・ࢻン࢘ࢧ、ー᪉ᘧの活動ࣞࢻ࣓

の実践、代ࠎ木බᅬ࢘ࢧンࣁ・ࢻンࢸィンࢸ、ࢢー

プࣞࢥーࢲーを活用した⎔ቃ音のᵓᡂ、音の出るお

もちࡷにࡼる創作、音とᫎീにࡼる表現など、ᫍ野

ならではの᪂な実践が、子どものᅗᙧ楽㆕などの

㈨ᩱと一⥴にヲ⣽かࡘᑀにሗ࿌されたࠋそして連

㍕の᭱後は、ẖᅇ、「創造のാきが人㛫Ꮡᅾの証し

である」と࠸う言ⴥで⥾めくくられて࠸たࠋ 

からࣇた㡭のᫍ野は、オࣝ࠸の連㍕をᇳ➹してࡇ

CMMに◊✲を発展さࡏた᭱も実した時期であっ

たࠋ日本におけるCMMの導入期に、にオࣝࣇ教

育の実践者がCMM実践のཱྀⅆをษったのは、ඛ㥑

者ᫍ野のᙳ㡪にࡼるとࢁࡇがきࠋ࠸ 

本連㍕の᭱⤊ᅇとなる 1987 年 3 ᭶号には、ᑠ学

ᰯの現ሙから㞳れるから本連㍕を⤊࠼るࡇとが

ሗ࿌されて࠸るࠋさらにᫍ野は、実践してきたて

のアイディアは子どもが⪃࠼出したもので、教ᖌは

子どもの↓意㆑のアイディアをㄆめ、ඛ人のᴗ⦼と

⤖びࡘけて౯್࡙け、かࡘᗈくሗをᚓるດຊを✚

み㔜ࡡるࡼうであってし࠸と㏙べて࠸た  ࠋ���
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ᫍ野は、1987 年 4 ᭶に 55 ṓで山ᙧ学教育学㒊

ຓ教ᤵに㌿௵したࠋ㛫もなく教ᤵになったᫍ野は、

1989 年からび『教育音楽ᑠ学∧』に長期連㍕「

音にࡼる᪂し࠸表現の創造」をࢫターࢺさࡏたࠋま

た 1993 年にはⴭ᭩『創って表現する音楽学習㹼音

の⎔ቃ教育のどⅬから㹼』��）を出∧したࠋ本᭩に

お࠸て、ᫍ野は「21 ୡ紀に⏕きる子どもたちのた

めに音でఱができるか」の連㍕で⤂した実践

を、「現代音楽的な手法を用࠸た」と「⎔ቃ教

育としての」に༊分してᥖ㍕して࠸るࠋ本᭩ 

は、音⎔ቃに向きྜ࠸、音楽のഃから⎔ቃ教育のᚲ

せ性をッ࠼たྡⴭであり、௨後、音楽教育⏺では音

⎔ቃに関わるࡇれを㉸࠼るⴭ᭩はⓏሙして࠸なࠋ࠸ 

ᫍ野がCMMの実践をጞめた㡭は、現代的な語法

でᑠ学⏕がࡘくる音楽は、ᚑ᮶のྜၐྜࡸዌなどと

は表現ᵝᘧがᠱけ㞳れており、時に「ࡇれは音楽で

はな࠸」との批ุをᾎびࡏかけられるࡇともあっ 

たࠋ同教ᖌの⌮ゎをᚓるのも㞴しかったࡼうで、

学ᰯにᫍ野の᪂し࠸実践のྲྀᮦが入るࡇともあった

が、それをᛌにᛮう一㒊の同がྲྀᮦᣄྰしࡼう

としたࡇともあったと➹者にヰしてくれたࡇとがあ

るࡇࡇࠋまで㟢㦵ではな࠸が、㠉᪂的なࡼうでಖᏲ

的な国❧学の㝃ᒓᰯに⡠をおき、ᫍ野と同ᵝに

CMMの実践を展開して࠸た➹者もまた、෭ᬮ୧᪉

の㢼を感ࡌて࠸たࠋᫍ野は山ᙧ学への㌿௵がỴま

ってから、「後の実践は頼ࡴ」と➹者に言࠸ṧして

 ࠋた࠸

現ᅾとは㐪ってCMM導入期の実践者は、␗端ど

されるࡇとを受けṆめるぬᝅがなければ、CMMに

ྲྀり⤌ࡇࡴとはできなかったࠋ 

ᫍ野をⰋく▱る坪能由紀子はᫍ野の実践に࠸ࡘ 

て、ձᥥ的な音楽࡙くりがな࠸、ղ作曲家作ရの

㚷㈹がな࠸、ճ音楽ᵓ造への関ᚰがなࡇ࠸とを指

しながらも、┤᥋音にゐれ、㗦ᩄな感ぬを☻き、音

・音楽に対してᚰを開くࡇとを᰿ᖿとしたとࢁࡇに

ᫍ野のᤵᴗの⚄㧊があったと分析する  ࠋ（��

➹者はᫍ野の၏一のᙅⅬは、子どもにࡼるᅗᙧ楽

㆕の作ᡂを実㝿に㬆り㡪く音ࡼりもඃඛさࡏたࡇと

が音楽ᵓ造のㄆ㆑の⏑さにもࡘながったとみて࠸ 

るࠋしかしそれは音楽ᵓ造௨๓の音そのものに関ᚰ

を⨨࠸て࠸たシ࢙ーࣇーのᙳ㡪がᙉかったとも⪃

した音そのものに対する関ᚰࡊᫍ野がめࠋられる࠼

は、、まさにぢ┤されなければならな࠸㔜せなど

Ⅼになって࠸るࠋ 

山ᙧ学に㌿௵して㛫もな࠸時期であったとᛮう

が、ཱྀ◊✲ᐊでᫍ野に出った時、「ఱᨾかᕥྑ

の手㊊のኴさが㐪ってきたんࡔ」と安そうに語っ

て࠸たࠋその時、ᫍ野はすでに㞴ALS（➽ⴎ⦰性

ഃ⣴◳）を発して࠸たࠋしかし『教育音楽ᑠ

学∧』に 1989 年からᇳ➹୰ࡔった連㍕は、࠸ࡘに

ཱྀ㏙➹グをవなくされるࡼうになっても、1996

年に 64 ṓでᖐのᐈとなる２年๓までの５年３ࣨ

᭶㛫⥆行された1993ࠋ 年 10 ᭶号からᫍ野は教ᖌと

しての⮬らの人⏕をり㏉る内ᐜを⥛って࠸たࠋそ

して本連㍕は 1994 年 12 ᭶号でᮍのまま᩿➹とな

ったࠋCMMを㔜どした᪂し࠸音楽教育へのᫍ野の

ᙉ࠸㢪࠸は、現行の学習指導せ㡿にお࠸てもᫎさ

れて࠸るࠋᫍ野のᇳᛕと೧ᴗのୖに現ᅾのCMMの

実があるࠋ 

CMMの実践◊✲のᛴඛ㗓ࡔったᫍ野に対して、

CMMの⌮論に㈉⊩したのは、『S&S』の⩻ヂ者

である山本文茂と坪能由紀子であったࠋ 

 

４㸬山本文茂の CMM の⌮論と教育へのᙳ㡪 

 

(1) CMM の⌮論と実践の⼥  ྜ

山本は 1978 年から 2006 年のにᐃ年を㏄࠼

るまで、ẕᰯのᮾிⱁ⾡学音楽学㒊で教㠴を

ᇳり、日本音楽教育学長（1999−2002 年）、

文㒊┬関ಀの、日本音楽教育◊✲学㒊
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長ࡸ本◊✲⌮長など、ḟࠎとせ⫋をṔ

௵した音楽教育⏺の㔜㙠であるࠋᚑ᮶ࡇのࡼう

な❧ሙにある◊✲者はಖᏲ的になりがちである

が、山本は一㈏して㠉᪂的なጼໃをಖち⥆けて

きたࠋ山本が学時代に、60 年安ಖ㜚தと࠸う

時代のὙ♩を受けて࠸たࡔけでなく、ᮾிⱁ⾡

学音楽学㒊ᅾ⡠୰から⚟島学教育学㒊のຓ

教ᤵの⫋をᚓるまでの 18 年㛫と࠸う長きにわた

る㒔❧高ᰯの音楽教ဨとしての教育実践య㦂

が、౯್ほのከᵝࡸ創造性を高める㠉᪂的な

ᤵᴗの㏣ồに山本を㑌㐍さࡏたと⪃࠼られるࠋ 

た高ᰯ教ဨ時代の࠸してࡊᤵᴗをめ࠸ࡼりࡼ

山本は、創作指導の分野で᪂たな発を⏕み出

した࠸とᶍ⣴して࠸たࠋ⚄田のྂ本ᒇでഅ↛

『S&S』に出࠸、そࡇに᭩かれて࠸た CMM の

⌮ᛕと᪉法にしたがって実㝿に高ᰯ⏕に創作ㄢ

㢟を実践したとࢁࡇ、ᛮ࠸のか⏕ᚐのయ的

な学習意ḧをႏ㉳するࡇとに㦫くとඹに、ᑠ・

୰学ᰯでも㐺用できると☜ಙして本᭩の⩻ヂ作

ᴗにྲྀりかかったと࠸う  ࠋ（��

1976 年の山本の高ᰯでの実践ሗ࿌にࡼると、

２時㛫⥆きの１時㝈目を CMM にᙜて、『S&S』

の」ᩘのプロ࢙ࢪクࢺをྲྀりୖࡆて࠸たࠋලయ

的には、ࣝࢢープ即興₇ዌにࡼる「ワࣝࢯーの

⏕きṧり」、「ࢥンࢫࣂ・ࣛࢺのための㸺ኳᆅ

創造㸼」、「シンࣝࣂのための音楽」などの実

践にྲྀり⤌んで࠸た  ࠋ（��

山本は、「音楽教育の現代・本㉁は、し

かしながら、音楽教育の୰᰾的Ꮡᅾであるとࡇ

の音楽の教ᤵと学習にかかわるᴟめてලయࢁ

的・実践的指㔪が提示されな࠸㝈り、その㐩ᡂ

はとうて࠸ྍ能であࢁうࠋ（୰␎）『S&S』は

子どもを絶ࡎ࠼造りኚ࠼て࠸くࡼうな᪉法ཎ⌮

を内ໟして࠸る」と㏙べて࠸た すなわちࠋ（��

『S&S』のࡼうな⏕きた⌮論と実践的指㔪となり

ᚓる᪉法ཎ⌮を示すものࡔけが音楽教育の実

をኚ࠼て࠸くと⪃࠼て࠸たࠋ 

1982 年号から⩣年の号まで５ᅇにわたっ

て『Ꮨ刊音楽教育◊✲』にᥖ㍕された山本の論

文「創造的音楽作りとはఱか㹼『࢘ࢧンࢻ・ア

ンࢧ・ࢻイࣞンࢫ』を⪃࠼る㹼」は、『S&S』の

内ᐜを分析・評౯して日本の音楽教育をᇶ♏࡙

ける᪂たなࢪࢸࣛࢺࢫーをᵓ⠏するࡇとを目的

として࠸たࠋそして音楽科の学習㡿ᇦに࠸ࡘ

て、教科内における㡿ᇦの⼥ྜとඹに教科㛫の

ቃ⏺⥺をもྲྀりᡶうᚲせ性に࠸ࡘても言ཬして

た࠸ 的表現を内ໟしࢬュー࣑、は࠼⪄のࡇࠋ（��

て࠸る CMM の特性を発展さࡏた山本⊂⮬のࣔ

 ࠋく࠸ながってࡘၐの展開にྜ࣐ࣛࢻࣀ

⌮論と実践の⼥ྜをษにして࠸た山本は、

⩏ົ教育ẁ㝵における CMM 実践の実現に向け

て、1985 年にⴭྡなᑠ学ᰯ音楽教ᖌのᯇ本ᜏᩄ

とのඹⴭ『創造的音楽学習のヨみ㹼ࡇの音で࠸

者は、学㝔時➹ࠋかな？㹼』��）を出∧した࠸

代にᤵᴗ分析のために、ᯇ本のᤵᴗをཧほした

音楽ᐊ୰動きᅇりながら子どもがࠋとがあるࡇ

⏕き⏕きと活動するጼを目のᙜたりにして、音

楽のᤵᴗの⪃࠼᪉が᰿ᗏからそさࡏられたぬ࠼

があるࠋ 

本᭩には⎔ቃ音のㄆ㆑、音あそびࡸ音࡙くり

などの音のయ㦂、言ⴥࡸ音のᵓᡂ、⥲ྜ表現、

音楽࡙くりと㚷㈹など、日ࠎの音楽ᤵᴗに CMM

の⌮ᛕをල現できる㢟ᮦが⥡⨶ᫍのዴくち

りばめられて࠸たࠋ本᭩は CMM の実践にとっ

てのࣂイࣝࣈ的なᏑᅾとして、80 年代の CMM

の実践をᨭ࠼たࠋ 

日本では CMM の実践者はᴟめてᑡᩘであ

り、「そのࡼうな発をするࡇと⮬యが、㢼ኚ

わりな人、教育現ሙを▱らࡠアࢧࢺ࢘イࢲーな

どとして␗端どされࡸす࠸㢼ᅵがあるࠋそれ

11

１．日本における創造的な音楽学習の導入期－同時代の証人の１人として－



 

は、行ᨻ的権ጾ（？）が↓意㆑のうちに現ሙ教

ᖌの⮬由で᪂㩭な発をᯤῬさࡏて࠸る」��）と

語って࠸た山本は、あ࠼て➨６ḟᑠ学ᰯ学習指

導せ㡿音楽おࡼびᑠ学ᰯ指導᭩音楽⦅の作ᡂ༠

ຊ者にຍわったࠋ山本のᑾ⑼が実って➨６ḟ学

習指導せ㡿に CMM の⪃࠼᪉が導入されたࠋ 

➨６ḟ学習指導せ㡿への CMM 導入を受けて

⏬された 1990 年ᗘ文㒊┬指ᐃไ作教ᮦᫎ⏬

「Ᏹᐂの音楽をࡘくࢁう」のไ作に、➹者は山

本とඹに CMM のࣔデࣝᤵᴗのᤵᴗ者としてཧ

ຍした ��時期࠸時㛫的にཝしࡴ㐠動をᣳࠋ（

ったが、特ูなᤵᴗではなく、ᬑẁのᤵᴗでࡔ

り㏉ってぢるࠋとでᘬき受けたࡇと言う࠸ࡼ

と、ᫍ野同ᵝ、ᙳに対する学ᰯഃの⌮ゎは༑

分とは言࠸がた࠸ものࡔったࠋ㐠動の⦎習で

な࠼てもらࡏされたᤵᴗ時㛫のㄪᩚもさࢺッ࢝

ったが、➹者にとっては、CMMࡔᙳ࠸ の実践

をぢ┤すⰋࣕࢳ࠸ンࢫとなったࠋ 

また㝃ᒓᑠ㔠ᑠ学ᰯ教ဨ時代に、国බ開

◊✲のㅮᖌを山本に依頼したࡇとがあったࠋ

山本は➹者に、ᚲྜࡎၐを入れるࡇと、シア

ターࣆーࢫまたは㯮ᚚ⡘音楽を㢟ᮦにするࡇと

➼を່めたが、ᤵᴗはᤵᴗ者の教育⌮ᛕのල現

であり、⮬分がỴめた㢟ᮦでᤵᴗすると࠸う

ᙉ࠸ಙᛕをもって࠸た➹者は、山本の意ぢを受

け入れなかったࠋ山本は、ከᑡはㅮᖌの意ぢに

⪥を㈚すりࡄら࠸はした᪉が࠸ࡼとのアࢻ

すࡊをくれたが、けして権ጾをりかࢫイࣦ

山本ࠋとなく、ᛌくㅮᖌをᘬき受けてくれたࡇ

の人㛫のきさを③感した࠸出であるࠋ 

CMM の⌮論と実践のᣑがりに⫵⫢をく࠸ࡔ

た山本は、長年かかわった CMM 関ಀの集ᡂ

として 2000 年に、ⴭ᭩『ࣔྜ࣐ࣛࢻࣀၐのすす

め』��）をୖᱻしたࠋ本᭩にお࠸て、「ࡦびきを

くる」CMMࡘ の学習を通ࡌて、表現፹య（音⣲

ᮦ・表現手ẁ➼）、音楽のᵓᡂせ⣲（４ࡘの音

のᒓ性と６ࡘの音楽のᵓᡂせ⣲）、ᙧᡂཎ⌮

（語法・ᢏ法・音⤌⧊）そして音楽のᵝᘧ感を

子どもに㌟にけさࡏる㔜せ性をᙇしたࠋま

た学習内ᐜయ⣔である㸺㢼㌴ࣔデࣝ㸼��）を提

するとඹに、ከᵝな音楽文の受ᐜと⥅ᢎと࠸

う❧ሙから、ᖖに CMM に㚷㈹学習を⨨࡙け

る㔜せ性に࠸ࡘてもᙉㄪしたࠋ 

 

 ⨥ၐのຌྜ࣐ࣛࢻࣀࣔ (2)

ࢻࣀࣔࠋၐは山本の造語であるྜ࣐ࣛࢻࣀࣔ

語をᮁ読しながらそれに≀ࡸၐとは、リྜ࣐ࣛ

音楽をࡘけ、そのᮁ読の内ᐜをḷモにしたྜၐ

曲をḷうと࠸う表現ᙧᘧであるࠋ山本は高➼学

ᰯの教ဨ時代に実践したシ࢙ーンࣝ࣋クの「ワ

ーの⏕きṧり」から発をᚓて、「国語教ࢯࣝ

ᮦにྲྀᮦしたྜၐ曲をࣇィࢼーࣞとして用࠸る

とᴫᛕつᐃし（��「ࢫン࣐ー࢛ࣇのパ࣐ࣛࢻࣀࣔ

たࣔྜ࣐ࣛࢻࣀၐのᬑཬにᑾຊしたࠋその᰿ᖿ

には、ࣜࢠシア⚄ヰの㸷人のዪ⚄࣑ューࢬにࡼ

る学ၥ・ⱁ⾡の⼥ྜに⌮をồめた、20 ୡ紀๓

༙における音楽・言ⴥ・動きの内的関連を㔜ど

したࢻイࢶの࣑ューࢬ的教育があったࠋ山本の

CMM の୰ᚰには、音楽のᯟを㉺࠼た⥲ྜ的な表

現へのᚿ向がうかが࠼る࣐ࣛࢻࣀࣔࠋはྜၐ曲

の和ኌを活用した音楽࡙くりࡸຠᯝ音࡙くりを

行うと࠸うⅬで、ㄡでもできる⥲ྜ的な音楽࡙

くりの１ᙧᘧを提示したຌ⦼はㄆめられるࠋそ

の一᪉で࣐ࣔࣛࢻࣀのᯟ⤌みの୰で子どもの創

造的な発はไ㝈されたࠋ 

1980 年代に CMM の実践指㔪となったⴭ᭩

『創造的音楽学習のヨみ㹼ࡇの音で࠸࠸かな？

㹼』では、 24 の学習ㄢ㢟୰、ࢺࢫーࣜーが

ᅾするㄢ㢟が、10 ㄢ㢟すなわちయの４を༨

めて࠸たࠋ 
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また➨６ḟ学習指導せ㡿を受けてᨵゞされた

音楽教科᭩には、≀語にຠᯝ音をける㢟ᮦが

ྵまれたࠋ特に日本で一␒࣐ーࢣッࢺ・シ࢙

アーがき࠸教育ⱁ⾡♫の音楽教科᭩には、

「おࡴすびࢁࡇりん」「かさࡒࡌう」「ࡘるの

ᜠ㏉し」「㉮れ࣓ロࢫ」などの≀語にຠᯝ音を

れが音楽࡙くりであࡇ、ける活動がᥖ㍕されࡘ

ると࠸うᅛᐃほᛕを᳜࠼けたࠋ 

『S&S』のプロ࢙ࢪクࢺ㸵「音楽と」では、

「のなかでは音楽はあくまで͂⿵ຓ手ẁ’にす

がᡂࠋる࠸とをㄆめるぬᝅがࡇう࠸と࠸なࡂ

ຌするには音楽はあまりඃに❧ってはならな

の✀の活動ではᙺが≀語でࡇࠋとある（��「࠸

音楽は㝶的にならࡊるをᚓなࡇ࠸とが指さ

れて࠸るࠋしかし教科᭩のᙳ㡪からึ期の CMM

実践では、子どもが創造的に音・音楽をᵓᡂす

る CMM 本᮶の活動からは㐲࠸、≀語のຠᯝ音

࡙くりの実践がከかったࠋ 

た࠼⪄ၐのᙳ㡪とྜ࣐ࣛࢻࣀれを山本のࣔࡇ

CMM 関ಀ者はᑡなくなかったࠋしかしそうでは

なかったࡇとを証言しておࡇう2010ࠋ 年 9 ᭶、

➹者は教育ⱁ⾡♫の㔜㙠で作曲家のᶫ本⚈㊰か

ら音楽教育に࠸ࡘての意ぢをồめられるᶵが

あったࠋẼ楽なㄯヰの୰で、≀語にຠᯝ音をࡘ

ける発は、教育ⱁ⾡♫が㺂ᙜึ CMM にあまり

✚ᴟ的ではなく、音楽࡙くりの᪉法も᫂☜でな

かったため、ྲྀりあࡎ࠼≀語と関連さࡏたຠᯝ

音࡙くりࡸ音を入れるḷၐ教ᮦをྲྀりୖࡆたと

ࣛࢻࣀᶫ本は、山本のࣔࠋとがわかったࡇう࠸

 ࠋた࠸と㏙べて࠸のᙳ㡪ではな࣐

さて山本の関ᚰは、ḟ➨に CMM を᰾としࡘ

も音楽教育⏺をಠ▔した᪂たな音楽教育学のࡘ

☜❧に向けられたࠋそして 2006 年のᮾிⱁ⾡

学の㏥ᐁに㝿し、21 ୡ紀の音楽教育に向けて提

言を行った 、すなわち現≧分析、Ṕྐㄆ㆑ࠋ（��

すḢ・㏆㞄ㅖ国の動向ㄪ査を࣋ーࢫに、ࡇれか

らの日本の音楽教育に࠸ࡘて、音楽学習の㸺⥲

ྜ㸼㸺本㉁㸼㸺ඹ有㸼㸺⥅⥆㸼と࠸っ

た４指㔪にもと࡙くኊな音楽教育学の学ၥయ

⣔ᵓを提㉳したࡇࠋれは現代の音楽教育にお

 ࠋる࠸ーンになって࣎ックࣂても、⌮論的࠸

山本のດຊで CMM の⌮ᛕが 1989 年࿌示の➨６

ḟ学習指導せ㡿に導入され、そのᙳ㡪ຊのある

❧ሙで、␗端どされがちࡔった CMM 実践者に

ຬẼを࠼、┪になってくれたࠋ実践者にとっ

て、ࡇのࡇとは CMM の⌮論௨ୖに山本の

きな㈉⊩とᴗ⦼であったࠋさまࡊまなㄢ㢟をṧ

して࠸たが、日に⥆く CMM ◊✲と実践は、

➨６ḟ学習指導せ㡿への CMM 導入が☜かに㔜

せな分ᒱⅬであったࠋ 

 

５㸬坪能由紀子の◊✲おࡼびၨⵚ活動 

 

(1) CMMにかかわるึ期の活動 

「音・音楽・子どもの」の発㉳人であり、

『S&S』の⩻ヂ者でもあった坪能由紀子は、ᫍ野

うな教育現ሙでの実践య㦂はなかっࡼ山本のࡸ

たが、すでに 70 年代から学教育の୰で学⏕対

㇟に現代音楽の実践をヨみて࠸たࠋ現代音楽の

教育的有ຠ性に対する坪能の目ぬめは᪩かっ

た1968ࠋ 年にᅗᙧとインࣛࢺࢫクションにࡼる

Ỉ野ಟᏕ作曲「ኌのオー࣑ࣀࢺー」のᨵ作ึ₇

にཧຍした時に、即興₇ዌࡸ現代音楽の教育的

ྍ能性を☜ಙし、ᩘ年後、学教ဨとしてி㒔

教育学の学⏕に同曲を₇ዌさࡏて࠸た  ࠋ（��

1974 年 3 ᭶号の『音楽ⱁ⾡』にᪧጣ୕ᾆ由紀

子のྡ๓でᥖ㍕された「ⱝ࠸ୡ代と現代音楽」

と㢟する坪能のㅮ₇の୰で、学⏕にヨみた現代

作ရを３ࡘに分㢮して࠸る すなわちձクࣛࠋ（��

シック的なᢏ⾡で音を出す楽ჾの作ရࠋղኌの
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ための現代作ရ、ճᐜ᫆に音が出る⣲ᮔな発音

ᶵᵓの楽ჾの作ရであるࠋ実㝿の音※を活用し

たㅮ₇の᭱後に、ᑠ学⏕が現代音楽作ရを₇ዌ

したを示しながら、ճの作ရに࠸ࡘては、子

どもでも音楽ᤵᴗでᅗᙧ楽㆕ࡸഅ↛性の音楽表

現がྍ能であるとの⪃࠼を示して࠸たࠋ子ども

⮬㌟の手にࡼる音楽࡙くりに࠸ࡘてはまࡔ✚ᴟ

的とは࠼࠸な࠸が、1974 年の時Ⅼで᪤に現代作

ရの音楽教育への導入をᙇして࠸たࡇとに㦫

かされるࠋしかも↓ㅛなᙇではなく、ி㒔教

育学の学⏕に対する CMM の実践ᡂᯝに

けられて࠸たࠋ学⏕対㇟の CMM 実践は、ி㒔

教育学から文教学に㌿௵してからも⥆けら

れた1981ࠋ 年に「音・音楽・子どもの」の発

㉳人となる㡭には、CMM の実践者とのὶを通

音楽ࡸて、坪能は子どもの音楽࡙くりの能ຊࡌ

࡙くりにࡼって子どもがさらに創造的・音楽的

にᡂ長するࡇとを☜ಙして࠸たࠋ 

日本ึの CMM の実践᭩は 85 年出∧の山本と

ᯇ本の『創造的音楽学習のヨみ㹼ࡇの音で࠸࠸

かな？㹼』ࡔが、ࡇれにඛ❧ち、坪能は 1983 年

の文㒊┬学習指導せ㡿‽ᣐの音楽㚷㈹ࣞࢥーࢻ

（୰学ᰯ用）の『㚷㈹指導の手ᘬき』に手作り

楽ჾの即興₇ዌと㟁子音楽࡙くりの２を⤂

して࠸た  ࠋ（��

一᪉、山本論文「「創造的音楽作りとはఱか

㹼『S&S』を⪃࠼る㹼」に⥆࠸て、1983 年号

から 84 年秋号まで坪能は論文「音楽教育の現代

への道」（６ᅇ）を連㍕した 本連㍕にࠋ（��

お࠸て、࢘ࢧンࢣࢫࢻープを࣋ーࢫにした創意

に‶ちたシ࢙ーࣇーの音楽教育論を評౯しࡘ

とにྰࡇࡴを教ᐊにᣢち㎸ࢫップ࣏も、ᙼがࡘ

ᐃ的であるࡇと、⤌⧊的・య⣔的な教育論では

なࡇ࠸となどを指したࠋまたከᵝなᵝᘧの音

楽をᰂ㌾に導入して࠸るイࢫࣜࢠの᪂し࠸音楽

教育を⤂し、ࢪョーࣛࣈ、ࣇࣝࢭ・ࢪイ

アン・デニࢪ、ࢫョン・࣌インター、ࣞࢺ

ࡸ᪉࠼⪄らのࢺシࣕー࢘・ーࣦ CMM におけ

る㔜せㄢ㢟の評౯に࠸ࡘても言ཬしたࠋὙ⦎さ

れたⱥ語ຊにຍ࠼て、CMM 関連のከくのḢ⡿の

᭩⡠を΅⊟して࠸た坪能は、CMM 関連のᾏእ

を᭱も的☜にᢕᥱして࠸たࠋ山本と坪能にࡼ

るࡇの２論文をዎᶵとして、日本における

CMM は音楽教育⏺にᾐ㏱して࠸き、ḟ➨に実践

的ヨみも⣼✚されて࠸ったࠋ 

1985 年の教育ⱁ⾡♫の教科᭩‽ᣐのᑠ学ᰯ音

楽㚷㈹ࣞࢥーࢻ（ᑠ学ᰯ用）のための『㚷㈹指

導の手ᘬき』��）では、⏬のẁ㝵から➹者がか

かわったࡇࠋの手ᘬき᭩では、➹者をྵ３ࡴ人

の音楽教ᖌと坪能の４人の手にࡼって、「みん

なで࠸っしࡻに」の㡯目ྡで、ྛ学年１な࠸し

３の CMM を提示するࡇとができたࠋ 

ᙜึ、ࡇの手ᘬき᭩の作ᡂに㝿して、坪能は

教育ⱁ⾡♫に CMM をྵࡴ『㚷㈹の手ᘬき』を

作ᡂするࡼうにാきかけたࠋしかし CMM にࡘ

の〇ࢻーࢥࣞ、ᒁ⤖、ࡎての⌮ゎがᚓられ࠸

造・発ඖの日本ࢥロ࣒ビアがࣞࢥーࢻにῧ

する手ᘬき᭩として作ᡂするᙧとなったࡇࠋの

時期には、まࡔ CMM にᕷ民権はなかったので

あるࡇࠋのᑠ学ᰯ用『㚷㈹指導の手ᘬき』は、

➨ 10 ᅇ「音・音楽・子どもの」のࣞࢫࣞࢤ

ーので意Ẽᢞྜした坪能と➹者が、ึめ࢟

て一⥴に行ったであったࠋ 

坪能は教育現ሙにおける CMM のᬑཬ・発展

のために、80 年代から◚➉のໃ࠸で⢭ຊ的な活

動を展開したࠋその活動は、教育活動に␃まら

なࠋる࠸音楽文活動の㡿ᇦにもཬんで、ࡎ

活動は、➨１に 1980 年代から、㏵絶࠼るࡇとな

く⥅⥆した音楽教育誌における」ᩘの連㍕ࡸ⩻

ヂ᭩をྵࡴⴭ᭩のᇳ➹活動があり、➨２に CMM
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に関連するྛ✀のワークショップ、◊✲、音

楽などの⏬・実があるࡇࠋの他にእ㒊か

らの依頼にࡼる音楽࡙くりに関するᩘከくのㅮ

 ࠋワークショップがຍわるࡸ₇

坪能の⭾でᗈ⠊ᅖにわたる活動のㇺにࡘ

ࠋ࠸とはできなࡇのᑠ論で語りᑾくすࡇ、て࠸

本✏では、に教育現ሙにおける CMM に関わ

る活動に㝈ᐃして、坪能の◊✲活動をり㏉っ

てみたࠋ࠸ 

 

(2) 坪能のᇳ➹活動とᙇの特ᚩ 

坪能のᇳ➹活動は現ᅾも⥆࠸て࠸るが、1980

年代༙ばからの 2000 年ึ㢌までのな連㍕とⴭ

᭩をิᣲしてみࡼうࠋ 

ձ「Ḣ⡿音楽教育の᪂し࠸Ἴ」：『教育音楽

ᑠ学∧』ࣛࢢビア㡫、1983 年 8 ᭶号〜1985

年 12 ᭶号 

ղ「音楽ࢤー࣒で楽しもう」：『教育音楽ᑠ

学∧』1986 年 4 ᭶号〜88 年 3 ᭶号 

ճࣦࣞࢺー・࢘シࣕーࢺⴭ、ⱝ尾⿱とඹヂ

『音あそびするものࡼっと࠸で１・２』音

楽之♫、1987 年 

մ「୕ࡘの『音楽と文』への᪑」（『教育

音楽ᑠ学∧』 1988 年 4 ᭶号㹼90 年 7 ᭶

号） 

յ࢟ࢫࣇࣞࣂ࢝・ࣜࢺ࣑ࢻーⴭ、坪能ヂ『子

どものᚰをࡦらく』音楽之♫、1989 年、

 240 㡫ࠋ 

ն࢟ーࢫ・ࢫワン࢘ィック㸤ࢪョン・ࢸィࣝ

ンⴭ、坪能ヂ「音楽的発㐩の⣔⤫性子ど࣐

もの作ရの◊✲１㹼３」 『Ꮨ刊音楽教育◊

✲』1989 年 61 号㹼90 年 63 号 

շ「ୡ⏺の音楽にぶしもう」：『教育音楽୰

学・高➼学ᰯ∧』 1991 年 1 ᭶号㹼94 年 7

᭶号 

ո「創造者たちとの対ヰ」：『教育音楽ᑠ学

∧』1992 年 3 ᭶号㹼1993 年 2 ᭶号 

չࢪョン・࣌インターⴭ、坪能ヂ『音楽をࡘ

くるྍ能性』音楽之♫、1994 年、 285

㡫ࠋ 

պ坪能ⴭ『音楽࡙くりのアイディア』音楽之

♫、 159 㡫ࠋ 

ջ「音楽をࡘくࢁう」：『教育音楽୰学・高

➼学ᰯ∧ 1995 年 6 ᭶号㹼2001 年 9 ᭶号 

௨ୖのࡼうに、⣙ 20 年㛫ఇみなく、時には㔜

」しながらᇳ➹活動を行࠸、㸵ࡘの雑誌連㍕と

４の᭩⡠の出∧と࠸う㦫␗的なᇳ➹活動を展

開しながら、ࡇの他にも༢発の論文もᇳ➹して

 ࠋた࠸

坪能のᇶ本的な⪃࠼は、ձの連㍕にࡼるイࢠ

ア、ア࣓ࣜࢺࢫオー、ࢲオࣛン、ࢶイࢻ、ࢫࣜ

アなどのࣜࣛࢺࢫオー、࢝ࣜ CMM がྵまれる

ලయ的な音楽教科᭩ࡸ関連教ᮦの᳨ウおࡼびḢ

⡿の CMM 関連ⴭ᭩᳨ウにࡼってᩚ⌮されて

 ࠋった࠸

1985 年に『Ꮨ刊音楽教育◊✲』にᥖ㍕された

論文「創造的音楽学習の国㝿的₻ὶ」には、坪

能の CMM に関するᇶ本的な⪃࠼᪉がจ⦰され

て࠸るࠋ「ロックࡸ民᪘音楽、現代音楽が┦

にᙳ㡪しあ࠸ながら 70 年代の᪂し࠸音楽を作り

音楽における౯್ほのከᵝ性ࡸ⾡日のⱁࡆୖ

を導࠸て࠸く」��）と㏙べた坪能は、Ḣ⡿の教科

᭩にはࡇのᣑされたど野がዴ実に表れて࠸る

と分析・⤂したࠋさらに࣑ニ࣑・࣐ࣝュー

音ࡸの音楽のあり᪉࢝ࣜࣇア、アࢪックはアࢪ

楽ᴫᛕのᙳ㡪であり、⎔ቃ音の⪃࠼᪉もㅖ民᪘

音楽のあり᪉に㏆࠸とᤊ࠼て࠸たࠋ 

したがって坪能は現代音楽ࡔけでなくㅖ民᪘

の音楽ࡸከᵝな音楽ࣕࢪンࣝも CMM の対㇟音

楽になるとᙇしたࠋなかでもㅖ民᪘の音楽に
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関するշの「ୡ⏺の音楽にぶしもう」の連㍕で

は、◊✲者が⏬し、ᑓ㛛家にࡼるㅮ習をᇶに

教ᖌが教ᮦをᅗり実践したものを◊✲者が 

分析・ᇳ➹すると࠸う᪂し࠸◊✲法を実現し 

た  ࠋ（��

音楽のᵓᡂを㔜どして࠸た坪能は、音楽࡙く

りのᢏ能面では、特に▷࠸音楽パターンの⧞り

㏉しをᵓ造するパターン・࣑ューࢪック（坪

能の造語）に、子どもの音楽࡙くりのྍ能性を

ぢ出して࠸たࠋ 

ձの音楽教科᭩⤂の᭱⤊ᅇは、ࣞࢺ

のᑠ子࣒ーࢤの音楽ࢺィシࣕー࢘・ーࣦ

『SOUNDS FUN』の⤂ࡔったࠋ๓㏙したࡼう

に、ࡇれがⴭ者もかかわるճの音楽ࢤー࣒と音

楽࡙くりをࡘなࡄ᪂㢟ᮦの開発とその実践を⤂

する連㍕にࡘながったࠋ 

չの⩻ヂ᭩『音楽をࡘくるྍ能性』��）の㍍ጁ

な➹⮴は、࣌インターの CMM ဴ学をవすとࡇ

ࡎしかもཎⴭの出∧後、わࠋる࠸て࠼なくఏࢁ

か２年で坪能１人の手にࡼって⩻ヂ᭩の出∧に

⮳ったࡇとに㦫かされるࠋ本᭩は『S&S』と୪ࡪ

CMM ◊✲のᚲ読᭩であるࠋ 

坪能のᴗ⦼は、ࡇのࡼうな㟼的なᇳ➹活動ࡔ

けでなく、ከくの実践者ࡸ◊✲者をᕳき㎸んで

実されてきた動的なワークショップにあるࠋ 

 

(3) ワークショップࡸ◊ಟの⏬ 

（表２）は、坪能⏬おࡼび┤᥋関わった

ワークショップの一ぴである なかでもࠋ（�� 1996

年に⣙ 20 ྡの◊✲者ࡸ音楽教ဨがロンࢻンに出

向࠸たワークショップ・ࢶアー（表２㸫��）は

特➹に್するࠋ現代音楽をྵࡴඃれた₇ዌ実⦼

とࣘニークな教育プロ࣒ࣛࢢをもࡘロンࢻン・

シン࢛ࣇニ࢚ッタは、1994 年に日本現代作曲家

༠の⏬「童楽」のワークショップ・ࢥン

⩣、れに着目した坪能はࡇࠋに᮶日したࢺーࢧ

95 年にロンࢻン・シン࢛ࣇニ࢚ッタに出向きロ

ンࢻンでのワークショップ・ࢶアーの┤᥋΅

を行ったึࠋめは実現のྍ能性がప࠸≧ἣࡔっ

たが、坪能のᆅ道なດຊで実現したࢶアーで

あったࠋさらに 1997 年に㉺㇂ᕷの࣍ーࣝもᕳき

㎸み、ᗘロンࢻン・シン࢛ࣇニ࢚ッタの࣓ン

ーをᣍ⪸して、ᇸ⋢┴㉺㇂ᕷ㏆㞄のᑠ୰学ࣂ

⏕、教ဨ、日本音楽ࡸす洋音楽のᑓ㛛家➼がཧ

ຍするワークショップ・ࢥンࢧーࢺを実現した

 ࠋとは⏬期的であった（表２㸫��）ࡇ

また๓㏙したࡼうに 43 ᅇの連㍕「ୡ⏺の音

楽にぶしもう」では、対㇟となる音楽のᑓ㛛家

にアࣦࢻイࢫを受けるࡔけでなく、ᤵᴗ者௨

እのᕼᮃ者もཧຍできるワークショップを⏬

し、そのᡂᯝとᤵᴗ者の実践を分析的に坪能は

雑誌に連㍕したࡘࠋまりᗈく学びの㛛ᡞを開き

ながら、ᑓ㛛家と◊✲者と実践者の୕一యᆺ

の◊✲᪉法を創りୖࡆて࠸たࠋ 

（表２）が示すࡼうに、ᑓ㛛家にࡼるワーク

ショップは本連㍕後も⥅⥆されて࠸るࠋ「᪂し

る」の内ᐜは、坪能はその࠼⪄音楽教育を࠸

時ࠎにヰ㢟となって࠸る内ᐜࡸ関ᚰのある内ᐜ

に࠸ࡘて、ປを࠸とわࡎワークショップࡸㅮ₇

を⏬し、CMM に関ᚰのある教ဨࡸ◊✲者など

に提౪し⥆けてきたࠋ坪能⏬のワークショッ

プには、ᖖにከくの◊✲者ࡸ実践者が集࠸、่

⃭的な時㛫をඹ有して࠸るࠋかࡘて「音・音

楽・子どもの」が⏬したワークショップ

を、教育と音楽に↔Ⅼをᙜてながら、坪能はಶ

人的なດຊで⥅⥆してきたࠋ一⥴に創造的な音

楽を楽しみながら学ࡪと࠸う坪能のᇶ本的なࢫ

タンࢫは、⤖ᯝ的に◊✲者ࡸ音楽教ᖌがᡂ長で

きるᶵになってきたࠋそしてワークショップ

にお࠸て、ᖖに⏕き⏕きと楽しࡆに活動して࠸
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るのが坪能本人なのであるࠋ 

ከᙬなワークࡸれまでのᇳ➹活動と◊✲ࡇ

ショップにࡼって、CMM に関するḟのࡼうな坪

能の⪃࠼᪉ࡸᴗ⦼がᾋき᙮りになるࠋ 

➨１に、現代音楽ࡔけでなく、日本のఏ⤫音

楽、ㅖ民᪘の音楽、ࣆ࣏、ࢬࣕࢪュࣛー音楽な

ど、ከᵝな音楽が CMM の対㇟であるࡇとを᫂

☜に示したࠋ 

➨２に、音楽のᵓᡂを㔜どし、ㅖ民᪘の音楽

ᵓ造をྲྀり㎸んࡔ現代音楽の手法の୰でも、特

に▷࠸音楽パターンの⧞り㏉しにࡼる音楽࡙く

りをパターン・࣑ューࢪックとྡし、ᤵᴗで

実践ྍ能なලయ的な手法として提示したࠋ 

➨３に、実践者とのඹ同◊✲にࡼって、音楽

を音楽࡙くりに⏕かす⊂⮬の᪉法論を提࣒ーࢤ

したࡇࠋれは日本の CMM の特ᚩの１ࡘに

なって࠸るࠋ 

➨４に、ワークショップを活用した実践者と

◊✲者またはᑓ㛛家と◊✲者と実践者のඹ同に

 ࠋる実践的◊✲法を☜❧したࡼ

坪能は、⮬らが⏬したワークショップࡸプ

ロ࢙ࢪクࢺなどを通ࡌて、ከくの教育現ሙの教

ဨとかかわり、長年、⌮論と実践の⼥ྜを㏣ồ

してきたࠋ 

山本同ᵝに、坪能は 2005 年から 2007 年の３

年㛫、日本音楽教育学の長をົめたࠋ長

としてṧしたᴗ⦼の୰でも、教育現ሙの教ᖌが

ཧຍできるኟఇみ୰の学⏬ワークショップ

をࢫターࢺさࡏたᴗ⦼はきࠋ࠸また CMM の

ᐃ着を㢪って➨㸶ḟᑠ学ᰯ学習指導せ㡿音楽お

࠸びそのゎㄝの音楽⦅作ᡂ༠ຊ者として、ᙉࡼ

ᙳ㡪ຊを発したࠋ 

ᇳ➹活動とే行して、80 年代ᮎࡼりᩘከくの

ワークショップを通ࡌて実践者にᚓがた࠸学び

のᶵを提౪し࡙ࡘけてきた坪能の║ᕪしは、

ᖖに教ᖌと子どもに向けられており、しなࡸか

な坪能の୰に、教ᖌのᡂ長ࡇそが日本の音楽教

育のኚ㠉にࡘながると࠸うᦂらࡂな࠸ಙᛕと

感をぢるࡇとができるࠋ 

 

６㸬᫂日の CMM に向けて 

 

日本への CMM 導入期にお࠸て㔜せなᙺを

ᯝたした「音・音楽・子どもの」おࡼびᫍ野

ᆂᮁ、山本文茂、坪能由紀子の３Ặをྲྀりୖ

 ࠋ᪉をᴫほした࠼⪄ࡸ人の特ᚩ的な活動ྛ、ࡆ

ᫍ野は、に音楽のഃからの⎔ቃ教育を᰾

に、音そのものに対する感性を◊ࡂますඛ導

的な CMM の実践を✚みୖࡆながら、⢭ຊ的に

ᇳ➹活動を⥆行し、CMM 実践の道ᶆを⠏࠸たࠋ 

山本は、➨６ḟ学習指導せ㡿への CMM 導入

にᑾຊし、また CMM の⌮論をヨみながら、

的音楽教育としてのྜ科的・⥲ྜ的活ࢬュー࣑

動のල現としての࣐ࣔࣛࢻࣀを提ၐしたࠋ 

坪能は、ከᵝな音楽が CMM の対㇟であるࡇ

とを᫂☜に示し、音楽ᵓ造の㔜せ性をᙇする

୰で、パターン・࣑ューࢪックに着目したࠋ同

時に CMM の◊✲ࡸワークショップにࡼるၨ

ⵚ活動を⥅⥆的に展開してきたࠋ 

３者はそれࡒれの◊✲の୰᰾とするとࢁࡇが

㐪って࠸ても、創造的な音楽活動ࡇそが子ども

の音楽的な感性ࡸ音楽的なᡂ長をಁすと࠸うඹ

通の教育的ಙᛕでࡘながって࠸たࠋまた CMM

の⌮論と実践の⼥ྜの㔜せ性に࠸ࡘてもඹ通の

ㄆ㆑に❧ち、教育実践のࣇィーࣝࢻは㐪って

も、３者ඹに◊✲者であり実践者でもあったࠋ 

◊✲と実践の一యと࠸うⅬでは、戦後の音

楽教育の୰で、CMM の◊✲者と実践者どṌみ

ᐤり、⿵しྜ࠸ながらᡂᯝをୖࡆてきた実践

的◊✲が他にあったࢁࡔうかࠋ 
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現代、CMM は内ᐜ的な面でも実践のሙの面で

もḟᣑがりをぢࡏており、では実践者が␗

端どされるࡇともなࠋ࠸しかし CMM のᮍ᮶を

 ࠋる࠸るとき、なおከくのㄢ㢟がṧされて࠼⪄

➨１に、音に対する感性を育てるษさを

ㄆ㆑するᚲせがあるࠋ「音を音楽にᵓᡂする能

ຊ」はษࡔが、その๓提となる音そのものの

᥈ồࡸ㗦࠸感性がなければ㇏かな音楽表現は⏕

まれなࠋ࠸音の㏣ồを㔜どした「音・音楽・子

どもの」ࡸᫍ野の実践に学ࡪべきⅬであࢁ

うࠋ 

➨２にᆅᇦにࡼる CMM のྲྀり⤌みの᱁ᕪで

あるࠋ➹者は㸵年㛫ᒾ手学にົしたが、┴

内のᑠ୰学ᰯでとんど CMM は実践されて࠸

なかったࠋCMM に㝈ったၥ㢟ではな࠸が、ᆅᇦ

᱁ᕪがある㝈り CMM はࡘ࠸までも導入期であ

るࠋ国ࣞࣝ࣋のᣑがりを実現する᪉法をᶍ⣴

するᚲせがあるࠋ 

➨３に、CMM の実践的・⌮論的◊✲に関する

⤌⧊的◊✲のᚲせ性であるࠋᫍ野は 17 年๓に

㏽ཤし、山本もᮾிⱁ⾡学を㏥ᐁして㸶年目

を㏄࠼るࠋ現ᅾ、ᙉຊに CMM ◊✲を᥎㐍して

しかしಶ人のດຊにࠋ࠸る坪能のᏑᅾはき࠸

依Ꮡするࡔけでは CMM のᮍ᮶はなࠋ࠸ࡸ

CMM 関ಀのከくの実践者ࡸ◊✲者がᏑᅾする

が、CMM ➨２ୡ代の活動をᨭ࠼、ᮍ᮶にࡘなが

る◊✲がᚲせであࢁうࠋ 

CMM は、ḷၐ・ჾ楽㺃㚷㈹を音で⣳ࡄ㇏かな

ୡ⏺であるࠋCMM がもたらしてきた子どもの音

楽的なᡂ長をಖ㞀する᪂たな⫾動を、Ṕྐの一

音・音楽・子」ࠋ࠸てはならなࡏに⤊わら࣐ࢥ

どもの」３ࡸ人のパイオニアのࡇれまでの㌶

㊧を┳㐣するࡇとなく、まさに子どもの๓に

❧ってᤵᴗを行って࠸るከくのⱝ࠸音楽教ᖌ

に、実践を通して CMM のୡ⏺をయ㦂してもら

 ࠋとษに㢪う࠸た࠸

そしてᑛᩗするᫍ野ᆂᮁ、山本文茂、坪能由

紀子の３Ặに出࠸、┤᥋、ከくを学ࡇࡪとが

できたᖾࡏに感ㅰしࡘࡘ、ᫍ野が連㍕の᭱後に

㏙べて࠸た言ⴥで、本✏を⥾めくくるࡇとにし

たࠋ࠸ 

「創造のാきが人㛫Ꮡᅾの証である」 
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例会 開催日 場所 テーマや内容 会報

第１回 1982年 全体テーマ：音・音楽・子ども 会報１（予告）

4月12日（月） テーマ：「芸術としての教育・教育としての芸術

スタジオ200          ～R．シュタイナーと芸術教育～」

　レクチャー：ルネ・ケリド（ﾙﾄﾞﾙﾌ･ｼｭﾀｲﾅｰ･ｶﾚｯｼﾞ･ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ）

　通訳：ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾌﾞﾚｽﾃﾞﾙ　　司会：若尾　裕（広島大学助教授）

4月13日（火） テーマ：「音が生まれる時～偶然性を導入した音楽教育～」

　レクチャー：星野圭朗（東京学芸大学附属竹早小学校）

　司会：坪能由紀子（文教大学講師）

4月14日（水） 「音・伝えあい～生活と音・音楽・子ども～」

　フリートーキング：川田順造（文化人類学）　田中信昭（指揮者）　

角田忠信（東京医科歯科大学難治疾患研究所教授）　

第２回 1982年 テーマ：環境から音・音楽を考える 会報２（報告）

6月20年(日) ・Outdoor lecture：創造的音楽教育論

・Field Work:：Sound Hunting　Soundscape Map

第３回 1982年 テーマ：街を飛び出し新しい体験を！ 会報３（報告）

8月20日(金) ・Lecture：Brian Way "Development Through Drama"のWorkshop

・Woｒｋshop：K．Creative Movementの紹介　＊K=川崎以付史(K.C.M.研究所）

・Field Work：江ノ島のSound Hunting

・参加者：会員14人　非会員9人

第４回 1982年 内容：クリエイティヴ・ドラマ　 会報３（予告）

10月31日（日） ＊イマジネーションと声と身体のコミュニケーション

講師：ツヴェイカ・セルベル

・会員500円　一般800円

第５回 1983年 不明 内容：星野圭朗講演 会報４（報告）

実施日不明 テーマ：「オルフ・シュールベルク」の成立の背景から今日までの歩み

第６回 1983年 不明 内容：音と音楽ゲーム 会報５（報告）

8月24日 ＊ｳｨｼｬｰﾄのSounds Fun,ｵﾙﾌ、ﾀﾞﾙｸﾛｰｽﾞ、ﾍﾟｲﾝﾀｰ、ｴﾝｶｳﾝﾀｰ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ等、

　若尾裕が大学で実践している創造的な活動のワークショップ

第７回 1983年 不明 例会不明。＊小松恒夫と長野県中心の「生活に根ざした研究会」と交流。 会報６（報告）

第８回 1983年 　内容：自然の中で学び育つ子どもたち（総合教育） 会報６（報告）

11月27日（日） 講師：小松恒夫

・資料文献の紹介　

・長野県下の小学校で行われている＜総合教育＞の実践紹介

・＜総合教育＞のもとで「音楽科授業（特に歌）」が生まれてくる経過を

  テープで紹介

第９回 1984年 内容：マリー・シェーファー氏を囲んで 会報７（報告）

4月27日（金） ・M．Schaferの話とワークショップ　

・若尾裕＆鳥越けい子の日本のサウンド・デザイン報告

・星野圭朗の小学校での実践　

・松本秋則のサウンド・スカルプチャ

第10回 1984年 内容：トーマス・Ａ・レゲレスキー教授を囲んで 会報に予告・

10月8日（月） 講師：トーマス・Ａ・レゲレスキー　通訳：村尾忠廣 報告なし

・アメリカの創造的音楽学習についての話と映像

第11回 1985年 内容：インドネシアの音楽を訪ねて 会報８（報告）

2月17日（日） 講師：坪能由紀子

＊インドネシアのｼﾞｬｶﾙﾀ、ｼﾞｮｸｼﾞｬｶﾙﾀ、ｿﾛの音楽事情の話と映像　

・谷中優の中学校で実践したガムラン

・会員600円　一般1000円

第12回 1985年 内容：トレヴァー・ウィシャートのサウンド・ファンのワークショップ 会報に予告・

3月11日（月） ＊イギリスの作曲家ウィシャート考案の音楽ゲームのワークショップ 報告なし

・会員1000円　一般1500円

3月12日（火） スタジオ200 タイトル：トレヴァー・ウィシャートの世界

出演：若尾裕、鳥越けい子　　企画・制作：ｴﾚｸﾄﾛﾆｯｸ･ｱｰﾄ･ｾﾝﾀｰ、

「音・音楽・子どもの会」、ｽﾀｼﾞｵ200

第13回 1985年 内容：音・音楽ゲーム＆オルフ・シュールベルク体験 会報９（報告）

7月28・29日 講師：若尾裕、井口太

＊音楽ゲームは若尾、オルフ・シュールベルクは井口が担当。

第14回 1985年 内容：清水和の授業参観 & Mary E．Ｓhaｍｒｏｃｋを囲んで　 会報に予告・

＊オルフ・シュールベルク研究会と「音・音楽・子どもの会」の合同研究会 報告なし

千代田区立芳
林小学校

教育福祉研究

所K.C.M.スタジ
オ（江ノ島）

（表１） 「音･音楽・子どもの会」の例会

福島県での合
宿

＊予告として掲

載された。

＊報告が掲載さ

れた。

西武百貨店池

袋店8F

明治神宮（南休
憩所)

目黒区立菅刈
住区センター

東京学芸大学

幼稚園科

文京区遠山会
館

文京区遠山会

館

豊島区立勤労
福祉会館

東京藝術大学
楽理科研究室
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（表２）　坪能由紀子が企画に関わったワークショップ・研究会等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

主催等 年代 場所 内容

1 1968 東京藝術大学 Art Fair 1968

2 京都現代音楽 1972 京都教育大学 Music of Today I

3 ゼミナ-ル 1973 京都教育大学 Music of Today II

4 1974 東京日独センター Music of Today III

5 1975 京都アメリカンセンター Music of TodayVI

6 1976 くずは住宅展示場 Music of TodayV

7 音・音楽・子どもの会 1980年代初頭〜

星野圭朗，若尾裕，芦川聡，片山みゆき，坪能由紀子「音・音楽・子どもの会」結成，トレヴァー・ウィシャート，

マリー・シェーファー，トマス・レゲレスキ，ツヴィカ・セルペル（演劇）などによるクリエイティブ・ワーク

ショップを行う。

8 1985/3/11 豊島区勤労会館 トレヴァー・ウィシャート，ワークショップ

9 LP/ＣD制作 1987-2013 日本コロムビア/ビクター等 音楽づくりに関わるCD集の企画制作( 約100枚）

10

11 日本現代音楽協会 1991/1/22-23 サントリーホール 東京現代音楽祭（童楽I）（ペインター，マセダ，高橋悠治，アーマド・ヤール等）

12 1994/10/1 東京日仏会館 童楽Ⅱ　ロンドン・シンフォニエッタによるワークショップ・コンサート

13 2001/11/7-8 みなとみらいホール他 童楽III，こどもみらい2001.ワークショップ・コンサート，横浜みなとみらいホール他

14 2002/9/23 音楽の友ホール 学校と社会における現代音楽教育プログラム，ワークショップとシンポジウム(瀬尾宗利他）

15 2003/9/23 TAスタジオ 音楽づくりワークショップ,日本現代音楽協会主催

16 2004/9/23 TAスタジオ 邦楽器による音楽づくりコンサート

17 2006/8/23 日本女子大 作曲家とともに音楽をつくろう，日本現代音楽協会

18 2006/11/5 オペラシティ 童楽V,日本現代音楽協会

19 2007/8/11 日本女子大 音楽づくりのために，日本現代音楽協会

20 2007/8/22 東京文化会館 音楽づくりの広がりと可能性，日本現代音楽協会

21 新しい音楽教育 1991/11/21 音楽之友社スタジオ J.Paynter音楽づくりワークショップ

22 を考える会 1992/8/23 音楽之友社スタジオ サンバ・ワークショップ(岡田加津子他）

23 1992/11/20 音楽之友社スタジオ サムルノリ・ワークショップ(和田垣究）

24 1993/5/8 音楽之友社スタジオ インド・タ−ラ,ワークショップ（田中多佳子）

25 1993/8/25 音楽の友ホール 吉原すみれワークショップ

26 1993/11/14 音楽之友社スタジオ 雅楽ワークショップ（伊藤佐保美他）

27 1995/10/10 音楽之友社スタジオ リコーダー・ワークショップ（鈴木俊哉）

28 1995/8/10 TAスタジオ ブーレーズを分析する（野平一郎）

29 1996/3/30〜 ロンドン ロンドンでのワークショップ・ツアー，教師，音楽家約20人が参加

30 1999/7/25 TAスタジオ 坪能由紀子,ワークショップ・シリーズ①箏による音楽づくり，さらしをもとに

31 2000/1/6 音楽の友ホール 坪能由紀子、ワークショップ・シリーズ②演奏家たちと一緒に音楽をつくろう

32 2007/8/26 日本女子大 T.ウィシャートを囲んで（タグマック研究会）

33 2008/8/30 日本女子大 タグマック研究会，中村明一

34 2009/8/11 日本女子大 クリス・バートラム,音楽づくりワークショップ

35 2009/8/24-25 日本女子大 タグマック研究会，石村真紀

36 2010/5/8 日本女子大 タブマック研究会，吉本光宏

37 2010/8/19 日本女子大 音楽教育史を楽しむ（安田寛＋村尾忠廣）

38 2010/8/20 日本女子大 新しいガムラン（森重和敏）

39 2011//821 日本女子大 第３回音楽づくりワークショップ

40 2011/8/24 日本女子大 日本の音階を考える（村尾忠寛）、アフリカの音楽（武田ヒロユキ）

41 2011/8/25 日本女子大 第４会音楽づくりワークショップ（熊木眞見子他）

42 2012/8/19 日本女子大 第5回音楽づくりワークショップ（木間英子，大塚美保），アフリカの音楽（武田）

43 2012/8/20 日本女子大 標題音楽再考（野本由紀夫）

44 2012/7/31 日本女子大 Jacmac vol.1,発刊

45 2013/8/17 日本女子大 第６回さまざまな即興を楽しむ

46 2013/8/18 日本女子大 第７回Juneおばさん 音楽づくりの秘密

47 現代邦楽研究所 1995/5/25 TAスタジオ
坪能由紀子,　現代邦楽研究所第一期授業，「邦楽器と教育ワークショップ」開始，その後毎秋のコンサート，毎春
の終了コンサートで作品発表(2003年まで）

48 1998/5/23 TAスタジオ 箏を使った音楽づくりワークショップ・シリーズ開始（翌年２月27日まで10回）

49 2000/7/1 TAスタジオ 現代邦楽研究所第６期公開講座：邦楽器の名演奏家たちとともにつくる（西潟昭子他）

50 2003/9/23 TAスタジオ 邦楽器による音楽づくりワークショップ・コンサート，日本現代音楽協会

51 2003/7/1 東京藝術劇場 三味線フェスティヴァルin東京，ワークショップ・コンサート，於：東京芸術劇場等

52 2003年度〜 演奏家たちによる老人施設，養護学校などでのワークショップシリーズ

53 越谷コミュニ 1995/10/1 越谷CC 国際音楽の日，ハムザ・エル・ディーン，ワークショップ・コンサート

54 ティーセンター 1996/9/13 越谷CC ワークショップ・コンサート「あかあかと日はつれなくも」

55 1997/5/1〜 越谷CC 「魔法の学校」企画委員（２年間，ほぼ毎週末）

56 1997/5/1〜 越谷CC サンシティ・アンサンブルの結成とそこでのワークショップ

57 1997/9/13-9/23 越谷CC等
ロンドン・シンフォニエッタ,ワークショップ・コンサート，近隣の小中学生，音楽愛好家，現代邦楽研究所，サン

シティ・アンサンブルとともに

58 1998/11/7-11/14 越谷CC 青少年少女芸術祭（M.バーリー），近隣の小中学生，音楽愛好家，現代邦楽研究所，サンシティ・アンサンブルとと

もに
59 ミューズ・カンパ 2000/12/1〜 グローブ座スタジオ ワールド・ミュージックと音楽づくりシリーズ，３回

60 ニー 2003/1/6-1/11 イギリス クリエイティヴアーツ，ワークショップ体験ツアー，参加者約20人

61 2004.春 老人施設での３回のワークショップ

62 日本音楽教育 2003/8/29 日本女子大 第１回日本音楽教育学会夏期ワークショップ，岡田加津子，山内雅子

63 学会 2004/8/26-27 東京学芸大 第２回夏期ワークショップ，現代邦楽研究所，丸山忠璋

64 2008/1/12-13 日本女子大 第１回日韓音楽教育ゼミナール

65 その他 1974/5/2 京都会館 第１回講演と演奏会，京都現代音楽協会

66 1995/11/3 聖心女子大学
ニュージーランドからフロム・スクラッチを招いて，ワークショップ・コンサート

サウンドスケープ協会

67 1996/9/11 平久小学校
坪能由紀子「パターン・ミュージックをつくろう」江東区小学校教育研究会音楽部会ワークショップ（ＣＤ及び指導

案：シリーズ音楽と教育）

68 1998/6/29 カザルス・ホール エレクトーン音楽の可能性を求めてⅠ、ワークショップによる作品尚美学園

69 1995/9-1999頃 各地の小中学校 演奏家によるワークショップを組み込んだ授業の展開

70 1997/1/25-2003 大分，音楽ひろばワークショップ（3回）

71 2006/2/16 国立オリンピック記念センター ストラヴィンスキー「兵士の物語」をもとにした，音楽づくりワークショップ・コンサート（公立文化会館協会）

72 2006夏 サントリー・サマー・ミュージック・キャンプ（味府美香＋片岡寛晶）

73 2007夏 サントリー・サマー・ミュージック・キャンプ（味府美香＋片岡寛晶）

74 2010秋 渋谷区立小学校 渋谷プロジェクト
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࠙トおࡼびᘬ用文⊩ࠚ 

�� ヨ期の学習指導せ㡿に࠸ࡘては、ᣋ✏「戦

後の教育ᨵ㠉期における音楽科の創作活動」

（『文教学教育学㒊紀せ➨ �� 集』�����

㡫����� 年）ཧ↷ࠋ 

�� 国家ᇶ‽された➨ � ḟ学習指導せ㡿௨後の

法的ᣊ᮰ຊの有↓に࠸ࡘてはᵝࠎなぢゎがあ

るࠋ 

�� ➨ � ḟおࡼび➨ � ḟ学習指導せ㡿の創作学習

に࠸ࡘては、ᣋ✏「���� 年代の学ᰯ教育にお

ける創作学習㹼わらべうたとࡩし࡙くり教育に

着目して㹼」（『文教学教育学㒊紀せ➨ ��

集』��� 㺎 ��� 㡫����� 年）ཧ↷ࠋ 

��ྂ川ᑠ学ᰯなどのࡩし࡙くり教育に࠸ࡘては、

��の論文をཧ↷されたࠋ࠸ 

ーⴭ・高ᶫᝆヂ『教ᐊのࣇー࢙ー・シ࣐ࣜ��

≏（7KH 5KLQRFHURV LQ WKH &ODVVURRP）』音

楽㆕出∧♫����� 年� �� 㡫ࠋ 

��๓ᥖ ��の᭩ࠋ�����㡫と ����� 㡫をཧ↷された

 ࠋ࠸

ンඹⴭࢺࢫーター・アࣆ�インター࣌・ョンࢪ��

『音楽の語るもの（6RXQG 	 6LOHQFH）』音楽

之♫�����年�  ��� 㡫ࠋ 

て࠸ࡘの時のᫍ野のㅮ₇と子どもの実₇にࡇ��

は、ᑠᯘ田㭯子「『音』への意㆑をၥ࠸かける

��の実践」（『教育音楽ᑠ学∧』ࡘたࡩ�� 年 �

᭶号ࣛࢢビア㡫）にヲしࠋ࠸ 

��ⰱ川⪽の『67,// :$<』(&5(6&2�����は、ⰱ川

とඹに 63' を❧ちୖࡆた田୰᐀㝯が ���� 年に

㉳ᴗした &5(6&(17 ࣞーࣝ࣋から ���� 年に &'

されて࠸る࠸ࠋわࡺる⎔ቃ音楽のᯟでᣓるࡇ

とのできな࠸日本的⥴࠸῝ࡸ⢭⚄性が感ࡌら

れる音楽ୡ⏺であるࠋ 

��）๓ᥖ ��の &'『67,// :$<』のࣛイࢼーࣀーࢶ

�㡫ࠋ 

���%� 用⣬１ᯛの『「音・音楽・子どもの」ࡈ

内』と᭩かれた入⏦㎸᭩には、本の目的

なおࠋた࠸活動内ᐜが᭩かれてࡸ ���� 年１᭶

現ᅾのୡヰ人一同として、ཱྀኴ、坪能由紀

子、ᫍ野ᆂᮁ、ⱝ尾⿱の４Ặのྡ๓がグ㍕され

て࠸るࠋ 

���「音・音楽・子どもの」ሗ ������ 年 �

᭶�� 㡫ࠋ 

���「音・音楽・子どもの」ሗ �（���� 年 ��

᭶）にはึめて �� ྡのဨྡ⡙がᣳみ㎸まれ

たࠋ 

ープࢸࢺッࢭ࢝のࢫࣔࢥࣆ絵本㤋࢝タニࣜࣈ���

「おとのࡆきࡻࡌう」に࠸ࡘては、ᣋ✏「日本

の音楽教育における創造的音楽学習の導入とそ

の展開」（『文教学教育学㒊紀せ➨ �� 集』

���� 年������ 㡫）をཧ↷されたࠋ࠸ 

���「音・音楽・子どもの」ሗ ������ 年ኟ

号���� 㡫ࠋ 

���坪能由紀子「�「音・音楽・子ども」の!➨

� ᅇㅮ₇に࠸ࡘて」『Ꮨ刊音楽教育◊✲』音

楽之♫����� 年ኟ号� 12����������� 㡫ࠋ 

���一ᰗ្『音を⫈く㹼音楽の᫂日を⪃࠼る』ᒾ

Ἴ᭩ᗑ�����年����� 㡫ཧ↷ࠋ 

���㫽㉺け࠸子『音楽ⱁ⾡』音楽之♫����� 年 �

᭶号 ����� 㡫ࠋなおṊ田᫂は、本誌 �᭶号か

ら �᭶号で࣐ࣜー・シ࢙ーࣇーと㢟する３ᅇ

の▷期連㍕を行って࠸るࠋ 

��）๓ᥖ ���の㫽㉺のሗ࿌ࠋ�� 㡫ࠋ 

�⿱子�ⱝ尾࠸ーⴭ�㫽㉺けࣇー࢙ー・シ࣐ࣜ���

田彦⩻ヂ『࢘ࢧン࢚・ࢻデュࢣーション』

秋♫�����年�  ��� 㡫ࠋ 

ー�田彦ⴭ『音さがしࣇー࢙ー・シ࣐ࣜ���

の本』秋♫�����年ࠋ 
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���㹒・ࣞ࢟ࢫࣝࢤ�ᮧ尾ᛅᘅヂ・ゎㄝ「࢘ࢧンࢻ

「ࢳる教育へのアプローࡼションにࢪ࣏ンࢥ

『Ꮨ刊音楽教育◊✲』���� 年ኟ号����㡫ࠋ 

���坪能由紀子・ⱝ尾⿱ඹヂの『音あそびするも

のࡼっと࠸で』（音楽之♫）は、���� 年に

ᨵᐃ∧が出∧されたࠋ 

���ᗉ野Ὀ子�田୰┤子�㫽㉺け࠸子�ᑠ川༤ྖ⦅ⴭ

᭩『Ἴのグ㆕法㹼⎔ቃ音楽とはఱか』時通ಙ

♫����� 年� ��� 㡫ࠋ 

┤ーⴭ�ᗉ野Ὀ子�田୰ࣇー࢙ー・シ࣐ࣜ�5���

子�㫽㉺け࠸子�ᑠ川༤ྖ�ⱝ尾⿱ヂ『ୡ⏺のㄪ

ᚊ㹼࢘ࢧンࢣࢫࢻープとはなにか』ᖹซ

♫����� 年�  ���㡫ࠋ 

の㊃意᭩は、タ❧ᙜึのỴ意表᫂でもあっࡇ���

たࠋ本༠は、���� 年 �� ᭶ � 日から �� ᭶１

日まで༓ⴥ┴❧୰ኸ༤≀㤋にて、「音㢼ᬒのᆅ

ᖹをさࡄる」と㢟する本༠の �� ࿘年展を開

ദしたࠋ㇏ᐩな音の㈨ᩱにࡼるඃれた展示で

あったࠋ 

)60,�ࣇ�オࣝࢪーࢣ��� などからᫍ野がከな่

⃭を受けて࠸たࡇとは、ᫍ野ᆂᮁ『創って表現

する音楽学習㹼音の⎔ቃ教育のどⅬから』（音

楽之♫����� 年������ 㡫）にヲしࠋ࠸ 

���ᫍ野ᆂᮁ・ཱྀኴ『子どものための音楽』

（ �ᕳ、日本ショッࠋ（♫ࢺ「Ϩわらべうた

と即興表現」と「ϩ࣒ࣜࢬの即興表現」は

���� 年、「Ϫࡇとばの即興表現」は ���� 年に

出∧されて࠸るࠋ 

���本連㍕の➨１ᅇ(『教育音楽ᑠ学∧』音楽之

♫����� 年 � ᭶号�の �� 㡫ࡇࠋの２本ᰕは、๓

ᥖ᭩ ���の �� 㡫にも᫂グされて࠸るࠋ 

���『教育音楽ᑠ学∧』音楽之♫����� 年 � ᭶

号��� 㡫ࠋ 

���๓ᥖ ��）の᭩� ��� 㡫ࠋ 

���坪能由紀子「ᫍ野ᆂᮁඛ⏕の実践とその意

味」『音楽の発ぢ「࣑ューࢬ的表現」』音楽之

♫����� 年������ 㡫ࠋ 

��）山本文茂『山本文茂 �� 年のṌみ㹼ᮾிⱁ⾡

学㏥⫋グᛕ㹼』���� 年ࠋ㠀ရࠋ��㡫ࠋ 

���山本文茂「現代音楽の教育的ྍ能性」『Ꮨ刊

音楽教育◊✲』音楽之♫����� 年号

12��������� 㡫ࠋ 

���同ୖ���㡫ࠋ 

���山本文茂「創造的音楽作りとはఱかյ㹼『ࢧ

「る㹼࠼⪄を『ࢫイࣞンࢧ・ࢻアン・ࢻン࢘

『Ꮨ刊音楽教育◊✲』音楽之♫����� 年

号�12������ 㡫ࠋ 

���山本文茂・ᯇ本ᜏᩄ『創造的音楽学習のヨみ

㹼ࡇの音で࠸࠸かな？㹼』音楽之♫�����

年� ��� 㡫ࠋ 

���山本文茂「創造的音楽作りとはఱかմ㹼『ࢧ

「る㹼࠼⪄を『ࢫイࣞンࢧ・ࢻアン・ࢻン࢘

『Ꮨ刊音楽教育◊✲』音楽之♫����� 年秋号

12������ 㡫ࠋ 

������� 年ᗘ文㒊┬指ᐃ〇作教ᮦᫎ⏬「Ᏹᐂの音

楽をࡘくࢁう」は国の教育ጤဨに㓄ᕸされ

る一᪉、教育ビデオとしても㈍されたࠋ  

学◊ᫎ⏬（�� ⏬࣑ᫎࣜ 1R���������学◊ 9+6 

(1R�������������� 年ࠋ 

���山本文茂『ࣔྜ࣐ࣛࢻࣀၐのすすめ』音楽之

♫����� 年� ���㡫ࠋ 

���㸺㢼㌴ࣔデࣝ㸼とは、&00 のయ⣔のための

４ほⅬ（表現፹య・ᵓᡂせ⣲・ᙧᡂཎ⌮・音楽

ᵝᘧ）にᚑ࠸、教育内ᐜを⣽分・ᵓᡂした

య⣔ࣔデࣝであるࠋ๓ᥖ ���の᭩ ��� 㡫のᅗ �

をཧ↷されたࠋ࠸ 

���๓ᥖ᭩ ���の ��㡫ࠋ 

���๓ᥖ᭩ ��の �� 㡫ࠋ 
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���山本文茂『ࡇれからの音楽教育を⪃࠼る㹼展

ᮃと指㔪㹼』音楽之♫����� 年� ��� 㡫ࠋ 

���坪能由紀子「現代音楽の実践的ヨ論㹼☜ᐃ

性音楽を通して㹼」『Ꮨ刊音楽教育◊✲』音楽

之♫�����年ኟ号� 12������ 㡫ࠋ 

���୕ᾆ由紀子「ⱝ࠸ୡ代と現代音楽」『音楽ⱁ

⾡』音楽之♫����� 年 � ᭶号������ 㡫ࠋ 

���坪能由紀子・ΎỈ⪽美⦅集・ゎㄝ『㚷㈹指導

の手ᘬき』教ⱁの音楽㚷㈹ࣞࢥーࢻ�୰学ᰯ用

!������ 㡫ࠋ 

���坪能由紀子「音楽教育の現代への道」『Ꮨ

刊音楽教育◊✲』音楽之♫����� 年

号�12���㹼���� 年秋号�12ࠋ��� 

���坪能由紀子他 � ྡ『㚷㈹指導の手ᘬき㹼教ⱁ

のᑠ学ᰯ音楽㚷㈹ࣞࢥーࢻ』日本ࢥロ࣒ビ

ア����� 年� ��� 㡫ࠋ 

���坪能由紀子「創造的音楽学習の国㝿的₻ὶ」

『Ꮨ刊音楽教育◊✲』音楽之♫����� 年

号�12������ 㡫ࠋ 

���坪能がヨみたୡ⏺の音楽の実践的◊✲と国㝿

⌮ゎ教育との関ಀに࠸ࡘては、ᣋ✏「日本にお

ける国㝿⌮ゎ教育と『ୡ⏺の音楽』」（音楽教

育ྐ学『戦後音楽教育 �� 年』開ᡂ出∧�����

��� 㡫）をཧ↷されたࠋ࠸ 

インターⴭ、坪能由紀子ヂ『音楽࣌・ョンࢪ���

を ࡘ く る ྍ 能 性 （ 6RXQG DQG 6WUXFWXUH 

&DPEULGJH 8QLYHUVLW\ 3UHVV�����）』音楽之

♫����� 年� ���㡫ࠋ 

��）���� 年 �� ᭶の日本音楽教育学におけるプ

ロ࢙ࢪクࢺ◊✲「♫へのまなࡊし、♫から

のまなࡊし」のために、坪能⮬㌟が作ᡂしたシ

ン࣒࢘ࢪ࣏㈨ᩱの一㒊㌿㍕をチྍして࠸た࠸ࡔ

たࠋ 

 

 

 

 

 

23

１．日本における創造的な音楽学習の導入期－同時代の証人の１人として－



 
 

 
 
 

２㸬雑誌『幼児の教育』にみる幼児音楽教育の創造的パイオニアたち 
―戦後 1946 年から 2013 年秋までを通して― 

駒 久美子 
 
The Pioneers of Creative Music Activities: An Analysis of Magazine Articles from ‘Youji 
no Kyouiku’ (Early Childhood Care and Education) Published between 1946 and 2013 
 
 

せ⣙ 
 本✏は,雑誌『幼児の教育』をもとに㸪1946 年 1 ᭶に刊された➨ 45 ᕳ➨ 1 号から㸪2013 年 9 ᭶発

行の➨ 112 ᕳ➨ 4 号（秋号）までを対㇟として㸪戦後ᥖ㍕された音・音楽に関するグయをಠ▔する

とともに㸪幼児音楽教育の創造的パイオニアたちに↔Ⅼをあて⪃ᐹしたものである260ࠋ のグをᢳ出

し,ࡇれらのグを（A）㌟のᅇりの音・手作り楽ჾ・音⎔ቃ（B）わらべうた・あそびうた（C）ࡘく

りうた（D）創造的な表現（E）動き・㐟ᡙ（F）楽ჾあそび（G）特ᚩ的な࣓ࢯッࢻ・指導法（H）発

㐩◊✲・音楽学◊✲（I）作曲法（J）その他㸪の 10 㡯目に分㢮したࠋさらにࡇࡇから㸪創造的な活動

に関わりがぢられた特ᚩ的な人≀に↔Ⅼをあて⪃ᐹしたࠋその⤖ᯝ㸪子どもの創造的な音楽活動をᨭ࠼

るためには㸪ಖ育者㣴ᡂᶵ関における音楽教育のあり᪉にၥ㢟があるࡇとが᫂らかとなったࠋそれはま

た㸪日のಖ育者㣴ᡂにあっても≧ἣはあまりኚわって࠸な࠸のであり㸪ࡇࡇにぢられた創造的パイオ

ニアたちの実践は㸪現ᅾのಖ育者㣴ᡂにおける音楽教育のあり᪉にあらためてきな示၀を࠼てくれ

るࠋ 
 

Abstract 
 The purpose of this study is to examine articles about sound and music written by creative 
pioneers of childhood music education. The topics discussed in these articles were classified into ten 
categories: (A) sounds from one’s surroundings, handmade musical instruments, and musical 
environments; (B) children’s songs; (C) song composition; (D) creative expression; (E) movement; (F) 
musical instruments; (G) characteristic methods; (H) the development and musicology studies; (I) 
compositional techniques; and (J) other issues. Categories (A) through (F) pertain to some kind of 
creative activities, and consequently, the author analysed them while focusing on human 
characteristics. As a result, the problems of teachers training to support children’s creative music 
activities became apparent. By analysing activities devised by creative pioneers, educators can gain 
significant insight applicable to current teacher training approaches.  
 
Youji no Kyouiku’『幼児の教育』㸪Analysis of magazine articles‘：ࢻーワー࢟ 雑誌グ分析㸪Creative 
music activity 創造的音楽活動㸪Childhood music education 幼児音楽教育㸪Teachers training ಖ育

者㣴ᡂ 
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１ はࡌめに 

音楽教育に関するྐ的◊✲は㸪戦๓戦後とも

ከᩘみられるが㸪幼児期の音楽教育に㝈ってみ

てみると㸪㯪᫂期を୰ᚰに㈨ᩱからㄪ査したྂ

ᕷらの◊✲（ྂᕷ・㐲藤・ᑎ尾,2001）１）ࡸ㸪

雑誌『幼児の教育』を◊✲対㇟として㸪戦後か

ら論文ᇳ➹ᙜ時に⮳るまでのᑵ学๓教育にお

ける音楽教育のኚ㑄を᫂らかにした長⃝の◊

✲（長⃝,2008）２）など㸪そのᩘはỴしてከく

なࠋ࠸➹者⮬㌟は㸪『ಖ育せ㡿』が刊行された

1948 年から幼⛶ᅬ教育せ㡿がᨵゞされた 2008

年までの期㛫㸪幼⛶ᅬにお࠸て創造的な音楽活

動がどのࡼうに受ᐜされ展開されてきたのか㸪

そのኚ㑄をたどるべく㸪雑誌『幼児の教育』を

対㇟として㸪創造的な音楽活動に関わる特ᚩ的

なグをᢳ出し㸪⪃ᐹした３）ࠋしかしながら㸪

๓ⴭでは㸪創造的な音楽活動に関わる特ᚩ的な

グのみのᢳ出にとどまって࠸たࡇと㸪また㸪

1946 年の刊┤後にも㸪すでに音楽活動に言

ཬしたグがみられるࡇとから㸪本✏では㸪戦

後 1946 年 1 ᭶に刊された➨ 45 ᕳ➨ 1 号か

ら㸪2013 年 9 ᭶発行の➨ 112 ᕳ➨ 4 号（秋号）

までを対㇟として㸪戦後ᥖ㍕された音・音楽に

関するグయをಠ▔するとともに㸪幼児音楽

教育の創造的パイオニアたちに↔Ⅼをあて⪃

ᐹして࠸きたࠋ࠸ 

 

２ 雑誌『幼児の教育』に࠸ࡘて 

『幼児の教育』の๓㌟は『፬人と子ども』で

あり㸪ᙜ時㸪ᮾிዪ子高➼ᖌ⠊学ᰯ教ᤵࡔった

ᮾᇶྜྷを⦅集㈐௵者として㸪1901 年（᫂ 34

年）ᮾிዪ子高➼ᖌ⠊学ᰯ内ࣞࣇーࣝ࣋のᶵ

関誌として発行され㸪௨後『幼ඤ教育』㸪『幼ඤ

の教育』㸪『幼児の教育』とそのタイࣝࢺをኚ࠼

る一࠼も㸪幼児教育の᰿本とその⢭⚄をఏࡘࡘ

㈏した᪉㔪のもと㸪創刊から 112 年⤒った現ᅾ

もなお発行され⥆けて࠸る㸪日本で᭱も長࠸Ṕ

ྐをᣢࡘ幼児教育雑誌であるࠋṔ代の⦅集ᖿ

は㸪ᮾᇶྜྷ㸪୰ᮧභをはࡌめとし㸪ᶫ୕㸪

ὠᏲ┿㸪本田和子㸪田代和美㸪と⥆き㸪現ᅾは

ཱྀ㡰子であるࠋᮾிዪ子高➼ᖌ⠊学ᰯはおⲔ

のỈዪ子学の๓㌟であり㸪ࣞࣇーࣝ࣋は㸪

その㝃ᒓ幼⛶ᅬの◊✲ᅋయであったため㸪『幼

児の教育』⦅集ᖿは代ࠎ㸪おⲔのỈዪ子学

の教ဨにࡼって受け⥅がれて࠸るࠋなかでも㸪

ᶫ୕は᫂43年㡭ࡼり40年㛫にΏって⦅

集ᖿをົめており㸪ᶫ୕の㑇したຌ⦼は

きく㸪なおᶫの⌮ᛕがཎⅬにᜥ࡙࠸て࠸

るࠋ戦後ᩘ年ఇ刊があったものの㸪1 年㛫に 12

号発行し⥆けた᭶刊誌であったが㸪2011 年 4

᭶ࡼり㸪3 か᭶ࡈとのᏘ刊誌となったࠋ 

 

３ యのಠ▔ 

『幼児の教育』は㸪2008 年 6 ᭶ࡼり㸪「おⲔ

のỈዪ子学教育・◊✲ᡂᯝࣞࢥクション：

TeaPot」にて刊行後 2 年を⤒㐣した号まで web

ୖでබ開されて࠸るࠋ現ᅾ㸪➨ 110 ᕳ➨ 4 号ま

で㜀ぴྍ能となって࠸る（2013年12᭶現ᅾ）ࠋ

本✏では㸪ࡇの TeaPot にᥖ㍕されたグは࢟

ーワー᳨ࢻ⣴にࡼって㑅び出したࠋ᪤刊の➨

110 ᕳ➨ 4 号௨㝆㸪➨ 112 ᕳ➨ 4 号までは実㝿

の雑誌にあたってグを㑅び出したࠋグᢳ出

にあたっては㸪࢟ーワーࢻは「音」「音楽」➼

を୰ᚰとし㸪タイࣝࢺに「音」「音楽」がྵま

れて࠸ても㸪内ᐜにྵまれな࠸ものは┬き㸪ま

たタイࣝࢺに「音」「音楽」がྵまれて࠸なく

ても㸪内ᐜにྵまれて࠸るものはᢳ出するなど㸪

実㝿にࡦとࡦࡘとࡘ☜ㄆしながらグをᢳ出
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したとࢁࡇ㸪260 のグをᢳ出するࡇとができ

たࡇࠋれらのグをḟの 10 㡯目に分㢮したࠋ 

A ㌟のᅇりの音・手作り楽ჾ・音⎔ቃ (19) 

B わらべうた・あそびうた (18) 

C ࡘくりうた (19) 

D 創造的な表現 (48) 

E 動き・㐟ᡙ (69) 

F 楽ჾあそび (25) 

G 特ᚩ的な࣓ࢯッࢻ・指導法 (28) 

H 発㐩◊✲・音楽学◊✲ (51) 

I 作曲法 (11) 

J その他 (54) 

なお㸪（  ）内のᩘ್は㸪それࡒれ関連するグ

ᩘであり㸪1 グに」ᩘの㡯目がྵまれるࡇ

ともあるため㸪యのグᩘ260と㸪ࡇれら（   ）

の⥲ᩘは一⮴しなࠋ࠸ 

 

ᅗ１ ᢳ出グయのಠ▔ 

 

「A ㌟のᅇりの音・手作り楽ჾ・音⎔ቃ」で

は㸪音を᥈すࡇと㸪音を⫈くࡇと㸪を୰ᚰに㸪

㌟のᅇりにあるものがそのまま音ලとなった

り（Gladys Andrews㸭⥙㇂,1960）㸪㌟のᅇり

のものをって楽ჾをࡘくったり㸪それをっ

て⮬由に音を᥈したり㸪ᕤኵしたりする（ᚿಖ

田,1960）手作り楽ჾࡸ㸪㌟のᅇりの音に⪥を

ഴける࢘ࢧンࢣࢫ・ࢻープへの言ཬ（秋田,2010）

など分㢮するࡇとができるࠋ 

「B わらべうた・あそびうた」では㸪࣒ࣜࢬ

㐟びが⮬由㐟びで⧞り㏉され㸪ࡈっࡇ㐟びに発

展するを⤂したり（関・ᮧ,1960）㸪日

本のわらべうたࡔけでなく㸪ୡ⏺のわらべうた

にඹ通する分㢮をヨみたり（ᑠἨ,1968）あそ

びうたがࡇどもの⏕活のなかでኚᐜして࠸く

ᵝ┦を発㐩と関連࡙けた論⪃（ຍྂ,1979）な

どを୰ᚰに分㢮したࠋ 

「C 出すࡂどもたちが⣳ࡇくりうた」は㸪ࡘ

けたり（㕥ࡘとばに㸪人が࣓ロディをࡇ

木,1956）ある࠸はࡇども⮬㌟が࣓ロディをと

もなってḷ࠸ጞめたり（⣽▮,1965）しており㸪

「D 創造的な表現」の一㒊であると࠼࠸るࠋ 

そのため「D 創造的な表現」では㸪ࡇうした

㸪楽ࡸか㸪⮬由な㌟య表現の「くりうたࡘ」

ჾを用࠸たMusic-makingと呼ばれる創造的な

音楽活動（Ⱚ,1970㸭藤・㉥⩚・⩚,1974）

など㸪㌟య表現ࡸ楽ჾあそびと⤖び࠸ࡘた創造

的な表現が୰ᚰとなって࠸るࠋ 

「E 動き・㐟ᡙ」では㸪ḷをともなって㸪ḷ

モに表されたᬒを㌟యでᥥ表現するၐḷ

㐟ᡙ（࠼ばᡞ,1946）ࡸ㸪㌟య的な⮬由表

現への言ཬ（࠼ば ,ୖ1947）㸪ẖ᭶の指導ィ

⏬の音楽࣒ࣜࢬにお࠸て㸪㌟య的な⮬由表現を

ྲྀり入れて࠸たᇼ （ྜ1952-1953）㸪⮬↛≀のᶍ

ೌにࡼる㌟య表現（ᒸ崎,1948）のか㸪あ

そびにおける㌟య的な表現もྵめたࠋ 

「F 楽ჾあそび」には㸪ࣁンࢫ࢝ࢻタࡸタン

（ばᮧ㸪ᇼྜ࠼）た楽ჾあそび࠸ンを用ࣜࣂ

┦）創造的な活動における楽ჾのᕤኵࡸ
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㤿,1963）などがあࡆられるࠋ 

「G 指導法」では㸪ᑠᯘ᐀作（1948）・ࢻッࢯ࣓

ΎỈ久ோ子（1958）㸪高ᯇᘺ⏕子（1995）にࡸ

 㸪ຍໃるり子（1970㸪ࡸックへの言ཬ࣑ࢺるࣜࡼ

1971,1972）のࢲࢥーイシ࣒ࢸࢫと࠸った音楽

教育における特ᚩ的な࣓ࢯッࡸࢻ㸪ఢ⠊ኵ・

ୖ⠊子（1957,1958）にࡼる音感教育◊✲㸪ᱜ

ᯘோ（1960）㸪U・S・I・S（1960）にࡼる音

楽⒪法など㸪特ᚩのある指導法のか㸪ḷၐࡸ

㚷㈹など指導法に言ཬして࠸るものを分㢮し

たࠋ 

「H 発㐩・音楽学◊✲」の⣙༙ᩘは㸪ᾏ⪁ἑ

（1978-1980）にࡼる「ࣝࢯーのክ：ࡴすんで

る連㍕であり㸪ࡼて⪃」の音楽学的◊✲に࠸らࡦ

それ௨እは日本ಖ育学にお࠸て行われた幼

児の発㐩に関する◊✲ᢒ㘓が୰ᚰとなって࠸

るࠋ 

「I 作曲法」では㸪幼児のためのうたをಖ育

者がࡘくるための作曲ㅮᗙであったࠋ 

「J その他」では㸪ࡎ࠸れの㡯目にもあては

まらな࠸ものをまとめたࠋ 

うしてみてみると㸪「Aࡇ ㌟のᅇりの音・手

作り楽ჾ・音⎔ቃ」から「F 楽ჾあそび」まで

は㸪なんらかの創造的な活動と関わって࠸るࡼ

うであるࠋそࡇでḟ❶では㸪「A ㌟のᅇりの音・

手作り楽ჾ・音⎔ቃ」から「F 楽ჾあそび」ま

でをヲ⣽に⪃ᐹしてみたࠋ࠸ 

 

４ 創造的な活動との関わり 

4-1 A ㌟のᅇりの音・手作り楽ჾ・音⎔ቃ 

 まࡇࡇࡎでは㸪㌟のᅇりの音を⫈くࡇとに言

ཬした⳥ụࡌࡩのの実践（1946.2）をྲྀりୖࡆ

てみたࠋ࠸⳥ụは㸪ᶫの提ၐする「ㄏ導ಖ育」

をはࡌめに実践した人≀であり㸪1930 年代の

代表的なಖ育者であるࠋ用ົဨのおばさんから

ᑠ言を言われるࡼうなᆺ◚りのಖ育者であっ

た４）ࠋそんな⳥ụは「文人として⪥の㗦ᩄさ

を育ᡂするためにᚲせなもの」５）として㸪音感

教育に言ཬして࠸るࠋ音感教育に࠸ࡘては㸪ᙜ

時㸪ᮾி高➼ᖌ⠊学ᰯ教ᐁࡔったୖが㸪国民

学ᰯⱁ能科音楽での実㝿をㅮ₇して࠸るࠋそࡇ

では㸪和音カ⦎を行う㝿の⫈音のࡸり᪉に࠸ࡘ

て言ཬしており㸪1 年の 1 学期に「ࢺ࣍ࣁ」の

音を⫈き分けられるࡼうにするとあるࠋしかし

ながら㸪幼⛶ᅬにお࠸てはࡇうした⣔⤫的な音

感教育を実践するのではなく㸪「それ௨๓の教

育を幼⛶ᅬでࡸってもら࠸た６「࠸）とୖは㏙

べて࠸るࠋ⳥ụも㸪「ࢁ࠸ࢁ࠸なものの音を⫈

き分ける㸪࠼ばኴ㰘の音㸪◪子の音㸪⟽の

音㸪Წの音㸪㌟㎶にあるあらࡺるものをྲྀりୖ

って楽ࡼと」㸵）にࡇるࡏて音の⫈き分けをさࡆ

しみながら音感教育へ導くࡇとができると㏙

べて࠸るࡘࠋまり㸪⳥ụは㌟のᅇりの音への着

目にࡼって㸪幼⛶ᅬにおける音感教育のᇶ♏を

ぢ出そうとして࠸たのであり㸪それはまたୖ

が㸪「幼⛶ᅬは教育でもなく㸪教ᤵでもなく㸪

ಖ育であり㸪子どものᚰ㌟の発㐩にって行う

べきものである」㸶）と㏙べたࡇとと一⮴するも

のであると࠼࠸るࠋ㌟のᅇりの音へ⪥をഴける

れは㸪創造的な音楽活動への➨一Ṍでࡇと㸪ࡇ

あࢁうࠋᵝࠎな音を⫈きྲྀり㸪それを意㆑す

るࡇとにࡼって㸪子どもたちの音のୡ⏺は↓㝈

にᗈがるࡇࠋうした音に対する子どもの感性を

☻くࡇとにࡼって㸪ᗘは子ども⮬㌟が音を᥈

すࡼうになるࡇࠋうしたプロࢫࢭが創造的な音

楽活動へとࡘながって࠸くのであるࡘࠋまり㸪

⳥ụの実践は㸪音感教育の導入として㌟のᅇり

の音を⫈くものであったが㸪それは期ࡎࡏして 
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創造的な音楽活動への♏であったとࡼ࠼࠸うࠋ 

子ども⮬㌟が音を᥈すࡼうになったとし

て㸪ᑠ木᭯ග子の実践（1953.9）にもゐれてみ

たࠋ࠸ᑠ木᭯は4᭶入ᅬᙜึの子どもたちが「࣐

ーࢳにྜわࡏて手がᡴてな࠸㸪Ṍけなࡇ「࠸と

に࠸ࡘて㸪「音を⫈くែᗘとᚰができて࠸な࠸」

㸪「音㐟び」をヨみる࠼⪄とにせᅉがあるとࡇ

↛⮬なかでも「⪥すまし」は㸪ࠋ（うになる㸷ࡼ

る音を⫈きྲྀるものでࡇ分の࿘ᅖに㉳⮬ࡸ⏺

あり㸪࠼ばಖ育者が「あれఱの㫽でしࡻう」

とၥ࠼ば㸪ᅬᗞでおᅋ子作りをして࠸る手をṆ

め㸪ࡌっと⪥をまし㸪「⫈࠼ࡇなくなるまで

㣕行ᶵの音を⫈きましࡻう」と࠼࠸ば㸪ⓙ↓ᚰ

で⪥をます㸪��）と࠸ったࡼうに㸪㌟のᅇりに

ある音へ興味関ᚰをᣢたࡏて࠸るࠋさらに㸪ࡇ

うした活動を⤒た子どもたちは㸪幼⛶ᅬで行う

「音あてࡈっࡇ」を㸪家で「㠐の音あてࡈっࡇ」

へと⮬ら発展さࡏたりして࠸るࡘࠋまり㸪⮬分

⮬㌟で音にẼき㸪音を᥈すࡼうになって࠸る

のであるࠋᑠ木᭯の幼⛶ᅬでの実践が㸪音への

感性を高めた子どもにࡼる᪂たな音᥈しのዎ

ᶵとなって࠸るのであるࠋ 

さらに㸪子ども⮬㌟が音を᥈ồする活動とし

て㸪ᚿಖ田和子の手作り楽ჾのᕤኵ（1960.8,10）

年 ᕳ ྕ タイトル ⴭ者 所ᒓ（ᇳ➹ᙜ） 分㢮 内ᐜ

1946 45 2 秋ᬕの音ᵹ (保育のᐿ際� ⳥ụࡌࡩの 東京女高師㝃ᒓᗂ⛶園 㻭 ㌟の回りの音を⫈き分ける音ឤ教育にゝ及

1953 52 9
音㐟び (�≉集!日本保育Ꮵ᭳第භ回大᭳ⓐ
表�

小木᭯光（子） 大㜰ᇶ╩教▷期大学 㻭 音を⫈く䛣とからጞまる⣔⤫的な音㐟び

1960 59 6
三ᡯඣの音楽リズム(ᗂඣの音楽リズムの指
導�(音楽リズム≉集ྕ�

村石京子・ᡞᶔ⣧子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

㻭,D,E,F
リ䝈ム㐟びが、䛣どもの㐟びにྲྀ䜚入れられ、
䛣ども同ኈでⓎᒎ、創造さ䛫る䛣とにつながる

1960 59 6
ᅄᡯඣの音楽リズム(ᗂඣの音楽リズムの指
導�(音楽リズム≉集ྕ）

関治子・村トミ
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

㻭,B,D,E,F
リ䝈ム㐟びから➃をⓎし、自由あ䛭びで⧞䜚㏉
され䛤䛳䛣㐟びとな䛳た事例を紹介

1960 59 6

子どものための㐀ⓗリズムのືき：
Creative 5ytKmic Movement for CKildren�
*ladys AndreZs, (d.D (ὒ᭩⤂� (音楽リ
ズム≉集ྕ�

⥙谷夏ᾏ 記㍕なし 㻭,D,E
䝪ディサウンドや身の回䜚にあるものを䛳て
音ලとした䜚、楽ჾを作䛳た䜚して身体的な表
⌧と㛵わら䛫る

1960 59 8 楽器のᕤ夫について ᚿ保田和子 聖和女子▷期大学 㻭 ᡴち合わ䛫るᡭ作䜚楽ჾの作䜚᪉
1960 59 10 楽器のᕤ夫とその使⏝について ᚿ保田和子 聖和女子▷期大学 㻭 䛳て音の䛩るᡭ作䜚楽ჾの作䜚᪉

1963 62 12 㐀性を生かした音楽指導 ┦㤿ㄔ子 新ᐟ区立ᅄ谷ᗂ⛶園 㻭,C,D,F
つく䜚䛖たや身の回䜚のものに䜘る楽ჾのᕤ
夫䜈ゝཬ

1978 77 2 おと 村田ಟ子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

㻭 䛚と䜈の考

1991 90 3 音楽の㢼(�≉集!㢼） 山内えりか 作曲家 㻭
㢼がఱかにാ䛝かけ䠈䛭䛣に心の動䛝がある
と音楽になる

1998 97 6
子どもの生άと音楽(2�：࿘囲の音ࡸ音楽に
ὀ┠し㺂᥈⣴する�ṓඣクラスの子どもたちࠐ
の音楽行ືのほᐹから

藤田Ⱗ美子 国立音楽大学 㻭,F

子どもたちが日ᖖ生活の場㠃場㠃で生䛨る情
動を䠈྾をᩚえ䠈音声をまと䜑てどの䜘䛖な
音楽的な声と動作に作䜚ୖ䛢ているか䠈0ṓ
ඣクラスの音楽行動を観ᐹ

1998 97 8
子どもの生άと音楽(3�：プール㐟びに見ら
れる音楽ⓗな⇕中

藤田Ⱗ美子 国立音楽大学 㻭

音を⪺いた䜚䠈自ら音をつく䜚䛰䛩䛣とに⇕中
䛩る年㱋の子どもたちが水と㛵わ䛳てつく䜚䛰
䛩音をᵝ䚻なᨃ音ㄒで表⌧䛩る豊かな音の
世界

1998 97 10
子どもの生άと音楽(4�：子どもたちの࿘囲
にある័⩦ⓗな音楽行ື

藤田Ⱗ美子 国立音楽大学 㻭
子どもたちのゝⴥと「ᡭを྇く」とい䛖動作が一
体とな䛳たリ䝈ミカルな行動のセットを経験䛩
る場が豊ᐩ

2008 107 1 ᗂ⛶園と音場のヰ ᯘ㐀
༑文Ꮠ女子▷期大学名
教授

㻭
◁で㐟䜆場所を◁場とい䛖なら音で㐟䜆場所
は「音場」

2008 107 11
㡪きྜう音 㡪きྜうからだ(�≉集!子どもと
音）

⊰原和子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓ小
学校

㻭
音を⫈く䛣とに䜘䛳て㡪䛝合䛖から䛰䠈ミュー
ジッキング䜈のゝཬ

2010 109 1 保育の現場から�音を้む・ᛮいを้む 佐藤寛子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

㻭,F
音を᥈䛩䠈音をẼに䛩る䠈音を้䜐䛣とに䜘䛳
て生まれたᛮいを้䜐

2010 109 8
�園のくらしを育む 5!園の㢼ᬒ(1� �くらし
の中の音㢼ᬒ

秋田႐代美 東京大学大学㝔教授 㻭
園ᅛ᭷の音㢼景䠈音をつく䜚䛰䛩経験䠈音に
⪥をま䛩経験が身体にᰁみ㎸み音を楽し䜐
経験䜈

2011 110 2
保育の現場から�「こわれること」と「新し
く始めること」

ᐑ㔛ᬡ美
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

㻭
✚みᮌを✚䜐䠈䛣わ䛩䠈䛣われる䠈䛣とに䜘䛳
て生まれる音䜈の╔目

表１ A ㌟のᅇりの音・手作り楽ჾ・音⎔ቃに関するグ一ぴ 
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をみてみࡼうࠋᚿಖ田は「子どもたちが‶㊊と

喜ᝋをもって⮬由に音楽的興味を表現するᶵ

をᣢࡼࡘうにしࡴける⎔ቃのィ⏬」��）のࡦと

まり㸪ࡘࠋる࠸として㸪楽ჾ࡙くりを提してࡘ

子どもたちが⮬由に࠼る楽ჾを⎔ቃの୰に

㓄⨨しࡼうと⪃࠼たわけであるࠋそࡇで᭱ึに

ኴ㰘がྲྀりୖࡆられて࠸るࠋኴ㰘は㸪ㄡにでも

けで₇ዌྍ能であり㸪ྂくかࡔ手を動かすࡸ⭎

ら⚍♩などにも用࠸られぶしまれてきたもの

であるࡇとから㸪子どもたちにとって‶㊊をも

って㐟ࡇࡪとができる楽ჾであると⪃࠼られ

たࠋ子どもにとって⮬由に楽ჾをྲྀりᢅ࠼るᶵ

があるࡇと㸪ࡇうした実㦂的⤒㦂を通して「楽

ჾをどのࡼうにྲྀりᢅうかを▱る」と同時に㸪

「楽ჾ特有の࣒ࣜࢬຠᯝཬび音㉁をぢ出す」��）

␗さらに㸪「≀㉁がࠋる࠸うになると㏙べてࡼ

なれば音㉁が␗なるࡇと」㸪「同ࡌ≀㉁でもᑠ㸪

長▷㸪ኴ࠸⣽࠸㸪ᙧのちが࠸などにࡼり音高・

音㔞にᙳ㡪があるࡇとなど」��）楽ჾを⮬由にྲྀ

りᢅうࡇとができるからࡇそ㸪子ども⮬㌟が音

をᚰࡺくまで᥈ồするࡇとができるのであるࠋ

うした活動を通して「⎔ቃ内でぢࡇては㸪࠸ࡦ

出す✀ࠎの≀の音㉁を㦂すࡇとに興味をᣢࡘ

うになる」��）とも㏙べており㸪手作り楽ჾにࡼ

って᥈ồされた音への興味が㸪ᗘは子どもࡼ

⮬らが⎔ቃ内に目を向け㸪᪂たな音のẼ࡙きへ

と発展さࡏるࡇとができるのであるࠋさらに㸪

って「音ࡼうした一連の活動が子ども⮬㌟にࡇ

楽的なⰋ࠸音㡪楽ჾを創作して࠸く」��）ྍ能性

も⛎めて࠸るのであるࡘࠋまり㸪音を⫈くࡇと㸪

音を᥈すࡇとは㸪᪂たな創造への➨一Ṍとなっ

て࠸るのであり㸪ࡇうした音⎔ቃをᩚ࠼るࡇと

がಖ育者にとって㔜せな㈐ົであるࡇとが᫂

らかであるࠋ 

また㸪音⎔ቃのࡇとを㸪◁で㐟ࡪሙᡤを◁ሙ

と࠸うなら音で㐟ࡪሙᡤを「音ሙ」��）と呼んࡔ

ᯘ造（2008.1）ࡸ㸪ᅬᅛ有の「音㢼ᬒ」に着

目した秋田喜代美（2010.8）は「ᅬにお࠸て音

をࡘくりࡔす⤒㦂㸪⮬↛に聞࠼ࡇてくる音に⪥

をます⤒㦂などが㌟యの୰にᰁみ㎸んで࠸

くࡇとが音を楽しࡴ⤒㦂になる」��）と㏙べ㸪ࡇ

うした音との関わりがᅬ⊂⮬の音㢼ᬒを㔊ᡂ

して࠸るࡇとに言ཬしており㸪ࡎ࠸れも子ども

⮬㌟が㐟びのなかで⮬ら音を⏕み出したり㸪感

うした子どもの音⎔ቃをಖ㞀すࡇたりする㸪ࡌ

るࡇとが㔜せなのであるࠋ 

 

4-2 B わらべうた・あそびうた 

࠸プࣜンが㠐㈙ࣕࢳッ！ある日ࢭッࢭッࢭ」 

に㸪あまりにたか࠸ので㸪お目ࠎがクࣜクࣜの

クࣜ࢘クࣜッ！」��）㸪ࡇれは子どもが⏕みࡔし

たࡷࡌんけんの᪂し࠸かけኌであるࡇࠋれを⪥

にしたときの久␃島Ṋ彦（1955.4）は「ఱと࠸

う⫹㸪ఱと࠸う⮬由㸪ㄔに↓雑作にはࡇびを

ばኳ⾰↓⦭のാきともすれ࠼࠸けて㸪きくࡘ

ば⌮ᒅにとらわれる人にて฿ᗏᛮ࠸もཬば

��「創作の面ⓑさࡠ）とその⾪ᧁを表して࠸るࠋ

さらに㸪ࡇのࡼうな子どものୡ⏺にあらわれる

うたࡸ㐟びの✀は㸪「たှࡔってᒃる㛫に㸪࠸

➼りとなく㸪作り出されて㸪子౪ࡼとなくㄡࡘ

の㛫には▱らࡊる㛫に㸪㝮から㝮まで行ᒆ࠸て

ှってᒃる」��）のであるࡘࠋまり㸪言ⴥの㡪き㸪

ある࠸は言ⴥの࣒ࣜࢬを⮬由⮬ᅾにᢅう子ど

もたちは㸪人（ಖ育者）がẼ࡙かな࠸うちに㸪

子どもたち同ኈで㇏かなうたのୡ⏺を⠏࠸て

ࡎ一᪉で㸪「≀のᡂるには㸪ᚲࠋるのである࠸

そࡇにఱかᡂるべきㄏᅉがなくては㸪✺↛にあ

らわれるࡇとは出᮶な࠸」��）のであり㸪それが
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子どもたちの日ᖖࡸ㐟びに㸪きっとあらわれる

であࢁうࡇとを㸪「ಖ育にᚑされるඛ⏕᪉に

ᚚ␃意を㢪って」��）⣳ࡔࡂされるうたを⫈きと

めてし࠸とᛮったのࡔったࠋ童ヰをཱྀ₇する

ཱྀ₇童ヰ作家であった久␃島ࡔからࡇその着

║であったと࠼࠸るࠋ 

う࠼うした久␃島が着目した子どもの᭰ࡇ 

たとも࠼࠸るうたのୡ⏺を㸪ᑠἨ文ኵは「わら

べうた」に着目するࡇとにࡼって㸪子どもの創

造性をぢ出して࠸る ᑠἨ文ኵ（1968.12）ࠋ（��

は㸪「わらべうたはྂくてかし࠸ものではな 

ま࠸ものがྂ࠸ྂ」すなわち㸪ࠋと言う（��「࠸

ま㸪ṧって࠸るのではな࠸」のであり㸪「㐟び

にあうࡼうにかわって࠸く」��）のであるࠋそし

てそࡇには㸪「創造性㸪創意くࡩうが入って」

て㸪「ᑡなくともわらべうたであるためには㸪࠸

どんどんኚᙧして㸪⏕きて࠸なければならな 

のであり㸪͆（��「࠸ 通りࡷん࠸ࡎ࠸ࡎ͆ࡸ͇ࡏ

ࢺンࢭうに本᮶言ⴥのアクࡼばし͇のࢁࡇっࡎ

で␗なるはࡎの࣓ロディが㸪「ᾏ道からἈ⦖

まで一ᚊ」ࡔったり㸪͆ た͇の࠸らࡦた࠸らࡦ

うにΎ᭩してしࡼる࠼うに「幼⛶ᅬなどで教ࡼ

まったために教育のためのうた」になってしま

ったりして࠸るものは㸪わらべうたではな࠸と

㏙べて࠸る ってࡼまり㸪子どもの㐟びにࡘࠋ（��

ኚᐜして࠸くうたが㸪わらべうたなのであり㸪

子どもたちは㐟びを通して㸪音楽的な創造性を

育んで࠸るのであるࠋ 

 さらに㸪子どものࡇとばの発㐩㐣⛬にお࠸て

⏕まれる「ᝏཱྀうた」に着目したのが㸪ຍྂ里

年 ᕳ ྕ タイトル ⴭ者 所ᒓ（ᇳ➹ᙜ） 分㢮 内ᐜ

1955 54 1 ṇ月さん（わらうた） 記㍕なし B リの掲載

1955 54 4 子どもの間に作られるḷについて 久␃島武ᙪ
京都ᕷ▱ᜠ㝔㯮㛛内ඣ童
芸術研究所

B
䛨䜓んけんのかけゝⴥを例に䠈大人にはᛮい
もཬ䜀䛼子どもの創作の㠃ⓑさにゝཬ

1960 59 6
ᅄᡯඣの音楽リズム(ᗂඣの音楽リズムの指
導�(音楽リズム≉集ྕ）

関治子・村トミ
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

㻭,B,D,E,F
リ䝈ム㐟びから➃をⓎし、自由あ䛭びで⧞䜚㏉
され䛤䛳䛣㐟びとな䛳た事例を紹介

1965 64 3 ᡯඣの音楽リズム 関治子 記㍕なし B ᭰え歌䛵く䜚

1967 66 7
ᗂඣの㐀性をఙばすための音楽リズムの指
導

田代廣子 ᯇ江ᕷ立ⓑἼᗂ⛶園 B,D,E
幼ඣの創造性をどの䜘䛖に育䜐か䠈自Ⓨ的に
⌧れるᶵ会をつかまえ䠈⯆㛵心とともに自
信をもた䛫䠈㐺ษな助ゝを䛩る

1968 67 12 ୡ⏺の子どものうた 小Ἠ文夫 東京芸術大学 B
日本のわら䜉䛖たのศ類から世界のわら䜉䛖
たのศ類䜈

1974 73 1 ᗂඣの家ᗞ生άと音楽リズム ΎỈ美代子 ᕷ㑦学園▷期大学保育⛉ B,F
家ᗞ生活に䛚ける音楽のㄪᰝから䠈わら䜉䛖
たのㄪᰝ䜈

1974 73 5 ᗂඣのၐḷのうつりかわり 小ᯘつࡸ江 日本体育大学 B,E ၐ歌からわら䜉䛖た䜈

1974 73 7 ᗂඣのうたとあそび 小ᯘつࡸ江 日本女子体育大学 B,H
幼ඣのⓎ㐩と䛖たの㛵ಀ䠈わら䜉䛖た䜈のゝ
ཬ

1974 73 9 わらうたの一考ᐹ 小ᯘつࡸ江 日本女子体育大学 B,E わら䜉䛖たの特ᚩと子どものዲ䛝なわら䜉䛖た

1979 78 10 㐟びと子どもの発㐩(1� � 㢦・ᡭ・指の㐟び 加ྂ㔛子 記㍕なし B,㻳
子どものⓎ㐩にともな䛳た㢦やᡭ䠈指を⏝いた
㐟び

1979 78 12 㐟びと子どもの発㐩(2��ᝏཱྀうたの㐟び 加ྂ㔛子 記㍕なし B
子どものⓎ㐩過⛬にぢられる生活のなかで生
まれるᝏ口䛖た

1984 83 4
⚾のᗂඣ教育ㄽ�子どもの文化としての音楽
と㐟び

Ọ田ᰤ一 島᰿大学 B
ᆅᇦの文化であ䛳た伝ᢎ㐟びが䠈自由なಖ
育の場で伝えられ䠈子どもたちの内Ⓨ的活動
を⸽ら䛩䛣とが㔜せ

1989 88 5
子どもにとって楽しい音楽リズムのあり᪉を
考える(1�

原ཱྀ⣧子 つくばᕷ立ᱜ༡ᗂ⛶園 B,E,F
「㐟びを通したಖ育」をᨭえるಖ育者自身の☜
かな▱㆑とᢏ術の☜ㄆをも䛳て䠈年㛫研ಟ
として「音楽リ䝈ム」をྲྀ䜚ୖ䛢た䛭のグ㘓

1989 88 8
子どもにとって楽しい音楽リズムのあり᪉を
考える(3�

原ཱྀ⣧子 つくばᕷ立ᱜ༡ᗂ⛶園 B 䚺

1998 97 4
子どもの生άと音楽(1�：「ᩘかࡒえ㺁のバリ
エーション

藤田Ⱗ美子 国立音楽大学 B
子どもの音楽行動を子どものഃに立䛳て観
ᐹ䠈「ᩘか䛮え」の実例紹介

1998 97 12
子どもの生άと音楽(5��ゝⴥ㐟び㺃ḷ㐟びの
ୡ⏺

藤田Ⱗ美子 国立音楽大学 B,C
幼ඣᮇの子どもたちがどの䜘䛖にゝⴥ㐟び・
歌㐟びをᕤ夫してつく䜚䛰しているか䠈音楽的
ഃ㠃を中心にศᯒ・考ᐹ

2008 107 11 ࠗリズム࠘という⤮本(�≉集!子どもと音） 真◁⚽朗
アーティスト・ミュージ
シャン

B
西アフリカのリ䝈ム䝟ターンを䛣と䜀と⤮で表
⌧

表２ B わらべうた・あそびうたに関するグ一ぴ 
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子（1979.10,12）であるࠋ⮬分が他者からᾎび

とばを㸪⮬分もまた他者に対しࡇかけられたࡏ

てᢞࡆかけ㸪その応をみてまたḟのᶵに

おうとㄏᝨにかられる㸪ࡇうしたᚠ⎔が「ᝏཱྀ」

と࠸う語ᙡを子どものなかに࠼て࠸くࠋそし

て࠼られたᝏཱྀをはࡸしࡇとばのࡼうにḷ

うときには㸪「ࡘ࠸もの時௨ୖに㸪語࠸のᣢࡘ

意味ࡸ言࠸まわし㸪音㡩ࡸ㔜語࣒ࢬࣜࡸ㸪かけ

言ⴥࡸたたみかけと࠸ったものにまでᩛ意と

࿚も意ᚿを集୰」し㸪「それはく⮬発的な

意ᚿがみなࡂり㸪⮬的なุ᩿にࡼってႠまれ

る✚ᴟ的なୡ⏺」28）なのであるࡘࠋまり㸪子ど

も⮬ら「ᝏཱྀ」と関わって㸪それをどう用࠸る

かに⚄⤒を集୰さࡘࡘࡏ⏕み出す「ᝏཱྀうた」

は㸪子どもたちの文として᰿࠸て࠸くので

あるࠋそしてその文は「あくまでも子どもの

⏕活の୰でࢁࡦまったり㸪ኚㇺしたり㸪ᾘ表し

てࡺくもの」��）であり㸪子どもの⏕活の一㒊㸪

㐟びの一㒊として子どもから⏕み出される「ᝏ

ཱྀうた」に㸪人がᬮかくも㗦࠸まなࡊしを向

けるべきであるࡇとを示၀して࠸るࠋ 

 

4-3 C  くりうたࡘ

 ๓⠇でみてきた「わらべうた・あそびうた」

は㸪子ども⮬㌟が㐟びのなかで⏕み出してきた

であったが㸪それを「ಖ育」の「くりうたࡘ」

ሙにぢ出し㸪子どもの創造性を育もうとしたの

が⣽▮㟼子（1965.11,1966.12,1967.7,12）であ

るࠋ⣽▮の実践に࠸ࡘては㸪➹者の๓ⴭにお࠸

てもゐれて࠸る ⣽㇂は幼児の即興的で⮬発ࠋ（��

的なうたと㸪それを発展さࡏた࡙くりのᵝ子

を㸪3・4・5 ṓ児クࣛࢫでそれࡒれ分析・⪃ᐹ

して࠸るࠋ幼⛶ᅬ教育せ㡿（1964）��）には㸪そ

のᇶ本᪉㔪のࡦとࡘに「のびのびとした表現活

動を通して㸪創造性を㇏かにするࡼうにするࡇ

と」とあり㸪音楽࣒ࣜࢬにお࠸ても「感ࡌたࡇ

と㸪⪃࠼たࡇとなどを音ࡸ動きに表現しࡼうと

する」なかで㸪「▷࠸᪕ᚊを即興的にḷう」な

どが᫂示されており㸪⣽㇂の実践は㸪まさにࡇ

うした幼⛶ᅬ教育せ㡿にྜ⮴したものであっ

たと࠼࠸るࠋ「うたをࡘくる」ࡇとはỴして特

ูなࡇとではなく㸪2㹼3 ṓ児の㡭は㸪▱らࡎ▱

らࡎのうちにཱྀࡎさんで࠸るものであると࠸

う⣽▮は㸪「創造的な活動はఱࡼり㞺ᅖẼが

ษ」であり㸪「どんなࡇとをしてもᖹẼと࠸う㸪

安ᐃ感を࠼㸪人が批ุしたりしなければ㸪

子どもは࠸࠸Ẽᣢちになって⫹にḷをࡘく

りࡔす」と㏙べ㸪ࡇうした即興的なうたをಖ育

者が「みのがさࡎとら࠼て㸪のばして࠸くࡇと

がษ」��）であると࠸うࡘࠋまり㸪子どもが⮬

由に表現するࡇとができる「⎔ቃ」をಖ㞀し㸪

そࡇで⏕み出されるࡇどものᮍ分なࡸࡪࡘ

きに㸪ಖ育者が࠸かに⪥をഴけ㸪受けṆめ㸪そ

れをᨭ࠼る㸪ある࠸は発展さࡏるࡇとができる

のかが㔜せなのであるࠋ⣽▮はその発展のᙧを㸪

「あそび」にぢ出し㸪うたをࡘくるࡔけでな

く㸪おヰしをࡘくったり㸪㐟ᡙをࡘくったり㸪

⫼ᬒࡸ道ලも子どもたちにࡼって作ったりす

るࡇとにࡼって㸪「幼児の創造性はከゅ的にの

ばすࡇとがษ」��）であり㸪「ࡘくりうた」が

その発端となって࠸るࡇとを示၀して࠸るの

であったࠋ 

 一᪉で㸪「ࡘくりうた」をᨭ࠼るࡇとの㞴し

さに言ཬした┦㤿ㄔ子（1963.12）は㸪「ࡇうし

た活動は『ḷをࡘくりましࡻう』㸪と࠸っても

ఱも出てࡇな࠸㸪それࡼりも教ᖌ⮬㌟がⰼをぢ

てᛮわࡎཱྀࡎさんで楽しࡇࡴとが子どもに

きくᙳ㡪を࠼る」��）と⪃࠼㸪「教ᖌ⮬㌟の音
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楽性㸪創造性」��）を高めるࡇとをᣲࡆて࠸るࠋ

すなわち㸪子どもの「ࡘくりうた」を⫈きྲྀり㸪

᭩き表すࡇとができるᇶ♏的な音楽ຊと㸪子ど

もの「ࡘくりうた」に応⟅するࡇとができるࡼ

うな創造的な音楽ຊがၥわれて࠸るのであるࠋ

しかしながら㸪実㝿にࡇれらをどのࡼうにಖ育

者が高めて࠸くべきか㸪と࠸った内ᐜには言ཬ

されて࠸なࡇࠋ࠸うした活動をᨭ࠼るಖ育者を

育ᡂするࡇとの㞴しさもまたᾋき᙮りになっ

てきたࡇࠋれに࠸ࡘてはḟ⠇௨㝆ヲ㏙したࠋ࠸

 

4-4 E 動き・㐟ᡙ 

うに㸪「Dࡼれまでぢてきたࡇ 創造的な表現」

は㸪そのとんどがఱらかの活動と⤖び࠸ࡘて࠸

るࠋそのため㸪ࡇࡇでは「D 創造的な表現」にࡘ

てはឡし,「E࠸ 動き・㐟ᡙ」と創造的な活動の

関わりに࠸ࡘて⪃ᐹするࠋ 

 

ᮾி高➼ᖌ⠊学ᰯ教ᐁであったୖṊኈ

（1947.3）は㸪子どもの㌟య的な活動に࠸ࡘて㸪

ᆺにはまったりにᨭ㓄されな࠸⮬由な表現の

ᚲせ性に言ཬ ��）したり㸪ཌ⏕┬ಖ育ㄢの島࣐ࣁ

（1948.8）は㸪子どもの興味からき出た子ども

⮬㌟の創造にࡼるࡸ㸪幼児の⮬由意ᛮと興味

表３ C  くりうたに関するグ一ぴࡘ

年 ᕳ ྕ タイトル ⴭ者 所ᒓ（ᇳ➹ᙜ） 分㢮 内ᐜ

1956 55 3 ᗂඣのための童ㅴ ⴱ原しࡆる 記㍕なし C,D
䛚Ⲕの水幼稚園の園ඣたちに䜘るい䜝はかる
た（ᶫ・ᇼの୧氏に䜘る）䜈のゝཬ

1956 55 5
ᗂඣのことばからうまれたうた(⚾の園の研
究・組の研究�

鈴木ṇ子 ⩌㤿大学㝃ᒓᗂ⛶園 C,D
䛣どものリ䝈ムをも䛳た䛣と䜀に曲をつけて、䛣
どもたちとඹ᭷

1956 55 10 ᗂඣのことばからうまれたうた(2� 鈴木ṇ子 ⩌㤿大学㝃ᒓᗂ⛶園 C,D 䚺
1956 55 11 ᗂඣのことばからうまれたうた(3� 鈴木ṇ子 ⩌㤿大学㝃ᒓᗂ⛶園 C,D 䚺
1956 55 12 ᗂඣのことばからうまれたうた(4� 鈴木ṇ子 ⩌㤿大学㝃ᒓᗂ⛶園 C,D 䚺

1960 59 7 ᗂなඣのことばから 鈴木ṇ子 ⩌㤿大学㝃ᒓᗂ⛶園 C
䛣どもがつ䜆やいた䛣と䜀をとらえて、ᩘ人で
༶⯆的に䛖た䛖

1961 60 8
ある日のᗂ⛶園だより：「おかあさん、こど
もたちがこんなことゝってました」

鈴木ṇ子 ⩌㤿大学㝃ᒓᗂ⛶園 C
䛣どもの䛣と䜀を᭩䛝ྲྀ䛳たものに曲をつけた
もの

1963 62 12 㐀性を生かした音楽指導 ┦㤿ㄔ子 新ᐟ区立ᅄ谷ᗂ⛶園 㻭,C,D,F
つく䜚䛖たや身の回䜚のものに䜘る楽ჾのᕤ
夫䜈ゝཬ

1964 63 1 ᗂඣとḷ 岡ᘯ美 記㍕なし C,D
වᖖ清బ䜈のゝཬ䠈アメリカの䛣どものつく䜚
䛖た

1965 64 11 ᗂඣのゝⴥとࡩしづけの即興表現 ⣽▮㟼子
日本女子大学㝃ᒓ豊明ᗂ
⛶園

C,D,E つく䜚䛖たからあ䛭び䜈Ⓨᒎさ䛫たグ㘓

1966 65 12 ᗂඣのゝⴥとࡩしづけの即興表現(2� ⣽▮㟼子
日本女子大学㝃ᒓ豊明ᗂ
⛶園

C,D,E 䚺

1967 66 1
ᗂඣの㐀ⓗάືの指導㺁(ୖ��音楽リズムを
中心として

岡田鈴代 ᅄ日ᕷᕷ立中ᗂ⛶園 C,D,E 自由㐟びから創造的な活動䜈

1967 66 3
ᗂඣの㐀ⓗάືの指導㺁(ୗ��音楽リズムを
中心として

岡田鈴代 ᅄ日ᕷᕷ立中ᗂ⛶園 C,D,E 自由㐟びから総合的な活動䜈のⓎᒎ

1967 66 7
ᗂඣの芸術άືとはどういうものか�音楽を
中心として

⣽▮㟼子
日本女子大学㝃ᒓ豊明ᗂ
⛶園

C,D,F

創造的な活動はఱ䜘䜚㞺囲Ẽが大ษであ䜚䠈
どんな䛣とをしてもᖹẼとい䛖Ᏻᐃឤをえ䠈
大人がᢈุした䜚しなけれ䜀䠈子どもはいい
Ẽᣢちにな䛳て大⫹に歌をつく䜚䛰䛩

1967 66 12
日本保育学会において橋㈹ཷ㈹　ᗂඣのゝ
ⴥと⠇づけの即興表現(3�：ᅄṓඣ

⣽▮㟼子
日本女子大学㝃ᒓ豊明ᗂ
⛶園

C,D,E つく䜚䛖たからあ䛭び䜈Ⓨᒎさ䛫たグ㘓

1968 67 3 ṓඣ三学期の⤒験をࡩりかえる 鈴木ṇ子 ⩌㤿大学㝃ᒓᗂ⛶園 C か䛮え䛖たをつくる

1977 76 6 子どもの中からうたを(ᑐㄯ） Ώ㎶ⱱ・村田ಟ子

東京学芸大学㝃ᒓ小㔠
小学校/⚾立ᘺ生ᗂ⛶園園
㛗・おⲔのỈ女子大学㝃
ᒓᗂ⛶園

C,㻵
䛣どもの⣳䛞出した䛣と䜀䠈䛣どもの䜅とした表
⌧が歌になる

1998 97 12
子どもの生άと音楽(5��ゝⴥ㐟び㺃ḷ㐟びの
ୡ⏺

藤田Ⱗ美子 国立音楽大学 B,C
幼ඣᮇの子どもたちがどの䜘䛖にゝⴥ㐟び・
歌㐟びをᕤ夫してつく䜚䛰しているか䠈音楽的
ഃ㠃を中心にศᯒ・考ᐹ

2008 107 5 ᗂඣとともに「うたう」こと ᗉྖᗣ生 ᇸ⋢大学 C
子どもとともに歌い合䛖䛣とを通してẼ䛵く「┦
性」とい䛖音楽の本㉁にゝཬ
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にࡼる㌟య的な表現への言ཬ ��）をしたりしてお

り㸪ၐḷ㐟ᡙにࡼࡏ㸪ᚊ動㐟ᡙにࡼࡏ㸪人たちが

したものをそのまま用࠸るのではなく㸪子ども

たち⮬㌟がᕤኵするవᆅをṧしておくべきである

≀それを実践した代表的な人ࠋる࠸とを示၀してࡇ

は㸪ᇼྜ文子（1951.11,1952.10-12,1953.1,3-8, 

1956.2）であࢁうࠋᇼྜはᮾிዪ子高➼ᖌ⠊学ᰯ

にて㸪ᶫ୕の教࠼を受けた人≀のࡦとりであ

るࠋ「ಖ育の㐩人」��）と呼ばれ㸪ある意味㸪「日本

で᭱も有ྡなಖ育者の一人」��）であったࠋ 

『幼児の教育』には㸪ᇼྜのಖ育ィ⏬がከᩘṧ

されて࠸るࠋ࠼ば㸪1 年のィ⏬にグ㍕された音

楽࣒ࣜࢬでは「音楽㸪࣒ࣜࢬはᆺにはめࡎ㸪యと

とめ㸪創作の道ࡘのㄪ和がᢕᥱ出᮶るに࣒ࢬࣜ

へはࡌめࡼりࡴけるࡼうにする」��）とし㸪「即興

リ㸪即興音楽はྲྀりୖࡆてみる」��）と「即興」へ

も言ཬして࠸るࠋ年ᑡの➨一期には音楽にྜわࡏ

てṌくࡇとからጞめ㸪ḟ➨にಖ育者の提示する動

ば࠼たり㸪➨期には㸪࠸になってṌࣀࣔࡸ≀

◁あそび㸪㐲㊊㸪Ⱎ᥀りと࠸った子どもの⏕活に

曲をࡘけ⮬由表現をしたり㸪➨୕期には曲を⫈か

がするか㸪どんなをീするかࡌ㸪どんな感ࡏ

ヰしྜってから表現する ��）㸪など子ども⮬㌟が㌟

యを動かしࡘࡘ㸪人から࠼られたをする

のではなく㸪⮬由に表現するᶵがಖ㞀されて࠸

たࡇとがわかるࡇࠋうした子どもの創造的な動き

をᘬき出すためには㸪ಖ育者⮬㌟の動き㸪表現も

創造的であるべきなのは⮬᫂であࢁうࠋᇼྜのᢸ

ᙜするクࣛࢫに教育実習⏕としてࡸってきたబ

由美子は㸪ᙜ時のࡇとをり㏉って「ᇼྜඛ⏕

のࣆアࣀの音に㌟యの動きをᘬき出された」��）と

㏙べて࠸るࠋᇼྜにࡼって⣳ࡔࡂされた音は㸪బ

のᚰと㌟యを動かす表現となってあらわれて

 ࠋであるࢻーࢯࣆ࢚る࠸とを≀語ってࡇた࠸

 ᇼྜは㸪ಖ育者⮬㌟が㌟యを動かすࡇとにࡼっ

て㸪表現ຊ㸪感受ຊ㸪創造ຊなどを㌟యの୰から

ᘬき出すࡇとができると⪃࠼㸪「᪂現代幼児教育

◊✲」を❧ちୖࡆた で行われた「音楽ࡇそࠋ（��

ᇶ♏の動き・ጼໃが㸪ࡎಟ」では㸪ま◊࣒ࢬࣜ

ಖ育のᇶ本を作って࠸ると࠸う⪃࠼のもと㸪「㌟

యの動きが日ᖖのಖ育㸪人㛫性の教育に࠸かに

ษな⨨を༨めて࠸るか」��）㸪とᖖに意㆑をᣢっ

て行われ㸪◊ಟの集ᡂとしてẖኟ「音楽࣒ࣜࢬ

オン・ࢸࢫーࢪ」と࠸う◊✲発表がദされた ࠋ（��

って᭩ࡼの◊ಟの一期⏕であるⷚ木ኖỤにࡇ

き␃められたᇼྜ語㘓のࡦとࡘに㸪「創造性と࠸

うものは㸪言われてできるものではありまࡏん 

ඛ⏕⮬㌟の行動が㸪創造性をもって表現して࠸る

と㸪お子さんも࠸ࡘて࠸くものです 一人㸪一人

の表現がᚰとయに࠸ࡘて࠸きます」��）と㏙べられ

たものがあるࠋಖ育者⮬㌟がᇶ♏的な動き・ጼໃ

にࡼって㸪⮬分の内面を☻き㸪そのୖで⮬分の内

からきୖがる࣑ࣜࣝ࢝ࢬな表現が出᮶てࡇそ㸪

一人ࡦとりの子どもにᐤりῧったಖ育がྍ能と

なるࡇとを示၀して࠸るとࡼ࠼࠸うࠋ 

๓⠇の「C くりうた」では㸪子どもの創造的ࡘ

な活動をᨭ࠼るಖ育者育ᡂのあり᪉へのලయ的

な言ཬはなかったが㸪ᇼྜの実践はそࡇにࡦとࡘ

の示၀を࠼るࡇとができるࠋすなわち㸪ಖ育者

⮬㌟の「㌟యの動き」を高めるࡇと㸪その᪉法の

が「ᇶ♏的な動作・ጼໃ」であり㸪それにࡘとࡦ

ってಖ育者の表現ຊが高められ㸪子どもの創造ࡼ

的な表現をㄏᘬする一ຓとなって࠸たと࠼࠸るࠋ 
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 表４ E 動き・㐟ᡙに関するグ一ぴ 
年 ᕳ ྕ タイトル ⴭ者 所ᒓ（ᇳ➹ᙜ） 分㢮 内ᐜ

1946 45 3 くるくるまはる (保育のᐿ際� ᡞハル おⲔのỈ女子大学 E 楽㆕と付
1947 46 3 からだで味わう音ᵹ ୖ武士 東京高等師⠊学校教ᐁ E
1947 46 3 からだで味わう音ᵹ�⥆き ୖ武士 東京高等師⠊学校教ᐁ E
1947 46 4 㐟ᡙ「ࡈもんのまえ」 (保育のᐿ際� ᘯ田㱟ኴ郎・ᡞハル 記㍕なし E 楽㆕と付

1947 46 5 㐟ᡙ「භ月」 (保育のᐿ際�
橋三・ᘯ田㱟ኴ郎・
ᡞハル

記㍕なし E 歌モと付

1947 46 7 㐟ᡙ「うみ」 (保育のᐿ際�
橋三・岡本ᩄ明・ᡞ
ハル

記㍕なし E 楽㆕と付

1947 46 7 㐟ᡙࠗ山のともだち࠘ (秋の保育のᐿ際�
橋三・小ᯘ宗作・ᡞ
ハル

記㍕なし E 楽㆕と付

1948 47 4 生きた興味と主題による㐟ᡙ (保育のᐿ際� 岡ᓮಟ子 東京女高師㝃ᒓᗂ⛶園 E 自然≀のᶍೌに䜘る自由な身体表⌧

1948 47 8 リズム㐟び 島ハマ ཌ生┬保育ㄢ D,E
䛣どもの⯆から䛝出た䛣ども自身の創造
に䜘る付䜈のゝཬ䠈幼ඣの自由ពᛮと⯆
に䜘る身体的な表⌧䜈のゝཬ

1948 47 9 㐟ᡙの指導の⥂㦩 (保育のᐿ際� 岡ᓮಟ子 東京女高師㝃ᒓᗂ⛶園 D,E,㻳
㐟ᡙをある目的をも䛳た一㐃のものとして指
導䛩るとともに、創作にもゝཬ

1951 50 4 子どもの日のḷ
橋三・ᘯ田㱟ኴ郎・
ᡞハル

記㍕なし E 楽㆕と付

1951 50 11 ⚾の記㘓より（3） ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E,㻳 ༶⯆リ䠈༶⯆音楽䜈のゝཬ

1952 51 10 ༑月のᗂ⛶園（༑月の保育） ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E どん䛠䜚になる自由表⌧

1952 51 11 ༑一月のᗂ⛶園（༑一月の保育） ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E,F 䛚ち䜀を自由表⌧䠈楽㝲あ䛭び

1952 51 12 ༑月のᗂ⛶園（༑月の保育） ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E 䜖䛝の䜅る表⌧䠈クリスマスのリ䝈ム㐟び

1953 52 1 一月のᗂ⛶園（一月の保育） ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E,F ฏの自由表⌧䠈ฏのリ䝈ム㐟び䠈楽ჾあ䛭び

1953 52 3 三月のᗂ⛶園（三月の保育） ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E,F 䛚䜂なさまのリ䝈ム㐟び（創作）

1953 52 4 ᅄ月のᗂ⛶園（ᅄ月の保育） ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E
年ᑡ：䝢アノに合わ䛫て歩く䊻スキップ䊻䛚㢟
に䜘る自由表⌧

1953 52 5 月のᗂ⛶園（月の保育） ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E,F
年長：㩾の䜌䜚䠈遠㊊のリ䝈ム㐟び䊻ఱをつく
䜝䛖䊻あなたのまね䊻䝝ンドカスタ䠈タン䝞リ
ンで合ዌ

1953 52 6 භ月のᗂ⛶園（භ月の保育） ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E 時ィにな䛳て自由表⌧

1953 52 7 月のᗂ⛶園（月の保育） ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E,F 䛖たと自由表⌧、楽㝲あ䛭び

1953 52 8 夏ఇみ（ඵ月の保育） ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

E リ䝈ム「水あ䛭び」䠈生活を自由表⌧

1953 52 12
ᨵゞされた「音楽リズムの指導᭩」にもとづ
いて

山村きよ 文京区立第一ᗂ⛶園㛗 E,㻳

今までのၐ歌㐟ᡙのྲྀ䜚ᢅいとは㐪䛳たと䛣
䜝に╔║して⦅⧩されている䛣とにẼ䛵䛝䠈ᛮ
いษ䛳たษ䜚᭰えをして指導しなけれ䜀ならな
いと実践例をᣲ䛢る

1954 53 11
教育ᐇ際指導研究会より：劇あそび（ᅄᡯ
ඣ）

村トミ
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

E あ䛭びを通して自由表⌧

1955 54 11 かかし（音楽リズム）
ᇼྜ文子・村田ಟ子・村
トミ

おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

E
「かかし」とい䛖同䛨㢟ᮦを3䠈4䠈5ṓඣクラス䛭
れ䛮れでྲྀ䜚ୖ䛢䠈ྛ年㱋でẚ㍑

1956 55 2 おひなさま（劇あそび） ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

E
幼ඣのあ䛭びは幼ඣの生活の中にあ䜚䠈幼
ඣの㐟びの䜂とつ

1957 56 2 ඵ༑年まえのᗂ⛶園音楽 山中郎 記㍕なし E 東京ዪ子師⠊学校幼稚園ಖ育ၐ歌の㐟ᡙ

1958 57 4
保育のᕤ夫リズムを中心とした保育：㤿公
ⱌ㐲㊊に行き㺂みんなで楽しく㐟ࡪ

ᯇ田子
おⲔのỈ女子大学保育ᐇ
⩦生

䠡 実習生に䜘る遠㊊にྥけたリ䝈ム㐟び

1958 57 12
ᐇ際指導（座ㄯ会）（新しい保育のヨみ：
ᾏ㐨）

及川ࡩみ・村トミ・村
田ಟ子・ᇼྜ文子・津Ᏺ
真

おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

E,㻳
䛚㐟ᡙをした経験のない䛣どもたちに自由表
⌧の指導

1960 59 6
「音楽リズム」の成り立ちについて (音楽リ
ズム≉集ྕ�

ᆏඖᙪኴ郎 おⲔのỈ女子大学 E

文㒊┬㟷ᑡ年教育ㄢ長であ䛳たと䛝䠈学校教
育ἲのなかに幼稚園を┒䜚㎸み䠈䛭の目的や
目ᶆを㐺ṇにゝい表䛩た䜑にⱞ心し「音楽リ
䝈ム」が成立䛩るまでにゝཬ

1960 59 6
ᗂඣの器楽指導について (音楽リズム≉集
ྕ�

㓇田ᐩ治
㓇田音ឤ教育研究所，都
立保ẕ学㝔講師

D,䠡,F
音楽を⫈いて自由に「䛚どる」䛣とと「楽ჾのリ
䝈ムᡴち」を䛩る䛣とは、創造性をᇵ䛖᭱もⰋ
い「場」である

1960 59 6
こどものたのしいリズムをもとめて(音楽リ
ズム≉集ྕ）

ᡞハル 記㍕なし E
音楽と㐟ᡙは表一体とな䛳て成長䛩䜉䛝も
のとして䠈䛣どものリ䝈ムあ䛭びの㐍䜑᪉にゝ
ཬ

1960 59 6
ᗂඣの⯙㋀とその指導௨๓のၥ題（音楽リズ
ム≉集ྕ）

邦ṇ美 ⯙㋀家 E
表⌧のᆺにとらわれ、自由に動けない䛣と䜈
のゝཬ

1960 59 6
三ᡯඣの音楽リズム(ᗂඣの音楽リズムの指
導�(音楽リズム≉集ྕ�

村石京子・ᡞᶔ⣧子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

㻭,D,E,F
リ䝈ム㐟びが、䛣どもの㐟びにྲྀ䜚入れられ、
䛣ども同ኈでⓎᒎ、創造さ䛫る䛣とにつながる

1960 59 6
ᅄᡯඣの音楽リズム(ᗂඣの音楽リズムの指
導�(音楽リズム≉集ྕ）

関治子・村トミ
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

㻭,B,D,E,F
リ䝈ム㐟びから➃をⓎし、自由あ䛭びで⧞䜚㏉
され䛤䛳䛣㐟びとな䛳た事例を紹介

1960 59 6
ᡯඣの音楽リズム(ᗂඣの音楽リズムの指
導�(音楽リズム≉集ྕ）

村田ಟ子・ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

E,F
身体的な自由表⌧䛰けでなく、䜚付けられ
た㢟ᮦが幼ඣの創造の下ᆅとな䜚ᚓる

1960 59 6

子どものための㐀ⓗリズムのືき：
Creative 5ytKmic Movement for CKildren�
*ladys AndreZs, (d.D (ὒ᭩⤂� (音楽リ
ズム≉集ྕ�

⥙谷夏ᾏ 記㍕なし 㻭,D,E
䝪ディサウンドや身の回䜚にあるものを䛳て
音ලとした䜚、楽ჾを作䛳た䜚して身体的な表
⌧と㛵わら䛫る

ᆺにはま䛳た䜚ではなく自由な表⌧のᚲせ
性にゝཬ
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1961 60 3
音楽リズムを主にした保育(年の㸫年間⚾
の⣭ではఱをしてきたか）

野久子 尚⤍ᗂ⛶園 䠡
音楽リ䝈ムを主体にしたಖ育を1年㛫行た䛣と
に䜘るᮍⓎ㐩な子どもの成長グ㘓

1964 63 2 リズム教育における⮬由表現と㐀性 岡ᘯ美 記㍕なし D,䠡
表㢟音楽、↓㢟音楽䛭れ䛮れの自由表⌧、
ステレオタイプの自由表⌧䜈㆙㚝

1964 63 4
発表会を中心にしたあそび（⥅⥆するあそび
のィ画とᐇ㊶）

鈴木ṇ子 ⩌㤿大学㝃ᒓᗂ⛶園 E,F あ䛭び䠈楽㝲あ䛭びのグ㘓

1964 63 6 りかえったᅄᡯඣの一年間ࡩ ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E
まま䛤と㐟びのⓎᒎからレコードに合わ䛫て
自由に身体表⌧（䝞レエ䠛）

1965 64 6 ᡯඣの記㘓
☾部ᬒ子・ᇼྜ文子・津
Ᏺ真

おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E ≀ㄒに䜘る自由な身体表⌧

1965 64 11 ᗂඣのゝⴥとࡩしづけの即興表現 ⣽▮㟼子
日本女子大学㝃ᒓ豊明ᗂ
⛶園

C,D,E つく䜚䛖たからあ䛭び䜈Ⓨᒎさ䛫たグ㘓

1966 65 6
大ษな⮬由あそび（ᗂඣにとってのࡒましい
άື）

ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

E
自由あ䛭びからㄏ導䜈䠈理的な指導のあ䜚
かた

1966 65 6 ᡯඣの記㘓յ
☾部ᬒ子・ᇼྜ文子・津
Ᏺ真

おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E 䝞レー䛤䛳䛣（䝞レエ䠛）に䜘る身体表⌧

1966 65 7 ᡯඣの記㘓ն
☾部ᬒ子・ᇼྜ文子・津
Ᏺ真

おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E
「᳃の⢭」に䜘る自由な身体表⌧があ䛭び
「䝤レーメンの音楽㝲」䜈

1966 65 8 リズムあそび�夏のあそびを中心として 森山美代子 島᰿┴大東ᗂ⛶園 䠡 㡿ᇦᗣと音楽リ䝈ムの㛵わ䜚

1966 65 12 ᗂඣのゝⴥとࡩしづけの即興表現(2� ⣽▮㟼子
日本女子大学㝃ᒓ豊明ᗂ
⛶園

C,D,E つく䜚䛖たからあ䛭び䜈Ⓨᒎさ䛫たグ㘓

1967 66 1
ᗂඣの㐀ⓗάືの指導㺁(ୖ��音楽リズムを
中心として

岡田鈴代 ᅄ日ᕷᕷ立中ᗂ⛶園 C,D,E 自由㐟びから創造的な活動䜈

1967 66 3
ᗂඣの㐀ⓗάືの指導㺁(ୗ��音楽リズムを
中心として

岡田鈴代 ᅄ日ᕷᕷ立中ᗂ⛶園 C,D,E 自由㐟びから総合的な活動䜈のⓎᒎ

1967 66 6
ᗂඣの㐀性 (ᗂ⛶園におけるのࡒましいά
ື�

ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E
幼ඣの日ᖖ䛭のものが創造的である䛣と䜈の
ゝཬ

1967 66 6
リズムあそび(ᗂ⛶園におけるのࡒましいά
ື）

村トミ
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,䠡 日ᖖの㐟びからあ䛭び䜈

1967 66 7
ᗂඣの㐀性をఙばすための音楽リズムの指
導

田代廣子 ᯇ江ᕷ立ⓑἼᗂ⛶園 B,D,E
幼ඣの創造性をどの䜘䛖に育䜐か䠈自Ⓨ的に
⌧れるᶵ会をつかまえ䠈⯆㛵心とともに自
信をもた䛫䠈㐺ษな助ゝを䛩る

1967 66 12
日本保育学会において橋㈹ཷ㈹　ᗂඣのゝ
ⴥと⠇づけの即興表現(3�：ᅄṓඣ

⣽▮㟼子
日本女子大学㝃ᒓ豊明ᗂ
⛶園

C,D,E つく䜚䛖たからあ䛭び䜈Ⓨᒎさ䛫たグ㘓

1968 67 1 ṓඣの記㘓ո：学期
☾部ᬒ子・ᇼྜ文子・津
Ᏺ真

おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

E,F 䛝䜕䛖䜄䛓の歌・動≀の行㐍・タン䝞リン

1968 67 4
「㐟ᡙ」考(ୖ��ᗂ⛶園初期におけるၐḷ㐟
ᡙ

ᆏඖᙪኴ郎 記㍕なし E,H ၐ歌㐟ᡙのṔ史

1969 68 7 ᗂඣの音楽体験と㐀ⓗ表現 江Ἴㄭ子 おⲔのỈ女子大学 D,E 幼ඣの創造的表⌧を音楽リ䝈ムを通して考ᐹ

1971 70 12 ⮬由保育を考える̿ᇼྜඛ生をかこんで̿
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

記㍕なし E,㻶
ᇼ合に䜘る講演グ㘓䠈自由表⌧に䜘る音楽リ
䝈ム䜈のゝཬ

1972 71 3 三月にᛮう ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

E シンデレラになるあ䛭び

1974 73 5 ᗂඣのၐḷのうつりかわり 小ᯘつࡸ江 日本体育大学 B,E ၐ歌からわら䜉䛖た䜈
1974 73 9 わらうたの一考ᐹ 小ᯘつࡸ江 日本女子体育大学 B,E わら䜉䛖たの特ᚩと子どものዲ䛝なわら䜉䛖た

1974 73 12 ᗂඣ教育における⯙㋀の地 邦ṇ美 ⯙㋀家 E
⯙㋀が音楽とᑐ等に⊂立した芸術である䛣と
を学ၥ的にㄆ㆑䛩る

1979 78 11 ダンスのኚ㑄史(㸫） ㍿Ỉはるᾏ おⲔのỈ女子大学 E
1979 78 12 ダンスのኚ㑄史(） ㍿Ỉはるᾏ おⲔのỈ女子大学 E

1989 88 5
子どもにとって楽しい音楽リズムのあり᪉を
考える(1�

原ཱྀ⣧子 つくばᕷ立ᱜ༡ᗂ⛶園 B,E,F
「㐟びを通したಖ育」をᨭえるಖ育者自身の☜
かな▱㆑とᢏ術の☜ㄆをも䛳て䠈年㛫研ಟ
として「音楽リ䝈ム」をྲྀ䜚ୖ䛢た䛭のグ㘓

1989 88 6 リズム㐟び�ᡞハルの作品を㏻して 吉成ၨ子 ⓑⓒྜ女子大学 E
豊かな情⥴䠈情ឤをᇵ䛖幼ඣᮇの音楽リ䝈ム
のၥ㢟Ⅼゎ明をᡞ䝝ル作ရをもとに考ᐹ

1989 88 10
子どもにとって楽しい音楽リズムのあり᪉を
考える(4�

原ཱྀ⣧子 つくばᕷ立ᱜ༡ᗂ⛶園 E
「㐟びを通したಖ育」をᨭえるಖ育者自身の☜
かな▱㆑とᢏ術の☜ㄆをも䛳て䠈年㛫研ಟ
として「音楽リ䝈ム」をྲྀ䜚ୖ䛢た䛭のグ㘓

1995 94 7
音楽リズム㺃オン㺃ステージに参加して�保育
者の⮬ᕫኚ㠉を┠指して

小ᓮ⚈子
ඹ立女子学園大日ᆏᗂ⛶
園

E,㻶
新⌧代幼ඣ教育研究会のリ䝈ム研ಟ「オン・
ステージ」に参加した参加者のグ㘓

1998 97 1 㺀音とືき㺁の場から 津Ᏺ真 記㍕なし D,E
ウ䜷ルフガング・シュタンゲの理ᛕをᇶ本に㞀
☀の大人の施タで「音と動䛝」の場をᒎ開

1999 98 2
子どもの生άと音楽(6�：㺀府中ᄋ子㺁を演ࡌ
る子どもたち

藤田Ⱗ美子 国立音楽大学 E,F
ᗓ中ᄳ子を演䛨る子どもたちの太㰘も動作も
䜂と྾に䜘䛳てၐえられる口ၐ歌に䜘䛳て
つく䜚䛰される

2008 107 11
子どもたちから教えてもらった音楽の学び᪉
（�≉集!子どもと音）

加藤ᐩ美子 東京学芸大学 D,E

幼稚園長䛰䛳た4年㛫を䜚㏉䛳て䠈子どもた
ちとの㛵わ䜚から音楽の学び᪉を考ᐹ䠈䛭れ
をಖ育ィ画や教ᮦにどの䜘䛖に生かしていく
か

ၐ歌㐟ᡙから㐠動会の䝎ンスまで䠈䛭のኚ㑄
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２．雑誌『幼児の教育』にみる幼児音楽教育の創造的パイオニアたち―戦後1946 年から2013 年秋までを通して―



 
 

4-5 F楽ჾあそび 

 楽ჾあそびでは㸪にࣁンࢫ࢝ࢻタࡸ㸪タンࣂ

ࣜンと࠸った手ᣢちのᑠ≀楽ჾを用࠸た㸪子ども

にࡼる⮬由表現の実践がከくみられたࠋしかしな

がら㸪「C E」ࡸ「くりうたࡘ 動き・㐟ᡙ」での

⪃ᐹを通して㸪子どもの実践そのものはもちࢁん

のࡇと㸪そうした子どもの表現をᨭ࠼るಖ育者の

あるべきጼをぢࡘめ┤すᚲせもあࢁうࠋそࡇで㸪

本⠇では㸪楽ჾを用࠸た創造的な活動として

「MUSIC MAKING」と࠸うࡇとばを用࠸たⰪ

ᜤ子（1970.9）にࡼるಖ育者㣴ᡂにおける実践��）

をྲྀりୖࡆてみࡼうࠋⰪに࠸ࡘては㸪4-3 でゐれ

た⣽▮同ᵝ㸪๓ⴭにお࠸てもゐれて࠸るが��）㸪ᙜ

時「MUSIC MAKING」の語※に࠸ࡘては᥎ᐹ

のᇦを⬺するࡇとができなかったࠋ本✏ではまࡎ㸪

てあらためて࠸ࡘの「MUSIC MAKING」にࡇ

言ཬしてみたࠋ࠸ 

 

表５ F楽ჾあそびに関するグ一ぴ 
年 ᕳ ྕ タイトル ⴭ者 所ᒓ（ᇳ➹ᙜ） 分㢮 内ᐜ

1952 51 9 月のィ画（月の保育） ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

F
䝝ンドカスター、タン䝞リン、トライアングルの
楽ჾあ䛭び

1952 51 11 ༑一月のᗂ⛶園（༑一月の保育） ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E,F 䛚ち䜀を自由表⌧䠈楽㝲あ䛭び

1953 52 1 一月のᗂ⛶園（一月の保育） ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E,F ฏの自由表⌧䠈ฏのリ䝈ム㐟び䠈楽ჾあ䛭び

1953 52 2 月のᗂ⛶園（月の保育） ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,F
生活のなかに楽ჾあ䛭び䠈䛚䜂なさまのリ䝈
ム㐟び

1953 52 3 三月のᗂ⛶園（三月の保育） ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E,F 䛚䜂なさまのリ䝈ム㐟び（創作）

1953 52 5 月のᗂ⛶園（月の保育） ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E,F
年長：㩾の䜌䜚䠈遠㊊のリ䝈ム㐟び䊻ఱをつく
䜝䛖䊻あなたのまね䊻䝝ンドカスタ䠈タン䝞リ
ンで合ዌ

1953 52 7 月のᗂ⛶園（月の保育） ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,E,F 䛖たと自由表⌧、楽㝲あ䛭び

1956 55 8 楽器あそび 村トミ
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

F
楽ჾあ䛭びのねらい䠈楽ჾの✀類䠈⦅成䠈⦅
曲䠈指導ἲなど䠈楽ჾあ䛭びをいかに子ども
のあ䛭びに⨨䛵けるかゝཬ

1956 55 11 ᅄᡯඣの器楽指導 ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

F
ᢿᡭ䊻䝝ンドカスタ䊻タン䝞リン䊻㕥とḟ第に
ᢅ䛖楽ჾをቑや䛩

1960 59 6
ᗂඣの器楽指導について (音楽リズム≉集
ྕ�

㓇田ᐩ治
㓇田音ឤ教育研究所，都
立保ẕ学㝔講師

D,䠡,F
音楽を⫈いて自由に「䛚どる」䛣とと「楽ჾのリ
䝈ムᡴち」を䛩る䛣とは、創造性をᇵ䛖᭱もⰋ
い「場」である

1960 59 6
三ᡯඣの音楽リズム(ᗂඣの音楽リズムの指
導�(音楽リズム≉集ྕ�

村石京子・ᡞᶔ⣧子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

㻭,D,E,F
リ䝈ム㐟びが、䛣どもの㐟びにྲྀ䜚入れられ、
䛣ども同ኈでⓎᒎ、創造さ䛫る䛣とにつながる

1960 59 6
ᅄᡯඣの音楽リズム(ᗂඣの音楽リズムの指
導�(音楽リズム≉集ྕ）

関治子・村トミ
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

㻭,B,D,E,F
リ䝈ム㐟びから➃をⓎし、自由あ䛭びで⧞䜚㏉
され䛤䛳䛣㐟びとな䛳た事例を紹介

1960 59 6
ᡯඣの音楽リズム(ᗂඣの音楽リズムの指
導�(音楽リズム≉集ྕ）

村田ಟ子・ᇼྜ文子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

E,F
身体的な自由表⌧䛰けでなく、䜚付けられ
た㢟ᮦが幼ඣの創造の下ᆅとな䜚ᚓる

1963 62 12 㐀性を生かした音楽指導 ┦㤿ㄔ子 新ᐟ区立ᅄ谷ᗂ⛶園 㻭,C,D,F
つく䜚䛖たや身の回䜚のものに䜘る楽ჾのᕤ
夫䜈ゝཬ

1964 63 4
発表会を中心にしたあそび（⥅⥆するあそび
のィ画とᐇ㊶）

鈴木ṇ子 ⩌㤿大学㝃ᒓᗂ⛶園 E,F あ䛭び䠈楽㝲あ䛭びのグ㘓

1965 64 3 ᅄᡯඣ三学期の記㘓（2）
☾部ᬒ子・ᇼྜ文子・津
Ᏺ真

おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

D,F
歌に合わ䛫て✚みᮌをᡴち㬆ら䛩✚みᮌの
楽㝲

1967 66 7
ᗂඣの芸術άືとはどういうものか�音楽を
中心として

⣽▮㟼子
日本女子大学㝃ᒓ豊明ᗂ
⛶園

C,D,F

創造的な活動はఱ䜘䜚㞺囲Ẽが大ษであ䜚䠈
どんな䛣とをしてもᖹẼとい䛖Ᏻᐃឤをえ䠈
大人がᢈุした䜚しなけれ䜀䠈子どもはいい
Ẽᣢちにな䛳て大⫹に歌をつく䜚䛰䛩

1968 67 1 ṓඣの記㘓ո：学期
☾部ᬒ子・ᇼྜ文子・津
Ᏺ真

おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

E,F 䛝䜕䛖䜄䛓の歌・動≀の行㐍・タン䝞リン

1970 69 9 音楽教育におけるM86IC MA.I1*のこころみ Ⱚᜤ子 東ὒ英和女学㝔▷期大学 D,F
ಖ育者㣴成に䛚けるM㼁S㻵C M㻭K㻵㻺㻳とい䛖楽
ჾを⏝いた創造的な音楽活動の紹介

1974 73 1 ᗂඣの家ᗞ生άと音楽リズム ΎỈ美代子 ᕷ㑦学園▷期大学保育⛉ B,F
家ᗞ生活に䛚ける音楽のㄪᰝから䠈わら䜉䛖
たのㄪᰝ䜈

1974 73 10
M86IC MA.I1*�㐀άືの一⎔として（橋
㈹ཷ㈹ㄽ文）

藤Ύ子・㉥⩚まり・
⩚㍤子

東ὒ英和ᗂ⛶園 D,F
身の回䜚のものや楽ჾを⏝いて音を⫈䛝䠈つく
䜚䠈表⌧䛩る

1989 88 5
子どもにとって楽しい音楽リズムのあり᪉を
考える(1�

原ཱྀ⣧子 つくばᕷ立ᱜ༡ᗂ⛶園 B,E,F
「㐟びを通したಖ育」をᨭえるಖ育者自身の☜
かな▱㆑とᢏ術の☜ㄆをも䛳て䠈年㛫研ಟ
として「音楽リ䝈ム」をྲྀ䜚ୖ䛢た䛭のグ㘓

1989 88 7
子どもにとって楽しい音楽リズムのあり᪉を
考える(2�

原ཱྀ⣧子 つくばᕷ立ᱜ༡ᗂ⛶園 F 䚺

1998 97 6
子どもの生άと音楽(2�：࿘囲の音ࡸ音楽に
ὀ┠し㺂᥈⣴する�ṓඣクラスの子どもたちࠐ
の音楽行ືのほᐹから

藤田Ⱗ美子 国立音楽大学 㻭,F

子どもたちが日ᖖ生活の場㠃場㠃で生䛨る情
動を䠈྾をᩚえ䠈音声をまと䜑てどの䜘䛖な
音楽的な声と動作に作䜚ୖ䛢ているか䠈0ṓ
ඣクラスの音楽行動を観ᐹ

1999 98 2
子どもの生άと音楽(6�：㺀府中ᄋ子㺁を演ࡌ
る子どもたち

藤田Ⱗ美子 国立音楽大学 E,F
ᗓ中ᄳ子を演䛨る子どもたちの太㰘も動作も
䜂と྾に䜘䛳てၐえられる口ၐ歌に䜘䛳て
つく䜚䛰される

2010 109 1 保育の現場から�音を้む・ᛮいを้む 佐藤寛子
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

㻭,F
音を᥈䛩䠈音をẼに䛩る䠈音を้䜐䛣とに䜘䛳
て生まれたᛮいを้䜐
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Ⱚはなࡐ MUSIC MAKING と࠸う語を用࠸

たのࢁࡔうかࡇࠋれが➹者の一␒の興味関ᚰで

あったࠋなࡐなら㸪Ⱚはࡇの MUSIC MAKING
を「音楽作り」（ཎ文࣐࣐）とヂして࠸たから

であるࠋMusic making は㸪「ᑠ学ᰯ学習指導せ

㡿」における「表現」をあらわすものであるࠋ

「音楽࡙くり」をあらわすのであれば㸪

Creative Music Makingと᫂グするᚲせがある

࠸本人におࡈ๓ⴭのᇳ➹の㝿には㸪ࠋうࢁࡔ

するᶵがなかったのࡔが㸪その後㸪⦕あって

お࠸するᶵをᚓたࠋそࡇで㸪➹者は 2013
年 6 ᭶㸪Ⱚへ聞きྲྀりㄪ査を行ったࠋⰪはᙜ時

のࡇとをḟのࡼうにᅇして࠸る  ࠋ（��

 
けでなく㸪ࡔくる活動そのものࡘまり㸪音楽をࡘ

音楽活動⯡に対する言ⴥとして MUSIC 
MAKIG を用ࡼ࠸うとして࠸たࡇとがわかるࠋ

その一᪉で㸪論文では MUSIC MAKING を௨

下のࡼうにᐃ⩏して࠸るࠋ 
 
私たちのクࣛࢫで行う MUSIC MAKING とは㸪

学⏕一人一人が⚄⤒を集୰してその⎔ቃを

ぢ㸪⫈き㸪感ྲྀࡌるࡇとを通し㸪⎔ቃの୰にあ

るさまࡊまな࣒ࣜࡸ࣒ࢬーࢻをకった音を㸪楽

ჾを用࠸て一連のὶれをᣢࡘ音楽にኚ࠼て

⏕をヨみる㸪創造的表現活動です  ࠋ（��

 

う࠸でࡇࡇまり㸪ࡘ MUSIC MAKING には㸪

ࡘの意味がໟྵされて࠸るࡇとがわかるࠋす

なわち㸪Ⱚは⮬㌟の␃学における音楽活動⤒㦂

から MUSIC MAKING に着目し㸪ࡇれを文Ꮠ

通り「音楽࡙くり」とヂしたが㸪音楽をࡘくっ

たり㸪₇ዌしたりするすべての音楽活動をໟྵ

するࡇとばとして用࠸て࠸たのであり㸪

MUSIC MAKING は学⏕たちと行う音楽表現

⯡を指しࡘࡘ㸪その内ᐜにあたっては創造的

な音楽活動がྵまれて࠸たのであったࠋ 
 Ⱚは 1953 年にᮾ洋ⱥ和ዪ学㝔▷期学ಖ育

科を༞ᴗ後㸪㟋༡ᆏ教ᒓ幼⛶ᅬにົして

る࠸うにᅇしてࡼたが㸪Ⱚはᙜ時をḟの࠸  ࠋ（��

 
࠸まり㸪Ⱚがಖ育者として幼⛶ᅬにົしてࡘ

た⤒㦂から㸪本᮶子どもはもっと⮬由に音楽表

現するࡇとができる㸪子どもを表現するయと

してㄆめるࡇとが㸪子どもの創造性を育ࡇࡴと

ができると⪃࠼㸪ࡇうした子どもの⮬由な音楽

表現をどのࡼうにᨭ࠼たら࠸ࡼか㸪そのヨ行㘒

ㄗのඛにたどり着࠸たのが㸪幼⛶ᅬࡸಖ育ᅬに

ある「楽ჾ」をどうࡸって子どもたちの創造的

な音楽活動にࡘなࡆるか㸪と࠸ったၥ࠸であっ

たࠋそして㸪その音楽活動の⣲ᮦを㸪Ⱚは「⎔

ቃ」にồめたのであったࠋ「幼児のからࡔとᚰ

のࢠࣝࢿ࢚ーをとら࠼㸪かきたてるものは㸪⏕

活⎔ቃすべてであり㸪人にとってぢ㐣ࡈす

『日ᖖ性』は㸪幼児にとっては発ぢࡸ感動のᐆ

ᗜであり㸪ࡇの発ぢと感動ࡇそ㸪私たちが㏣࠸

ồめる創造性の※である」とⰪは㏙べて࠸る ࠋ（��

向ࡇう（␃学ඛ）で音楽活動をするときは㸪

యを通して MUSIC MAKING と言ったんで

すࡔࠋࡡから学⏕ࡇࡸどもたちと（論文に᭩࠸

てあるࡼうな）音楽活動をするときに㸪どんな

言ⴥで言࠸表したら࠸࠸かな㸪とᛮって向ࡇう

でぢ聞きして࠸たࡇうした音楽活動を「MUSIC 
MAKING」と࠸う言ⴥで表そうとᛮってࠋ 
は➹者⿵㊊（2013ࢥッ࢝ͤ 年 6 ᭶ 12 日：たまプࣛーࢨ） 

（▷༞ᴗ後㸪ᙜ時現ሙでは）ࣆアࣀの曲にྜ

わࡏて㸪一ᩧ活動でࢫ࢝タࢿッࢺを྇࠸たりし

て࠸たけど㸪子どものᵝ子をみて࠸ると㸪子ど

もは⣲ᬕらし࣒ࢬࣜ࠸を྇࠸たりして࠸て（୰

␎）もっとࡇうしたとࢁࡇから音楽活動を出発

さࡏなければ࠸けな࠸のでは？とᛮ࠸⥆けてࠋ

は➹者⿵㊊（2013ࢥッ࢝ͤ 年 6 ᭶ 12 日：たまプࣛーࢨ）
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そࡎためには㸪まࡴまり㸪幼児の創造性を育ࡘ

れをᨭ࠼るಖ育者である人たちࡇそ㸪日ᖖの

⎔ቃに目を向け㸪⪥をഴけるᚲせがあり㸪ࡔか

らࡇそ㸪音楽活動の⣲ᮦを「⎔ቃ」にồめたの

であࢁうࠋ 
Ⱚは㸪MUSIC MAKING をᤵᴗに導入する

㝿㸪学⏕たちにࡘのアプローࢳを行って࠸ 

る  ࠋ（��
 ・⎔ቃࡸ⤒㦂の୰にある音࣒ࢬࣜࡸに⪥をഴ

けるࡇとの意⩏をヰし㸪時をᨵめてྛ⮬の発ぢ

した⣲ᮦを表現に⛣す 
 ・MUSIC MAKING の意⩏をヰし㸪ᘬき⥆

き表現に⛣す （下⥺㒊㸫➹者） 
๓者の学⏕たちは㸪ࡇうした提を✚ᴟ的に受

けṆめ㸪ྛ⮬の⎔ቃにある音࣒ࢬࣜࡸのከᵝさ㸪

面ⓑさにᨵめて㦫きを示したࠋ一᪉で㸪後者の

学⏕たちは㸪ヰの内ᐜに対しては興味を示した

ものの㸪ࡊ࠸表現活動を行うとなると㸪₇ዌᢏ

⾡に意㆑が集୰してしま࠸㸪「ኚなࡇと」「㞴

し࠸」と࠸った応が㉳きたと㏙べて࠸る ࠋ（��

㸪ࡸまり㸪๓者の学⏕たちは⮬分⮬㌟で⎔ቃࡘ

⤒㦂した音・࣒ࣜࢬに⪥をഴけると࠸う作ᴗを

ったん⤒㦂してから㸪時をᨵめて表現活動を࠸

行って࠸たため㸪ࡇうした活動に✚ᴟ的にྲྀり

とができたが㸪後者の学⏕たちは㸪⌮論ࡇࡴ⤌

的には⌮ゎして࠸たとしても㸪実㝿に音を᥈

す・⫈くと࠸った活動ࡼりも「どうࡸって₇ዌ

するか」と࠸うࡇとばかりにẼをྲྀられてしま

ンプࣞࢥ⾡㸪⮬分⮬㌟の表現活動に対するᢏ࠸

ックࢫをᢪ࠸てしまったࡇとがわかるࡇࠋうし

た活動にお࠸て「音を᥈す・音を⫈く」活動を

༑分に行うࡇとが,࠸ࡦては₇ዌᢏ⾡に対する

ながるࡘとにもࡇをᡶᣔするࢫンプࣞックࢥ

のであるࠋⰪは MUSIC MAKING はᨃ音〇作

ではなく㸪音のイ࣓ーࢪから音楽をࡘくる活動

と⨨けて࠸るࠋそれは㸪࠸わࡺる㞴し࠸㸪

ある࠸はṇし࠸と࠸った高ᗘな₇ዌᢏ⾡をᚲ

せとࡎࡏ㸪ある࠸は₇ዌᢏ⾡にᅃわれるࡇとな

く㸪⮬らのイ࣓ーࢪをもとに音楽表現するࡇと

ができるため㸪ᢏ⾡ࢥンプࣞックࢫをゎᨺし㸪

創造的意ḧをき❧たࡏる活動ࡔったのであ

るࠋ 
活動の手㡰は௨下の通りであった  ࠋ（��
ձ ⣲ᮦの発ぢ集 
ղ 集した⣲ᮦのᩚ⌮⦅集 
ճ 楽ჾの㑅ᢥ 
մ 創造的表現のୖࡆ 
յ 他のための₇ዌ 
まࡎ㸪⎔ቃのఱを⣲ᮦとするのか㸪⣲ᮦの発

ぢ集からጞまり㸪その集した⣲ᮦをどのࡼ

うな㡰ᗎࡸ᪉法で表現するのか㸪ᵓᡂを⪃࠼㸪

その⣲ᮦのイ࣓ーࢪを表現するのに㐺した楽

ჾ㸪ある࠸はそのイ࣓ーࢪにࡩさわし࠸᪤〇楽

ჾ௨እのものなど㸪表現する፹యを㑅ࠋࡪ᪤〇

楽ჾにお࠸ても㸪ᢅ࠸᪉にࡼっては音Ⰽが༓ᕪ

万ูに㡪くࡇとを⮬発的に発ぢしたり㸪ồめる

音をᚰࡺくまで᥈すࡇとに時㛫をかけたりし

て࠸るࡇࠋの時㛫は㸪子どもとの音楽活動にお

っくり時㛫ࡌࠋても㠀ᖖに㔜せな時㛫である࠸

をかけて᥈した音ࡔからࡇそ㸪その音をษに

表現しࡼうとして㸪ࡼく音を⫈くࡇとができる

ࡘさらには㸪⮬分たちがࠋうになるのであるࡼ

くった作ရを他者の๓で発表して࠸るࠋしかし

ながら㸪Ⱚはそもそも MUSIC MAKING 活動

にお࠸て㸪作ရをࡘくるࡇとを目ᶆとはして࠸

なࠋ࠸それでもなお㸪他者の๓で₇ዌするࡇと

が㔜せなのは㸪「他の表現に᥋するࡇとにࡼり㸪

⮬発的で⮬由な創作活動はከᵝ性にᐩんで࠸

ると࠸うࡇとを▱るためであり㸪⮬ᕫのゎ㔘ࡸ

表現をษにすると同時に㸪他のそれもᑛ㔜す

るࡇとにࡼって㸪ḟの MUSIC MAKING のᖜ

をᗈࡆるࡇとができる」��）と㏙べて࠸るࡘࠋま

り㸪⮬分の音㸪他者の音をࡼく「⫈くࡇと」が

ḟの創作へとࡘながるࡇとがわかるࠋ 
さらにⰪは㸪MUSIC MAKING をࡼりಖ育

とᐦ᥋に⤖びけた࠸と⪃࠼㸪ḷၐ活動とࡘな

るヨみを行ったࡆ ープに㸪ಖࣝࢢれはྛࡇࠋ（��

育で用࠸られるḷを 1 曲ࡘࡎ࠼㸪そのḷのୡ
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⏺をࢸー࣐に MUSIC MAKING すると࠸うも

のであったࠋなࡐ学⏕たちにࡇうした MUSIC 
MAKING を⤒㦂さࡏたのࢁࡔうかࠋその⟅࠼

は「創造的であるとはどう࠸うࡇとなのかをయ

㦂さࡏたかった」のであったࠋⰪは「創造的な

人とはどんな人か」と࠸うၥ࠸に㸪「対㇟への

ᚭᗏ的な⮬ᕫᢞ入のࢠࣝࢿ࢚ーとጼໃ（かま

��「（࠼）と࠸うࡇとばで表して࠸るࠋそして㸪「ࡇ

の一Ⅼにࡇそ㸪まࡪしࡼ࠸うなಶ性の㍤きと創

造的であるࡇとの☜証をぢる」��）と㏙べて࠸るࠋ

う「活࠸イのࣁ࣑ࢺンࢭクࢳれは㸪ᚰ⌮学者ࡇ

動へのἐ入≧ែ」��）㸪すなわち「ࣇロー」の≧

ែにあるからࡇそ㸪創造性が高められて࠸くと

うのは㸪࠸ローの≧ែとࣇのࡇそして㸪ࠋる࠼࠸

楽しさを感ࡌて࠸る≧ែであり㸪活動へのἐ入

は「楽しさ」が㔜せであるࡇとがわかるࡘࠋま

り㸪Ⱚは MUSIC MAKING と࠸う活動へのἐ

入が㸪学⏕にとって楽し࠸ものとなり㸪それに

࠸たと࠼⪄くと࠸って創造性も高められてࡼ

 ࠋうࡼ࠼
Ⱚは㸪学⏕たちのࡘくった曲を㸪幼⛶ᅬの子

どもたちに⫈かࡏた࠸とᛮ࠸㸪ᮾ洋ⱥ和幼⛶ᅬ

のᅬ児たちを㸪音楽としてᣍᚅし㸪び₇ዌ

するᶵをᣢったࠋ音楽に㝈らࡎ㸪⮬分の作ရ

⢭㐍のᡂᯝを受けとめ㸪ඹ感し批評してくれࡸ

る人をᚓるࡇとは῝࠸喜びである ��）として㸪行

ったࡇの音楽は㸪ᛮわࡠ⏘≀を⏕ࡇࡴととな

る5ࠋ ᭶に学⏕の作ရを⫈࠸た子どもたちは㸪

秋には⮬分たちで๓ዌ曲をࡘくってḷをḷ࠸㸪

3 ᭶の༞ᅬ時には MUSIC MAKING を୰ᚰと

した一連の音楽活動を発表するまでになった

のである には㸪ಖ育者がඹに創り出すࡇそࠋ（��

パーࢼࢺーとしてᏑᅾして࠸たࡇとをⰪはㄆ

め㸪「ಖ育者⮬㌟もࡸってみなれば幼児ࡔけで

はỴしてࡇのࡼうなࢠࣝࢿ࢚ーは⏕まれなか

った」��）と㏙べて࠸るࡘࠋまり㸪ಖ育者⮬㌟も

活動にἐ入したࡇとにࡼって㸪幼児もその楽し

さを分かちあうࡇとができたのであるࡇࠋうし

た幼⛶ᅬにおける MUSIC MAKIG の音楽活動

は㸪その後㸪ᮾ洋ⱥ和幼⛶ᅬの藤Ύ子・㉥⩚

まり・⩚㍤子にࡼる「MUSIC MAKING㸫創

造活動の一⎔として㸫」��）にࡼって日本ಖ育学

ᶫ㈹受㈹論文となったのであったࠋ 
 
５ ಖ育者㣴ᡂにおけるၥ㢟Ⅼ 

௨ୖ㸪『幼児の教育』にぢられる幼児音楽教

育の創造的パイオニアたちに↔Ⅼをあて㸪⪃ᐹ

してきたࠋしかしながら㸪そࡇには㸪幼児の創

造的な音楽活動をᨭ࠼るಖ育者を㣴ᡂするࡇ

とのၥ㢟もᾋかびୖがってきたࠋ 
๓⠇で⪃ᐹしてきたⰪにࡼる MUSIC 

MAKING は㸪学⏕たちに受け入れられ㸪さら

には実㝿の幼⛶ᅬにまでᗈがったわけであっ

たが㸪その一᪉でḟのࡼうなၥ㢟も᫂らかとな

った  ࠋ（��

学⏕たちは㸪MUSIC MAKING をᛮ࠸ษり

楽しんで࠸たのに㸪実㝿に幼⛶ᅬの現ሙに行く

と㸪ࡇうした活動はまったくぢられࡎ㸪ࡴしࢁ

⮬分たちにはできな࠸音楽活動がከ࠸㸪と࠸う

現実とᤵᴗのࣕࢠップにᝎࡇࡴととなるࠋ 
ᙜ時のಖ育者㣴ᡂᶵ関における音楽教育で

は㸪ᇶ♏ᢏ能としての「音楽」にお࠸て㸪ኌ楽

はࢥーࣝࣘーࣈンࢤン㸪ࣆアࣀはࣂイࢯࡸ࢚ࣝ

ン㸪音楽通論はࢫを用してのಶูࣞッࢿࢳࢼ

教科᭩を用し㸪࣒ࣜࢬ楽ჾなどに࠸ࡘてはゐ

れるかゐれな࠸かで⤊わると࠸ったࡼうに㸪ྛ

内ᐜをಶู的にとら࠼てᤵᴗを⤌んであり㸪そ

れはᢏ⾡ὀ入⩏的な教育になりがちであっ

たࡇとを༓ᡂは㏙べて࠸る また㸪ಖ育内ᐜࠋ（��

ったかࡔ≦現࠸そはしてなࡼう活動㸪࠸うࡇ

ら㸪99㸣の༞ᴗ⏕が㏞ってᅔったのࠋ手㐟びと

かࡼその学ᰯを༞ᴗした᪉たちはࡇࣜࣂࣜࣂ

なして࠸くけど㸪ᮾ洋ⱥ和の༞ᴗ⏕はఱもでき

な࠸㸪とⱞがきて㹼（␎）༞ᴗ⏕も同❆誌

に᭩࠸たどࠋᤵᴗは楽し࠸！でも現ሙに行く

と㐪う㹼（␎） 
（2013 年 6 ᭶ 12 日：たまプࣛーࢨ） 
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としての「音楽࣒ࣜࢬ」にお࠸ては㸪音楽と関

わってᚰ⌮学・教育学・య育に関する▱ぢが有

ᶵ的な関連のもとに展開されるべきとし㸪それ

にもかかわらࡎ㸪ᚑ᮶の音楽࣒ࣜࢬをᢸᙜする

教ᖌは㸪その音楽的なഃ面を音楽⣔学の༞ᴗ

者がᢸᙜし㸪ᚰ⌮学ࡸ教育学的ഃ面は᭕であ

ったとみて࠸ࡼのではとⱞ言を࿊して࠸る ࠋ（��

そのゎỴ⟇として「音楽࣒ࣜࢬ」をᢸᙜする教

ᖌを㣴ᡂするࡇとが㸪ࡇうしたၥ㢟をゎỴする

とも㏙べて࠸る ��また㸪ὸぢ・᪂は㸪ಖ育ࠋ（

者㣴ᡂㄢ⛬における音楽教育のあり᪉に࠸ࡘ

てಖ育者㣴ᡂㄢ⛬を⨨く▷期学 161 （ᰯ1972
年）��）㸪166 ᰯ（1974 年）に㉁ၥ⣬ㄪ査を行っ

て࠸る ࣆ）そのなかで㸪「音楽のᇶ♏教育ࠋ（��

アࣀ・ኌ楽・音楽⌮論など）をᢸᙜして࠸る教

ᐁとಖ育内ᐜ（音楽࣒ࣜࢬなど）をᢸᙜして࠸

る教ᐁは㸪（i）くู人である21ࠋ （ᰯ42.8㸣）

（ii）同一人であるࡇともある19ࠋ （ᰯ38.8㸣）

（iii）く同一人である9ࠋ ᰯ（18.5㸣）」とな

っており㸪㒊分の▷はくู人にࡼってᢸ

ᙜされ㸪内ᐜ的にも時㛫的にも୧᪉をᢸᙜする

㸪ኌ楽などの教ᐁがࣀアࣆとはᅔ㞴であり㸪ࡇ

ಖ育内ᐜをもᢸᙜするにはᑓ㛛的に㐪࠸すࡂ

る㸪と指して࠸る れは༓ᡂの㏙べた音ࡇࠋ（��

楽⣔学の༞ᴗ者が「音楽࣒ࣜࢬ」をᢸᙜする

る音楽的ഃ面に೫りがちな⫼ᬒと一ࡼとにࡇ

⮴するものであるࠋ一᪉で㸪ὸぢ・᪂のㄪ査

では㸪うたう（ḷၐ）㸪ࡦく（ྜዌ）㸪きく（㚷

㈹）に࠸ࡘては㸪創作（作曲）をಖ育内ᐜ「音

楽࣒ࣜࢬ」で 10 ᰯ（20.4㸣）がྲྀりୖࡆ㸪24
ᰯ（49.0㸣）がᇶ♏教育（ࣆアࣀ・ኌ楽・音楽

⌮論）のなかでྲྀりୖࡆて࠸る ⮬まり㸪ࡘࠋ（��

らのయ㦂を通して音楽をࡘくる活動ࡼりも㸪学

習としての創作（作曲）が୰ᚰとなって࠸たと

また㸪⥲ྜ的な活動では㸪ࠋか࠸るのではな࠼࠸

「即興₇ዌの実㝿」と࠸う㡯目に࠸ࡘて㸪ಖ育

内ᐜ「音楽࣒ࣜࢬ」では 12 ᰯ（24.5㸣）㸪ᇶ♏

教育（ࣆアࣀ・ኌ楽・音楽⌮論）ではわࡎかに

8 ᰯ（16.3㸣）と㸪Ỵしてከくの▷で行われ

て࠸たとは࠼࠸な࠸≧ἣであった まり㸪ࡘࠋ（��

ಖ育者㣴ᡂᶵ関における音楽教育は㸪₇ዌᢏ⾡

の習ᚓࡸ音楽的ഃ面ばかりがその୰ᚰに⨨

࠸て࠸て㸪ከᵝな子どもたちの音楽行動を読

みྲྀり㸪それを日ᖖの実践にᫎさࡏるࡇとが

できるࡼうな手ࡔてにはあまり関ᚰがおかれ

て࠸なかったとࡼ࠼࠸うࠋ 
 
６ おわりに 
現ᅾのಖ育者㣴ᡂにあっても㸪₇ዌᢏ⾡の習

ᚓがその୰ᚰに⨨࠸て࠸る≧ἣはあまり

ኚわって࠸なࠋ࠸戦後まもなくのΰ期にあっ

て㸪音を⫈くࡇと㸪音に着目するࡇとにࡼって

子どもの感性を☻ࡇうとした⳥ụࡌࡩのの実

践をはࡌめ㸪ࡇࡇにぢられた創造的パイオニア

たちは㸪ࡎ࠸れも⮬らが᪂し࠸道をษり拓࠸て

きたものであり㸪現ᅾのಖ育者㣴ᡂにおける音

楽教育のあり᪉にあらためてきな示၀を

特に㸪Ⱚがಙᛕをᣢって「幼児のࠋてくれる࠼

日ᖖ性がษにされ㸪しかもࡼく⪃࠼られたಖ

育の実践がもっとୡにၥわれるᚲせがある」��）

として日本のಖ育⏺にฆと対ᓖしたࡇとを῝

く受けṆめ㸪➹者もᚤຊながら㸪ࡇれからのಖ

育者㣴ᡂにお࠸て㸪ಖ育現ሙを⌮ゎするࡇとは

もちࢁん㸪そのニーࢬに応ࡘࡘ࠼も㸪子どもか

らはࡌまる表現活動の創造とその᥈✲に対ᓖ

して࠸くಙᛕをᣢち⥆けたࠋ࠸ 
 
ㅰ㎡：本◊✲を㐍めるにあたり㸪ᛌくインタビ

ューに応ࡌて下さったⰪᜤ子ඛ⏕に㸪ᚰࡼり感

ㅰ⏦しୖࡆますࠋ 
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61）Csikszentmihalyi, M., Beyond Boredom and 

Anexiety: Experiencing Flow in Work and 
Play, 1975 年（㸻ᮧᾈ᫂ヂ㸪楽しみの♫

学㸨ᨵ㢟᪂∧㸪᪂ᛮ⣴♫㸪p.66㸪2000 年ࠋ） 
62）Ⱚᜤ子㸪๓ᥖ53）㸪p.18㸬 
63）Ⱚᜤ子㸪๓ᥖ53）㸪p.19㸬 
64）Ⱚᜤ子㸪๓ᥖ53）㸪p.19㸬 
65）藤Ύ子・㉥⩚まり・⩚㍤子㸪MUSIC 

MAKING：創造活動の一⎔として（ᶫ㈹

受㈹論文）㸪幼児の教育㸪➨73ᕳ➨10号㸪日

本幼⛶ᅬ༠㸪pp.44-50㸪1974年ࠋ 
66）๓ᥖ50）と同ᵝࠋ 
67）༓ᡂಇኵ㸪幼児教育教ဨ㣴ᡂの現≧とၥ㢟Ⅼ㸪

音楽教育◊✲2㸪音楽之♫㸪p. 111㸪1971
年ࠋ 

68）༓ᡂಇኵ㸪๓ᥖ 67）㸪p.112㸬 
69）༓ᡂಇኵ㸪๓ᥖ 67）㸪p.112㸬 
70）ὸぢⱥኵ・᪂つኵ㸪幼⛶ᅬ教ㅍචチ≧ྲྀᚓ

のための音楽関ಀ教科目に関するᇶ♏的◊✲

（1）㸪ᮾி家ᨻ学◊✲紀せ➨12集㸪pp.1-10㸪 
1972 年ࠋ 

71）ὸぢⱥኵ・᪂つኵ㸪幼⛶ᅬ教ㅍචチ≧ྲྀᚓ

のための音楽関ಀ教科目に関するᇶ♏的◊✲

（2）㸪ᮾி家ᨻ学◊✲紀せ➨ 14 集㸪

pp.99-107㸪1974 年ࠋ 
72）ὸぢⱥኵ・᪂つኵ, ๓ᥖ 71）㸪p.101㸬 
73）ὸぢⱥኵ・᪂つኵ, ๓ᥖ 71）㸪pp.102-103㸬 
74）ὸぢⱥኵ・᪂つኵ, ๓ᥖ 71）㸪pp.102-103㸬 
75）Ⱚᜤ子㸪๓ᥖ 53）㸪p.27㸬 
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㈨ᩱ：雑誌『幼児の教育』にみる戦後の音・音楽にまࡘわる内ᐜをྵࡴグ（260）一ぴ

  

㻺o. 年 ᕳ ྕ タイトル ⴭ者

1 1946 45 2 秋ᬕの音ᵹ (保育のᐿ際� ⳥ụࡌࡩの

2 1946 45 3 くるくるまはる (保育のᐿ際� ᡞハル

3 1947 46 3 からだで味わう音ᵹ ୖ武士

4 1947 46 3 からだで味わう音ᵹ�⥆き ୖ武士

5 1947 46 4 㐟ᡙ「ࡈもんのまえ」 (保育のᐿ際� ᘯ田㱟ኴ郎・ᡞハル

6 1947 46 5 㐟ᡙ「භ月」 (保育のᐿ際�
橋三・ᘯ田㱟ኴ郎・
ᡞハル

7 1947 46 7 㐟ᡙ「うみ」 (保育のᐿ際�
橋三・岡本ᩄ明・ᡞ
ハル

8 1947 46 8 ᗂඤྥきの音ᵹ ୖ武士

9 1947 46 7 㐟ᡙࠗ山のともだち࠘ (秋の保育のᐿ際�
橋三・小ᯘ宗作・ᡞ
ハル

10 1948 47 4 生きた興味と主題による㐟ᡙ (保育のᐿ際� 岡ᓮಟ子

11 1948 47 5 リズムと教育（一） 小ᯘ宗作

12 1948 47 6 リズムと教育 (） 小ᯘ宗作

13 1948 47 6 ᗂඤ保育の藝術性 橋三

14 1948 47 8 リズム㐟び 島ハマ

15 1948 47 9 㐟ᡙの指導の⥂㦩 (保育のᐿ際� 岡ᓮಟ子

16 1949 48 9 ⰼのおさなࡈ�ᅧ保育㐃ྜ᭳制ᐃ保育ḷ 大中ᐥ・Ḉ㫣子

17 1949 48 9 保育のḷの新制ᐃ (記㗴�

18 1949 48 11 ⰼのおさなࡈ�ᅧ保育㐃ྜ᭳制ᐃ保育ḷ 大中ᐥ・Ḉ㫣子

19 1950 49 9 ᗂඤの音ᵹⓗⓐ㐩 山ୗ俊郎

20 1951 50 1 ᗂඤのリズム指導 ᡞハル

21 1951 50 3 ᗂ⛶園のうた 橋三

22 1951 50 4 子どもの日のḷ
橋三・ᘯ田㱟ኴ郎・
ᡞハル

23 1951 50 4 ⚾の記㘓より（1） ᇼྜ文子

24 1951 50 11 ⚾の記㘓より（3） ᇼྜ文子

25 1952 51 9
「音➢㐟び」について (�≉集!日本保育Ꮵ᭳
第回大᭳◦究ⓐ表�

小木᭯光子

26 1952 51 9
ᗂඤの音ᵹ⥂㦩に於ける⎔ቃによるᶵ制につ
いて (�≉集!日本保育Ꮵ᭳第回大᭳◦究ⓐ
表�

Ỉ野久一郎

27 1952 51 9 月のィ画（月の保育） ᇼྜ文子

28 1952 51 10 ༑月のᗂ⛶園（༑月の保育） ᇼྜ文子

29 1952 51 11 ༑一月のᗂ⛶園（༑一月の保育） ᇼྜ文子

30 1952 51 12 ༑月のᗂ⛶園（༑月の保育） ᇼྜ文子

31 1953 52 1 一月のᗂ⛶園（一月の保育） ᇼྜ文子

32 1953 52 2 月のᗂ⛶園（月の保育） ᇼྜ文子

33 1953 52 3 三月のᗂ⛶園（三月の保育） ᇼྜ文子

34 1953 52 4 ᅄ月のᗂ⛶園（ᅄ月の保育） ᇼྜ文子

35 1953 52 5 月のᗂ⛶園（月の保育） ᇼྜ文子

36 1953 52 6 භ月のᗂ⛶園（භ月の保育） ᇼྜ文子

37 1953 52 7 月のᗂ⛶園（月の保育） ᇼྜ文子

38 1953 52 8 夏ఇみ（ඵ月の保育） ᇼྜ文子

39 1953 52 9
音㐟び (�≉集!日本保育Ꮵ᭳第භ回大᭳ⓐ
表�

小木᭯光（子）

40 1953 52 12
ᨵゞされた「音楽リズムの指導᭩」にもとづ
いて

山村きよ

41 1954 53 11
教育ᐇ際指導研究会より：劇あそび（ᅄᡯ
ඣ）

村トミ

42 1954 53 11 いい童ㅴ 佐藤⩏美

43 1955 54 1 ṇ月さん（わらうた）

44 1955 54 3 ᗂඣと音楽 山ୗ俊郎

㻺o. 年 ᕳ ྕ タイトル ⴭ者

45 1955 54 4 子どもの間に作られるḷについて 久␃島武ᙪ

46 1955 54 9
音楽⣲㉁デ᩿テストについての一考ᐹ(の
一� (研究発表� (日本保育学会第ඵ回大会≉
集ྕ�

森ᓮྩᯞ

47 1955 54 9

ᗂඣに於ける田中教育研究所⦅　音楽⣲㉁デ
᩿テストについて(その一��主として音楽⎔
ቃ及び:I6C結ᯝとそのẚ㍑ (研究発表� (日
本保育学会第ඵ回大会≉集ྕ�

Ᏺᒇ光㞝・㔥ᐑ෪子・高
橋ὒ子

48 1955 54 11 かかし（音楽リズム）
ᇼྜ文子・村田ಟ子・村
トミ

49 1955 54 11 ᗣ㐠ື・音楽リズム（研究協㆟）
村田ಟ子・平ಙ⩏・ᡞ
ハル

50 1956 55 2 おひなさま（劇あそび） ᇼྜ文子

51 1956 55 3 ᗂඣのための童ㅴ ⴱ原しࡆる

52 1956 55 5
ᗂඣのことばからうまれたうた(⚾の園の研
究・組の研究�

鈴木ṇ子

53 1956 55 6 家㬀 � ၐḷ�家㬀�を༓ⴥ成田ᗂ⛶園に学ࡪ 中村㐨子

54 1956 55 8 楽器あそび 村トミ

55 1956 55 10 ᗂඣのことばからうまれたうた(2� 鈴木ṇ子

56 1956 55 11 ᅄᡯඣの器楽指導 ᇼྜ文子

57 1956 55 11 ᗂඣのことばからうまれたうた(3� 鈴木ṇ子

58 1956 55 12 ᗂඣのことばからうまれたうた(4� 鈴木ṇ子

59 1957 56 2 ඵ༑年まえのᗂ⛶園音楽 山中郎

60 1957 56 9
ᗂඣの音ឤ教育：集ᅋ指導を中心として（研
究発表：第日�(日本保育学会第༑回大会≉
集ྕ�

ఢ⠊夫・ୖ⠊子

61 1957 56 10
音楽リズム(ᗂඣ教育ᐇ際指導研究会分⛉協
㆟会より）

ᡞハル

62 1958 57 4
保育のᕤ夫リズムを中心とした保育：㤿公
ⱌ㐲㊊に行き㺂みんなで楽しく㐟ࡪ

ᯇ田子

63 1958 57 6
ᗂඣのḷࡈころをよびさますもの(⚾の園の
研究）

┦川ノブ子・谷ཱྀ⥳

64 1958 57 7
リトミックによるリズム指導(日ࡈろດຊし
ていること）

ΎỈ久ோ子

65 1958 57 8 童ㅴものがたり�ᗂ年ニコピン ⴱ原しࡆる

66 1958 57 9
ᗂඣと音ឤ(研究発表：第一日�(日本保育学
会第༑一回大会≉集ྕ）

ୖ⠊子・ఢ⠊夫

67 1958 57 10 保育者養成にあたって　音楽リズムの指導 村田ಟ子

68 1958 57 10
音楽リズム(ᗂඣ教育ᐇ際指導研究会分⛉協
㆟会より）

ᡞハル・ྂ江⥤子

69 1958 57 12
ᐇ際指導（座ㄯ会）（新しい保育のヨみ：
ᾏ㐨）

及川ࡩみ・村トミ・村
田ಟ子・ᇼྜ文子・津Ᏺ
真

70 1959 58 1 ᗂඣのうたの作曲について 小ᯘつࡸ江

71 1959 58 4 ᗂඣのうたの作曲について 小ᯘつࡸ江

72 1959 58 5 作曲のヒント(一） እ山友子

73 1959 58 6 作曲のヒント(） እ山友子

74 1959 58 7 ᗂඣの音楽心⌮ ᇼ越Ύ

75 1959 58 7 作曲のヒント(三） እ山友子

76 1959 58 8 作曲のヒント(ᅄ） እ山友子

77 1959 58 9
㚷㈹音楽の年間カリキュラムについて(研究
発表�(日本保育学会第༑回大会≉集ྕ）

➟ு子

78 1959 58 10 作曲のヒント(� እ山友子

79 1959 58 11 作曲のヒント(භ� እ山友子

80 1959 58 12 作曲のヒント(� እ山友子

81 1959 58 12 ᗂඣの音楽心⌮ ᱜᯘோ

82 1960 59 6
「音楽リズム」の成り立ちについて (音楽リ
ズム≉集ྕ�

ᆏඖᙪኴ郎

83 1960 59 6
ᗂඣの器楽指導について (音楽リズム≉集
ྕ�

㓇田ᐩ治

84 1960 59 6 音楽とᗂඣとの関ಀ(音楽リズム≉集ྕ） ᯇ村ᗣ平

85 1960 59 6
こどものたのしいリズムをもとめて(音楽リ
ズム≉集ྕ）

ᡞハル

86 1960 59 6 ᗂඣの音楽⒪法(音楽リズム≉集ྕ） ᱜᯘோ

87 1960 59 6
ᗂඣの⯙㋀とその指導௨๓のၥ題（音楽リズ
ム≉集ྕ）

邦ṇ美

88 1960 59 6
ᗂඣの音楽教育について�㹉さんに⟅えて(音
楽リズム≉集ྕ�

美田⠇子

89 1960 59 6
三ᡯඣの音楽リズム(ᗂඣの音楽リズムの指
導�(音楽リズム≉集ྕ�

村石京子・ᡞᶔ⣧子

90 1960 59 6
ᅄᡯඣの音楽リズム(ᗂඣの音楽リズムの指
導�(音楽リズム≉集ྕ）

関治子・村トミ

91 1960 59 6
ᡯඣの音楽リズム(ᗂඣの音楽リズムの指
導�(音楽リズム≉集ྕ）

村田ಟ子・ᇼྜ文子
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㻺o. 年 ᕳ ྕ タイトル ⴭ者

92 1960 59 6

子どものための㐀ⓗリズムのືき：
Creative 5ytKmic Movement for CKildren�
*ladys AndreZs, (d.D (ὒ᭩⤂� (音楽リ
ズム≉集ྕ�

⥙谷夏ᾏ

93 1960 59 7 ᗂなඣのことばから 鈴木ṇ子

94 1960 59 8 楽器のᕤ夫について ᚿ保田和子

95 1960 59 8 音楽は楽しい治⒪です 㹓㺃㹑㺃I㺃㹑

96 1960 59 8
ᗂ⛶園における音楽リズムの指導はどのよう
にあったらよいか�教育ᐇ際指導研究会協㆟
会より

ᡞハル・ᯇ村ᗣ平・美
田⠇子・真⠛ᑗ・ᆏඖᙪ
ኴ郎

97 1960 59 9

日本人の音楽ⓗᡯ能と教育(4��音楽教育の㝈
⏺性と可能性に関するᐇドⓗゎ明(Ϫ 芸術ⓗ
㡿ᇦに関する研究�(日本保育学会第༑三回大
会≉集ྕ）

山ᯇ㉁文

98 1960 59 9
 ືきのリズムのホ౯に関する一研究�ᗂ⛶園
ඣをᑐ㇟として(Ϫ 芸術ⓗ㡿ᇦに関する研
究�(日本保育学会第༑三回大会≉集ྕ）

橋本ᬸ子・山ᯇ㉁文

99 1960 59 9

ᗂ見の音楽ⓗឤཷ性 ᐃと᪕ᚊ楽器の指導に
ついて：田中音楽⣲㉁デ᩿テストにより(Ϫ
芸術ⓗ㡿ᇦに関する研究�(日本保育学会第༑
三回大会≉集ྕ）

ᯇ田美ᯞ子

100 1960 59 10 ᗂඣの音楽心⌮ Ἴ多野治

101 1960 59 10 楽器のᕤ夫とその使⏝について ᚿ保田和子

102 1960 59 10 ㎰村の学校に音楽をᬑ及さࡏよう 㹓㺃㹑㺃I㺃㹑

103 1960 59 10
ᗂඣの音楽教育とホ౯(1��指導者⮬㌟のホ౯
について

山ᯇ㉁文

104 1960 59 11 ᗂඣの音楽教育とホ౯(2�音楽ⓗᡯ能の発㐩 山ᯇ㉁文

105 1960 59 12
ᗂඣの音楽教育とホ౯(3�ᗂඣの音楽άືの
ホ౯について

山ᯇ㉁文

106 1961 60 3
音楽リズムを主にした保育(年の㸫年間⚾
の⣭ではఱをしてきたか）

野久子

107 1961 60 8
ある日のᗂ⛶園だより：「おかあさん、こど
もたちがこんなことゝってました」

鈴木ṇ子

108 1961 60 9
音楽のできる子できない子についての研究
(第一ሗ� (日本保育学会研究発表≉集�

小ᯇ༟郎・ᴵⴥ和子

109 1962 61 9
子どもの音ឤ教育の研究 �その開始期につ
いて

ᯇ平立行

110 1962 61 12 ᗂඣのための作曲について 美田⠇子

111 1962 61 12 「新しいᗂඣの音楽リズム12ࣨ月」 (᭩ホ� ᯘ㐀

112 1963 62 12 㐀性を生かした音楽指導 ┦㤿ㄔ子

113 1964 63 1 ᗂඣとḷ 岡ᘯ美

114 1964 63 2 リズム教育における⮬由表現と㐀性 岡ᘯ美

115 1964 63 4
発表会を中心にしたあそび（⥅⥆するあそび
のィ画とᐇ㊶）

鈴木ṇ子

116 1964 63 6 りかえったᅄᡯඣの一年間ࡩ ᇼྜ文子

117 1964 63 6
㺀音楽リズム㺁の㡿ᇦについて(新ᗂ⛶園教育
せ㡿について�

安藤ᑑ美江

118 1964 63 10 ᗂ⛶園におけるḷၐの指導 ⋢紀子

119 1965 64 3 ᡯඣの音楽リズム 関治子

120 1965 64 3 ᅄᡯඣ三学期の記㘓（2）
☾部ᬒ子・ᇼྜ文子・津
Ᏺ真

121 1965 64 6 ᡯඣの記㘓
☾部ᬒ子・ᇼྜ文子・津
Ᏺ真

122 1965 64 7
ඣ童発㐩講座(15� ஙᗂඣの音楽ⓗ発㐩 �三
ᡯඣまでについて

ᯇ平立行

123 1965 64 9 ᗂඣの好きなḷ ΎỈ美代子

124 1965 64 11 ᗂඣのゝⴥとࡩしづけの即興表現 ⣽▮㟼子

125 1966 65 6
大ษな⮬由あそび（ᗂඣにとってのࡒましい
άື）

ᇼྜ文子

126 1966 65 6 ᡯඣの記㘓յ
☾部ᬒ子・ᇼྜ文子・津
Ᏺ真

127 1966 65 7 ᡯඣの記㘓ն
☾部ᬒ子・ᇼྜ文子・津
Ᏺ真

128 1966 65 8 リズムあそび�夏のあそびを中心として 森山美代子

129 1966 65 12 ᗂඣのゝⴥとࡩしづけの即興表現(2� ⣽▮㟼子

130 1967 66 1
ᗂඣの㐀ⓗάືの指導㺁(ୖ��音楽リズムを
中心として

岡田鈴代

131 1967 66 3
ᗂඣの㐀ⓗάືの指導㺁(ୗ��音楽リズムを
中心として

岡田鈴代

132 1967 66 6
ᗂඣの㐀性 (ᗂ⛶園におけるのࡒましいά
ື�

ᇼྜ文子

133 1967 66 6
リズムあそび(ᗂ⛶園におけるのࡒましいά
ື）

村トミ

134 1967 66 7 音楽教育と人間ᙧ成 瀬ᡞᑛ

135 1967 66 7
ᗂඣの芸術άືとはどういうものか�音楽を
中心として

⣽▮㟼子

136 1967 66 7
ᗂඣの㐀性をఙばすための音楽リズムの指
導

田代廣子

137 1967 66 12
日本保育学会において橋㈹ཷ㈹　ᗂඣのゝ
ⴥと⠇づけの即興表現(3�：ᅄṓඣ

⣽▮㟼子

㻺o. 年 ᕳ ྕ タイトル ⴭ者

138 1968 67 1 ṓඣの記㘓ո：学期
☾部ᬒ子・ᇼྜ文子・津
Ᏺ真

139 1968 67 2 㐟びの指導 ᇼྜ文子

140 1968 67 3 ṓඣ三学期の⤒験をࡩりかえる 鈴木ṇ子

141 1968 67 4
「㐟ᡙ」考(ୖ� �ᗂ⛶園初期におけるၐḷ㐟
ᡙ

ᆏඖᙪኴ郎

142 1968 67 6 三ṓඣ　ධ園ᙜ初の一週間 村トミ

143 1968 67 11 ᗂඣと音楽 ΎỈ美代子

144 1968 67 12 ୡ⏺の子どものうた 小Ἠ文夫

145 1969 68 1 ᡞඛ生のᛮいฟ（作のエピࢯード） 小ᯘつࡸ江

146 1969 68 4 生ある音楽άືのために Ⱚᜤ子

147 1969 68 7 ᗂඣと音楽(一） ᯇ平立行

148 1969 68 7 ᗂඣの音楽体験と㐀ⓗ表現 江Ἴㄭ子

149 1969 68 8 ᗂඣと音楽(� ᯇ平立行

150 1969 68 9 ᗂඣと音楽(三� ᯇ平立行

151 1969 68 11 ᗂඣと音楽 大ᐑ真⍆

152 1970 69 1 コダーイシステムと音楽教育 加ໃるり子

153 1970 69 6 生きている音楽教育�コダーイ・システム 加ໃるり子

154 1970 69 9 音楽教育におけるM86IC MA.I1*のこころみ Ⱚᜤ子

155 1971 70 3 子どもとうた(講演� ᐇ利ᙪ

156 1971 70 3 ᗂඣの音楽について(座ㄯ会）
本田和子・ᇼྜ文子・関
治子・加ໃるり子・津Ᏺ
真・౫田‶ᑑ美

157 1971 70 10
あるኌ楽家のためᜥ�音大生の現≧からその
ᗂඣ期を考える

小野邦代

158 1971 70 12 ⮬由保育を考える̿ᇼྜඛ生をかこんで̿
おⲔのỈ女子大学㝃ᒓᗂ
⛶園

159 1972 71 2 ᗂඣの音楽教育 加ໃるり子

160 1972 71 3 三月にᛮう ᇼྜ文子

161 1972 71 7
ᗂ⛶園にのࡒむこと�こどもに音楽の楽しさ
を

ྂ江⥤子

162 1974 73 1 ᗂඣの家ᗞ生άと音楽リズム ΎỈ美代子

163 1974 73 2 ᗂඣと音楽 ΎỈ光子

164 1974 73 2
頭でっかち㺂心ᐮࠎのᗂ⛶園教育：ひが║音
楽教育ㄽ

᭹部公一

165 1974 73 4 子どもをもっているぶと音楽 ᚨ丸吉ᙪ

166 1974 73 4 ᗂඣと音楽�͆心からḷう͇ ┦㤿ㄔ子

167 1974 73 5 ᗂඣと音楽 加ໃるり子

168 1974 73 5 ᗂඣのၐḷのうつりかわり 小ᯘつࡸ江

169 1974 73 6 ᗂඣと音楽 Ⱚᜤ子

170 1974 73 7 ᗂඣのうたとあそび 小ᯘつࡸ江

171 1974 73 9 わらうたの一考ᐹ 小ᯘつࡸ江

172 1974 73 10
M86IC MA.I1*�㐀άືの一⎔として（橋
㈹ཷ㈹ㄽ文）

藤Ύ子・㉥⩚まり・
⩚㍤子

173 1974 73 12 ᗂඣ教育における⯙㋀の地 邦ṇ美

174 1975 74 2 ᗂඣ保育の芸術性 橋三

175 1975 74 2 ͆ᗂඣ保育の芸術性͇をめࡄって 森田宗一

176 1975 74 5 月のうた ㉥間ᓠ子

177 1975 74 6
久保田ⰾ子ⴭ こどもとリズム�リズム教育の
⌮ㄽとᐇ際

山村きよ

178 1975 74 7 うたのこころ ὸ野༓㭯子

179 1975 74 7 月のうた ㉥間ᓠ子

180 1975 74 9
「⚾にとっての保育のはࡌまり」�子どもた
ちのືきの中に一代の音楽を期ᚅする

ᯇἑ㝯༤

181 1975 74 9 ᗂඣと音楽 ⚄♩子

182 1975 74 10 おとなの⧞りࡈと�ᗂと音楽 利᰿川裕

183 1975 74 11 大な小さいこと（講演） ᇼྜ文子

184 1977 76 6 子どもの中からうたを(ᑐㄯ） Ώ㎶ⱱ・村田ಟ子

185 1978 77 2 おと 村田ಟ子
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㻺o. 年 ᕳ ྕ タイトル ⴭ者

186 1978 77 9 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その㸫） ᾏ老ἑᩄ

187 1978 77 10 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その） ᾏ老ἑᩄ

188 1978 77 11 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その三） ᾏ老ἑᩄ

189 1978 77 12 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(そのᅄ） ᾏ老ἑᩄ

190 1979 78 1 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その） ᾏ老ἑᩄ

191 1979 78 2 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(そのභ） ᾏ老ἑᩄ

192 1979 78 3 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その） ᾏ老ἑᩄ

193 1979 78 4 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(そのඵ） ᾏ老ἑᩄ

194 1979 78 6 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その） ᾏ老ἑᩄ

195 1979 78 7 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その༑） ᾏ老ἑᩄ

196 1979 78 8 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その༑一） ᾏ老ἑᩄ

197 1979 78 9 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その༑） ᾏ老ἑᩄ

198 1979 78 10 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その༑三） ᾏ老ἑᩄ

199 1979 78 10 㐟びと子どもの発㐩(1� � 㢦・ᡭ・指の㐟び 加ྂ㔛子

200 1979 78 11 㺀オルガンあࡆます㺁㢭末記 田中三保子

201 1979 78 11 ダンスのኚ㑄史(㸫） ㍿Ỉはるᾏ

202 1979 78 11 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その༑ᅄ） ᾏ老ἑᩄ

203 1979 78 12 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その༑） ᾏ老ἑᩄ

204 1979 78 12 ダンスのኚ㑄史(） ㍿Ỉはるᾏ

205 1979 78 12 㐟びと子どもの発㐩(2��ᝏཱྀうたの㐟び 加ྂ㔛子

206 1980 79 1 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その༑භ） ᾏ老ἑᩄ

207 1980 79 2 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その༑භ） ᾏ老ἑᩄ

208 1980 79 2
音楽ྲྀㄪ⦅⧩㺀ᗂ⛶園ၐḷ集㺁におけるḢ⡿
ᗂ⛶園ၐḷ・学校ၐḷのとりධれ᪉(橋㈹
ཷ㈹ㄽ文）

藤田Ⱗ美子

209 1980 79 3 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その༑ඵ） ᾏ老ἑᩄ

210 1980 79 4 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その༑） ᾏ老ἑᩄ

211 1980 79 5 ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その༑） ᾏ老ἑᩄ

212 1980 79 6
ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その༑
一）

ᾏ老ἑᩄ

213 1980 79 7
ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その༑
）

ᾏ老ἑᩄ

214 1980 79 8
ルࢯーのክ�むすんでひらいて考(その༑
三・᭱終回）

ᾏ老ἑᩄ

215 1980 79 12 子Ᏺှにみるかわいさからẕ性を考える Ⲩ川ᚿ津代

216 1984 83 4
⚾のᗂඣ教育ㄽ�子どもの文化としての音楽
と㐟び

Ọ田ᰤ一

217 1984 83 9 ḷの中から 㛗谷川෪子

218 1986 85 5 保育のᐇ㊶と⌮ㄽを求めて�Ꮡᅾとリズム 津Ᏺ真

219 1986 85 7 ったࡷࡌんࡩこࡡ Ọ田ᰤ一

220 1986 85 10
東京都㡪楽ᅋトップメンバーアンサンブル
によるうさࡄࡂみ音楽会を終えて

青木裕子

221 1988 87 2 のኌ ኴ田愛人

222 1989 88 5
子どもにとって楽しい音楽リズムのあり᪉を
考える(1�

原ཱྀ⣧子

223 1989 88 6 リズム㐟び�ᡞハルの作品を㏻して 吉成ၨ子

224 1989 88 7
子どもにとって楽しい音楽リズムのあり᪉を
考える(2�

原ཱྀ⣧子

225 1989 88 8
子どもにとって楽しい音楽リズムのあり᪉を
考える(3�

原ཱྀ⣧子

226 1989 88 10
子どもにとって楽しい音楽リズムのあり᪉を
考える(4�

原ཱྀ⣧子

227 1989 88 12
子どもにとって楽しい音楽リズムのあり᪉を
考える(5�

原ཱྀ⣧子

㻺o. 年 ᕳ ྕ タイトル ⴭ者

228 1990 89 9
チェコ౽り(5��㹈・㸿・コメンスキー「地ୖ
の㏞㊰と㨦の楽園」を音楽劇で

大Ლඃ子

229 1990 89 12 園ᗞより(8� 音楽 ᯇとし

230 1991 90 3 音楽の㢼(�≉集!㢼） 山内えりか

231 1992 91 4 ᗞの␒人̿はる�㢼・音・かおり ᅵ橋光子

232 1993 92 4 音楽の ᮶と子౪�東ὒ音楽学会からのሗ࿌ Ọ原ᜨ三

233 1995 94 7
音楽リズム㺃オン㺃ステージに参加して�保育
者の⮬ᕫኚ㠉を┠指して

小ᓮ⚈子

234 1995 94 7 ᗂඣ教育から見たリトミック 高ᯇᘺ生子

235 1996 95 2
教育における「音楽」のᙺ�即興アンサン
ブルのヨみを㏻して

村山㡰吉

236 1996 95 10 生άのなかのḷと音Ⰽ ୖ田㞷江

237 1997 96 1 初めてのオーケストラ ┦ⴥ武久

238 1997 96 10 子どもたちの音楽の楽しみ᪉ 山田㝧子

239 1998 97 1 㺀音とືき㺁の場から 津Ᏺ真

240 1998 97 4
子どもの生άと音楽(1�：「ᩘかࡒえ㺁のバリ
エーション

藤田Ⱗ美子

241 1998 97 6
子どもの生άと音楽(2�：࿘囲の音ࡸ音楽に
ὀ┠し㺂᥈⣴する�ṓඣクラスの子どもたちࠐ
の音楽行ືのほᐹから

藤田Ⱗ美子

242 1998 97 8
子どもの生άと音楽(3�：プール㐟びに見ら
れる音楽ⓗな⇕中

藤田Ⱗ美子

243 1998 97 10
子どもの生άと音楽(4�：子どもたちの࿘囲
にある័⩦ⓗな音楽行ື

藤田Ⱗ美子

244 1998 97 12
子どもの生άと音楽(5��ゝⴥ㐟び㺃ḷ㐟びの
ୡ⏺

藤田Ⱗ美子

245 1999 98 2
子どもの生άと音楽(6�：㺀府中ᄋ子㺁を演ࡌ
る子どもたち

藤田Ⱗ美子

246 2004 103 3
㞀☀をもつᗂඣの保育(19��この子とฟ会っ
たとき�音にᩄឤな子ども

津Ᏺ真・津Ᏺᡣ江

247 2006 105 12
子どもの表現の大人のかかわり᪉�音㐟び
をめࡄるつの場㠃から（ᕳ頭ゝ）

加藤ᐩ美子

248 2008 107 1 ᗂ⛶園と音場のヰ ᯘ㐀

249 2008 107 5 ᗂඣとともに「うたう」こと ᗉྖᗣ生

250 2008 107 11
子どもたちから教えてもらった音楽の学び᪉
（�≉集!子どもと音）

加藤ᐩ美子

251 2008 107 11
子どものḷをめࡄって�「あいさつのḷ㺁は
(�≉集!子どもと音）

ゅ藤ᬛ津子

252 2008 107 11 ࠗリズム࠘という⤮本(�≉集!子どもと音） 真◁⚽朗

253 2008 107 11
㡪きྜう音 㡪きྜうからだ(�≉集!子どもと
音）

⊰原和子

254 2009 108 11 㢼のኌが⪺こえる(�≉集!子どもと㢼） ᱒ࣨ谷まり

255 2010 109 1 保育の現場から�音を้む・ᛮいを้む 佐藤寛子

256 2010 109 8
�園のくらしを育む 5!園の㢼ᬒ(1� �くらし
の中の音㢼ᬒ

秋田႐代美

257 2011 110 2
保育の現場から�「こわれること」と「新し
く始めること」

ᐑ㔛ᬡ美

258 2011 110 4
�シリーズ! 子どもが育つ場所をゼࡡて�大㜰
ᕷ立愛⌔ᗂ⛶園（大㜰府大㜰ᕷ）

ᐑ㔛ᬡ美

259 2012 111 4
�ᐇ㊶研究!⚾の保育ノートから�子どもと
ミュージカル

ᴬ原友㔛

260 2013 112 4
�シリーズ!子どもが育つ場所をゼࡡて�㐟
び・アート・ḷ　豊かな生άが⣳がれている
ᒾᒇ保育園

ᐑ㔛ᬡ美
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２．雑誌『幼児の教育』にみる幼児音楽教育の創造的パイオニアたち―戦後1946 年から2013 年秋までを通して―



 

 

 

３㸬「音の作文」と呼ばれた作曲指導法 

―絶対音感教育から出発した一宮道子の実践が示すもの― 

長尾 智絵 

 

Teaching Method of Musical Composition called “Writing with Sound” 
What the practice of Michiko Ichimiya starting from Musical Education  

on the Basis of Absolute Ear implies 
 

 

せ᪨ 

 本論は、一宮道子が行った作曲指導法のᇶ♏となったのは➓田ගྜྷの絶対音感教育であったࡇとを

᫂らかにしたものであるࠋ絶対音感教育は、和 �� 年にጞまった国民学ᰯⱁ能科音楽に、そのయ⣔の

一㒊が「⫈ぬカ⦎」として᥇用され、それに関してはᵝࠎな◊✲があるࠋしかし、そのᇶとなったᅬ

田Ύ⚽が創し、➓田ගྜྷがయ⣔けたとされる絶対音感教育と作曲とのᐦ᥋な関ಀに࠸ࡘては、ヲ

⣽な◊✲がなされてࡇなかったࠋ 

 一宮道子は和 �� 年から日本ዪ子学㝃ᒓ㇏᫂ᑠ学ᰯで教㠴をとり、作曲指導も行って࠸たとされ

るࠋᙜ時、一宮はṊⶶ野高➼ዪ学ᰯ、日本ዪ子学㝃ᒓ㇏᫂幼⛶ᅬで絶対音感教育を行っておりᡂᯝ

をᚓて࠸たࠋそして㇏᫂ᑠ学ᰯにお࠸ても、絶対音感教育を行って࠸たࠋὀ目すべきࡇとは、ᑠ学ᰯ

で絶対音感教育をྲྀ入れるࡇとにࡼり、作曲能ຊが向ୖしたと࠸うࡇと、また、その作曲指導が「音

の作文」とࡼばれて࠸たࡇとであるࡇࡇࠋにὀ目するࡇとで、絶対音感教育の目的が作曲する能ຊを

び᪉は➓田もっており、➓田は一宮にとࡼう࠸と、また「音の作文」とࡇう࠸とにあるとࡇけるࡘ

ってᖌであったࡇとから、一宮の作曲指導が➓田のᶵ能和ኌをᇶとする作曲指導法を㋃くして࠸たと

 ࠋそして、その᪉法は一宮が⦅⧩に関わったⴥ♫のᑠ学ᰯ教科᭩にもぢられたࠋとがわかったࡇう࠸

 

Abstract 

 This paper reveals that Ichimiya Michiko’s (1897-1970) teaching method of musical 

composition for the elementary school pupils based on the absolute ear systematized by Oida 

Kokichi. She was a professor at Japan Women’s University and began to teach music at 

Homei elementary school, an affiliated school of the College’s Department of Education, in 

1942. It is said that she taught the school students how to compose music. At that time, she 

carried out Musical Education on the basis of absolute ear at Mushasino Women’s high school 
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and Homei kindergarten, and was successful. Also, she introduced it into Homei elementary 

school. This practice showed a remarkable result that the training in the elementary school 

helped the pupils improve their composition skills and her teaching method was called 

“writing with sound.” This case demonstrates that the end of Musical Education on the basis 

of absolute ear leads to nurture young talent for music composition. Oida who was her 

teacher had also used the phrase “writing with sound.” From this fact, it can be said that she 

followed his way of teaching composition based on functional harmony. Such her teaching 

method appeared in a school book published by Futaba Company. 

 

 

 一宮道子、絶対音感教育、音の作文、作曲指導：ࢻーワー࢟

 

１㸬はࡌめに 

  一宮道子を▱って࠸る人が࠸るとするなら、

それはಖ育ᅬࡸ幼⛶ᅬでᗈくḷわれて࠸る

「おべんとう」ࡸ「おか࠼りのうた」の作曲

者としてグ᠈して࠸るሙྜであࢁうࠋᙼዪは

日本ዪ子学で長く教㠴をとった音楽教育者

であるࠋしかし、ࡇれまで特にὀ目されるࡇ

ともな࠸、◊✲対㇟となるࡇともまれな音楽

教育者であるࠋ 

 本論は、一宮がᑠ学ᰯで行った作曲指導法

がなࡐ「音の作文」と࠸うめࡎらし࠸呼び᪉

で言われて࠸たのかを᥈るࡇとにࡼって、一

宮道子の音楽教育者としての一ഃ面をゎ᫂す

るヨみであるࠋ 

  とࢁࡇで、創作指導のṔྐをᴫほすると、

ṇ期から和ึ期には児童作曲がྛᆅでヨ

みられたࠋしかし「児童作曲はṇ期の⤊わ

りから和ึ期のึめをࣆークとして⾶㏥」

した（୕ᮧ� ����� S���）と言われて࠸るࠋ

また、和 �� 年の国民学ᰯ௧には、創作がྲྀ

入れられࡎ、作曲（創作）がᑠ学ᰯの音楽教

育にṇᘧに᥇用されるのは戦後をᚅたなけれ

ばならなかったࠋ 

  そうした時代にあって、日本ዪ子学の刊

行≀『Ἠ』にᥖ㍕された「㇏᫂の音楽（一）

（）」ὀ�）にࡼれば、一宮は和 �� 年ࡼり㇏

᫂ᑠ学ᰯでの音楽をව௵するࡇとになり、「ḷ

ၐ一㎶ಽから⬺して、音楽のᇶ♏である音感

教育を☜❧するࡇと」を目指したとあるࠋそ

して「ḷၐのかに、作曲、࣒ࣜࢬ㐠動、㚷

㈹、など音楽の⠊ᅖがከ面的になった」と࠸

うࠋ୰でも、「ࡇとに目ࡔったのは、作曲能ຊ

の発㐩」ࡔったと࠸う（「㇏᫂の音楽（一）」� 

����� S���）ࠋ 

 一宮はなࡐ作曲がṇㄢになって࠸なかった

時期に作曲指導をጞめ、ᡂᯝをあࡆるࡇとが

できたのであࢁうかࠋまた、一宮が「音感教

育」を実するࡇとにࡼって、なࡐ作曲能ຊ

が向ୖしたのࢁࡔうかࠋ 

  とࢁࡇで一宮が和 �� 年から実践したと

、実はࠋうかࢁう「音感教育」とはఱであ࠸

とであるが、一宮ࡇ࠸な࠸とんど▱られて
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は戦๓、➓田ගྜྷらが᥎㐍した絶対音感教育

ὀ�）の実践者の一人であったࠋᙼዪは和 ��

年からṊⶶ野高➼ዪ学ᰯで、和 �� 年からは

日本ዪ子学㝃ᒓ㇏᫂幼⛶ᅬで絶対音感教育

を実践したὀ�）ࠋまた、᪤に㏙べた『Ἠ』にࡼ

れば、同時期に日本ዪ子学㝃ᒓ㇏᫂ᑠ学ᰯ

でも実したࡼうであるࠋ一宮が和 �� 年㡭

から作曲指導を行って࠸たと࠸うのは、その

㇏᫂ᑠ学ᰯであるࠋ一宮が和 �� 年の学習指

導せ㡿（ヨ）に創作が᥇用される௨๓から

作曲指導にྲྀり⤌み、ᡂᯝをୖࡆるࡇとがで

きたのはఱᨾかࠋ㏙べたᙼዪの⤒Ṕをぢる

とその⌮由がぢ࠼てくるࠋそれはᙼዪが絶対

音感教育の実践者であったࡇとと関ಀして࠸

たのではな࠸かࠋ 

 そࡇで、本論では、まࡎ、一宮の作曲指導

法がどのࡼうなయ⣔をᣢって࠸たのかを示し

てから、それと絶対音感教育との関ಀ、また

そࡇから発展した一宮⊂⮬の指導法を᫂らか

にするࠋさらに、一宮の指導法が戦後のᑠ学

ᰯ音楽の教科᭩に࠼たᙳ㡪を⪃ᐹするࠋ 

 

２㸬一宮道子の作曲指導法のయ⣔ 

  ⟶ぢにࡼれば、音楽教育ྐある࠸は関連す

る論⪃に、一宮の作曲指導法に࠸ࡘて㏙べた

ものはみあたらな࠸ὀ�）ࠋそࡇで一宮の作曲指

導法のయ⣔に࠸ࡘてまࡎ᫂らかしておきたࠋ࠸ 

 一宮の作曲指導法に࠸ࡘてわかる᭱ึのグ

㘓は、「㇏᫂の音楽（一）」であるࠋ「ᇶ♏指導」

としてᣲࡆられたのは、௨下の通りである

（����� S������）ࠋ 

（一）楽㆕を読んࡔり᭩࠸たりする一⯡的⌮

ゎࠋ 

（）和音指導にࡼり、和音から音をࡠきࡔ

す能ຊをࡘけるࠋ 

 ࠋとばの⠇࡙けをカ⦎するࡇ（୕）

 

 （一）は作曲に入る๓の‽ഛカ⦎であるࠋ

後でヲ㏙するࡼうに、絶対音感教育は作曲で

きるࡇとを目指して࠸て、そのために、楽㆕

指導がᚭᗏ的に行われたࠋ一宮の作曲指導も

また同ᵝに、楽㆕指導が๓提となって࠸るࠋ 

（）と（୕）は、一宮の作曲指導法の実㝿

᪉法を示すもので、（）は絶対音感教育と関

ಀする指導法であり、（୕）は言ⴥを㔜どした

一宮⊂⮬の指導法であるࠋ 

 また、一宮が作ᡂし、学のᤵᴗでわれ

たとᛮわれる『音楽ࢺࢫ࢟ࢸ』ὀ�）にも一宮の

作曲指導法のヲ⣽が㏙べられて࠸るࠋそれに

れば、作曲指導法は᪕ᚊの創作に関する「童ࡼ

謡作曲法」と、కዌの創作に関する「కዌ⦅

曲法」の、きくࡘに分かれるࡇࠋのうち

ᑠ学ᰯでの作曲指導に関ಀするのは᪕ᚊの創

作に関する「童謡作曲法」であるࡇࠋの「童

謡作曲法」は、さらに 

 和ኌ的᪕ᚊ作法 

 楽ᘧ的᪕ᚊ作法 

 ḷモにᇶ࡙く᪕ᚊ作法 

にࡼりᵓᡂされる（『音楽ࢺࢫ࢟ࢸ』� 

S��������）ࠋ 

のうち、和ኌ的᪕ᚊ作法は、後で㏙べるࡇ 

、うに絶対音感教育と関ಀする㒊分でありࡼ

㇏᫂ᑠ学ᰯでのయ⣔の「（）和音指導にࡼり、

和音から音をࡠきࡔす能ຊをࡘけるࠋ」にあた

る指導法であるࠋ楽ᘧ的᪕ᚊ作法は本論では

ᢅわな࠸が、᪕ᚊの楽ᘧᙧᘧに࠸ࡘて᪕ᚊを

ᵓᡂする᪉法をㄝ᫂して࠸る㒊分である᭱ࠋ

後の、ḷモにᇶ࡙く᪕ᚊ作法は、㇏᫂ᑠ学ᰯ
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でのయ⣔の「（୕）ࡇとばの⠇࡙けをカ⦎するࠋ」

にヱᙜする指導法であるࠋ 

 まとめると、一宮の作曲指導法のయ⣔は௨

下の � Ⅼからᡂり❧って࠸るࠋ 

１）楽㆕指導 

２）和音からࡘくる 

３）楽ᘧの⌮ゎ（ͤ本論ではᢅわな࠸） 

４）言ⴥからࡘくる 

 

３㸬一宮道子の「音の作文」 

 とࢁࡇで、一宮が指導した作曲のࡇとを、

㇏᫂ᑠ学ᰯでは「『音の作文』と呼んで、Ẽが

るにࡘくられる」ものであったと࠸う（「㇏᫂

の音楽（）」������ S���）ࠋまた、山崎にࡼ

れば、一宮は「音のᏐがわかれば、音の本が

うとの㢪ࢁࡔくれるࡘめるし、音の作文がࡼ

ࡌめて、⌮ᒅᢤきの楽を一年⏕にはࡇを࠸

めてみた」と࠸う（山崎� ����� S���）ࡇࠋの

「音の作文」と࠸うめࡎらし࠸呼び᪉は、一

宮ࡔけのものであったのࢁࡔうかࠋ 

 実は、絶対音感教育を☜❧した➓田もまた、

作曲のࡇとを「音の作文」と呼んで࠸たので

あるࠋ 

 ➓田はⴭⴭ『⥈ྜ的音感教育』で、「創作」

に࠸ࡘてゐれて࠸るࠋそࡇでは音楽教育を国

語教育にたと࠼、Ⰽࠎな国語の▱㆑は創作的

作文の⣲ᮦとなるとし、作文はそれ⮬యが習

ᚓ▱㆑の⏕きた証ᣐであると㏙べるࠋそのୖ

で、「音ᵹに࠸ても之と同ᵝな現㇟とならな

ければならな࠸（୰␎）Ⰽࠎなカ⦎で習ᚓし

たྛ✀の音楽ୖの▱㆑は音の作文―論音楽

ᑓ㛛家的でな࠸が―即ち手⣬の文❶⛬ᗘの⡆

₩な作曲となってᢨ℡されるべきであり、ཪ

その能ຊが㣴ᡂされてጞめて┾の音ᵹ教育と

᪉に࠼⪄るのである」と「音の作文」の࠼࠸

そして、「音の作文ࠋる࠸てヲしく㏙べて࠸ࡘ

そ音ᵹ教育の⤊ᴟの目的とならなければなࡇ

らな࠸」と㏙べて࠸る（➓田� ����� S���）ࠋ 

 一宮が指導した作曲が「音の作文」と呼ば

れたのは、作曲を作文に႘࠼た➓田の⪃࠼を

受け⥅࠸で࠸たからであࢁうࠋ 

 とࢁࡇで、音楽教育と国語教育とのẚ㍑は、

బ藤ྜྷ㑻ὀ�）をはࡌめ、絶対音感教育を᥎㐍

する論ㄝにもࡼくぢられるࠋ音は文Ꮠであり、

文Ꮠを読ࡼࡴうに音が読めるࡼうになるࡇと

を目指し、その㔜せ性をᙉㄪするのであるࠋ

しかし、一宮と➓田は、さらにヲしく国語と

音楽を対ẚさࡏて㏙べて࠸るࠋ  

 ௨下は、➓田と一宮がそれࡒれのⴭ᭩でグ

したその内ᐜを対ẚしたものであるࠋ 

 

 表 �（➓田『⥈ྜ的音感教育』 S����  （りࡼ

表 �（一宮『音楽ࢺࢫ࢟ࢸ』 S��  （りࡼ
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の表から、一宮と➓田のᛮがඹࡘのࡇ 

通して࠸たࡇとが᫂░であるࠋ一宮が➓田と

ᖌᘵ関ಀにあったࡇとからὀ�）一宮が➓田の

ᛮのᙳ㡪をᙉく受けて࠸たとしてもᛮ㆟

ではなࠋ࠸ 

 ➓田と一宮がᙉㄪしたかったࡇとは、文Ꮠ

（音楽で言࠼ば、༢音）を⧅ྜࡂわࡏて作文

するのではなく、作文を᭩くためには、日本

語の文法がᚲせとなるࡼうに、音楽にもそれ

がᚲせであり、そして、その文法が和ኌ学で

ある、と࠸うࡇとにあるࠋ国語の文法である、

語、動モ、ಟ㣭語がࢺニック、ࢼ࣑ࢻンࢺ、

る࠸と㢮ẚされてࢶデン࢝、ࢺンࢼ࣑ࢻࣈࢧ

のは、ṇし࠸文法で一文がὶれるࡼうに、音

楽でも、ࡇのᶵ能和ኌのὶれのୖに᪕ᚊがあ

るࡇとをᙼらが㔜どしたからであるࠋ 

 「音の作文」は、一宮の作曲指導⌮ᛕを表

すと同時に、ᖌである➓田のそれをも表すࠋ

そして人の音楽と国語との対ẚの᪉が同

とは、一宮が➓田の作曲⌮ᛕをඹࡇであるࡌ

有して࠸た証となって࠸るࡇࠋれから᥎ で

きるࡇとは、一宮の作曲指導に➓田の指導法

がきくᙳ㡪して࠸たのではなࢁࡔ࠸うか、

と࠸うࡇとであるࠋもしもそうであるならば、

一宮の作曲指導法と絶対音感教育が῝く関ಀ

して࠸たと࠸うࡇとになるࠋ 

 

４㸬絶対音感教育と作曲指導 

 一宮の作曲指導法と絶対音感教育の関ಀに

ὀ目するならば、ࡇの教育が作曲できるࡼう

になるࡇとを目指して࠸たࡇとをぢ㐣ࡈすべ

きではな࠸ὀ�）ࠋさらに「和音から音をࡠきࡔ

す」、すなわち和ኌ的᪕ᚊ作法と絶対音感教育

の関ಀがၥ㢟となるࠋ 

 そࡇで本論ではࡇの௨下の２Ⅼから、一宮

の作曲指導法のᇶ♏には➓田ගྜྷの絶対音感

教育があったࡇとを᫂らかにするࠋ 

１）絶対音感教育の目的が、作曲する能ຊを

 とにあったࡇけるࡘ

２）一宮の作曲指導が➓田のᶵ能和ኌをᇶと

する作曲指導法を㋃くして࠸た 

 

���� 絶対音感教育の目的は作曲する能ຊを

 とにあったࡇけるࡘ

和音をࡸ音ࡔれまで絶対音感教育は、たࡇ 

ุูする能ຊを㣴ᡂするためࡔけの教育ࡔと

ᤊ࠼られて࠸たのではなࢁࡔ࠸うかࠋ特に、

国民学ᰯ期のⱁ能科音楽に「⫈ぬカ⦎」とし

て絶対音感教育が᥇用され、和音⫈音が┒ん

に行われたࡇとからὀ�）、絶対音感教育とは和

音をุูする能ຊを㣴ᡂするものであると一

⯡には⌮ゎされて࠸るࡼうであるࠋしかし、

実㝿には、和音⫈音は絶対音感教育の一㒊で

しかな࠸ὀ��）ࠋ 

 ➓田らが提ၐした絶対音感教育のṇᘧྡ⛠

は「絶対音感をᇶㄪとする音楽教育」であるࠋ

うに、絶対音感教育は絶ࡼれからも分かるࡇ

対音感と࠸う音の高さをุูするࡔけの能ຊ

を㣴ᡂする࣓ࢯッࢻではなく、楽㆕の読み᭩

きからጞまる一ࡘの音楽教育のయ⣔であるࠋ

したがって、国民学ᰯにྲྀ入れられ、もっࡥ

ら⫈ぬカ⦎を行った音感教育は、➓田の提ၐ

する絶対音感教育と同ิにᢅうࡇとはできな

田⮬㌟は、絶対音感教育の᭱⤊的な➓ࠋ（��ὀ࠸

目的は「即興₇ዌㄏ導法」ࡔとはっきりと㏙

べており（「᠓ヰ᭳でその日の感を語る」� 

����� S��）、➓田が提示した教育య⣔にࡼる

と、その᭱後には「⡆᫆作曲ཬび即興₇ዌㄏ
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導法」がᣲࡆられて࠸るࡇとにὀ目しなけれ

ばならな࠸（『絶対音感教育の◊✲ ➨ᅄ㍴ 

ゎㄝཬびయ⣔』� ����� S��� ࠋ（

 ➓田は和 �� 年、௨下のࡼうに絶対音感教

育の「教育య⣔」と「絶対音感教育をᇶㄪと

するᑠ学ᰯ音楽教育」のయ⣔を示した（『絶対

音感教育の◊✲ ➨ᅄ㍴』� ����� S������）ࠋ 

 

「教育య⣔」 

Ϩ� 楽㆕指導  

ϩ� ࣆア₇ࣀዌ指導  

Ϫ� ၐḷ指導  

ϫ� ࣒ࣜࢬ感㣴ᡂ  

Ϭ� 和音感カ⦎ 

ϭ� ྜၐカ⦎  

Ϯ� ㄪ子感㣴ᡂ  

ϯ� ⡆᫆作曲ཬび即興₇ዌㄏ導法 

 

音をุࡔのయ⣔は、絶対音感教育は、たࡇ 

ูする能ຊを㣴ᡂする教育ではなく、作曲を

目指したものであるࡇとをはっきりと示して

 ࠋる࠸

 絶対音感教育は和音をุูするための教育

ではなく、その目的は音楽が作れるࡼうにな

るࡇと、すなわち「作曲」であったのであるࠋ 

 とࢁࡇで絶対音感教育の創ጞ者であるᅬ田

Ύ⚽も「絶対音᪩教育」ὀ �）の実㦂を開ጞし

たᙜึから作曲をど野に入れて࠸たࡇとがὀ

目されるࠋᅬ田は、和 �� 年 � ᭶ࡼり⮬由学

ᅬで「絶対音᪩教育」の実㦂を開ጞしたࠋそ

れはまࡎ⥺のほᛕに࠸ࡘて指導した後、音

➢を᭩く⦎習がጞまるࠋᅬ田の指導の一端を

グ㘓したグにࡼれば、➨ᅇのࣞッࢫンで

は、「ྛ⮬が⮬由に࣑ࣞࢻを᭩く」とある（「ᅬ

田Ύ⚽ඛ⏕の音楽のຮᙉ一ࣨ᭶」� ����� 

S����）ࡇࠋのࡼうな作ᴗは「⮬分の⪃へを⮬

由に⣬のୖに⥛る᪉法」であり「作曲の➨一

Ṍとࡇࡩ࠸とも出᮶」る、とᅬ田はㄝ᫂して

�� �る（ᅬ田࠸��� S����）ࡘࠋまり、絶対音

᪩教育の᭱ึ期のẁ㝵からすでに「⮬由にࢻ

 ࠋる࠸められてࡌう作曲がは࠸を᭩く」と࣑ࣞ

また、ᅬ田が出∧した『子౪のࣆアࣀ』➨ �

ᕳ（一ኌ♫）のはしがきにࡼれば、「ࡇの᭩≀

はお✍ྂを㐍めてࡺくのに౽なࡸうにᅄ

（ᵹ⦅、和⫆⦅、作曲⦅、作曲⦅）に分け」

たとあり、作曲⦅が � ⦅ྵまれて࠸たࡇとが

わかるࠋṧᛕながら、ᅬ田がᛴ㏽したࡇとに

そのヲ⣽は、ࡎり、「ᵹ⦅」しか出∧されࡼ

᫂のままであるが、ᅬ田もまた絶対音᪩教

育の᭱⤊目ᶆを作曲にお࠸て࠸たのは᫂らか

であるࠋすると➓田の絶対音感教育のయ⣔が

作曲へと導かれるのは、ᅬ田のᛮを受け⥅

 ࠋたからであると᥎ᐹできる࠸で࠸

 

���� 絶対音感教育のᑠ学ᰯのయ⣔と作曲指

導 

 とࢁࡇで、➓田がඛのయ⣔を発表するにඛ

❧って、➓田のᘵ子であったబࠎ木ᖾᚨ（ᑠ

▼川༊㔠ᐩᑠ学ᰯカ導）と㓇田（㇂༊

本⏫ᑠ学ᰯカ導）がそれࡒれのᑠ学ᰯで実㦂

を行ったࡇとは▱られて࠸るࠋその開ጞ時期

はࡇれまで᫂であったが、బࠎ木はົす

る㔠ᐩᑠ学ᰯで和 �� 年 � ᭶から（「絶対音

感をᇶㄪとࡏるၐḷ教ᤵ―㔠ᐩᑠ学ᰯで実ἣ

のぢ学」� ����� S��）、また㓇田は本⏫ᑠ学

ᰯで和 �� 年（᭶᫂）ࡼり開ጞした（బࠎ

木� ����� S���）ࠋ 

 そのᡂᯝを㋃ま࠼て、ᑠ学ᰯのための教育
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య⣔が和 �� 年 � ᭶発行の『絶対音感教育の

◊✲ ➨ � ㍴ ゎㄝཬ教育㧓⣔』に、௨下の

通り示された（S������）ࠋ 

 

「絶ᑞ音感をᇶㄪとするᑠᏥᰯ音ᵹ教育」 

Ϩ� 楽㆕指導  

ϩ� ၐḷ指導（࣒ࣜࢬ感カ⦎をもకࡩ） 

Ϫ� 和音感カ⦎  

ϫ� ྜၐカ⦎ 

 

た➓田のయ⣔とẚ㍑してみࡆれをඛにᣲࡇ 

ると、ᑠ学ᰯでの絶対音感教育では「ࣆアࣀ

₇ዌ指導」と「ㄪ子感㣴ᡂ」、特に「⡆᫆作曲

ཬび即興₇ዌㄏ導法」がྵまれて࠸なࡇ࠸と

にẼかされるࠋ本᮶の目的であったはࡎの

作曲がなࡐ、ᑠ学ᰯでの絶対音感教育ではྲྀ

りୖࡆられなかったのであࢁうかࠋ 

て、和࠸ࡘれにࡇ  �� 年 � ᭶ �� 日に㔠ᐩ

ᑠ学ᰯで行われたబࠎ木ᖾᚨのᤵᴗබ開後の

᠓ヰで➓田が、ḟのࡼうに㏙べて࠸るࡇと

がཧ⪃になるࠋ絶対音感教育の᭱⤊的なୖ

࣓、の୰からࢶデン࢝は「和音を㓄ิしたࡆ

ロディを作り出す」ࡇとであるが、「ྈのと

めてᒃまでのᐿ㦩をすࡇᑠᏥᰯではそࢁࡇ

りまࡏん」と㏙べて࠸る（「᠓ヰ᭳でその日の

感を語る」� ����� S��）ࡘࠋまり、ୖグの

య⣔が発表された時は、作曲指導まで、まࡔ

実㦂が㐍んで࠸なかったと࠸うのであるࠋそ

れをけるࡼうに、➓田のもと、᭱ึに絶

対音感教育をᑠ学ᰯで行ったబࠎ木のṧされ

た㈨ᩱでは、作曲指導をしたと࠸うグ㘓がぢ

ࠎし、和��年�᭶�日にబࡔたࠋ࠸からなࡘ

木のᤵᴗをぢ学した、ᙜ時、ᮾி音楽学ᰯㅮ

ᖌࡔったⲡ川ᐉ㞝が「ඤ童の⪥にするᵝࠎな

和音の連⧰から᪕ᚊを⤌み❧てさࡏるで、

ඤ童に࢝デンࢶをḷはࡏ、బࠎ木Ặは、ࡇれ

にྜࡏてࡇの和音の連⧰をᶓࡂる᪕ᚊをḷっ

てᒃられた」と証言して࠸るࠋⲡ川はࡇれを

「和音の連⧰ࡼり᪕ᚊのᵓᡂへとⓐ展ࡏしめ

んとする」てと㏙べており、బࠎ木が後㏙

する絶対音感教育にࡼる作曲指導の手๓まで

行って࠸たがわかる（ⲡ川� ����� S���� ࠋ（

 ᑠ学ᰯでの絶対音感教育య⣔に作曲がなか

ったのは、ᚲせがなかったからではなく、య

⣔に⤌み㎸ࡔࡴけの‽ഛがᩚって࠸なかった

とが、➓田とⲡ川の証ࡇとが⌮由であったࡇ

言にࡼって᫂らかであるࠋ 

 

���� 作曲のための楽㆕指導 

 とࢁࡇで、బࠎ木が実㝿に行った � 年⏕の

ᤵᴗのᵝ子が音楽雑誌『楽ⱌ』に和 �� 年 �

᭶から⩣年３᭶まで連㍕されたࠋそれをぢる

と、そのとんどが楽㆕指導に㈝ࡸされて࠸

るのであるࠋ同ࡼࡌうに一宮もまた、和 ��

年からṊⶶ野高➼ዪ学ᰯで絶対音感教育を実

践しጞめるが、ᩘࣨ᭶かけて楽㆕指導を行っ

て࠸るࠋ 

 బࠎ木も一宮もなࡇ、ࡐれࡔけ長࠸時㛫を

楽㆕指導に㈝ࡸしたのであࢁうかࠋ 

 それは、༢に⪥のカ⦎に⤊ጞするࡇとなく、

また楽㆕が読めるࡼうになるࡇとでもなく、

ᑗ᮶、楽㆕が᭩けるࡼうになるࡇとを意㆑し

て࠸たからではな࠸のࢁࡔうかࠋ国民学ᰯ期

௨㝆の音楽教育には受けࡘがれなかったが、

うࡼうした⇕ᚰな楽㆕指導は、作曲できるࡇ

になるためにᚲ㡲ࡔったからではなࢁࡔ࠸う

かࠋ 

 絶対音感教育は作曲できるࡼうになるࡇと
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を目指して࠸たが、➓田らのయ⣔が発表され

た和 �� 年ᙜ時、బࠎ木と㓇田のᑠ学ᰯでの

実㦂は作曲指導まで㐍められて࠸なかったࠋ

しかし、作曲し、それをグ㆕する㝿にᚲせと

なる楽㆕指導に࠸ࡘてはᚭᗏ的に行われたࠋ

たࡔ、絶対音感をࡘけるためࡔけであれば、

楽㆕指導をᚭᗏするᚲせはなࠋ࠸聞࠸た音を、

ある࠸は㢌の୰で㬆って࠸る音をṇ☜に᭩け

るࡼうになる⛬ᗘであれば、そࡇまでᚭᗏし

た楽㆕指導はᚲせなかったはࡎであるࠋ 

 ᑠ学ᰯで作曲を指導しなかったにも関わら

時㛫をかけた⇕ᚰな楽㆕指導が行われた、ࡎ

のはそれがᑗ᮶作曲へ㐍ࡴための㔜せな㐣⛬

であったからに他ならなかったからであるࠋ 

 

５㸬ᶵ能和ኌをᇶとする一宮道子の作曲指導

法と➓田の指導法との関ಀ 

 ௨ୖ、一宮の「音の作文」とは、➓田が⮬

㌟の作曲指導⌮ᛕを表すためにった言ⴥで

あり、絶対音感教育は作曲の能ຊを㣴ᡂする

ࠋとがわかったࡇた࠸とを᭱⤊目的としてࡇ

では、実㝿に絶対音感教育にࡼる作曲指導法

とはどのࡼうなものࡔったのࢁࡔうかࠋそれ

とᶵ能和ኌをᇶとする一宮道子の作曲指導法

とはどのࡼうな関ಀにあったのであࢁうかࠋ 

 

���� 「和音指導にࡼり、和音から音をࡠきࡔ

す能ຊをࡘける」（和ኌ的᪕ᚊ作法） 

 「㇏᫂の音楽（一）」のᇶ♏指導では「和音

指導にࡼり、和音から音をࡠきࡔす能ຊをࡘ

ける」とㄝ᫂され、『音楽ࢺࢫ࢟ࢸ』では和ኌ

的᪕ᚊ作法とㄝ᫂されて࠸る᪕ᚊの作り᪉と

は、どのࡼうなものであったのであࢁうかࠋ 

和ኌᵓ造ࡎて、一宮は、「ま࠸ࡘの᪉法にࡇ 

ୖ᭱もษなせ�和音とᒓ�の和音を用࠸、

� ᑠ⠇１和音༢で、ㄪ性、⤊Ṇ感の᫂░な

᪕ᚊをヨ作する」ࡇとからጞめて࠸る（『音楽

�、ࡎまࠋ（����S �『ࢺࢫ࢟ࢸ ᑠ⠇でᶵ能和

ኌにᇶ࡙࠸て和音を㓄⨨するࠋそして、「ྛᑠ

⠇それࡒれの和音から௵意の音をᣠ࠸連⤖し

て」᪕ᚊを作るࡼうにして࠸るࠋそのୖで「ࡇ

の和ኌ音のみを用࠸た᪕ᚊは、そのᡂ❧ୖከ

くの㊴㌍㐍行が現われるので、もっとな

表現をするには㠀和ኌ音を用࠸る」ࡼうに指

示する（同ୖ� S����）ࠋ 

て和音を㓄࠸うな、ᶵ能和ኌにᇶ࡙ࡼのࡇ 

⨨し、そのᵓᡂ音をᢤき出して᪕ᚊを作る᪉

法はどࡇから᮶たのࢁࡔうかࠋ一宮が➓田の

もとで絶対音感教育を᥎㐍した࣓ンࣂーの一

人であったࡇとから、絶対音感教育の作曲指

導法に依ったものではなࢁࡔ࠸うかࠋ 

 そࡇで、➓田ගྜྷⴭ作の『音感教育の手ᘬ 

➨භ⠍ 作曲指導⠍』（����）から、その指導

法をみてみると、➓田もまた᪕ᚊを創作する

のにඛ❧って和音を㓄ิするࡇとからጞめて

 ࠋ（��るὀ࠸

 ➓田の作曲指導のⴭ᭩で用して࠸る和音

はせ୕和音である「ࢺ࣍ࣁ」「࣊ࣁイ」「ロ

ニࢺ」ὀ��）であるࠋそして、ࡇれら � の୕ࡘ

和音を㓄ิするのに、「１㸬「ロニࢺ」のḟに

２㸬一␒⤊りは」「࠸なࡇはもって「イ࣊ࣁ」

ᚲら「ࢺ࣍ࣁ」ࡎとする」「３㸬一␒⤊りの「ࣁ

ࡇにする「ࢺロニ」ࡎ๓はᚲらࡘの一「ࢺ࣍

と」と࠸ったᇶ本的な⣙᮰を指導する（➓田� 

����� S���）ࡇࠋれらの⣙᮰のもと、１ᑠ⠇に

ࡘࡎき１和音ࡘ � ᑠ⠇に㓄ิするࠋそして➓

田のሙྜ、᪕ᚊをࡘくるま࠼に、その㓄ิを

もとに、一ࡘࡎࡘの和音を、ᅄ分音➢と分
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音➢のみをって࣒ࣜࢬにኚをࡘけ（ࣜࢬ

パターンはィ࣒ � ಶ）ኚさࡏた࣒ࣜࢬで、

ಶ人指導であればࣆアࣀでᙎき、集ᅋ指導な

ら୕ኌでྜၐする、と࠸う⦎習がなされた後

に、一宮と同ᵝ、㓄ิした和音から௵意の༢

音を �  ࠋ（��り出すὀྲྀࡘࡎࡘ

うにして、᪕ᚊをྲྀり出すと、あらࡼのࡇ 

かࡌめ⦎習してお࠸た和音とྜわࡏるࠋ同ᵝ

に � 和音から � 音ྲྀり出す⦎習へと入り、「和

音にᒓする音ばかりの᪕ᚊᢳ出と、その実㝿

₇ዌに⇍⦎して᮶たら、ḟに和音እの音を

㣭として用࠸る⦎習に入るࠋその➨一がႝ一

な⤒㐣音」であるとして⤒㐣音を指導し、さ

らに㌿㐣音ᤄ入へと㐍ࠋࡴその後、� 和音か

ら � 音ྲྀり出すのであるが、指導᪉法は � 音

ྲྀり出すሙྜと同ࡌであるࠋ 

 ➓田の᪉法では、ᖖにあらかࡌめ㓄ิした

和音がకዌ㒊分となるࠋ� 和音から �〜� 音ྲྀ

り出し㓄ิすると、కዌ㒊分との㛫に⏕ࡌた

ᖹ行１ᗘ、５ᗘ、㸶ᗘがぢࡘかるので、その

⮬↛さを⪥でุูさࡏ、ゞṇさࡏるࠋ 

うに➓田ࡼそがඛに㏙べたࡇうした᪉法ࡇ 

が和 �� 年 � ᭶ �� 日に「和音を㓄ิした࢝

デンࢶの୰から、࣓ロディを作り出す」と語

った᪉法であり、絶対音感教育の᭱⤊的な

 ࠋでとなる作曲指導法なのであるࡆୖ

とは、一宮が行った和音ࡇからわかるࡇࡇ 

からᵓᡂ音をᢤき出して᪕ᚊをࡘくる᪉法は、

➓田の作曲指導法と、ᇶ本的に同ࡔࡌと࠸う

 ࠋとであるࡇ

 

���� 一宮と➓田の指導法のẚ㍑ 

 そࡇで、᪤に㏙べた一宮の作曲指導法と➓

田の指導法とをヲしくẚ㍑してみると、௨下

の᪉法にお࠸ては一⮴して࠸るࡇとが分かるࠋ 

１）和音を㓄ิする 

２）和音のᵓᡂ音をᢤき出す 

３）⤒㐣音、㌿㐣音をᤄ入する 

４）ᖹ行 � ᗘ、� ᗘ、� ᗘへのὀ意 

 

とから、一宮の絶対音感教育にᇶ࡙ࡇのࡇ 

く作曲指導法は、➓田の作曲指導法を㋃くし

て࠸るࡇとは᫂らかであるࠋ 

 しかしヲ⣽にぢると௨下のⅬでは␗なって

 ࠋる࠸

 「１）和音を㓄ิする」では、➓田の指導

法では � ᑠ⠇のしかぢられな࠸が、一宮は

�� ᑠ⠇、�� ᑠ⠇のを提示し、⤊Ṇ、༙

⤊Ṇにゐれながら、楽ᘧに࠸ࡘても言ཬして

また、「実㝿の曲ではࠋる（S��������）࠸ �

ᑠ⠇༙、� ᑠ⠇と同一和音を通したり、対

に ���・��� ᑠ⠇で和音をか࠼たりするのがᬑ

通である」とけຍ࠼る（S����）ࠋまた、➓

田の指導法ではせ୕和音のみであったが、

一宮の指導法ではᒓの和音をྵࠋࡴ 

 「２）和音のᵓᡂ音をᢤき出す」では、➓

田が � 音から � 音、� 音と㐍ࡴのに対して、

一宮は᭱ึから」ᩘ音ྲྀり出して࠸るࠋ 

 「３）⤒㐣音、㌿㐣音をᤄ入する」では、

➓田が㠀和ኌ音として⤒㐣音、㌿㐣音のみᢅ

って࠸るが、一宮のࢺࢫ࢟ࢸでは、さらに「ඛ

ྲྀ音」に࠸ࡘてもゐれて࠸るࠋ 

 「４）ᖹ行 � ᗘ、� ᗘ、� ᗘへのὀ意」にࡘ

࣒ࢬては、➓田はᵓᡂ音を」ᩘྲྀり出しࣜ࠸

をࡘけた᪕ᚊに、あらかࡌめ㓄ิした和音を

కዌ㒊分として࠸、その時Ⅼでᖹ行 � ᗘ、�

ᗘ、� ᗘに࠸ࡘて㏙べて࠸るࠋ一宮は、᪕ᚊ

創作に指導する㒊分では、ࡇれに言ཬして࠸
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な࠸ὀ��）ࠋ 

 ➓田の᪉法ではせ୕和音のみ、� ᑠ⠇の

みで、また᪕ᚊのためにᢤき出す音ࡸ㠀和ኌ

音をᚎࠎに増ࡸして࠸くと࠸う、ࣝࣜࢻᙧᘧ

のࡼうなカ⦎であるのに対して、一宮は、そ

のࡼうなไ㝈を᭱ึからタけて࠸な࠸ὀ��）ࠋ 

うに、一宮は和ࡼのࡇ  �� 年から㇏᫂ᑠ学

ᰯで実践した和音から作る᪉法は➓田の絶対

音感教育にࡼる作曲指導法からきたものであ

るが、一宮は、➓田の᪉法をそのまま㋃くし

たのではなく、ᜍらく一宮⮬㌟のᑠ学ᰯでの

実践の✚み㔜ࡡにࡼって⤒㦂にࡼって発展さ

 ࠋたものであったࡏ

 とࢁࡇで和 �� 年の時Ⅼでは、బࠎ木も㓇

田も絶対音感教育のᑠ学ᰯでの実践では、ま

その後のࠋなかった࠸作曲指導にはཬんでࡔ

グ㘓をぢてもᙼ➼がᑠ学ᰯで作曲指導をした

と࠸うグ㘓がぢᙜたらなࡇࠋ࠸のࡇとはඛに

ゐれた通りであるࡇࠋれからすると、➓田の

絶ᑞ音感教育にᇶ࡙࠸た作曲指導をᑠ学ᰯで

はࡌめて実践したのは、おそらく一宮道子が

᭱ึであったと⪃࠼られるࠋ 

 

６㸬言ⴥを㔜どした一宮道子の指導法 

 ௨ୖ、᫂らかにしたࡼうに一宮の作曲指導

法のᇶ♏は➓田の絶対音感教育にあったࠋし

かし、ᙼዪは絶対音感教育から出発し、ᑠ学

ᰯで実践を㔜ࡡてࡺくうちに、さらに⊂⮬な

指導య⣔をຍ࠼て࠸ったとぢられるࠋそれが、

᭱ึに㏙べた、楽ᘧ的᪕ᚊ作法とḷモにᇶ࡙

く᪕ᚊ作法であるࡇࠋのうち、㇏᫂ᑠ学ᰯで

実践したのは、ḷモにᇶ࡙く᪕ᚊ作法であるࠋ

௨下、ࡇれに࠸ࡘて㏙べるࠋ 

 

ḷモに）「とばの⠇࡙けをカ⦎するࡇ」 ����

ᇶ࡙く᪕ᚊ作法） 

 「㇏᫂の音楽（一）」に㏙べられた作曲指導

法のうち、「ࡇとばの⠇࡙けをカ⦎する」とは、

一宮の作曲指導法のḷモにᇶ࡙く᪕ᚊ作法に

あたるࠋ㇏᫂ᑠ学ᰯのグ㘓にࡼれば、௨下の

 ࠋうなㄝ᫂が⥆くࡼ

 

 ࠋとばの⠇を⥺で᭩きあらわすࡇ��) 

 (��そのึṌ指導として、め࠸め࠸のྡ๓の

⠇をしらべるࠋ 

 (��⠇をࡘけて、おたが࠸のྡ๓をࡼびあうࠋ 

 (��し࠸ࡔにྡ๓のᣢࡘᢿ子がみࡘかる（ᅄ

Ꮠのྡ―ᅄᢿ子、୕ Ꮠのྡ―୕ᢿ子、

Ꮠのྡ―ᢿ子）ࠋ 

 (��同時にࡇとばのᢿ子と⠇がみࡘかるࡼ

うになるࠋ 

 (��それから音㆕におけば、ࢁ࠸ࢁ࠸な⠇が

できるࠋ 

 

 一宮は長年、子どもたちと音楽活動をඹに

し、そしてከᩘの子どものḷを作曲して࠸たࠋ

࠸とから言ⴥと音楽の関ಀを㔜どしてࡇのࡇ

たࡇとはᐜ᫆にീできるࠋ『音楽ࢺࢫ࢟ࢸ』

にࡼれば、一宮は「ḷモにᇶ࡙く᪕ᚊ作法」

として、「ḷモをṇしく表現する」ࡇとをᙉㄪ

して࠸るࠋᑠ学ᰯにける作曲指導でも、同

ᵝにࡇとばと音楽の関ಀを意㆑さࡏるため、

ୖグのࡼうなカ⦎を行ったとᛮわれるࡇࠋれ

らのカ⦎は⡆༢に࠼࠸ば、音の「高ప」と、

まり「長▷」にὀ目するࡘ、࣒ࢬとばのࣜࡇ

ための㐣⛬であると࠼࠸るࠋ 

 では、どのࡼうな指導ࡔったのࢁࡔうかࠋ 
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１）᪕ᚊᵓ造のィ⏬を❧てる 

 一宮は、まࡎḷモを「楽ྃとのṇし࠸一⮴

Ⅼをぢ出すためにかなで一語ࡘࡎ㞳してᶓ᭩

きにしてᑠ⠇に༊ษる」ࡇとを指示するࡇࠋ

れは、音楽の༊ษりと言ⴥの༊ษりとをྜ⮴

さࡏるためであるࠋそして、言ⴥのアクࢭン

を⪃៖しながら、ᢿ子を（ᙅ㉳、ᙉ㉳をྵࢺ

めて）Ỵᐃさࡏるࠋᑠ学⏕に指導するሙྜ、

それがୖグ(��㹼(��の「め࠸め࠸のྡ๓の⠇

をしらべる」ࡇとであり、「ᢿ子をぢࡘ」ける

 ࠋ࠸とに➼しࡇ

２）言ⴥのᢚᥭ㸻高ప 

 一宮は、᪕ᚊの高పに࠸ࡘて、「ࡇとばのᢚ

ᥭをᑛ㔜して⪃࠼なければならな࠸」と㏙べ

るࠋそのため、その言ⴥを「ኌを出して」読

࠸うに指示し、高పをⅬと⥺でグ入してࡼࡴ

くࡇࠋのᢚᥭ（高ప）にᛅ実に᪕ᚊをࡘくっ

て࠸くのであるࠋ 

３）言ⴥの長▷ 

 一宮は「言語をᵓᡂする音（オン）の୰に

は「どࡻࡌう（㨶・ᅵ）、どうࡻࡌう（道ሙ・

同）」などのࡼうに長音を▷音に、または▷

音を長音にしたのでは意味がኚしたり、

᫂になったりする」ࡇとがあるため、᪕ᚊを

作る㝿には、ࡇとばの長▷にẼをࡘけるࡼう

にὀ意して࠸るࠋまた、「ẕ音が㏥してṤん

ど聞きとれな࠸くら࠸▷くなった「࢟シࣕ・

クッ」などの↓ኌ音は長音ࡸ動音の表現が

ྍ能であり、「ⴥっࡥ・びっくり」などのಁ音

はఇṆ➢がᚲせであるࡇࠋれらはࡎ࠸れも㐺

ᙜな長さの音をあたࡡ࠼ばならな࠸から、特

にそのかな文Ꮠのୖに（୰␎）グ号をࡘけて

ぢ᫆くしておく」ࡼう指示するࠋ 

うに、一宮はḷモにᇶ࡙く᪕ᚊを創ࡼのࡇ 

作するሙྜには、音楽の༊ษりと言ⴥの༊ษ

りを一⮴さࡏ、言ⴥのᢚᥭࡸ長▷をᛅ実にᏲ

らࡏるのであるࠋ 

 

���� ḷモにᇶ࡙く᪕ᚊ作法と和ኌ的᪕ᚊ作

法とのᩚྜ性 

ࡼうに、一宮の作曲指導法は➓田のࡼのࡇ 

うに、ᶵ能和ኌをもとに作曲する᪉法ࡔけで

はなく、➓田の指導法にはぢられな࠸言ⴥの

ᢚᥭࡸ長▷から᪕ᚊを作る᪉法もྜわࡏᣢっ

て࠸たࠋ一宮⮬㌟がḷモをకう曲をከく作っ

て࠸たし、ᑠ学ᰯࡸ幼⛶ᅬで音楽を教࠼て࠸

たので、子౪が、⮬↛にࡸࡪࡘきながら、ḷ

をࡘくって࠸くᵝ子などを㛫㏆にして、その

᪉法もまた活用されたのではなࢁࡔ࠸うかࠋ

一᪉、➓田はḷモをకう᪕ᚊを作る㢟でも、

特に言ⴥのᢚᥭなどにὀ意する指示はぢられ

な࠸（➓田� ����� S��� ࠋ（

、まり、一宮と➓田の「音の作文」とはࡘ 

どちらもᶵ能和ኌのୖにᡂり❧ࡼࡘうに作曲

するࡇとでඹ通するが、一宮のሙྜ、さらに、

音楽の༊ษりと言ⴥの༊ษりを一⮴さࡏ、言

ⴥのᢚᥭࡸ長▷から音楽を作ると࠸う、もう

一ࡘのアプローࢳもྵんで࠸ると࠸う㐪࠸が

あるࠋ 

 とࢁࡇで、ḷモにᇶ࡙く᪕ᚊ作法は、和音

のᵓᡂ音からࡘくる和ኌ的᪕ᚊ作法からの⮬

↛の発展ともᤊ࠼られるが、ḷモにᇶ࡙く᪕

ᚊ作法と和ኌ的᪕ᚊ作法とは、一ぢ▩┪する

指導法であるࡼうにぢ࠼るࠋそれに࠸ࡘて一

宮⮬㌟がḟのࡼうにㄝ᫂して࠸るࠋ長くなる

が㔜せな⟠ᡤなのでᘬ用しておくࠋ 
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「ḷモをకった᪕ᚊでは、࠸かにḷモをṇし

く表現するかと࠸うࡇとがまࡎၥ㢟となるࠋ

音楽的にはⰋዲでもḷモの意味がゎできな

もともとḷࠋ࠸曲はḷ曲として㐺ᙜではな࠸

は言語表現の୰の音楽的せ⣲がきくṆᥭさ

れて⏕まれるもので、幼児がᢡにࡩれてヰし

れࡇるのも࠸さんでࡎとばを᪕ᚊしてཱྀࡇ

に他ならなࠋ࠸したがってḷ曲の作曲はḷモ

が感をࡇめて⮬↛にḷ࠸出されて᪕ᚊ表現

になると࠸うᙧでなされるべきであるࠋしか

し作曲者の感ぬの୰に和ኌ的・楽ᘧ的せ⣲が

⣲㣴がとなって内ᅾしてな࠸と、ḷ࠸出され

る᪕ᚊはᵓ造的にかたࡼった安ᐃなࡦとり

����S）「࠸がりなものにしかならなࡼ） 

 

 ௨ୖのࡼうにḷモをకう作曲のሙྜ、ࡇと

ばのᢚᥭ、長▷が⮬↛なὶれになるࡼうにὀ

意さࡏて࠸るが、「作曲者の感ぬの୰に和ኌ的、

楽ᘧ的せ⣲が⣲㣴となって内ᅾして࠸な࠸と、

ḷ࠸出される᪕ᚊはᵓ造的にかたࡼった安

ᐃなࡦとりࡼがりなものにしかならな࠸」と

言うࡼうに、ࡇとばを᪕ᚊにするࡇとと、和

ኌにᇶ࡙く作曲法とが▩┪するものではなく、

┦に⿵ྜ࠸うものであると、その連関をᙉ

ㄪして࠸るࠋ 

 

㸵㸬一宮道子の作曲指導法の教科᭩へのᙳ㡪 

 和 �� 年に学習指導せ㡿（ヨ）が作ᡂさ

れ、そࡇに「創作」が᥇用されたࡇとで、

和 �� 年代後༙には創作に関するᵝࠎな指導

᭩が出∧されたࠋしかし、➓田のࡼうな、和

ኌを୰ᚰに作曲すると࠸う指導法は他にはぢ

られࡎ、その᪉法に対して、まとまりのある

᪕ᚊをࡘくれると評౯しࡘࡘも、批ุ的な意

ぢがከくみられるὀ��）ࠋ࠼ば、㣤田は「和音

を⤌ᡂする୕ࡘの音をࡌ࠸ってできୖがるࡼ

うなものは、᪕ᚊの⏕まれ᪉としての本ጼで

はな࠸」と、和ኌから᪕ᚊをࡘくる᪉法を批

ุして࠸る（����� S���）ࡘࠋまり、➓田の指

導法はᑠ学ᰯの音楽教育にはḼ㏄されなかっ

たと࠼࠸るࠋしかし、ⴥ♫のᑠ学ᰯ音楽の

教科᭩をぢると、᪤に㏙べた➓田と一宮の指

導法と㢮ఝした指導がぢられるࡇࠋれは、一

宮が、ࡇの教科᭩の⦅⧩に関わって࠸たから

௨下、和ࠋとᛮわれるࡔ �� 年に発行された

ⴥ♫の教科᭩の、創作にᣲࡆられた活動か

ら特に➓田の᪉法と㢮ఝして࠸るとぢられる

⟠ᡤをᣲࡆるࠋ 

 � 年⏕用の「おんがくの本３」では、「わお

んの音でࡩしをࡘくりましたࠋわたくしたち

もࡘくりましࡻうࠋ」とあるࠋその㆕面では

㆕表の下ẁにࢯ࣑ࢻが � ᑠ⠇୪び、ୖẁは、

ᵓᡂ音である「ࢻ」「࣑」「ࢯ」のみでᡂる᪕

ᚊが提示されて࠸る（㆕１）ࠋそして、ḟに

㢟として、同ᵝに下ẁにࢯ࣑ࢻが � ᑠ⠇୪

び、ୖẁの後༙ � ᑠ⠇は⏕ᚐがࡘくるࡼうに

なって࠸る（㆕２）ࠋ 

 

（㆕１） 

 

（㆕２） 

くるࡘうな、和音のᵓᡂ音をってࡼのࡇ 

と࠸う᪉法は➓田と一宮の和音からࡘくる᪉

法と㢮ఝして࠸るࠋたࡔし、➓田の᪉法では、
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指導のጞめからせ୕和音のᶵ能和ኌが㔜ど

されると࠸う㐪࠸があるࠋ 

に「シࣞ「ࢯ࣑ࢻ」の後の活動では和音ࡇ 

うになってࡼくるࡘられ、同ᵝに࠼がຍ「ࢯ

 ࠋる࠸

 � 年⏕になると、同ᵝに᪕ᚊをࡘくるのに

�、ではࡇࡇそしてࠋの指ᐃがなされる࣒ࢬࣜ

ᗘ音⛬の � �、「の音ࡂなࡘ」の音の㛫にࡘ ᗘ

音⛬の � の音の㛫に「となりの音」としてࡘ

㠀和ኌ音を入れる⦎習へと㐍ࠋࡴ➓田と一宮

も同ᵝに、和音から音をྲྀり出し、࣒ࣜࢬኚ

をࡘける⦎習をしたあと、⤒㐣音、㌿㐣音

をᤄ入して࠸く᪉法であったࡘࠋまり、指導

法の㡰ᗎは同ࡌであると࠼࠸るࠋまた、「⤒㐣

音」「㌿㐣音」の用語に࠸ࡘても、➓田もまた

和ኌ学の用語をࡘࡘ࠸、文୰では「となり

の音」「ࡘなࡂの音」と同ࡼࡌうに呼んで࠸るࠋ 

 � 年⏕では、指ᐃされた᪕ᚊが、どの和音

からできて࠸るのかをㄪべる活動がຍわるࠋ

との㏫の活動となるࡇくるࡘれは和音からࡇ

が、ࡇのࡼうな活動は➓田の指導法にはぢら

れなࠋ࠸ 

うにⴥ♫の「創作」では、ᶵ能和ࡼのࡇ 

ኌの学習はྵまれて࠸な࠸が、➓田から一宮

にᘬき⥅がれた᪕ᚊ創作の指導法をኚ᭦しな

がら᥇用したとࡼ࠼࠸うࠋまた、ࡇの他、�

年⏕、� 年⏕では、「ࡩしをࡘけるけࡇ࠸」と

して、ࡇとばからࡘくる᪉法があり、後で㏙

べる一宮のもう一ࡘの指導法とඹ通するࡇࠋ

のࡼうに「和音からࡘくる᪉法」と「ࡇとば

からࡘくる᪉法」の୧᪉がྲྀ入れられて࠸る

であり、ᙼࡌとは、一宮の作曲指導法と同ࡇ

ዪの᪉法がᫎされたྍ能性が高ࠋ࠸ 

 

㸶㸬まとめ 

 本論で᫂らかにしたࡇとをまとめると௨下

のࡼうになるࠋ「音の作文」と呼ばれた一宮の

作曲指導法のయ⣔は１）楽㆕指導、２）和音

からࡘくる、３）楽ᘧの⌮ゎ、４）言ⴥから

「音の作文」ࠋた࠸とからᡂり❧ってࡇくるࡘ

とは、➓田の指導法のᙳ㡪を受けた指導法で

あり、それは᭱⤊目ᶆが作曲にある絶対音感

教育にࡼる作曲指導法であったࠋしかし、ᙜ

時は実㦂が㛫にྜって࠸なかったので、ᑠ学

ᰯの為のయ⣔には作曲が入って࠸なかったࠋ

たࡔ、作曲への‽ഛ㐣⛬として、楽㆕指導が

時㛫をかけてᑀに行われたࠋ 

 絶対音感教育にᇶ࡙࠸た作曲をᑠ学ᰯでは

ら࠼⪄めて行ったのは一宮道子であったとࡌ

れるࠋその作曲指導のうち、まࡎ、和音から

ᵓᡂ音をᢤき出してࡘくる᪉法（和ኌ的᪕ᚊ

作法）は➓田の指導法、ࡘまり絶対音感教育

の作曲指導法からきて࠸たࠋ一宮はその指導

法を㋃くしながら、また⊂⮬に発展さࡏたࠋ

一宮が➓田の指導法にຍ࠼たのは、ḷモにᇶ

࡙く᪕ᚊ作法であるࠋそࡇでは、᪕ᚊᵓ造、

とばの長▷にὀ意がᡶわれࡇ、とばのᢚᥭࡇ

たࠋ和ኌ的᪕ᚊ作法とḷモにᇶ࡙く᪕ᚊ作法

は、一宮にとって▩┪するものではなく、┦

に⿵ྜ࠸うものであったࠋさらに、ⴥ♫

の教科᭩にある創作では௨ୖのࡼうな、➓田

から一宮にᘬ⥅がれた和ኌ的᪕ᚊ作法と一宮

⊂⮬のḷモにᇶ࡙く᪕ᚊ作法が⡆᫆されて

᥇用されて࠸るࠋ 

 とࢁࡇで、作曲をྵࡴ創作指導のṔྐをᴫ

ほすると、ṇ期には児童作曲がヨみられた

が、和ึ期から戦後にかけては、作曲指導

はあまり活発に行われて࠸なかったࡼうであ
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るࠋ特に和 �� 年の国民学ᰯ௧には、創作が

ྲྀ入れられなかったࠋしかし、和 �� 年㡭か

ら一宮が作曲を⇕ᚰに指導して࠸たのは、ᙼ

ዪが᪩࠸時期から➓田の絶対音感教育にࡩれ、

それを実践して࠸たࡇとと、その教育の᭱⤊

目ᶆが作曲にあったと࠸うࡇとにࡼるもので

あったࠋ 

とは、絶ࡇ࠸㏙べておきたࡘでもう一ࡇࡇ 

対音感教育は戦後、බ教育からはᾘ࠼、プࣛ

イ࣋ーࢺな音楽教ᐊࡸಶ人ࣞッࢫンでのみ受

け⥅がれたとされて࠸るࠋしかし、本論で᫂

らかになったࡼうに、絶対音感教育は戦後も

一宮の作曲指導を通して、㇏᫂ᑠ学ᰯに受け

⥅がれて࠸たのであるࠋまたⴥ♫の音楽教

科᭩にある作曲にそのᙳ㡪がṧったのであるࠋ 

 

㸷㸬ṧされたㄢ㢟 

学ᰯの音ࡔうに一宮道子は作曲がまࡼのࡇ 

楽教育にṇᘧに᥇用されて࠸なかった時代か

ら作曲指導にྲྀり⤌み、ᡂᯝをୖࡆるࡇとが

出᮶たのは、ᙼዪが➓田ගྜྷのඖで᪩くから

絶対音感教育を学んࡇࡔとにࡼるが、ᙼዪ⮬ 

㌟がከくの子どものḷをṧして࠸るࡼうに、

子どもの音楽的創造活動に関ᚰを示して࠸た

のも実ࢁࡔうࠋそうࡔとするならᙼዪの作

曲指導は、日からぢると࠸わࡺるクࣛシッ

ク音楽のみをᛕ㢌に⨨࠸て࠸たと࠸う時代の

ไ⣙から、ᑓらᶵ能和ኌにᇶ࡙くものに㝈ら

れて࠸て、そࡇにᙼዪの作曲指導の㝈⏺をぢ

るࡇとはもちࢁんᙜ↛であるࠋしかし、それ

が時代のไ⣙からくるものであったࡇとをぢ

ⴠとすのもまたබᖹであࢁうࠋまた、作曲

指導を通ࡌて子どもの創造的な活動を育てる

と࠸う一宮のᇶ本ጼໃを、日の「音あそび」

のඛ㥑的活動として⨨けるࡇとはあなが

ちうがったぢ᪉でもなࢁࡔ࠸うࠋそう࠸うど

Ⅼをᣢࡘと、ᙼዪが行った「音あそび」を

日の「音あそび」のඛ㥑的な活動として、ࡇ

れから⨨けて࠸くࡇとがᚲせとなるであ

 ࠋうࢁ

 

 

                                                   
࠙ὀࠚ 

ὀ1） 日本ዪ子学では࠸くࡘかの刊行≀があ

るࡇࠋの『Ἠ』もその一ࡘであり、和 31

年 4 ᭶からẖ᭶ 1 ᅇ発行されたࠋ発行は日本

ዪ子学出∧㒊で、同学の同❆⤌⧊であ

るᱜᴁဨ、学⏕、PTA など日本ዪ子学

関ಀ者を㉎読ဨとして࠸るࠋ㇏᫂ᑠ学ᰯの

音楽科に࠸ࡘて⤂された「㇏᫂の音楽（一）

（）」は、「私たちの㡫」にᅇにわたって

ᥖ㍕されたࠋ「私たちの㡫」は㝃ᒓ幼⛶ᅬࡸᑠ

学ᰯ、୰学ᰯ、高➼学ᰯが、その時ࠎの行

のᵝ子などをᥖ㍕したものがከࠋ࠸ᇳ➹者は

特に᫂グされて࠸な࠸が、「㇏᫂の音楽（一）」

の᭱後に「すཎ一グ」とあるため、文㈐は

ᙜ時、ᑠ学ᰯᰯ長ࡔったすཎ一であるࠋし

かし、ࡇの㡫作ᡂに「ཧຍ」したと࠸う意味

なのか、「ཧຍ者」として「一宮道子 ᆏᩄ子 

ᮧ山ᑑ子」のྡ๓がᣲがって࠸るࠋ「㇏᫂の音

楽（）」の文㈐者はᥖ㍕されて࠸な࠸が、同

ᵝにཧຍ者として、すཎ、一宮、ᆏ、ᮧ山の

ྡ๓がᣲがって࠸るࠋ 

ὀ2） 本論でᢅう「絶対音感教育」とは、➓田

ගྜྷがయ⣔をᡂさࡏた「絶対音感をᇶㄪと

する音楽教育」のࡇとであるࠋそのᇶ♏を創

したᅬ田Ύ⚽にࡼる実践は「絶対音᪩教育」
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であり、➓田がయ⣔をᡂさࡏた後、それを

もとに㜰ᗓሜᕷᇦで実践されたのは、బ

藤ྜྷ㑻にࡼる「和音感教育」であるࠋそし

て、絶対音感教育は、国民学ᰯⱁ能科音楽に

᥇用されたと言われて࠸るが、それは「⫈ぬ

カ⦎」とࡼばれたࡇࠋれらの指導内ᐜは␗な

っており、本論では、それࡒれ༊ูしてᢅうࠋ 

ὀ3） 一宮道子は高➼ዪ学ᰯで絶対音感教育を

実践した᭱ึの人≀であるࠋそのṊⶶ野高➼ዪ

学ᰯでの実践と、日本ዪ子学㝃ᒓ㇏᫂幼⛶ᅬ

での実践に࠸ࡘては 1938 年から 1940 年に発

行された音楽雑誌『楽ⱌ』にヲしࠋ࠸Ṋⶶ野高

➼ዪ学ᰯの実践は、4 ᕳ 8 号、4 ᕳ 10 号、4

ᕳ 12 号、5 ᕳ 2 号、5 ᕳ 3 号, 5 ᕳ 4 号、5 ᕳ

8 号にᥖ㍕されたࠋまた、日本ዪ子学㝃ᒓ㇏

᫂幼⛶ᅬでの実践に࠸ࡘては、5 ᕳ 9 号、5 ᕳ

10 号、5 ᕳ 11 号、6 ᕳ 1 号、6 ᕳ 2 号にᥖ㍕

されたࠋ 

ὀ4） たࡔし、一宮の作曲指導に関して、山崎

が、㇏᫂ᑠ学ᰯで行われた一宮の音楽教育法の

一ࡘとして、本論でྲྀりୖࡆる「音の作文」に

山崎は、一宮の指導で「Ẽࠋる࠸てゐれて࠸ࡘ

㍍にࡘくら」れた「音の作文」は「和音、曲

の⌮ゎがᇶになって࠸る」と㏙べて࠸る（山崎, 

1985, p.23）ࠋ 

ὀ5） 発行年は᫂であるࡎ∧ࣜ࢞ࠋりで、ዟ

もなく、ⴭ作ྡもな࠸が、௨下の⌮由にࡼり、

ᜍらく学のᤵᴗ用に一宮が作ᡂしたものと

ᛮわれるࠋ 

はࢺࢫ࢟ࢸのࡇ 136 㡫あり、まࡎᚑ᮶の楽

のࢺࢫ࢟ࢸと同ᵝに「༢音と音⛬」からጞま

るࠋしかし、その後の 100 㡫を和音おࡼび、

和ኌ学に࠸て࠸るࠋそして、童謡作曲法、క

 

                                                                                 
ዌ⦅曲法が㝃❶としてᥖ㍕されて࠸るࡇࠋのࢸ

を音楽の⌮論をຮᙉするためにったࢺࢫ࢟

とᛮわれるが、ᚑ᮶の楽のࢺࢫ࢟ࢸとはき

な㐪࠸がぢられるࠋそれは、「音㝵」に࠸ࡘて

の㡯目がなࡇ࠸とであるࠋ本論ではヲしくᢅわ

な࠸が、絶対音感教育では「音㝵」は࢝デンࢶ

にྵまれる音を୪べたࡔけである、とㄝ᫂され、

⊂❧した㡯目としてはྲྀりୖࡆられなࡘࠋ࠸ま

り、「音㝵」をᢅわࡎ、和音、和ኌに㔜Ⅼを⨨

く音楽⌮論をᤵけるのは、絶対音感教育にഴಽ

した人≀ならではであるࠋまた、ᗎ文のグ㏙内

ᐜが、一宮がᖌとする➓田ගྜྷのⴭ作にある内

ᐜと㔜」する⟠ᡤがከくあるࠋさらに、ࡇの㈨

ᩱのᡤⶶが日本ዪ子学㝃ᒓ㇏᫂ᑠ学ᰯの音

楽ᐊにある一宮文ᗜであるࡇとからも、『音楽

 ࠋとしたࡔは一宮⮬㌟が作ᡂしたもの『ࢺࢫ࢟ࢸ

ὀ6） 島崎は「ࡇの時期には国㜵教育のほⅬか

ら絶対音感教育がዡບされたが、なかには創作

教育のᇶ♏࡙くりとして絶対音感教育をᙇ

する人も࠸た」として、ሜᕷで「和音感教育」

を実践したబ藤ྜྷ㑻をᣲࡆて࠸るࠋబ藤ྜྷ

㑻は「和音感教育に依れば、ᡤㅝ作文⛬ᗘの作

曲がᐜ᫆に⮬↛に出᮶る」と࠸うࡼうに（బ藤, 

1940, p.115）、作文と作曲を対ẚさࡏて࠸るࠋ

しかしそれを実践したと࠸うグ㘓はなࠋ࠸ 

ὀ7） 1953 年ᗘ「音楽年㚷」にࡼれば、一宮は

➓田をᖌとして࠸るࠋまた、山崎（1985）に

に通ࢫーࣔニークࣛࣁれば、一宮は➓田ሿのࡼ

って࠸たと࠸うࡇࠋのࣁーࣔニークࣛࢫでは、

➓田が┤᥋指導にあたって࠸たࠋ 

ὀ8） 絶対音感教育が音楽を創る、と࠸うࡇと

に関ಀして࠸るࡇとを示၀した◊✲に、山下

（2005）とⳢ（2013）の◊✲があるࠋ山下は
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ᅬ田の実践に࠸ࡘて、「たくさんの曲を⫈き、

和音に័れた⪥であれば、音のྲྀりྜわࡏの美

しさࡸㄪ和を⮬↛に⫈き◚り、᪂たな音楽を

作り出ࡏると⪃࠼た」と音感教育の⌮ᛕに国楽

創ᡂがあったࡇとをᣲࡆて࠸るࠋ同ᵝに、Ⳣも

絶対音感教育と国楽ᶞ❧の関ಀにゐれて࠸る

が、ࡎ࠸れも絶対音感教育と作曲指導とのᐦ᥋

な関ಀに࠸ࡘてはゐれて࠸なࠋ࠸ 

ὀ9） 本ከらは国民学ᰯ時代の音楽教育を᥈る

ため、インタビューㄪ査を行ったࠋそれにࡼる

と、「⫈ぬカ⦎」として、和音ุูを┒んに行

って࠸たࡇとを᫂らかにした（本ከ他 1999, 

本ከ 2000, 藤 2000, 本ከ また、㕥ࠋ（2004

木（2006）はᖌ⠊学ᰯで行われた音楽教育を

ㄪ査し、和音ุูを୰ᚰに行って࠸たࡇとを᫂

らかにして࠸るࠋ 

ὀ10） ➓田の「絶対音感教育」のᇶとなったᅬ

田Ύ⚽の「絶対音᪩教育」に関して、木ᮧ（2005）

は༢なる音感教育ではなく、࢙ࣇࣝࢯーࢪュ教

育をྵんࡔ⥲ྜ的なయ⣔をもった教育ࡔとᤊ

ᅬ田の提ၐした教育は『絶対音感」ࠋる࠸て࠼

⋓ᚓ』のみをྲྀり出しษり㞳したものではなく、

また、絶対音感⋓ᚓが᭱⤊目的でもな」く「そ

のඛに᭦にከくの⋓ᚓすべき能ຊがあるࡇと

をᅬ田はㄆ㆑して࠸た」として࠸る（p.48-49）ࠋ 

ὀ11） ࡇのࡇとをけるࡼうに、బ藤ㅬ୕

（1943）は国民学ᰯにྲྀり入れられた⫈ぬカ

⦎に࠸ࡘて「あのྲྀ入れ᪉が㠀ᖖにၥ㢟」と㏙

べ、「あれࡔけに音楽⯡にரって⥈ྜ的の教

育య⣔がᡂしᒃるにもᣊらࡎ文㒊┬は、あれ

を⫈音とபったࡸうなᴟく⊃࠸⠊ᅖのものと

してྲྀ入れてあるࠋ（୰␎）➓田Ặの❧ὴな⥈

ྜ的な音楽教育とபࡩものをの൷ྲྀ入れた

 

                                                                                 
らᐅしからうとᛮࡩ」と批ุして࠸る（p.22）ࠋ

まり、和音ุูは➓田の絶対音感教育の一㒊ࡘ

でしかなく、その能ຊ⋓ᚓが目ᶆでもなࠋ࠸ 

ὀ12） ➓田は᪕ᚊを作った後に、和ኌをける

᪉法を批ุしており、「現代の音ᵹは和音㐍行

―即ࣔࣝࣁニーのᅵྎのୖに❧てられてある

から、ඛࡎそのᅵྎから▱るᵝにするのがṇし

 ࠋう（➓田, 1950, p.12）࠸᪉法である」と࠸

ὀ13） ➓田の戦後のⴭ᭩をみると、ࢻイࢶ音ྡ

ではなく、日本音ྡをって࠸るࠋ 

ὀ14） 和音から᪕ᚊをྲྀり出してࡘくるࡇとに

て、➓田は「之は୰㌟である୪べられた和࠸ࡘ

音からᘬき出されたもので、和音㐍行をᵓᡂす

る和音と↓関ಀな音をᢳ出するࡇとが出᮶な

それᨾ᪕ᚊは、၏ႝにᣐりฎもなく₍↛とࠋ࠸

出現するものではなく、ᖖに和ኌに依りฎをも

って࠸るものであるから、そのᚰ㧊をᥗࡴ᪕ᚊ

ᢳ出⦎習とその₇ዌは、作曲⦎習の᭱もษな

ᇶ♏である」と㏙べる（➓田, 1950, p.18）ࠋ 

ὀ15） ᅇはゐれて࠸な࠸がకዌ⦅曲法を習う

㝿に、కዌと᪕ᚊとの音⛬関ಀに関するὀ意と

してゐれて࠸るࠋ 

ὀ16） たࡔし、ᅇ㈨ᩱとしてった『音楽ࢸ

られるた࠼⪄とࢺࢫ࢟ࢸは学⏕用の『ࢺࢫ࢟

め、実㝿にᑠ学⏕の指導にあたっては、➓田と

同ᵝ、一ࡘ一ࡘのࢸࢫップをᑀに指導したྍ

能性もྰᐃできなࠋ࠸ 

ὀ17） ୖṊኈは、ⴭ᭩『音楽教育法ࠝ ᨵゞ∧ 』ࠞ

（音楽之♫, 1973 年, ึ∧ 1955 年）で、「⮬

↛な᪕ᚊは、ᖖに和ኌの࡙けをᣢって࠸ますࠋ

ですから作曲のṇ道から࠼࠸ば、ࡴしࢁ᪕ᚊの

作曲は後まわしにして、和ኌの◊✲から入るの

があたりま࠼でしࡻうࠋ」と和ኌ学の㔜せ性を
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ㄆめながらも、「和ኌ学があって、᪕ᚊが⏕ま

れたのではな」ࡇ࠸と、また、「య㦂から出発

して行ࡇうとするᑠ学ᰯࡸ୰学ᰯの教育にお

ては、和ኌ法の◊✲を᪕ᚊの作曲の後にする࠸

と࠸うࡇとはࡴしࢁ⮬↛な、児童・⏕ᚐのᚰ⌮

に即した行き᪉ࡔと⪃࠼ますࠋ」と㏙べるࠋ 
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４㸬民謡としての「わらべうた」と創造的な音楽活動の関連性 

―高野辰之『民謡・童謡論』（����）をてがかりとして― 

権藤 敦子 

 

The relationship between children’s songs as folk songs and creative music activity  
—Referring to A study on folk songs and children’s songs (1929) by Tatsuyuki Takano— 

 

 

せ⣙ 

 本◊✲では高野辰之（1876-1947）の『民謡・童謡論』（1929）における民謡ࡸわらべうたに対するᡤ論を᳨ウ

し㸪創造的な音楽活動との関連性を⪃ᐹしたࠋ高野はḷ謡ྐ◊✲を⫼ᬒとして子どもが⏕み出すわらべうたの創

造性に着目し㸪子ども⮬㌟が⏕活のなかのᛮ࠸を⮬らᛮ࠸のままにうた࠼るࡇとを㔜せどしたࠋ 

 

Abstract 
 In this paper I will discuss the ideas of Tatsuyuki Takano (1876-1947) in his A study on folk songs and 
children’s songs (1929). After I examine his opinions on children’s songs and folk songs, I will 

demonstrate the relationship between his ideas and creative music activities. Through his study on 
history of Japanese songs, Takano found creativity in songs which children spontaneously invent. He 
thought it important for children to be able to express their feelings freely through song. 

 

 

 高野辰之㸪民謡㸪わらべうた：ࢻーワー࢟

 

１ はࡌめに 

 

 本✏は㸪高野辰之（���������）がそのⴭ᭩『民

謡・童謡論』（����）にお࠸て論㏙した民謡ࡸわ

らべうたに対するᡤ論を᳨ウし㸪そのඛぢ性を᫂

らかにするࡇとを目的とするࠋそのୖで㸪現ᅾに

おける創造的な音楽活動との関連性を᳨ウし㸪

後に向けた示၀をᚓるࡇとでそのඛぢ性の証ᕥ

とするࠋ 

高野は㸪ࠓがきたࠓࠔᨾ㒓ࠓࠔ⣚ⴥࠔなど㸪ᑜ

ᖖᑠ学ၐḷの代表的な作ရの作モ者とされて࠸

るࠋしかし㸪高野⮬㌟は㸪ၐḷࡸ童謡に対してᚲ

ࡴࠋ࠸るわけではな࠸しも⫯ᐃ的な評౯をしてࡎ

しࢁ㸪高➼教育ᶵ関であるᮾி音楽学ᰯの㑥楽ㄪ

査のᴗにᦠわりࡘࡘ㸪ึ ➼教育の国語ࡸၐḷ

における㏆代教育⟇の᭱๓⥺に❧ち㸪ḷ謡ྐの

◊✲者として日本のうたのṔྐをಠ▔的にᤊ࠼

るなかで㸪ၐḷ・童謡を批ุし㸪人ࠎがᛮったま
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まにうた࠸たࡼ࠸うにうたうࡇとの㔜せ性をၐ

のうたに対する高ࠎしかしながら㸪人ࠋけた⥆࠼

野の⇕࠸ᛮ࠸は㸪ၐḷのḷモと㔜ྜࡡわࡏて語ら

れてきた高野ീにࡼってそ࠸㞃され㸪ࡇれまでぢ

ⴠとされてきて࠸たࠋそࡇで㸪ࡇࡇでは㸪人ࠎの

うたに対する高野のᛮ࠸と㸪ၐḷ・童謡に対する

意ぢの୧᪉がめられた『民謡・童謡論』を᳨ウ

するࡇとにࡼって㸪᫂・ṇ・和と࠸う時代

をぢᤣ࠼た高野のᙇを᫂らかにするࠋ 

他᪉㸪創造的な音楽活動に࠸ࡘて㸪まࡎ㸪ࢪョ

ン・࣌インターとࣆーター・アࢺࢫンの『音楽の

語るもの―ཎⅬからの創造的音楽学習―』からᘬ

用した࣌ࠋ࠸インターらは㸪まࡎ➨一に㸪音楽を

教࠼る⌮由を㸪教科を፹として㸪クࣛࢫのすべ

ての⏕ᚐに㸪人教育と࠸う❧ሙでᐤするとࡇ

教育は子どもが୰ᚰに⨨かれるࠋる࠸にồめてࢁ

べきであり㸪一人ࡦとりの子どものḧồから出発

すべきであるࠋそして㸪発ぢの㦫きと興ዧにしば

しばᚰをᦂり動かされ㸪その感の表現᪉法をぢ

からⱁ⾡がㄌࡇࡇ㸪まさに࠸られな࠸にはࡎけࡘ

⏕する㸪として㸪ḟのࡼうに⥆ける１ࠋ 

 

音楽と࠸うᑓ㛛教科は㸪他教科と関連のな࠸

一連のカ⦎ࡸᢏ⾡として㸪音楽と࠸うẆのなか

に㛢ࡇࡌもってしまうならば㸪とうて࠸Ꮡ⥆す

るࡇとはできなࠋ࠸そうではなくて㸪音楽と࠸

う教科は㸪人㛫のᖜᗈ࠸⤒㦂分野の一㒊であり㸪

まࡎそう࠸う関ಀのもとに⌮ゎされるᚲせがあ

るࠋ 

 

そして㸪音楽は⏕活⮬యへの῝࠸感応からⱆば࠼

るものであり㸪子どもが⮬分の⪃࠼を表現できる

⾡うになる表現手ẁであり㸪音楽が創造的なⱁࡼ

であるが࠼ࡺに教育のなかで㔜せなᙺ目をᯝた

すものである㸪とする２ࠋ 

日本にお࠸ても࣌インターとアࢺࢫンのࡇのࡼ

うなᙇはඹ感をもって受けとめられてきたࠋᙼ

らの「創造的音楽作りとは一యఱであࢁうか？ఱ

の⏕ᚐにとってಶ性的でࠎそれは㸪ಶࡎりもまࡼ

あるࡼうなࡇとを表現する᪉法である」３と࠸う

創造的な音楽活動に対するᐃ⩏は㸪ࡇのⴭ᭩の⫼

ᬒとなって࠸る子どもの表現と⏕活へのどᗙࡸ

教育ほにᨭ࠼られるものとして⌮ゎするべきで

あࢁうし㸪現ᅾにお࠸ても一ࡘの㔜せな出発Ⅼで

あると⪃࠼られるࠋ 

 ���� 年にබ示されたᑠ学ᰯ学習指導せ㡿では㸪

表現㡿ᇦの一ࡘとして音楽࡙くりが⨨࡙けら

れたが㸪そのゎㄝにお࠸て㸪「音楽࡙くりは㸪児

童が⮬らの感性ࡸ創造性をാかࡏながら⮬分に

とって౯್のある音ࡸ音楽をࡘくる活動である」

とᐃ⩏された４ࡇࠋれは㸪᰿本にお࠸て㸪࣌イン

ターらの創造的な音楽活動のᐃ⩏を㋃くしたも

のとみなすࡇとができࡼうࠋ 

では㸪現ᅾにおける創造的な音楽活動を௨ࡇࡇ 

ୖのࡼうにᗈくᤊ࠼㸪高野辰之のᡤ論にぢられる

ඛぢ性との関連を᳨ウし㸪そࡇから後への示၀

を᫂らかにするࡇとにするࠋ 

 

２ 高野辰之とḷ謡のかかわり５ 

 

高野辰之は㸪����（᫂��）年に長野┴ᑜᖖᖌ

⠊学ᰯを༞ᴗ後㸪᳨ ᐃヨ㦂で国語のᖌ⠊学ᰯᑜᖖ

୰学ᰯ高➼ዪ学ᰯ教ဨචチ≧をྲྀᚓ㸪その後ୖி

し㸪国語国文学の◊✲を本᱁的に開ጞするࠋ長野

時代にすでに和ḷ㸪᪂యリ➼㸪さまࡊまなᙧែで

の作ḷをᩘከく行って࠸たが㸪ᮾிᖇ国学国語

◊✲ᐊでί⍠⍵本とⰪᒃྎᖒのᩚ⌮をᢸᙜする

にࡇうになってからは㏆ᯇ◊✲にྲྀり⤌み㸪そࡼ

ᘬ用された謡に着目するࠋᖌしたୖ田ⴙ年は

みࡎから㒔ࠎ㐓をࡘくるࡼうな人≀であり㸪ୖ ி
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した高野はୖ田のもとで㏆ୡ文学◊✲㸪ḷ謡◊✲

へと向かうࠋ 

����（᫂��）年には㸪ᮾி音楽学ᰯ㑥楽ㄪ査

კクとしてົし㸪㑥楽のモ❶ὀ㔘にྲྀり⤌ࠋࡴ

国文学から出発した高野であるが㸪᭩き␃められ

たモ❶の◊✲にはとどまらࡎ㸪開ጞされたばかり

の音ᶵ⟶㘓音にṧされた音ࡸ㸪㑥楽ㄪ査のた

めにᮾி音楽学ᰯをẖ㐌ゼれる㑥楽ྛὶの家ඖ

の₇ၐを☜ㄆしながら㸪一୰㸪Ύඖ㸪長ှ➼のྛ

✀のモ❶本と↷らしྜわࡏ㸪その語りཱྀのኚ➼

を᳨ウして࠸るࠋその後㸪����（᫂��）年に国

語おࡼびḷ文のᤵᴗკク㸪����（᫂��）年には

ᮾி音楽学ᰯ教ᤵとなり㸪����（和��）年まで

ົしたࠋそれらのㄪ査ࡸㅮ⩏内ᐜをᅵྎにしな

がら㸪『日本ḷ謡ྐ』（����）『日本ḷ謡集ᡂ』

（���������）などのᴗ⦼にࡼってḷ謡の学ၥ的

◊✲の♏を⠏くࠋ 

それと୪行して㸪高野は ����（᫂ ��）年か

ら����（ṇ㸷）年まで文㒊┬にお࠸て国ᐃ➨一

期から➨୕期にわたる国語読本の教科᭩⦅⧩に

ᦠわるࠋ国ᐃ➨期の読本は㸪その㡩文が『ᑜᖖ

ᑠ学読本ၐḷ』おࡼび『ᑜᖖᑠ学ၐḷ』のḷモと

して᥇用され㸪ၐḷは読本と関連࡙けて⦅⧩され

て࠸った６ࠋ国語教科᭩とのかかわりから㸪高野

は文㒊┬にࡼってᑠ学ᰯၐḷ教科᭩⦅⧩ጤဨკ

クに௵ࡌられて࠸るが㸪ᮾி音楽学ᰯ内のၐḷ⦅

⧩⦅⧩ဨをࡐられるのは㸪ᮾி音楽学ᰯ⦅

『᪂ḷ曲』（����）の出∧がᵓされる ����（

和�）年௨㝆のࡇとであるࠋ 

文㒊┬では㸪高野がᒓᐁとしてົして࠸た時

期（���������）に童ヰఏㄝ謡➼ㄪ査を実し㸪

����（᫂��）年㡭に高野はそのᩚ⌮をᢸᙜしたࠋ

がて国語読本の⦅⧩がᛁしくなったためにそࡸ

のは高野の手を㞳れ㸪文ⱁጤဨ⦅⧩の『ಓ

謡集』（����）としてබ刊されるࠋ文㒊┬からᗓ

┴▱にあててሗ࿌をồめた㸪㏆代国家యไがᩚ

ってึのᜳⓙㄪ査である࠸うⅬで㸪『ಓ謡集』は

⏬期的なⵔ集であるࠋしかしながら㸪⦅⧩された

内ᐜは高野にとってはㄆめがた࠸ものࡔったࠋ

����（ṇ３）年�᭶の『ಓ謡集』からわࡎか�

か᭶後の����（ṇ３）年�᭶㸪『ಓ謡集ᣠ㑇』

を➉⣸ⴥとのඹ⦅として出∧し㸪そのなかで

『ಓ謡集』で┬かれたわらべうた➼を㘓して࠸

る㸵ࠋ 

高野は㸪国語読本の⦅⧩にお࠸ても㸪その㡩文

としてわらべうたを⨨࡙け㸪㔜どして࠸るࠋ高

野がᅗ᭩ᐁとしてᢸᙜした国ᐃ➨୕期国語読本

では㸪その⦅⧩のための内ᐜ分析表に㸪リḷと࠸

う༊分のもと㸪ತྃ・川ᰗ㸪和ḷ㸪᪂యリとな

らんで㸪童謡㸪ಓḷ㸪と࠸うᑠ༊分がタけられ㸪

➨学年までに４ࡘの教ᮦが⨨࡙く㸶ࠋそして㸪

たと࠼ば㸪➨一学年用ᕳ一の「࣍シ」に࠸ࡘて㸪

「Ṉの国語読本には㸪ᕞの㒊の童謡に๎ࡘて

出しましたが（୰␎）ྛ ᆅに行はれてࢄるものは㸪

Ṉのㄢを教ᤵする㝿㸪㐲៖なくおᘬ出しになるが

童謡は᭱も児童のᚰにྜするものࠋࡩとᛮ࠸ࡼ

で㸪ึ Ṍの㡩文にはどうしてもࡇれでなければな

らࡠと⪃へます」と高野はゎㄝしており㸪教科᭩

にグ㍕された教ᮦをそのまま教࠼るのではなく㸪

子どもの⏕活のなかにある㌟㏆な㢮ఝのわらべ

うたを教ᮦとして㐲៖なくྲྀりୖࡆて࠸ࡼ㸪と᥎

ዡして࠸る㸷ࠋ 

か㸪ྛᆅのᰯḷ㸪ᅋయḷ㸪ⓚᐊ関連のዊのࡇ 

⚃ḷࡸ㸪㑥楽曲のモ❶など㸪ከくの作ḷも手け

て࠸るが㸪௨ୖ㏙べたࡼうな⤒Ṕは㸪高野⮬㌟の

うたに対する⪃࠼᪉にきなᙳ㡪をཬࡰしたと

とりわけ㸪᫂ࠋられる࠼⪄ �� 年代に㏆ᯇ◊✲

を通して出ったྛ✀の民謡ࡸὶ行ှ㸪����（᫂

��）年に文㒊┬でᢸᙜした童ヰఏㄝ謡➼ㄪ査

のᩚ⌮で出った民謡は㸪ḷ謡ྐ◊✲を行うう࠼
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でのどᗙをỴᐃけるものとなったࠋ高野のḷ謡

ほは㸪「⏕活⮬యへの῝࠸感応からⱆば࠼」㸪人ࠎ

が⏕活のなかで⮬分のẼᣢちに即して⏕みࡔし

てきた日本のうたから出発しており㸪それは㸪す

洋音楽における楽曲作ရ piece としてのうたを出

発Ⅼとしたၐḷ関ಀ者のḷ謡ほとはきく␗な

るものであったと⪃࠼られるࠋ 

ḟ❶からは㸪高野にࡼる『民謡・童謡論』にお

ける論㏙をලయ的に᳨ウしながら㸪そのᙇを᫂

らかにして࠸くࠋ 

 

３ 民謡としてのわらべうた 

 

『民謡・童謡論』は㸪����（和４）年に秋

文ᗜとして出∧されたࠋయはきく２㒊に分か

れており㸪๓༙の民謡⦅は㸪����（ṇ��）年に

『日本民謡の◊✲』として秋♫から出∧された

もの㸪後༙の童謡⦅は㸪����（ṇ��）年にᮾி

高➼ᖌ⠊学ᰯ㝃ᒓᑠ学ᰯのึ➼教育◊✲ၐḷ

◊✲㒊のკに応ࡌて行ったㅮ₇「童謡と教育」の

ཎ✏で㸪語ྃ➼のಟṇをຍ࠼て一子とされたࠋ 

『民謡・童謡論』と࠸うタイࣝࢺに示された童

謡とは㸪人にࡼって᪂作された童謡ではなく㸪

わらべうたのࡇとを指すࠋ高野は文୰でḟのࡼう

にᐃ⩏して࠸るࠋ 

 

童謡はのྡのዴく子どもがཱྀに謡ࡩᡤのḷ

であるࠋのḷの作者も᫂なら㸪作曲者も

᫂㸪また出᮶た時も出᮶たᡤも᫂であるࠋṈ

のⅬは㸪๓にࡩ࠸民謡とᑡしも㐪ࡩᡤがなࠋ࠸

童謡はඖ᮶民謡の一㒊をなすもので㸪通ᖖࡸ࠸

はᡂ人のཱྀにୖらࡎ子どもにࡔけㅕ謡されるの

で㸪特に童謡と呼ばれてࢄるのである１ࠋ㸮 

 

で高野は㸪「童謡はඖ᮶民謡の一㒊をなすࡇࡇ

もの」とᐃ⩏࡙け㸪民謡との㐪࠸は㸪わらべうた

が通ᖖ子どもにࡔけうたわれるⅬにあるとするࠋ 

それでは㸪高野の言う民謡とはなにか１１ࠋᚑ᮶

けてうたううたすべてをḷ謡とྡけࡘシをࣇ

てきた高野は㸪ḷ謡をᢏᕦḷと民謡とに分し㸪

民謡とはなにࡼりも人のᚰにᾛ࠸たを༢⣧⋡

┤に表現したものであるとするࠋそして㸪「民謡

はᗢ民のኌであるࡔけに㸪ࡈく▷⠍で㸪᪂に作り

出されるものにあࡘては㸪ḷと曲との㛫に時の๓

後がなく㸪く同一時に⏕まれ出る」㸪すなわち㸪

ඛにḷモがࡘくられそれに曲を㝃す㸪と࠸った㐣

⛬を⤒るのではなく㸪ᚰにᾛ࠸たᛮ࠸をそのሙで

即興的にうたにしてཱྀに出すと࠸うⅬを民謡の

特ᚩとして࠸るࠋ 

高野が㔜どする民謡のもう一ࡘの特ᚩとして㸪

ࡼーࣝするࣆれかが一ᐃの目的の下に㸪人にアࡔ

うにᚰを用࠸てᢏᕦ的にࡘくりあࡆたᢏᕦḷと

␗なり㸪「民⾗のኳの作リẼ分が⏕み出したも

の」が民謡であるとするࠋしたがって㸪ⱁ⾡的㸪

美的な౯್ほࡸᢏᕦがඃඛされるのではなく㸪き

わめて通な語で㸪きわめて༝㏆に㏙べられ㸪す

べてが面ಽくさくなࠋ࠸そのときそのሙでのᛮ࠸

を㸪⋡┤にうたった⮬↛で⣲ᮔなものであるとす

るࠋしかし㸪ㄡかがうたࡔ࠸した民謡がὶ行し㸪

ఏし㸪୕ 味⥺にあわࡏてᐗᖍでうたわれるᢏᕦ

的なものになったり㸪ᅛᐃしたりするࡇとにࡼ

ってᢏᕦḷに㌿ࡌてしまうሙྜもあるࠋ㏫に㸪も

とはᢏᕦḷであったものがὶ行してఏし㸪ཱྀ 㢌

ఏᢎの㐣⛬でኚし㸪即興でうたう㝿にそのࣇシ

እ᮶ḷࠋモが用されて民謡となるሙྜもあるࡸ

曲であったものが人ࠎのႴዲにあってḼ㏄され㸪

ḷ࠸ᔂされて民謡となるሙྜもあるࠋ高野は㸪「私

の民謡とࡩ࠸のは๓㏙のዴくで、ὶ行ှࡸḷが

ᑀࢁ本యをなすのであるࠋさうしてᢏᕦḷとは

対のᆅに❧ࡘて㸪のに༝⊢のもののあると

67

４．民謡としての「わらべうた」と創造的な音楽活動の関連性―高野辰之『民謡・童謡論』（1929）をてがかりとして―



 
 

ྰとにはఱの関ಀもな࠸のである」と言う１２ࠋ 

て㸪「ὶ行ࡆとをྲྀりୖࡇれは㸪野ཱྀ㞵のࡇ

ḷࡸḷはⱁ⾡でな࠸から民謡ではなࠋ࠸民謡は

㣬く㎾ⱁ⾡であるࡇとをᛀれてはならࡠとࡦ࠸㸪

ཪ民謡は同ࡌᜊを謡ࡘても㸪Ỵして༝⊢にὶれな

かࡔ㸪リは言ⴥの音楽ࡔఱとなれば民謡はリࠋ࠸

ら㸪Ỵして༝はチさな࠸と㸪のⴭ『民謡と童

謡の作りࡸう』の୰にᴟ言してᒃられる」１３と㏙

べたあとで㸪そうしたṇ期௨㝆᪂作された創作

民謡ࡸ創作童謡と㸪⮬㌟の⪃࠼る民謡の㐪࠸をㄝ

᫂した㒊分であるࠋ 

高野の┿意を▱るために㸪『ಓ謡集ᣠ㑇』から

⿵うࡇとにしࡼうࠋ『ಓ謡集ᣠ㑇』はその๓年に

発行された『ಓ謡集』から┬␎された一⯡的なも

の㸪⊢〮にわたるとㄆめられたもの㸪童謡㢮を⿵

うために高野と➉⣸ⴥのඹ⦅として出∧され

ており㸪そのᗎ言にお࠸て高野は『ಓ謡集』にࡘ

 ࠋる࠸うに㏙べてࡼてḟの࠸

 

ᐁ┬の出∧≀としてはᴟめて安な㛫㐪の

㉳らࡠ᪉であるࠋけれどもṈのᲠてられるう

ちには㸪野㊃ᶓ⁄㸪┿┤㟢と評すべきഇり㣭

らࡠኌがከ࠸のであるࠋその༝な㸪ከᑡ㓶⊢

に㏆ှ࠸が㸪ⲡྲྀ・Ⲕ・⮻ᤂのዴきປ作のሙ

ྜに出ると㸪ှ 者も聞く者もඹに一➗して為ࡩ

にປⱞをᛀれてにບࡴのであるྂࠋ 㢼のも

のࡼりもୖရなものࡼりも㸪人を動かすࡇとが

ከく㸪㝶て౯್もከ࠸のである１４ࠋ 

 

また㸪『ಓ謡集』からわらべうたが┬かれたࡇ

とに࠸ࡘて㸪「童謡の┬␎された⌮由は㸪『ᙼṈΰ

Ά㌿ケኰしきのみならࡎ㸪 ࠎᆅ᪉の特Ⰽをㄆめ

㞴きを௨て』とࡩ࠸のであࡘたࠋさうしてんの

一がᥖࡆられたばかりであࡘた」１５と批ุし㸪

民謡に࠸ࡘても㸪「一⯡的のもの（୰␎）も㸪ᡈ

ᆅ᪉にては┅㋀のḷに㸪ཪᡈᆅ᪉ではⲡྲྀှ・

㯏ᦍှなどに用ࡦられてࢄると㸪どうもᲠてかࡡ」

ると࠸う高野のጼໃは㸪さきに国語読本でもࡩれ

たࡼうに㸪人ࠎの⏕活のなかで人ࠎのẼᣢちを⋡

┤に表現し㸪それࡒれのᆅᇦの文⬦にお࠸てうた

われるものは㸪༝でもඖḷとなるものがあった

としても㸪そのᆅᇦの人ࠎの┿がうたࡇ࠸まれ

た㸪その人ࠎにとっての民謡として㔜どする㸪と

 ࠋうጼໃである࠸

⣽川࿘ᖹは㸪ከくの人がඹ有するࡼうになった

と言って「イン࣓ࢻ・ックࣜࣈパ」とをࡇシのࣇ

シࣇうために࠸とをࡇ࠸た࠸が言ࠎるが１６㸪人࠸

を用し㸪それをうた࠸ᔂし㸪㒔ྜのࡼ࠸࠸うに

ኚ࠼て࠸く㸪そのኚၐのなかで人ࠎがඹ有できる

ࢫ࠸に㸪ḷ謡ྐを長ࢁࡇくと࠸シがᙧᡂされてࣇ

パンでᤊ࠼た高野なりの民謡ほがᏑᅾするࠋ 

る㝿にも㸪ࡌて論࠸ࡘとは㸪わらべうたにࡇのࡇ

まึ᭱ࡎに㏙べられて࠸るࡇとであるࠋ௨下㸪『民

謡・童謡論』からࠓ⺯᮶１ࠔ࠸㸵に࠸ࡘて㏙べられ

た㒊分をᘬ用するࠋ 

 

 Ṉの㢮の童謡は田᳜時の๓後に㸪国ྛᆅに

て㝶分謡はれるものであるྃࠋ のもあり

対ྃもありして㸪ᙧの┦ᙜにᩚࡘたḷであるࠋ

㯤㔠の᳐とࡩ࠸語からุࡌても㸪分ྂ࠸時代

に㸪ㄡかリᡯのある人が作ࡘたものらし࠸が㸪

たᡤをࡘへなか࠸たくて㸪ࡦ࠸のḷは子౪がࡇ

ᛃしてᒃり㸪の曲がཪ子౪のẼ分にࡦくபࡼ

しࡘくりྜした為にὶᕸして日まで㑇ࡘた

のであるࠋさうしてのᣑがࡘて行く㛫には㸪

曲もከᑡኚり㸪ှのྃもࡸはり謡ࡦኚへられ 

た１ࠋ㸶 

 

が㸪ఏࡔうࡼጞめたものの࠸まり㸪人がḷࡘ

わるうちにኚしており㸪子どものᛮ࠸をࡼく言
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シも子どものẼ分にしっくりྜったࣇᑾして㸪࠸

ためにὶᕸしたものであり㸪作者がㄡであࢁうが㸪

ඖḷがあࢁうが㸪それは関ಀな࠸㸪とするࠋその

ୖで㸪ḟのࡼうに㏙べて࠸るࠋ 

 

 ඖ᮶子౪にྲྀࡘてはのḷモのᕦᣋࡸ㸪作者

のఱ人であるかのዴきはၥ㢟でなࠋ࠸たその

ḷの曲が⮬分のዲみにྜするࡸྰࡸでࡇれ

をឡၐしࡇれをᲠてるのであるࠋᑬも人が

⮬分のዲࡴものを特に教へ㎸ࡴとபࡇࡩとも

あらうࠋけれどもさうしたᡤで㸪子どもの性

にྜしな࠸ものがឡㄙされるࡇとはなࠋ࠸⮬↛

童謡なるものは㣬くまでも子どものḷである

べく㸪すなはち子౪の幼࠸ほᐹとᑡな࠸⤒㦂と㸪

もう一ࡘ人ࡼりはዑᨺなീຊを有するそ

れにྜ⮴する内ᐜのものでなければならな࠸

のであるࠋさうしてのḷの曲には㸪♽ඛ௨

᮶のఏ⤫的のᛮと曲ㄪとがཝとしてᏑして

ࡩるがために子どもはఱとபࢄཪᏑしてࠋるࢄ

⌮ᒅなしにࡇれに⪥をഴけ㸪ࡇれにᶍし㸪ࡇれ

に⇍したのである１ࠋ㸷 

 

に子ึ᭱ࡎうに㸪まࡼる࠸で高野がのべてࡇࡇ

どものᛮ࠸がᏑᅾし㸪それを表現するために㸪᪤

Ꮡのうたを用するࡇともあるࠋなࡌみのあるࣇ

シࡸ内ᐜに感ぬ的に⫈き入り㸪それをᶍೌしなが

ら㸪⮬分なりのᛮ࠸をそࡇに┒り㎸んでኚ࠼て࠸

く㸪そうして⇍して࠸くとࢁࡇにࡇそ㸪わらべう

たの意味がある㸪と高野は⨨࡙けて࠸るࠋとっ

さにᛮ࠸のままにうたࡔ࠸す㝿㸪その手がかりと

なるのがඖḷとなるࡼうなࣇシであり㸪また同時

に㸪なࡌみのあるᵓᡂ音ࡸ᪕ᚊᆺ㸪ࣜ ᆺであ࣒ࢬ

るࠋ 

 

 ྂ᮶の童謡は㸪のḷの曲が児童の手に作

られなかࡘたにࡼࡏ㸪それが児童のඹ㬆ㅕ謡に

てᡂ❧したものであるとすれば㸪児童の⢭ࡘࡼ

⚄⏕活の現れとして㸪࠸にࡇれをᑛ㔜しなけ

ればならࡠのであるࠋṦにその語ྃと曲ㄪとは㸪

ᗄ༑ᗄⓒ年㛫にわたࡘてὙ⦎され㸪Ὲửされて

᮶たものであࡘて㸪国民⢭⚄がṈ➼の㛫にྵま

れてࢄるࡇとをᛀれてはならࠋࡠ（୰␎）ⱝし

国民音ⱁに㸪の国特有の音ㄪが⫢せであると

すれば㸪民謡㸪の一㒊をなす童謡の㔜んࡐら

るべきࡇとは㸪Ỵして他のᢏᕦリにຎるもので

なࡇ࠸とはㄝく㎾もな࠸であらう２ࠋ㸮 

 

ࡘうに㸪高野は㸪ᢏᕦをจらして人がࡼのࡇ 

くったうたに対して㸪子どもがうたって࠸たもの㸪

うたって࠸るものはỴしてຎるものではなく㸪ま

た㸪時代を⤒て語ྃがきくኚして࠸ても㸪「曲

ㄪに฿ࡘてはί⍠⍵ࡸ長ှࡸ⟥ḷࡸὶ行ḷのᅪ

እに❧ࡘて㸪児童は↓㑧Ẽにྂ曲ㄪを⥅ᢎして᮶

た」２１とするࡘࠋまり㸪「ྂ曲ㄪ」と࠸う用語を

用࠸て㸪わらべうたには㏆ୡ㑥楽と␗なるᵓᡂ音

からなるものがከࡇ࠸とを指して࠸るࠋまた㸪

わらべうたが㸪「子どもの謡ࡘてࢄたものཪはࢄ

るもの」２２であり㸪民謡と同ᵝ㸪ᚰにᾛ࠸たᛮ࠸

をそのሙで即興的にཱྀに出すうたで㸪ㄡがうた࠸

となく㸪きわめて通なࡇしたかはၥ㢟にするࡔ

語で㸪きわめて༝㏆に㸪⋡┤にうたったものであ

るとしたら㸪᭱ ึに手がかりとなるのはࡇれまで

にうた࠸⥅がれてきたわらべうたであると࠸う

 ࠋうࡼともできࡇ

 

４ ၐḷ・童謡とわらべうたのちが࠸ 

 

民謡㸪ὶࡸては㸪わらべうた࠸ࡘシの用にࣇ

行ှに㝈ったࡇとではなく㸪ၐḷでもしばしばな

されて࠸たࠋᔱ田由美は㸪「『᭰࠼ḷ』のఏ⤫に依
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ᣐしながら㸪教育目ᶆをそのḷモに意ᅗ的にᙉく

ᫎさࡏたၐḷの作り᪉ࡇそが『ၐḷㄪ』㝯┒の

ཎᅉとなって࠸た」とする２３ࠋまた㸪一高ᑅḷで

も㸪����（᫂��）年௨㝆����（᫂��）年ま

での㆕᫂でな࠸ものはとんどが㌷ḷ㸪なかに

は㸪₇ḷࠓḠ⯙⠇ࠔの㆕でうたうࡼう指示されて

イ࣐ࢼイࢲࠓ᪑㡰ᕤ科学ண科では₇ḷのࠋた࠸

ば㸪࠼㏫に言ࠋる࠸がᑅḷとしてṧされてࠔ⠇ࢺ

「パࣜࣈック・࣓ࢻイン」となりࡸす࠸性᱁をᣢ

ったものが⧞り㏉しわれた２４ࠋ 

しかしながら㸪ᑅḷのࡼうに㸪ඖḷが示されて

た࠸しも㆕面のとおりにうたわれてࡎてもᚲ࠸

わけではな࠸うたとၐḷとではその性᱁を␗に

するࠋたと࠼ば㸪「ၐḷのなかにὶ行ḷのࣇシと

ఝて࠸るのがあり㸪ၐḷをうたわされたときにそ

のࣇシが出てしまったࠋそれで㸪ὶ行ḷをうたっ

て࠸たࡇとがඛ⏕にわかって㸪ࡪ࠸ࡎんྏられ㸪

うに㸪ࡼう証言２５にある࠸目にあった」と࠸どࡦ

ၐḷは楽㆕に᭩かれたつ⠊となるࣇシがある楽

曲であり㸪子どもがそれをうた࠸ᔂすࡇとはㄆめ

られて࠸なࠋ࠸「教ᖌはた᳨ࣰᐃ῭のḷ曲をྲྀᤞ

㑅ᢥしてᤵけるࡔけのᶵ能を有するものであ 

る」２６と࠸う発言にもあるࡼうに㸪学ᰯにおける

教ᮦは国にࡼって⟶⌮され㸪ၐḷ用に౪するḷモ

ཬび楽㆕のㄆྍไᗘࡸ教科用ᅗ᭩の᳨ᐃไᗘと

も┦ಗって㸪うたは「作ရ」としてᅛᐃされ㸪

そのḷモと᪕ᚊをそのまま子どもに受けΏし㸪子

どもたちがそのၐḷをṇしくḷうࡇとにࡼって

ၐḷ教育の目的は㐩ᡂされた㸪と⪃࠼られて࠸た

 ࠋとがわかるࡇ

さかのࡰってそのṔྐをり㏉ると㸪᫂ ��

年代後༙に┦ḟ࠸でಟ㌟㸪国語➼の教科᭩が国ᐃ

となるなかで㸪����（᫂��）年にᮾி音楽学ᰯ

にၐḷ⦅⧩が⨨かれ㸪国ᐃに‽ࡌた教科用ᅗ᭩

の⦅⧩がጤკされるࠋ����（᫂��）年には文㒊

┬で国ᐃ➨期『ᑜᖖᑠ学読本』の⦅集が開ጞ㸪

⩣ ����（᫂ ��）年には➨一ᅇᑠ学ၐḷ教科᭩

⦅⧩ጤဨの開ദ㸪����（᫂ ��）年には㸪『ᑜ

ᖖᑠ学読本』の㡩文を୰ᚰに『ᑜᖖᑠ学読本ၐḷ』

１が⦅⧩されるࠋそして㸪����（᫂��）年か

ら����（ṇ３）年までの４年㛫で『ᑜᖖᑠ学ၐ

ḷ』６学年用の発行がしたࠋ 

����（᫂��）年に文㒊┬国語教科᭩⦅⧩ጤဨ

をკクされ㸪国ᐃไᗘにࡼる᭱ึの教科᭩からそ

の教ᮦの作ᡂにᦠわってきた高野は㸪文㒊┬内で

ィ⏬されᑠ学ၐḷのಟṇが㞴しく㸪国語読本のḷ

モに楽曲を㝃してၐḷ集にຍ࠼てᨵၿをᅗると

��う᪉㔪のもとで㸪࠸��（᫂��）年に文㒊┬か

らᑠ学ᰯၐḷ教科᭩⦅⧩ጤဨをკクされるࠋしか

しながら㸪����（ṇ２）年のᮾிᗓでのㅮヰで

は㸪曲に࠸ࡘては「私の▱らな࠸とࢁࡇ」とし㸪

たと࠼ば㸪➨�学年に㓄ᙜされたࠓ⣚ⴥࠔに࠸ࡘ

て㸪ᮾிあたりの児童にはᑡし↓⌮かもれな࠸の

で㸪ḷモの〈ᶍᵝபࠎのᙧᐜなど㞴し࠸と教ᖌが

ᛮ࠼ば┬࠸ても࠸ࡼ㸪と࠸った発言もして࠸るࠋ

まり㸪国ᐃ教科᭩の➨一期からその教ᮦ作ᡂにࡘ

ᦠわり㸪ᆅ᪉の民ヰࡸおఞヰのⵔ集も行って࠸た

高野⮬㌟の教ᮦほはᴟめてᰂ㌾であり㸪教ᖌが児

童の実ែにྜわࡏながらそれࡒれ㔞して࠸く

 ࠋる２㸵࠼たと言࠸とを๓提にしてࡇ

ᑜᖖᑠ学ၐḷは『ಓ謡集』と『ಓ謡集ᣠ㑇』の

出∧と時を同ࡌくして学年の刊行がし㸪

など高野の作モとࠔᮋ᭶ኪࠓࠔᨾ㒓ࠓࠔがきたࠓ

される曲も日本国でうたわれるࡇとになるࠋ

ṇ୰期には㉥࠸㫽童謡㐠動が㉳ࡇってၐḷへの

批ุを展開し㸪ᩘ ከくの創作童謡が⏕み出されるࠋ

ཎⓑ秋のࡼうに㸪ᅾ᮶のわらべうたに᰿本をお

࠸れうたࡒて㸪子どもがᚰのままに⮬↛にそれ࠸

とを㔜どしたᙇもあったが㸪人の手にࡇすࡔ

る子どものためのⱁ⾡的な創作童謡は㸪高野のࡼ
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言う「子どもの謡ࡘてࢄたものཪはࢄるもの」と

うわらべうたのᐃ⩏とは␗なるものとなり㸪ၐ࠸

ḷと同ᵝに楽㆕としてᅛᐃされた楽曲作ရとし

てうたわれて࠸ったࠋ 

「ซそ学ᰯの教科᭩⛬⮬由をᣊ᮰されるもの

はなࠋ࠸ၐḷにしても㸪文Ꮠ文యࡼりはࡌめて㸪

ಟ㌟Ṕྐᆅ⌮⌮科➼の他のあらࡺる学科と㜼㝸

さࡏてはならࡠのであࡘて㸪まさにリであるべき

ၐḷに㸪教カとか▱㆑とかの㸪➨➨୕の目的が

ྵまれてࢄるのであるࠋ⮬由とゎᨺをᕼࡩリ人が㸪

どうしてࡇれに‶㊊しࡼう」と㸪高野は『民謡・

童謡論』にお࠸て᪂し࠸創作童謡のၐḷに対する

批ุにඹ感を示して࠸る２㸶ࠋそして㸪ḟのࡼうに

㏙べて࠸るࠋ 

 

 児童のᚰを㣴ࡩためにඃ⚽な᪂童謡の⥆出

するࡇとを♳り㸪のḷが本ᙜに童ᚰ童語であ

ᛮ⪃が⮬ら高められるものࡸて㸪児童のほᐹࡘ

であり㸪の曲はḷの作者がᕼᮃする日本味を

ᇶ♏とするもので㸪児童が喜んで謡ࡩものであ

りたࡇ࠸とをษ言する２㸷ࠋ 

 

高野は創作童謡をྰᐃして࠸るわけではなࠋ࠸

しかし㸪「現ᅾのၐḷのᨵၿはṈの᪂童謡にࡘࡼ

てಁ㐍ࡏられるであらうが㸪᪂童謡そのものもま

とࠋをせするᗘྜのものである」とする３㸮⌮ᩚࡔ

りわけ㸪ᢏᕦにとらわれࡎ㸪༝㏆なࡇとばで㸪子

どもがうた࠸たࡼ࠸うにうたࡔ࠸すࡇとを㔜ど

した高野は㸪人がࡘくって手Ώすⱁ⾡的童謡の

あり᪉に対する㐪和感を表᫂して࠸るࠋ高野の⪃

て㸪௨下の࠼まࡩうをࡼる子どものうたのあり࠼

 ࠋう３１ࡼとができࡇうにᩚ⌮するࡼ

 

・わらべうたではうたとࣇシは即興的に同時にう

たࡔ࠸されるが㸪᪂しく作られた童謡は㸪ḷモ

と曲とはᴫูࡡ人にࡼってࡘくられ㸪リはある

が曲のな࠸ものもከࠋ࠸ 

・童謡は㸪㢟ᮦが目᪂しく㸪⥲ࡌて༝⊢〮な内

ᐜがなࠋ࠸ 

・うたわれるわらべうたにはᚊ語になって࠸て㸪

が㸪創作童謡で࠸すࡸきࡘシが⤖びࣇとばとࡇ

はᐃᆺリを㑊け㸪ᙧが⮬由なものがከࠋ࠸ 

・ཱྀㄪばかりがࡼくて内ᐜが✵なもの㸪の

ᡤᅾをㄆ▱しがた࠸もの㸪㇟ᚩ的にすࡂるもの

があるࠋ 

・用語の幼さに対して内ᐜが㞴ゎなものがあるࠋ 

・童ᚰ童語と言࠸ながら㸪子どものもののぢ᪉ࡸ

用語㸪文❶表現にࡩさわし࠸と言࠼な࠸ものが

あるࠋ 

・曲はၐḷと同ᵝで㸪日本のࣇシと࠸うࡼりも㸪

す洋音楽の曲ㄪのᙳ㡪を受けたものがከࠋ࠸ 

・ᢏᕦ的で㸪ちࡻっと習࠼ばすࡄにうた࠼るᖹ᫆

なうたではな࠸曲もከࠋ࠸ 

・人も子どもと一⥴にうた࠼るࡼうなものでな

 ࠋものがある࠸

 

５ 創造的な音楽活動としてのわらべうた 

 

かあらす ⅲࠋ 

  ⅲがၷ࠸て࠸く㸪 

    お宮の᳃へ㸪 

    おᑎのᒇ᰿へ㸪 

     ၷ࠸て࠸く㸪ၷ࠸て࠸くࠋ 

 

㡭実㝿にうたったわらべう࠸れは㸪高野が幼ࡇ 

たであるとしてᘬ用されて࠸るが３２㸪リᙧをᑡし

ኚ࠼て国語読本に㡩文教ᮦとしてᥖࡆ㸪『ᑜᖖᑠ

学読本ၐḷ』㸪『ᑜᖖᑠ学ၐḷ』にも᥇用されたࠋ

の３音ࢻࣝࢥࣛࢺࢸシを学ばなくても㸪民謡のࣇ

にのࡏれば音の㐍行はཱྀから手に出てくる㢮
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のわらべうたであるࠋ子どもが言࠸たࡇ࠸とを言

う高野のわらべうたと࠸る㸪と࠼うに言ࡼ࠸た࠸

は㸪ᢏᕦをจらしたりⱁ⾡性をồめたりするもの

ではなく㸪からか࠸うたࡸとな࠼うたのࡼうなも

のもྵめて㸪⏕活のなかでࡩとཱྀを࠸ࡘてでてく

るࡼうなうたであるࠋそࡇでうた࠸出すてがかり

となるのが㸪子どもにとってなࡌみのあるࣇシの

ᵓᡂ音であるࠋしかし㸪ᑜᖖᑠ学ၐḷでは㸪➨１

学年のࡇの曲も㸪同ࡌくわらべうたにもと࡙く➨

３学年のࠓ㞜ࠔも㸪ཎ曲とはかけはなれたす洋音

㝵で作曲されて࠸るࠋ 

音㝵ࡔけではなく㸪わらべうたのሙྜには曲の

ᵓ造が༢⣧で㸪「わがᅾ᮶のものは㸪の音ᇦで

も高పのኚ⛣でもᴟめて子どもにྲྀࡘては⮬↛

なもので㸪ఱの面ಽもなく㸪ࡇれをၐࡦ㸪之をᦼ

するࡇとをᚓるものであࡘたࠋṓභṓの子ども

が『かあらすⅲ』とうたへば㸪୕ṓᅄṓの子ども

ものᘔらな࠸⯉で之を┿ఝるが㸪さうをかし࠸

㎾には㐪はな࠸⛬のࡸさしࡩ࠸し
、、

で出᮶てࢄた

のであるࡇࠋのᖹ᫆であり▷曲であるとபࡇࡩと

が童謡の特Ⰽ」である㸪と高野は㏙べて࠸る３３ࠋ 

さらに㸪とんどのၐḷは作ḷ者と作曲者がู

で㸪「作者から࠸へばḷの࠸が曲のୖに発さ

れな࠸とப᠍ࡩみはᖖにあり㸪作曲家からபへば㸪

曲を⌮ゎしてࢄな࠸人の作ࡘたḷは曲のࡘけࡸ

うにᅔるとப៓ࡩきが絶へな࠸」し㸪ၐḷは有⠇

のḷ曲からなり㸪２␒௨㝆はその内ᐜがどんなに

㐪って࠸ても１␒にࡘけた曲でḷわなければな

らなࠋ࠸それに対して㸪わらべうたは㸪ከくのሙ

ྜ１⠍１❶であり㸪動作の⥆くሙྜにはࡔらࡔら

とษれ目なく長⠍になるࡇともあり㸪作ḷ者すな

わち作曲者であったと⪃࠼た࠸どにࣇシと言

ⴥに㣗࠸㐪࠸が↓࠸ものがከ࠸㸪とする３４ࠋ 

 

 

６ 創造的な音楽活動としてのうたに対するඛ

ぢ性 

 

高野は㸪日本ḷ謡ྐの長ࢫ࠸パンをᤊ࠼て㸪ⱁ

⾡音楽をྵࡴᢏᕦḷに対して㸪民⾗が⏕活のなか

でそのᛮ࠸をうたった民謡のᏑᅾを㔜どしてき

たࠋ民謡の一㒊であるわらべうたに࠸ࡘても㸪子

どもの性にྜしな࠸ものがうたわれるࡇとは

なく㸪ዲみにྜ࠼ばឡၐするし㸪そうでなければ

りᲠてるࠋ子どもが言࠸たくて㸪言࠼なかࡘた

ᡤをࡼく言࠸ᑾして࠸てその曲が子౪のẼ分に

しࡘくりྜ࠼ば㸪うたࡂ⥅࠸㸪うた࠸ኚ࠼て࠸くࠋ

それは㸪児童の⢭⚄⏕活の現れであり㸪あくまで

も子どものうたである㸪とするࠋそして㸪子ども

がఱと࠸う⌮ᒅなしにࡇれに⪥をഴけ㸪ࡇれにᶍ

し㸪ࡇれに⇍す㸪と࠸う㐣⛬にὀ目して࠸るので

あるࠋ 

日本における創造的な活動のパイオニアとし

てみたとき㸪高野は音楽教育における実践をࡘく

りࡔしてきたわけではなࠋ࠸しかしながら㸪ၐḷ

教育の時代㸪子どもに人がࡘくった楽曲をうた

わࡏる教育がᙜたり๓となって࠸たときに㸪人ࠎ

とうた㸪子どもとうたの⤖びࡘきをᤊ࠼㸪⏕活の

なかでのᛮ࠸をㄡもが⮬由にᛮ࠸のままにうた

う表現のཎⅬの㔜せ性を高野は指࠸出す㸪と࠸

したࠋ子どもの創造的な音楽活動としてのうたに

対する高野のඛぢ性は㸪ὀ目に್するであࢁうࠋ 

 

㸵 おわりに 

 

音楽は⏕活⮬యへの῝࠸感応からⱆば࠼るも

のであり㸪子どもが⮬分の⪃࠼を表現できるࡼう

になる表現手ẁとして㸪音楽は教育のなかで㔜せ

なᙺ目をᯝたすものである㸪と࠸う࣌インターと

アࢺࢫンのᙇに␗論をၐ࠼る人は࠸なࢁࡔ࠸
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うࠋ日本でも㸪たと࠼ば㸪作曲家の୕ၿは㸪「一

༉のࡠࡪࡎれでṚんでࡺく子⊧をぢたとき㸪言ⴥ

でなく㸪文Ꮠでなく㸪動作でなく㸪ḷをḷ࠸たく

なったᚰのᦂらࡂは㸪それ⮬య㸪一人の人のⓒ

の⣽⬊がඹするᚰ㌟の『内㒊言語』ࡔと言࠼る

うほⅬでは㸪表現௨๓࠸う」として㸪教育とࢁࡔ

とも࠼࠸るࡇの内㒊言語へのὝᐹࡇそがཎⅬで

はな࠸か㸪とᙇする３５ࠋさらに㸪表現される⮬

ᕫそのものも⮬᫂なものではなく㸪ࡔからࡇそ㸪

その「᥈し」と「☜かめ」がなにかを作り出すႠ

みにࡘながるのではな࠸か㸪と㏙べて࠸るࠋ 

しかしながら㸪ࡇれまでの日本の学ᰯで行われ

てきた音楽教育にࡼって㸪子どもたちは⏕活のな

かでの⮬分のᛮ࠼⪄ࡸ࠸を音楽で表現できるࡼ

うになったࢁࡔうかࠋたと࠼ば㸪⏕活⥛᪉の実践

がおࡇなってきたࡼうなどⅬにたって㸪子どもた

ちの表現をಖ㞀し㸪子どもたちをᨭ࠼て᮶たࢁࡔ

うかࠋ 

⮬分のᛮ࠼⪄ࡸ࠸とは㸪「表現に対する⮬分の

うな音ࡼのࡇ」㸪ࡸ࠸ったᛮ࠸３６と「࠸㢪ࡸ࠼⪄

楽にしࡼうと࠸った意ᅗ」３㸵とは␗なるࠋ「⏕活

⮬యへの῝࠸感応からⱆば࠼」たᚰのなかのᛮ࠸

であり㸪それは㸪長࠸Ṕྐのなかで㸪また㸪さま

ࡇくࡘシが⤖びࣇとばとࡇて㸪࠸まなᆅᇦにおࡊ

とにࡼって「うた」として表現されてきたもので

あるࠋ 

発㐩ẁ㝵におけるங幼児のၾ語のࡼうなࡇと

ばと音の῝࠸かかわりࡸ㸪日本ᅾ᮶の音楽の༙

がḷ謡をకって展開されてきたࡇとに㚷みても㸪

創造的な音楽活動の出発Ⅼとその発展として㸪ࡇ

とばと音楽との⤖びࡘきを通して人がᛮ࠸のま

まにうたう㸪と࠸うࡇとをもっと⨨࡙けて࠸く

ᚲせがあると⪃࠼るࠋその意味で㸪ḷ謡学者とし

ての高野のᙇからは㸪子どもにとっての表現の

あり᪉㸪うたうࡇとの㔜せ性㸪ၐḷ教育として出

発した日本の音楽教育を⪃する手がかりをᚓ

るࡇとができࡼうࠋ 

また㸪人が⮬分のᛮ࠸を音楽にクすとき㸪たと

ば㸪᭰࠼ ḷと࠸う手法でパࣜࣈック・࣓ࢻインと

なるࡼうな曲をዲきなࡼうにኚ࠼て用࠸たり㸪と

っさに࠼るなࡌみのあるᵓᡂ音ࡸ᪕ᚊᆺ㸪ࣜ ࢬ

が活ࢁࡇりどࡼった࠸たりと࠸パターンを用࣒

用されてきたࡇとは㸪洋のᮾすをၥわࡎ㸪ࡇれま

での音楽のṔྐに示されてきたࠋḟのᨵゞで㸪

音楽࡙くりには᪤Ꮡの作ရを創意ᕤኵして表現

する活動はྵめな࠸㸪とされたが㸪創造的な音楽

活動をࡼりᗈくᤊ࠼㸪子どもがᛮ࠸のままにうた

うになるために㸪音ࡼるࡏし㸪音楽を⏕み出ࡔ࠸

楽科の学習㐣⛬に࠸ࡘてࡼり῝࠸㆟論がᚲせで

あࢁうࠋ 

 

                                                   
࠙ὀ  ࠚ
ン『音ࢺࢫーター・アࣆインター㸪・ョンࢪ １

楽の語るもの―ཎⅬからの創造的音楽学習―』山

本文茂㸪坪能由紀子㸪ʟ 㒔みどりඹヂ㸪音楽之

♫㸪����年㸪pp.２-３. 
２ 同ୖ᭩㸪p.３ 
３ 同ୖ᭩㸪p.㸵. 
４ 文㒊科学┬『ᑠ学ᰯ学習指導せ㡿ゎㄝ 音楽⦅』

教育ⱁ⾡♫㸪����年㸪p.��� 
５ 高野の⤒Ṕに関しては㸪ⰾ㈡⥀⦅『ᐃ本 高野

辰之―その⏕ᾭとᴗ⦼』（㒓ᅵ出∧㸪����年）㸪

㈈ᅋ法人ⱁ⾡◊✲興㈈ᅋ・ᮾிⱁ⾡学ⓒ年ྐ

⦅集ጤဨ⦅『ᮾிⱁ⾡学ⓒ年ྐ ᮾி音楽学

ᰯ⠍』➨２ᕳ（音楽之♫㸪����年㸪p.����）㸪
おࡼび㸪高野のⴭ作➼に᭩かれた内ᐜをཧ↷したࠋ 

６ 権藤敦子「ᑠ学ᰯ音楽科における教ᮦ㑅ᢥのၥ 

㢟―高野辰之『国ᐃ読本とၐḷとの連⤡』（����）

を手がかりに―」『ึ➼࢟ࣜ࢝ュ࣒ࣛ開発◊✲』

➨１号㸪����年㸪pp.�����ཧ↷ࠋ 
㸵 ヲしくは㸪権藤敦子「高野辰之とಓ謡集―そ

の⫼ᬒをめࡄって」㸪『ᗈ島学学㝔教育学◊

✲科紀せ』➨一㒊➨��号㸪����年㸪pp.�����
ཧ↷ࠋ 

㸶 ၈⃝ᐩኴ㑻『教育༤≀㤋』୰㸪ࡻࡂう࠸ࡏ㸪���� 

年㸪p.1��� 
㸷 高野辰之「ᑜᖖ

ᑠ学国語読本のㄝ᫂（４）」『国語教育』 

➨３ᕳ➨５号㸪����年５᭶㸪p.��� 
１㸮高野辰之『民謡・童謡論』秋♫㸪����年㸪p.����
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௨下㸪高野のᘬ用文では㸪ᅾ᮶のわらべうたを「童

謡」㸪᪂作の童謡を「創作童謡」「᪂童謡」と࠸う

高野の表グのままとするが㸪本文では現ᅾの一⯡

的な用法に‽ࡌて㸪それࡒれ「わらべうた」㸪「童

謡」と表グするࠋ 
１１௨下㸪同ୖ᭩㸪pp.３ࡼ���り民謡に࠸ࡘて高野が 

㏙べた㒊分からᢒ出するࠋなお㸪高野は㸪民謡に 
て㸪ึ࠸ࡘ 期には謡㸪᫂ᮎからṇにかけて 
はಓ謡㸪その後民謡と࠸う用語を用࠸るࡇとがከ 
 が㸪そのᙜ時の一⯡的な用法にᚑったものであ࠸
り㸪ࡇࡇではᇶ本的には『民謡・童謡論』で用࠸ 
られた民謡と࠸う用語を用するࠋ 

１２ 同ୖ᭩㸪p.��� 
１３ 同ୖ᭩㸪pp.������ 
１４ 高野辰之・➉⣸ⴥ⦅『ಓ謡集ᣠ㑇』භྜ㤋㸪

����年㸪pp. ϻ-ϼ㸬 
１５ 高野辰之⦅『日本ḷ謡集ᡂ』ᕳ༑ ㏆ୡ⠍㸪 

ᮾிᇽ㸪����年㸪p.Ϲ� 
１６ ⣽川࿘ᖹ「᪂な『㦫きのୡ⏺』」㸪CD『⾤ゅの

うた ᭩⏕⠇のୡ⏺』ゎㄝ㸪道楽ࣞࢥーࢻ  
DAI-���㸪����年㸪pp.２�㸷� 

１㸵 ⺯᮶࠸ ⺯᮶ࠋ࠸㸭あࡘちのỈは ⱞࡒ࠸㸪㸭 
㸪㸭㯤㔠の᳐で Ỉくれࡒ࠸⏑ ちのỈはࡘࡇ

る㸪Ỉくれるࠋ（高野辰之『民謡・童謡論』㸪p.���） 
１㸶 同ୖ᭩㸪pp.�������� 
１㸷 同ୖ᭩㸪pp.�������� 
２㸮 同ୖ᭩㸪p.����  
２１ 同ୖ᭩㸪p.���� 
２２ 同ୖ᭩㸪p.���� 
２３ ᔱ田由美「᫂後༙期『ၐḷㄪ』とはఱか―そ

のᵓ造的特Ṧ性と⏕ᡂに฿る教育的⫼ᬒ―」『音

楽教育学』➨��ᕳ➨１号㸪����年㸪p.���  
２４ 権藤敦子「᫂・ṇ期の洋楽⣔₇ḷにおける 

用のၥ㢟―᫂��年からṇ６年を୰ᚰに 

 ��ᕳ㸪➨『音楽学◊✲紀せࢺ࣋ࢨ࢚ࣜ』「―

����年㸪pp.������ 
２５ ᮾி㒔ྎᮾ༊にᒃఫする⚟島┴出㌟の⏨性 

（����年⏕まれ）への➹者にࡼる⫈きྲྀりㄪ査 

（����年㸷᭶実）にࡼるࠋ⚟島┴でのᑠ学ᰯ

時代のၐḷᤵᴗに࠸ࡘてᅇを語った証言ࡼりࠋ 
２６ 山本ኖ「音楽教育の᪂ᶵᵓと指導法」『学ᰯ教育』

���号㸪����年㸪p.���� 
２㸵 ヲしくは㸪権藤敦子「ᑠ学ᰯ音楽科における教 

ᮦ㑅ᢥのၥ㢟―高野辰之『国ᐃ読本とၐḷとの

連⤡』（����）を手がかりに―」（๓ᥖὀ６）ཧ

 ࠋ↷
２㸶 高野辰之『民謡・童謡論』㸪pp.�������� 
２㸷 同ୖ᭩㸪p.���� 
３㸮 同ୖ᭩㸪p.���� 
３１ 同ୖ᭩㸪pp.�������� 
３２ 同ୖ᭩㸪p.���� 
３３ 同ୖ᭩㸪pp.�������� 

                                                                                 
３４ 同ୖ᭩㸪p.���� 
３５ ୕ၿ「ኚ動する⮬分を᥈す」『AERA Mook�� 

教育学がわかるࠋ』ᮅ日᪂聞♫㸪����年㸪

pp��������� 
３６ 文㒊科学┬『ᑠ学ᰯ学習指導せ㡿ゎㄝ 音楽⦅』㸪 

p.��� 
３㸵 同ୖ᭩㸪p.��� 
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５㸬安田寛㸪幼児の内面に着目した創造的音楽活動の即興的展開 
ʊʊ『子どものための音あそび集』とワークショップの分析を通してʊʊ 

甲斐 万里子 
 

The improvised construction of the creative music activity by Hiroshi Yasuda focused on 
children's minds: through the analysis of his workshop and writing, Handbook of Music 

Activities for Children 

 

 

せ᪨ 

 本◊✲の目的は㸪子どもの⮬発的な音楽表現にᇶ࡙く音楽活動を展開するために㔜せとなる㸪ワーク

ショップࣜーࢲーと子どもたちとの音楽的な関わりྜ࠸とはఱなのかを㸪安田寛の実践の分析ཬび㸪

ᙼのⴭ᭩『音あそび集』の᳨ウを通して⪃ᐹするࡇとにあるࡇࠋれら２ࡘの対㇟を分析するࡇとを通して

ᚓられた㸪安田の子どもの表現に対するጼໃࡸ⌮ᛕに㸪日の実践と㸪ⴭ᭩との୧᪉にඹ通するⅬがある

とから㸪��年๓ᙜ時のࡇᙜ実践が行われた日時とⴭ᭩の出∧時には㸪��年の㝸たりがあるࠋたࡌとを論ࡇ

≧ἣを⪃៖した⤖ᯝ㸪安田の⌮ᛕཬび実践内ᐜにඛぢ性ཬび㸪ඛ㥑性がぢ出ࡏたࠋ  

 安田寛と࠸う１人の◊✲者の⌮ᛕを⦪᩿的に᳨ウした⤖ᯝ㸪子どもの⮬発的な音楽活動の展開と㸪子ど

もとの向きྜ࠸᪉に関して㸪௨下㸪４ࡘのᇶ♏的な㈨ᩱをᚓられたࠋまࡎ㸪１㸬子どもがᴫᛕ的な⌮ゎの

ᇦを㉺࠼て㸪┿に⮬由な表現を行う㝿には㸪ࣜーࢲーにࡼる㸪⫯ᐃするࡇとをᇶ本とした㸪ಶࠎの子ども

の内面に着目した関わりが㔜せなᙺをᯝたすと࠸うࡇとであるࠋḟに㸪２㸬音楽活動におけるయは子

どもであり㸪子どもの興味ࡸ関ᚰの᪉向にᇶ࡙࠸て活動内ᐜが即興的に展開されると࠸うࡇとであるࠋそ

して㸪３㸬子どもを㸪⮬発的に音に関わって࠸き㸪ከᵝな音を⫈き分け㸪⏕み出す能ຊをഛ࠼る㸪⊂❧し

た表現者として⨨࡙けて࠸るࡇと᭱ࠋ後に㸪４㸬子どもの表現ཬび㸪内面に即した音楽活動を行うጼໃ

るᇶ本࠼㸪子どもの⮬発的な音楽表現をᨭࡎうともኚわらࢁ㸪子どもに対するぢ᪉は㸪時代が⛣りኚわࡸ

⌮ᛕとして㸪⨨࡙けられると࠸うࡇとであるࠋ 

 

 

Abstract 

 The aim of this study is to investigate how workshop leaders can interact with children in music 

education and create music activities for them based on the children’s own musical expressions 

and initiatives. To do this, the investigation analysed two subjects. The first is a music activity 

that Hiroshi Yasuda conducted with 28 5-year-old children at a kindergarten in June 2013, and 

the second is Yasuda’s book Handbook of Music Activities for Children. A qualitative 
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investigation of these two subjects revealed Yasuda’s philosophy of creative music activities for 

children. The data included field notes based on videotapes of the music activity with 

kindergarteners and a semi-structured interview with Yasuda. Moreover, the analysis of Yasuda’s 

book shed light on his philosophy of children’s music education.  

 This research revealed the following four findings: 1) It is important for workshop leaders to take 

note of children’s mental states during their interactions. 2) In music activities, children should be 

considered real leaders, and their ideas and expressions should be used for creative developments 

in the activity. 3) Children should be considered creators who can recognise and create diverse 

sounds. 4) The points of view described in (1) to (3) should be placed as enduring, fundamental 

philosophies of music education. 
 

 ーࢲ安田寛、即興的展開、創造的音楽活動、幼児、ワークショップࣜー：ࢻーワー࢟

 

１� はࡌめに  

 

 㡿ᇦ「表現」がึめて幼⛶ᅬ教育せ㡿にお

て࿌示されたのは࠸ ���� 年であったࠋそれと

同時期に㸪すでに創造的などⅬをᣢち㸪実践

を行࠸㸪᭩⡠を行った人≀に㸪安田寛が࠸

る᭮ࠋ田（����）は㸪そのᙼのⴭ作『子ども

のための音あそび集――ࣛ࢞クタ楽ჾのୡ⏺

――』１に┤᥋は᭩かれて࠸なဴ࠸学的⫼ᬒを

読みྲྀって㸪ⴭ作の┿౯をゎ㔘して࠸る２ࠋ安

田は㸪ᙜ文⊩が出∧された ���� 年から �� 年

の時を⤒て㸪���� 年 � ᭶ � 日に㸪幼児を対㇟

としたワークショップを行って࠸るࠋそࡇで㸪

�� 年๓のⴭ᭩と日の実践とをẚ㍑して㸪安

田の⌮ᛕ㸪ཬび実践内ᐜを⪃ᐹするࡇとは㸪

子どもの創造的な音楽活動の本㉁に関わる㸪

時を⤒てもなおኚわるࡇとのな࠸᰿本的なጼ

ໃに࠸ࡘて㸪示၀を࠼てくれるものと⪃࠼

るࠋ 

 子どもとの音楽活動にお࠸て㸪ワークショッ

プࣜーࢲーがಶࠎの⮬発的な表現を⫯ᐃしな

がらయでඹ有するࡇとが㸪子どもたちそれ

㸪さらにはそのࡏれの音楽表現を㇏かにさࡒ

活動の活性へと⧅がるࡇとが㸪㏆年の実践

◊✲でሗ࿌されて࠸る（。, 2011）３ࠋしかし㸪

実㝿の幼児教育の現ሙで行われて࠸る活動に

目を向けると㸪そのࡼうに㸪子どもの創造性

に着目し㸪⮬発的な表現に即した活動が㸪

日でもまࡔᗈく᰿࠸て࠸るとは言࠸㞴ࡔ࠸

駒（2010）は㸪ಖ育者を対㇟に意㆑ㄪࠋうࢁ

査を行࠸㸪ಖ育者が創造的な音楽活動を⊃⩏

にᤊ࠼るഴ向にあるࡇとࡸ㸪また㸪一ᩧಖ育

の୰で行࠸にく࠸と⪃࠼られるഴ向にあるࡇ

とを指して࠸る４ࠋ 

 ௨ୖのࡼうなほⅬから㸪本◊✲は㸪子ども

の⮬発的な音楽表現にᇶ࡙く音楽活動を展開

するために㔜せとなる㸪ワークショップࣜー

と࠸ーと子どもたちとの音楽的な関わりྜࢲ

はఱなのかを㸪安田寛の実践の分析おࡼ

び㸪ᙼのⴭ᭩『子どものための音あそび集

クタ楽ჾのୡ⏺―』の᳨ウを通しࣛ࢞―

て⪃ᐹするࡇとを目的とするࠋ 
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２. ◊✲の対㇟と᪉法 

 

 本✏で対㇟とする安田寛は㸪一⯡には音楽

教育ྐのᴗ⦼で▱られた◊✲者であるが㸪

1990 年に㸪⮬らの⣙５年にわたる実践内ᐜを

ᇶに㸪ඹ同実践者のᮧ᪉子㸪田୰↷通との

ඹⴭで『音あそび集』をⴭして࠸るὀ１ࠋ本ⴭ

では㸪⏕活の୰のあらࡺるものを音⣲ᮦとし

て㸪あそびの୰で子どもが⮬由に音をぢࡘけ㸪

音楽をࡘくって࠸く活動がまとめられており㸪

指導者に向けては㸪そのためのどⅬࡸ手ࡔて

がලయ的に提された㸪アイディア集のࡼう

なᵓᡂになって࠸るࠋ 

 『音あそび集』をⴭしてからは㸪実践から

㐲ࡊかって࠸た安田ࡔが㸪ᙜⴭにὀ目した᭮

田（2011）の論⪃に関して㸪子どもの創造的

な音楽活動に関する◊✲者であり実践家の㸪

坪能由紀子と語らう୰でゐ発されたࡇとが

きっかけで㸪６᭶のワークショップを行うに

⮳ったࠋそのワークショップを㸪本◊✲の分

析対㇟として࠸るࠋ 

 ௨ୖのࡼうな⤒⦋から㸪本◊✲では㸪๓㏙

した安田寛にࡼるワークショップ㸪そして㸪

ᙼのⴭ᭩『子どものための音あそび集―࢞

ࣛクタ楽ჾのୡ⏺―』（௨下㸪『音あそび

集』とグすࠋ）を対㇟とするࠋそれらを用࠸

て㸪安田寛と࠸う一人の◊✲者の実践内ᐜཬ

び⌮ᛕを㸪⦪᩿的などⅬをᣢって᳨ウするࡇ

とを通して⌮論的示၀をᚓるべく論を㐍めるࠋ 

 それにあたって㸪実践における意ᅗࡸ㸪そ

れに対する࿘ᅖの応などと࠸った᫂なⅬ

を⿵うために㸪安田本人への聞きྲྀりㄪ査を

行ったࠋ面᥋は㸪2013 年 10 ᭶４日㔠᭙日に㸪

㒔内᯾ᡤで行われたࠋᙧᘧは㸪目的に↷らし

てタᐃした㡯目に即した㸪➹者にࡼる࠸くࡘ

かの㉁ၥに対して㸪⮬由に証言してもら࠸な

がら㸪㐺ᐅ㸪㉁ၥ㡯目をຍῶする༙ᵓ造イ

ンタビューのᙧᘧを᥇用したࠋインタビュー

内ᐜは㸪IC てグ㘓し㸪᭩き࠸ーを用ࢲーࢥࣞ

㉳ࡇしたものを㈨ᩱに用࠸たࠋ 

 

３. ワークショップ内ᐜにみる安田のጼໃ 

 

 本㡯では㸪ワークショップ内ᐜの展開と㸪

安田にࡼる子どもの表現との向きྜ࠸᪉に着

目するࠋワークショップはどのࡼうな展開か

らᵓᡂされ㸪ྛ展開への⛣行は㸪࠸かなるタ

イ࣑ンࢢに㸪どのࡼうな子どもとのࡸりとり

にࡼって行われて࠸るのࢁࡔうかࡇࠋのࡼう

などⅬで㸪子どもの表現をᨭ࠼る安田のጼໃ

を᳨ウするࠋ 

 

 ３㸬１㸬ワークショップのᴫせ 

 

 ３㸬１㸬１㸬ワークショップのὶれ 

 本ワークショップの対㇟は㸪S 幼⛶ᅬの５ṓ

児クࣛࢫ 28 ྡ（⏨児 20 ྡ㸪ዪ児㸶ྡ）であ

るࠋS 幼⛶ᅬでは㸪2005 年から㸪๓㏙の坪能

ら㸪ᩘྡの音楽教 育◊✲者にࡼって㸪

と⛠した音楽活動が「ࢻックࣛンࢪュー࣑」

⥅⥆して行われて࠸るࠋそのため㸪本◊✲の

対㇟ᅬ児も㸪ᅬእの実践者と音楽活動を行っ

たのはึめてではなく㸪「࣑ューࢪックࣛン

 ࠋる࠸をᩘᅇ⤒㦂して「ࢻ

 安田のワークショップをᵓᡂする活動は㸪

௨下の表に示したࡼうに㸪に３ࡘの展開か

らなる４㒊分に分けられるࠋ本ワークショッ

プの活動は㸪子どもたち一人ࡦとりに音を出

すᶵが࠼られる「ᚠ⎔ᆺὀ２」で行われたࠋ

௨下に㸪活動内ᐜのᴫ␎を表にしたものを示すࠋ 
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࠙表１ ワークショップ内ᐜᴫ␎ࠚ（作ᡂ：甲斐） 

 

 
 

 
 
 
 

 

 
࠙ᅗ１ ࢘ࢧンࢻシ࢙イプࠚ（ᙳ：甲斐） 

 
 

 
 

 ３㸬１㸬２㸬ワークショップの活動ᙧែ 

 

 本活動は㸪ᙧに୪べた᳔子に一人ࡘࡎ子

どもたちをᗙらࡏ㸪そのの୰ᚰに安田が❧

㸪㌟యయをったࡸ㊊ࠋᙧែで行われたࡘ

きな動作をకう࠙展開１ࠚཬび࠙展開３ࠚ

は㸪子どもも❧った≧ែで行われたࠋ௨下に 

そのᙧែのᴫ␎ᅗを示すࠋ 

 グ㘓に࠸ࡘては㸪ᅛᐃしたビデオ࣓ࣛ࢝を

๓᪉と後᪉に１ྎࡘࡎ㓄⨨して行ったࠋ➹者

は後᪉࣓ࣛ࢝㏆にᚅᶵしてほᐹし㸪後に㸪

ᚓられたᫎീグ㘓をᇶにして㸪ほᐹ内ᐜを

 ࠋにまとめたࢶーࣀࢻィーࣝࣇ

 
 

表１

活動内容

導入
㊊をつか䛳て音を䛰してみる

「㊊はఱのた䜑にあるの䠛」とい䛖ၥいかけにጞま䜚、歩くた䜑のに、
音を出䛩た䜑にもえる䛣とを、子どもと☜ㄆ䛩る。

䛆ᒎ開１a䛇
「自ศの音」を表⌧䛩る 「䛄自ศの音䛅を出してみ䜘䛖。」とい䛖Ᏻ田のᥦ案のもと、一人䛪つ順␒に、

㊊でᗋをᡴち㬆ら䛩。一人が⤊わると全員でᶍೌ䛩る。

䛆ᒎ開１㼎䛇
身体全体で表⌧䛩る ㊊で音を出しながら、さまざまな᱁ዲをして、身体全体で「自ศの音」を表⌧

䛩る。一人が⤊わると全員でᶍೌ䛩る。

䛆ᒎ開２䛇
楽ჾで表⌧䛩る

㊊で表⌧した䜘䛖なリ䝈ムを、サウンドシェイプを䛳て、サウンドシェイプの
音で表⌧䛩る。楽ჾを一人䛪つ回し、順␒に表⌧䛩る。一人が⤊わると、
の子どもはᗋを㊊で㬆らして、ᶍೌ䛩る。

䛆ᒎ開３䛇
⫈ྲྀした音を身体で表⌧䛩る

サウンドシェイプで表⌧された音を⫈くと同時に、の子どもたちは、身体
全体で、ᛮいᛮいの᱁ዲや動作を行い、䛭の音を自ศな䜚に表⌧䛩る。

活動の流れ

実施日：2013年６月５日水᭙日

ᑐ㇟：５ṓඣクラス28ྡ（⏨ඣ20ྡ、ዪඣ８ྡ）
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࠙ᅗ２ ワークショップの活動ᙧែࠚ（作ᡂ：甲斐） 
 
 

 

 ３㸬２㸬子どもの内面への着║にࡼってಁ

される表現内ᐜのඹ有 

 

 本㡯では㸪安田の子どもへの関わり᪉と㸪

子どもの表現内ᐜとの関ಀを⪃ᐹするべく㸪

ලయ的な表現内ᐜを分析するࠋ子どもの表現

における音楽的なせ⣲は㸪安田との関わりを

通して㸪どのࡼうに展開するのࢁࡔうかࠋ 

における㸪ࠚうなほⅬから㸪࠙展開２ࡼのࡇ 

それࡒれの子どもの表現にྵまれる音楽的せ

⣲をᢳ出した࠙ࠋ展開２ࠚに㝈ᐃしたのは㸪

࠙展開１࠙ࡸࠚ展開３ࠚは㸪表現の㡰␒をぢ

㏦った子どもが࠸たり㸪㊊のみをった表現

から㸪㌟యయをった表現に発展したりと㸪

表現の手ẁࡸ᮲௳が一ᐃでなく㸪බᖹなẚ㍑

がᅔ㞴であるとุ᩿したためであるࠋ 

 本分析を行うにあたり用࠸た分析のどⅬは㸪

幼⛶ᅬ教育せ㡿との連関が指される㸪学習

指導せ㡿でᣲࡆられて࠸るせ⣲にೌった５ࠋた

࢙シࢻン࢘ࢧし㸪分析対㇟の活動は㸪㊊とࡔ

イプを用࠸た㸪࣒ࣜࢬあそびの特ᚩがᙉ࠸も

のであるࡇとから㸪学習指導せ㡿で音楽を特

ᚩ࡙けるせ⣲としてᣲࡆられて࠸る「音Ⰽ」

ᢿの」「ᙉᙅ」「᪕ᚊ」「ᗘ㏿」「࣒ࢬࣜ」

ὶれࣞࣇࡸーࢬ」の６ࡘから㸪「᪕ᚊ」「ᢿ

のὶれࣞࣇࡸーࢬ」を㝖࠸たィ４ࡘに㸪活動

୰に安田が㸪㐍行୰に子どもたちに提した

「ዌ法のᕤኵ」と「⤊わり᪉のᕤኵ」をຍ࠼

た㸪ィ６ࡘを分㢮㡯目としてタᐃしたࠋそし

て㸪それまでの表現ではぢられなかった᪂た

なせ⣲がㄆめられた時に㸪安田が子どもたち

にどのࡼうな言ⴥをけて㸪ఱを行って࠸る

のかを☜ㄆし㸪「安田にࡼる指」と「ഛ⪃」

ḍをタけ㸪表現内ᐜの展開に関わりの῝࠸㒊

分を୰ᚰにグしたࠋ௨下に㸪その分析⤖ᯝの

一ぴを示すࠋᕥഃにグしたᩘᏐは㸪活動の㡰

␒に即してったものである28ࠋ ྡの子ども

に対して㸪25 ྡしか分析を行って࠸な࠸のは㸪

26 ␒目にヱᙜするᅬ児の表現から㸪࠙展開３ࠚ

の活動がጞまったからであるࠋ音楽を特ᚩ࡙

けるせ⣲はୖ㒊に示し㸪それࡒれの子どもた

ちの表現におけるヱᙜ㡯目には㸪༳をし

たࠋ「ᅬ児」ḍにグしたアࣝ࣋ࣇッࢺは㸪

࠙ᅗ２ࠚでྛᅬ児にりᙜてたものと対応し

て࠸るࠋ 
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࠙表２ 子どもの表現から読みྲྀれる音楽を特ᚩけるせ⣲ࠚ（作ᡂ：甲斐） 

 
 
 

 ୖグの表から読みྲྀれるࡇとは㸪᪂たなせ

⣲がぢ受けられたときに㸪安田がその子ども

の表現をᶍೌしたり㸪▷くまとめてㄝ᫂して

みたりと㸪その࣏インࢺをయでඹ有するാ

きかけをするࡇとで㸪それを㉳Ⅼとして㸪᪂

たなせ⣲がそれ௨㝆の子どもの表現にᫎさ

れ㸪ᾐ㏱して࠸るࡇとであるࠋまࡎ㸪表୰に

グしたⰍをした༳（Ɣ）は㸪それまでの表

現にはなかったせ⣲がึめてぢられたࡇとを

意味するࠋ࠼ば㸪５␒目に྇࠸た⏨児 N の

をᣲࡆるࠋ本ᅬ児は㸪࢘ࢧンࢻシ࢙イプの

⭷の㒊分ࡔけでなく㸪ᯟの㒊分もった表現

を行ったࠋ表୰㸪「żᯟ」とグした㒊分は㸪ࡇ

の子どものࡼうに㸪ᯟをって表現した子ど

もを指すࡇࠋのᅗからは㸪それ௨๓には㸪

くぢられなかったアイディアが㸪⏨児 N の表

現をዎᶵとして㸪それ௨㝆の子どもの表現に

もぢられるࡼうになったࡇとが分かるࠋ௨下

に㸪ࣇィーࣝࣀࢻーࢶから㸪ࡇの⏨児 N の表

現を受けた安田の発ヰ内ᐜと㸪他の子どもの

ᵝ子とをᘬ用するࠋἼ⥺㒊分は安田が㸪音楽

的せ⣲を指して࠸る㒊分を表すࠋまた㸪ෑ

㢌にᣓᘼ内にグしたᩘᏐは㸪ᫎീ㈨ᩱの⏕

㒊分にヱᙜする時㛫を指すものであるࠋ 

࠙１（1：03：36〜1：03：08）ࠚ 

ࣜーࢲーが㸪యに向かって語りかけるࡼう

に㸪「N くんはࡡ㸪すࡇ࠸ࡈとを⪃࠼て࠸た

のࠋᬑ通まんなか྇くࡷࡌなࠋ࠸はしっࡇをヨ

すの࠸྇ࡇࡇࠋたり（ƈ示）㸪࠸྇ࡇࡇたり

（ƈ示）ࠋ音がかわるࠋࡡࡼそう࠸うのୖ手

にってたࠋ」と言うࠋ言࠸⤊わるとࢁࡇで㸪

⏨児 O に࢘ࢧンࢻシ࢙イプを手Ώすࠋ⏨児 O

は㸪音をዌでながら㸪ࣜーࢲーの᪉をぢୖ

うࡼ㸪ᯟを１ᗘ྇き㸪ᚤ➗み㸪たまに㢔くࡆ

にしながら⭷の㒊分と୧᪉を㸪同ࡌくら࠸の

音㔞で྇くࠋጞめは音を☜かめるࡼうに㸪

ࡎん㛫をあけࡔんࡔ㸪ࡘࡎっくりと１音ࡺ

に㸪楽ჾをὀどしてᯟࡸ⭷を྇くࣜࠋーࢲー

は㸪ᅬ児と目をྜわࡏるࡼうに㢔き㸪音が㏵ษ

れなくなった㡭から㸪音にྜわࡏて手を྇くࠋ

他の子どものど⥺はᙜᅬ時に集まっており㸪そ

のሙは㸪ᶍೌする㊊の音を㝖࠸て㸪しんと㟼ま

りか࠼り㸪⥭ᙇ感が⁻うࠋᙜᅬ児の表現が⤊わ

ると㸪ࣜーࢲーは「ࠋ࠼ࡡ࠸࠸」と語りかけ㸪

それに⥆き㸪他の子どもからも㸪「ࡡ࠸࠸

うኌがୖがり㸪そのኌを受けて安田࠸と「ࠋ࠼

は㸪యでඹ感するࡼうに㸪子どもをぢΏし㸪

࠸➗子どもたちは㸪ࠋうྜ࠸と言「࠼ࡡ࠸࠸」
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ྜって࠸るࠋ 

 

 ୖグの࠙１ࠚにお࠸ては㸪安田がయ

にㄝ᫂するࡇとにࡼってඹ有された㸪ᯟを྇

くと࠸う᪂たなዌ法を㸪⏨児 O が᪩㏿ྲྀり入

れて࠸るᵝ子がぢてྲྀれるࠋしかし㸪本ᅬ児

のᵝ子は㸪表現された音との関連で⪃࠼ると㸪

２✀㢮に分けるࡇとができるࠋまࡎ㸪ኴᏐ㒊

分に示したࡼうに㸪音をዌでて࠸るときの㸪

ࣜーࢲーの応を❚࠸ながら྇くᵝ子からは㸪

楽ჾで表現するࡇとにክ୰になって࠸ると࠸

うࡼりもࡴしࢁ㸪その᪂たなዌ法が本ᙜに受

け入れられるのかどうかを☜かめるかのࡼう

な㸪どࡇか安Ẽなᵝ子が読みྲྀれるࠋそし

て㸪安田と目をྜわࡏてඹに㢔き㸪ᚤ➗みか

けられるࡇとを⤒て㸪子どものど⥺は楽ჾへ

⛣され㸪᪂たなዌ法を࠼た２✀㢮の音Ⰽを

ᆒ➼な࣒ࣜࢬで྇くࡼうになって࠸るࠋ 

ンは㸪言語➼を「ᑓ有する㝿には㸪ࢳࣇࣂ 

とを指してࡇもなんらかのᢠがకうࡘ࠸

は㸪「文的道ලはࢳその指をワーࠋる６࠸

行為者にそれどたࡸすくか࣒ࢫࡘーࢬにᑓ

有されるࡇとはな࠸」と言࠸࠼て࠸る（60

㡫）㸵ࠋ「ᑓ有」とは㸪「習ᚓ」が༢に文的

道ලの用᪉法を▱るࡇとを意味するのに対

して㸪文的道ලに⮬分なりの意味をし㸪

能動的に⮬分のものにして࠸く㐣⛬を表すᴫ

ᛕであるࠋඛのワーࢳの▱ぢを㸪๓㏙の音楽

活動のに⨨き࠼て⪃࠼れば㸪「文的

道ල」にあたる㸪ᯟを྇くዌ法を「ᑓ有」す

なわち⮬分のものとするまでには㸪ᢠなり

㌵㎚なりが子どもの内面では⏕ࡌて࠸ると言

㌵㎚とは㸪本ࡸの㸪ᢠࡇࠋられる࠼࠸

に即して言࠼ば㸪それまでにはなかった᪂

しࡇ࠸とにᣮ戦する㝿にకう㸪ᑡしのຬẼࡸ㸪

安感と言࠸࠼てⰋࢁࡔ࠸うࠋ 

 実㝿㸪安田は☜かに㸪࢘ࢧンࢻシ࢙イプの

ᯟ㒊分をうࡇとを⫯ᐃし㸪యに向けての

ㄝ᫂も実₇を࠼ながら行࠸㸪そのຠᯝを子

どもたちとඹ有したࠋそのὶれを受けて㸪⏨

児 O も㸪その᪂たなዌ法を⌮ゎして࠸たࡇと

は㸪⮬らᯟを྇࠸て࠸るࡇとから᫂らかであ

るࡘࠋまり㸪᪉法は▱って࠸たのであり㸪⫯

ᐃ的にㄆめられるዌ法としてㄆ㆑して࠸たࠋ

る࠸うに㸪ዌ法に関して「習ᚓ」してࡼのࡇ

≧ែであったにも関わらࡎ㸪ࡊ࠸㸪「ᑓ有」

された⮬分の音として表現に⤌み㎸ࡴには㸪

まࡎ㸪１ᗘࡔけᯟを྇࠸てみて㸪ዌでられた

音Ⰽに対して安田に㢔࠸てもらうࡇとがᚲせ

とはすなわち㸪安田ࡇのࡇࠋったのであるࡔ

に㢔࠸てもら࠸㸪ど⥺をⴠとして表現に集୰

する▐㛫まで㸪ᯟを྇くዌ法は㸪⮬分のもの

として㸪┿にඹ有されて࠸なかったと࠸うࡇ

とを示すものと言࠼るࢁࡔうࠋ 

るඹ有のࡼーにࢲのにおける㸪ࣜーࡇ 

ാきかけと㸪子どもにとっての「ᑓ有」との

࠸ップは㸪እとしてㄆめられるものとࣕࢠ

うࡼりࡴしࢁ㸪通的なものとしてㄆ㆑され

るべきものࢁࡔうࡔࠋからࡇそ㸪࿘りの子ど

もたちも㸪⏨児 O の表現を集୰して⫈き㸪そ

のሙには⥭ᙇ感が⁻ったのではなࢁࡔ࠸うかࠋ

子どもたちは㸪⏨児 O にどࡇかඹ感し㸪ᯟを

྇く行為がチᐜされるࡇとをඹに☜ㄆし㸪安

田の㢔きをぢては安ሚし㸪２✀㢮の音Ⰽを

った表現に対する「࠼ࡡ࠸࠸」と࠸う言ⴥ

に㸪➗࠸ኌを₃らしてඹ感したのではな࠸かࠋ 

りとりは㸪᪂たな表現のඹ有᪉法にࡸのࡇ 

関して㸪一ࡘの⌮論的な示၀を࠼てくれるࠋ

ඛで㏙べたࡼうに㸪ワークショップࣜーࢲー

が㸪子どもの表現にẼき㸪యでᶍೌした

り㸪表現の࣏インࢺを提示したりしてඹ有す
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るࡇとにࡼって㸪表現が活性されるࡇとは㸪

ඛ行◊✲でも᪤に᫂らかにされて࠸るࠋしか

し㸪本のࡼうに㸪言ⴥࡸ示にࡼってඹ

有されるሙྜには㸪ともすると㸪ࢺࣝࢭーの

指するࡼうに㸪ワークショップࣜーࢲーは㸪

そのዌ法が子どもたちの㛫で「Ꮡᅾしὶ通す

るからと࠸って㸪それを用して࠸る者たち

にとってその表㇟が࠸った࠸ఱであるのかと

㸶」（15࠸な࠸とはᑡしもわかってࡇう࠸ 㡫）

ྍ能性があるのであるࠋなࡐならば㸪子ども

にとってዌ法とは㸪子どもたち一人ࡦとりの

表現の୰で㸪それࡒれに⊂⮬のຠᯝをᣢࡘは

⏨そのຠᯝとは㸪本のࠋからであるࡔࡎ

児 O で言࠼ば㸪後༙のᵝ子でぢ受けられた㸪

たときの㸪⭷㒊分とᯟと࠸音㔞で྇ࡌ同ࡰ

の音Ⰽの対ẚࢁࡔうࠋ 

うに㸪యでの᪉ࡼの６␒目の子どものࡇ 

法のㄆ㆑から㸪一人ࡦとりの「ᑓ有」へと⛣

行する㝿に㘽となるものはఱであるのかࠋ๓

㏙のにおける㸪⏨児 O と安田とのࡸりと

りには㸪どのࡼうな⌮論が内ᅾするのࢁࡔう

かࡇࠋのၥ࠸に対するᅇ⟅は㸪安田の証言内

ᐜにおける「ࣀンࣂーࣝࣂ」と࠸う言ⴥにぢ

出すࡇとができたࠋ௨下に㸪それに関して㏙

べられた㒊分をᘬ用する（ᘬ用ᮎ尾のᣓᘼ内

の␒号は㸪証言にりᙜてたᩚ⌮␒号を示

す）ࠋ 

 

࠙証言内ᐜ１ࠚ 

 ㄝ᫂しては࠸けな࠸ってཎ๎があってࠋ

なんࢁࡔうなあ㸪お࠸に一ࡘのẼ分にな

るってࡇとࡔなࠋ௨ᚰఏᚰࡼࡔ㸪㨱法みた࠸

なもんࠋࡼࡔが子どもᚓ意って࠸うのはそ

う࠸うとࢁࡇなんࠋࡼࡔ言ⴥけがୖ手࠸と

か㸪指導がୖ手࠸とかࡷࡌなくて㸪子どもと

一⥴に一ࡘのお࠸が分かる✵㛫とかୡ⏺と

か㸪作るのってそんな㞴しࡇ࠸とࡷࡌな࠸

のࠋは子どもと同ࡌ❧ሙで目⥺で一⥴に㐟

べるのࠋうんࠋそしたら㸪向ࡇうも㸪ඛ⏕と

ᛮったら⥭ᙇするけど㸪一⥴に㐟んでくれる

とᛮうとࢁ࠸んなࡇと㸪ࡸってくれるࡷࡌ

んࠋ（୰␎）子どもを㸪ある意味ㄏᝨするࠋ

そのẼにさࡏるࠋ（安田：62） 

はຮᙉࣝࣂーࣂンࣀ ！なࡔࣝࣂーࣂンࣀ 

したࠋどっかでࡔれかがす࠸ࡈしࡇࡘく᭩࠸

てたࠋそれは（୰␎）す࠸ࡈຮᙉしたࠋ（୰

それࠋーションࢣュニ࣑ࢥࣝࣂーࣂンࣀ（␎

がなんࡔなってࠋ人㛫が分かりྜ࠼るっ

て㸪まあ㸪᭱後のとࢁࡇでは言ⴥࡷࡌな࠸ん

安田）ࠋんࡷࡌ子どもとは特にそうࠋࡡࡼࡔ

63） 

 （๓␎）⤒㦂✚んでるから㸪子どもたちࡼ

りも▱ってるࡇとはあるんࡔけどࠋそれをୖ

からࡇう㸪࠼るんࡷࡌなくて㸪対➼ࡷࡌな

くて㸪向ࡇうがそのሗをḧし࠸なってẼ分

にさࡏて㸪ḧし࠸なってなった時に㸪その

ሗを࠼るࠋ（安田 89） 

 

 ୖグの証言における「一⥴に㐟んでくれる

とᛮうとࢁ࠸んなࡇと㸪ࡸってくれるࡷࡌ

んࠋ」と࠸う言ⴥに㸪๓㏙のᅇ⟅がจ⦰され

て࠸ると⪃࠼るࡘࠋまり㸪ㄆ㆑したዌ法から㸪

どのࡼうな表現を⏕み出すかは㸪子どもにጤ

㸪子どもが┿に⮬由な表現がࡔたࠋられるࡡ

できる㸪安な㡿ᇦを㸪ྜって࠸るとも㛫

㐪って࠸るとも言わࡎ㸪「ࣀンࣂーࣝࣂ」な

安Ẽにࠋるのである࠼ってᩚࡼりとりにࡸ

もぢ࠼る⏨児 O に対しては㸪㢔き㸪ᚤ➗みか

けるࡇとで㸪๓༙のᮔズとዌでられた音は㸪

子どもにとってṔとした⣲ᮦとなり㸪後༙の㸪
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２✀㢮の音Ⰽを㥑した対ẚある表現をᨭ࠼

たࠋ 

ࣂーࣂンࣀ」とからは㸪安田のࡇれらのࡇ 

ࣝ」なࡸりとりが㸪子どものどᗙに❧ったඹ

有をྍ能とするᶵ能をᣢࡇࡘとが分かるࠋ安

田は㸪子ども一人ࡦとりとどⅬをඹ有し㸪子

どもの表現する音に一⥴になって㦫き㸪感Ⴣ

するࡇとを通して㸪子どもの㸪᪂たな表現へ

の᥈✲ᚰをくすࡄるのであるࠋそして㸪子ど

もの表現のᣢࡘ᪂たなせ⣲に対しては㸪⮬㌟

のᑂ美║をもって即ᗙにᢳ出し㸪示㸪ある

は他の子どもの表現との連関を指しなが࠸

ら㸪せ⣲の特ᚩを子どもたちと楽しみ㸪感動

するࡇとにࡼってඹ有し㸪指導するࡇとなく

して㸪ಶࠎの「ᑓ有」への⛣行を実現するの

であるࠋ 

 ௨ୖのࡇとから㸪子どもの⮬発的な表現内

ᐜに応ࡌて㸪その࣏インࢺをయに対して一

ᩧにඹ有するࡇとにຍ࠼て㸪それࡒれの子ど

もの内面と表現との連関をぢながら㸪ಶࠎと

ᗘ㸪ඹ有する㐣⛬を⤒るࡇとにࡼって㸪子

どもの表現内ᐜがከᵝして࠸くᵓᅗが読み

ྲྀれるࠋ 

 

 ３㸬３㸬子どもの興味にᇶ࡙࠸た即興的展

開とそのᶵ能 

 

 ๓㡯では㸪࠙展開２ࠚに対㇟を㝈ᐃして㸪

子どもの表現活動の活性と㸪安田の２ࡘの

で行われるඹ有᪉法との関連を指しࣝ࣋ࣞ

たࡘ２ࠋのࣞࣝ࣋とは㸪まࡎ㸪そのሙの子ど

もဨに対するඹ有と㸪それࡒれの子どもの

内面に着目したಶࠎとのඹ有との２ࡘであっ

たࠋ⥆く本㡯では㸪展開ࡈとの関ಀにどⅬを

⛣すྛࠋ展開への⛣行が㸪どのࡼうなタイ࣑

ンࢢで行われて࠸るのか㸪また㸪それࡒれの

活動内ᐜが㸪ワークショップにお࠸てどのࡼ

うなᶵ能をᯝたして࠸るのかを⪃ᐹしたࠋ࠸ 

 本ワークショップは㸪３㸬１㸬１㸬で示し

たࡼうに㸪３ࡘの展開からᵓᡂされる「ᚠ⎔

ᆺ」の活動であるࠋそれࡒれの活動の┦㐪Ⅼ

を᫂示するべく㸪௨下に㸪表現の㡰␒がᅇっ

てきた子ども（௨下㸪発表者とする）の活動

と㸪それ௨እの子どもの活動を㸪展開ࡈとに

ేグした表を示すࠋ 

 

࠙表３ 子どもの活動内ᐜのẚ㍑ࠚ 

（作ᡂ：甲斐） 

 

 

 ୖの表からは㸪２ࡘのࡇとが分かるࠋまࡎ㸪

発表者の活動のみをぢると㸪࠙展開２ࠚと

࠙展開３ࠚは同一の内ᐜであり㸪音楽的など

Ⅼでぢると㸪᫂らかな発展がなࡼ࠸うにぢ࠼

るࡇとであるࠋそしてもう１ࡘは㸪యの子

どもの活動が㸪発表者のᶍೌを行う活動と㸪

⫈ྲྀした表現を受けて㸪ಶࠎが㌟యをって

即興的に感ࡌたままの表現を行う活動の２ࡘ

に分けられるࡇとであるࠋ音楽活動を行う

ワークショップにお࠸て展開を㔜ࡡる㝿には㸪

さまࡊまな楽ჾを用࠸て音Ⰽを㇏かにしたり㸪

␗なる㡪きを楽しんࡔりと㸪ࡼり音楽的せ⣲

にᐩんࡔ活動にした࠸と⪃࠼てもⰋさそうな

ものであるࠋそのため㸪本活動の㸪１ࡘのࢧ

とࡇイプを㡰␒にᅇし㸪表現する࢙シࢻン࢘

に⤊ጞするⅬをぢると㸪一ぢ㸪࠙展開３ࠚに

は㸪音楽的な発展がなࡼ࠸うにぢ࠼るかもし

Ⓨ表者 全体

䛆ᒎ開１a、㼎䛇
㊊で音を出し䛚䜘び身体全体で表⌧
䛩る。

Ⓨ表者をᶍೌ䛩る。

䛆ᒎ開２䛇
㊊で表⌧していた䛣とをサウンドシェイプ
を䛳て行䛖。

Ⓨ表者をᶍೌ䛩る。

䛆ᒎ開３䛇 䛆ᒎ開２䛇の⥅⥆。
Ⓨ表者の音を⫈䛝、ಶ䚻に
身体全体を䛳て自由に表
⌧䛩る。
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れなࠋ࠸ 

 しかし㸪ࡇの２ࡘの展開への⛣行を㸪安田

とಶࠎの子どもの内面に着目してぢてみると㸪

安田が子どもたちと㸪展開の㐍行にకって音

楽的にࡼり㇏かな活動を行って࠸る実ែが㸪

ぢ࠼てくるのであるࠋ௨下に㸪๓㡯の表のう

ち㸪࠙展開３ࠚへと⛣行して࠸くᵝ子が㢧ⴭ

な㒊分に㸪Ⰽをしてᥖするࠋ 

 

࠙表４ 展開３への⛣行㒊分ࠚ 

  

ୖの表のうち㸪Ⰽをした D㸪E㸪そして G

௨㝆の子どもの表現をぢると㸪音楽を特ᚩ

けるせ⣲が㸪２ࡘ௨下であるࡇとがわかるࠋ

e ࡸ F では４ࡘ௨ୖあるࡇと㸪また㸪๓㡯で

ぢたࡼうに㸪１から㡰を㏣うẖに㸪ከくのせ

⣲がഛ࠼られて行くᵝ子がㄆめられたࡇとを

㋃ま࠼ると㸪๓㏙のⰍをした㒊分にヱᙜす

る子どもたちは㸪一ぢすると㸪音楽的にはあ

まり発展がなࡼ࠸うにぢ࠼るかもしれなࠋ࠸ 

 しかし㸪それࡒれの子どもたちが表現を行

う๓後のᵝ子に着目するࡇとにࡼって㸪ᙼら

が㸪音楽を特ᚩけるせ⣲にᤊわれな࠸㸪᪂

たな発展的表現を行って࠸るࡇとがᾋかびୖ

がってくるのであるࠋそして㸪そのࡼうな表

現の⫼後にあるᙼらの関ᚰが㸪࠙展開３ࠚの

活動内ᐜの᰾となって࠸くᵓᅗが㸪安田との

関わりの୰でᙧᡂされて࠸くのであるࠋ 

 まࡎ㸪๓ᥖの表にヱᙜする㒊分のࣇィーࣝ

ᘬ用のࠋのᢤ⢋を㸪௨下にᘬ用するࢶーࣀࢻ

うち㸪ኴᏐにして࠸る３⟠ᡤは㸪子どもの音

に対してࣜーࢲーが応して࠸る㒊分であるࠋ 

 

࠙２（1：08：43〜1：08：32）ࠚ 

 ⏨児 E は㸪タン㸪ときな音を１ᗘ㬆ら

すࣜࠋーࢲーは㸪「おお！」と㸪㦫࠸たኌを

あࡆるࠋಖ育者は㸪音に㦫࠸たࡼうに㸪୧手

をୖࡆて᳔子から㣕びୖがる動作をするࠋ⏨

児 E は㸪タタン㸪ときな音で２ᅇ྇くࠋ

ࣜーࢲーは「おおう！」とび㦫き㸪それと

同時に㸪࿘りの子どもたちに➗࠸ኌがୖが

るࠋ 

 ࣜーࢲーは㸪「おどかして⤊わるって࠸う

のもあるなࠋ」と㸪Ṍきながらయに語りか

け㸪ኌをపくして㸪₽れたࡼうなኌで㸪「ࢲ

ン㸪ࢲࢲン！」と㸪⏨児 E の྇࠸た２ᗘの表

現をᶍೌし㸪それにྜわࡏて⭎をྑ㸪ᕥ㸪ྑ

とໃࡼ࠸くఙばす動作を行うࠋその動作をぢ

て㸪子どもたちはきなኌで➗うࠋすると㸪

⏨児 E は㸪手を高くあࡆ㸪ໃࡼ࠸くఱᗘもᆒ

➼な音を྇き出す１ࠋᅇ目の音が㬆ると㸪そ

れをᶍೌするࡼうにࣜーࢲーは「ࢻン！」と

言࠸㸪その後も㸪音が㬆るᗘにのけࡒり㸪た

そのሙࠋさるࡎと後ࢁࡼࢁࡼうに㸪ࡼࡄࢁࡌ

は子どもたちの➗࠸ኌで⁄れて࠸るࠋ 

 

 ୖにᣲࡆた㸪⏨児 E とࣜーࢲーとのࡸり

ྲྀりは㸪๓ᥖの表୰㸪Ⰽをした㒊分の子ど

もたちにඹ通してぢられる特ᚩを㢧ⴭに示し

て࠸るࠋそれは㸪子どもの出したきな音に

対して㸪ࣜーࢲーが㌟యの動きで応し㸪そ

園ඣ 音Ⰽ リ䝈ム ㏿ᗘ ᙉᙅ ዌἲのᕤ夫 ⤊わ䜚᪉のᕤ夫 音楽的なせ⣲に㛵䛩るᏳ田の㛵わ䜚 ഛ考

D 䕿 ㉸大音㔞。ᛂ⟅、け合いがで䛝た

e 䕿 䕿 䖃 䕿 Ṇ䜑る。新ዌἲ。

E 䕿 ㉸大音㔞

F 䖃 䕿 䕿 䕿ᯟ 䕿 ᑀな優しい音Ⰽに、「䛝れい䛰䛳たねえ」と全体とඹ᭷

㻳 䕿 ㉸大音㔞

f 䕿 䖃偶Ⓨ的・ㄏ導されて䠛 ㉸大音㔞リー䝎ーとのや䜚ྲྀ䜚に䜘䛳て⤊わ䜚のᕤ夫䜈と⧅がる。

H 䕿 ㉸大音㔞。リー䝎ーの動作の㐃㛵を㠃ⓑが䛳ている䜘䛖にぢえる。
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の応に㸪子どもたちが➗࠸㸪そのሙが活Ẽ

࡙くと࠸うὶれであるࡇࠋのࡼうなὶれが㸪

⏨児 I まで㸪ఱᗘも行われるど㸪子どもた

ちの㛫に༳㇟࡙けられたせ⣲とは㸪࠸かなる

࠼⟆に対する࠸のၥࡇࠋうかࢁとなのであࡇ

は㸪๓㏙のὶれの発端となる㸪きな音㔞で

྇くࡇとをึめてヨみた㸪⏨児 D とࣜー

ࡇけるࡘりとりに㸪その⣒ཱྀをぢࡸーとのࢲ

とができたࠋ⏨児 D とࣜーࢲーにࡼっては㸪

それまでにはぢられなかった㸪音のけྜ࠸

が行われて࠸るࠋ௨下にそのᵝ子をࣇィーࣝ

࠸下⥺㒊はけྜࠋから㸪ᘬ用するࢶーࣀࢻ

の㒊分を㸪ኴᏐの㒊分は㸪࿘りの子どものᵝ

子を示して࠸るࠋ 

 

࠙３（1：07：31〜1：07：15）ࠚ 

 きく⭎をりୖࡆたとࢁࡇから㸪きな

音を１ᅇ྇くࣜࠋーࢲーは「おお！」とኌを

児⏨ࠋ子ども㐩は㸪➗うࠋるࡒ㸪のけࡆୖ E

は㸪⏨児 D の᪉へ㌟యを๓のめりにするࠋ

「おお！ ࡸられた㸪ࡸられた」と㸪ࣜー

ࢬる㛫に㸪子どもはᆒ➼なࣜ࠸ーがヰしてࢲ

をᡴちጞめる㸪14࣒ ᅇ目が➢Ⅼのࡼうにఙ

び㸪タタンと⥆くࣜࠋーࢲーは㸪の対ゅま

で後ࡎさりし㸪࿘りの子どもに目をࡸりなが

ら㸪⏨児 D の᪉へࡺっくりと向かうࠋその

㛫㸪子どものᡴࡘ音は⥆࠸ており㸪㏵୰から

音にྜわࡏてᑠ้みに㢔きながら⏨児に㏆࡙

く14ࠋ ᅇ㬆ったとࢁࡇから㸪音の㬆るタイ࣑

ンࢢとᑡしࡎれて手ᢿ子をᩘᅇ入れるࠋ子ど

もはᆒ➼に྇き⥆けて࠸るࡇࠋの時௨㝆㸪⏨

児 D はࣜーࢲーから目を㞳さな࠸྇ࠋ࠸て࠸

る手には一ᗘも目⥺をⴠとさなࠋ࠸ 

 ࿘りの子どもたちには㸪⥭ᙇ感が⁻うࠋ⏨

児 D の表現をᶍೌするࡇとなく㸪２人の動向

をぢࡘめて࠸るࠋそのሙは㸪㟼まりか࠼って

おり㸪２人の出す音のみが㡪く１ࠋᅇ音が㬆

るたびに㸪㌟యをきくびくࡘかࡏる子もᩘ

人㸪ぢ受けられるࠋ 

 （୰␎）２人の音を出すタイ࣑ンࢢがᚎࠎ

にྜ࠸ながらࡔんࡔんࡺっくりとなるࣜࠋー

とࡴに㏆࡙くが㸪音がṆࠎーは㸪⏨児にᚎࢲ

㊊をṆめる᭱ࠋ後の１ᅇを྇く๓に㸪ࣜー

ーは㸪子どもの目をぢたまま㸪きな㌟ࢲ

りで㸪ࢫࣞࣈをಁすࡼうなⲡをとるࡇࠋの

後㸪子どもの㢦をぢながら㸪㊊と同時に 2 ᅇ

手を྇くࠋ子どもは㸪ࣜーࢲーの動作の後に

㛫㧥入れࡎ 2 ᅇᡴࣜࠋࡘーࢲーはすࡄに㸪４

ᅇ手を྇くࣜࠋーࢲーに⥆き㸪子どもも㛫㧥

入れࡎ㸪４ᅇたたく４ࠋᅇ目が㬆るࡸྰࡸ㸪

ࣜーࢲーは㣕びୖがって㸪一Ṍ๓に出るࡼう

に㸪୧㊊で１ᅇᗋをᡴࡦࠋࡘと㝿きな音が

㡪き㸪子どもはᑡし㦫࠸たᵝ子で㸪⮬㌟は音

を出さࡎに㸪すࡄに㢦をᕥに向けるࣜࠋー

ができ࠸けྜࠋ࠸ࡈすࠋ࠸ーࡈーは「すࢲ

たなࠋ」と㸪子どもたちに向かって㸪一連の

 ࠋりྲྀりを受けた言ⴥをかけるࡸ

 

 ୖグの内ᐜからは㸪子どもたちが㸪きな

音㔞がもたらすຠᯝを㸪⫙で感ࡌて࠸るᵝ子

が❚࠼るࢁࡔうࠋ๓㡯で㏙べたࡼうに㸪ᙉᙅ

の対ẚを用࠸た表現は㸪それまでの子どもた

ちも行って࠸たࠋしかし㸪⏨児 D にࡼって

出された㸪ึめの１音は㸪ࣜーࢲーはࡌめ㸪

そのሙに࠸たከくの子どもたちにとって㸪た

っࡔは᱁ูࢺの１音にして㸪そのインパクࡔ

たのではな࠸かࠋ対ẚにࡼって表現されるの

ではな࠸㸪絶対的にきな音㔞のᣢࡘຠᯝに㸪

ᙼらは出࠸㸪⾪ᧁを受けたのであるࡇࠋの

とは㸪⏨児ࡇ E が㸪⏨児 D を㣗࠸入るࡼう
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にぢࡘめるᵝ子ࡸ㸪けྜ࠸୰の㸪࿘りの子

どものᵝ子㸪そして㸪ࣜーࢲーが୧㊊をっ

て᭱後に出した㸪とりわけきな音が㬆った

㏵端㸪⏨児 E が㦫きのあまりか㸪それまで

はࣜーࢲーをὀどして࠸た㢦を㸪即ᗙに⫼け㸪

音で応࠼るࡇとをṆめたࡇとからも㸪᫂らか

 ࠋうࢁࡔ

 さらには㸪そのࡼうな音が㬆ったときの㸪

ࣜーࢲーのᵝ子に㸪子どものど⥺は㸪⤊ጞ㸪

㔥けとなって࠸るࠋそれは㸪表現して࠸る

子どものど⥺もእではなࣜࠋ࠸ーࢲーの動

作とは㸪࠼ば㸪音にྜわࡏて㊊をに

ᕪさࡏて㸪ಇᩄに㣕び㊴ࡡたり㸪ある࠸は㸪

音のなって࠸な࠸ときには㸪ࡺっくりとṌき㸪

きな音が㬆るたびに㸪▐時にᅛまったࡼう

に動かࡎ㸪音がࡸめば㸪びṌきࡔしたりと

れの動作にࡒそれࠋう㸪ከᵝなものである࠸

⛣りኚわるたびに㸪子どもたちは㸪㌟యయ

をᦂらして㸪➗࠸ኌを㡪かࡏるのであるࠋ 

うに㸪それまでにはぢられなかったࡼのࡇ 

⥭ᙇ感にໟまれた㸪ࡇのࡸりとりを通して㸪

きな音のᣢࡘຠᯝは㸪子どもたちの関ᚰを

集め㸪⏨児 E㸪G㸪f㸪H の表現は㸪きな

音を出すࡇとに⤊ጞしたのであるࠋそして㸪

それまでの活動のὶれにお࠸ては㸪⮬㌟の表

現を１ࡘの音楽作ရのࡼうにከᵝなせ⣲をྲྀ

り入れながらまとめるࡇとに関ᚰが向くഴ向

にあったのに対し㸪きな音にࡔࡇわったᙼ

らは㸪⮬らの表現した音が㸪ࣜーࢲーの動作

にどのࡼうなຠᯝを࠼るࡇとができるのか

と࠸う㸪ྍ能性に関ᚰをᢪ࠸たのであるࡇࠋ

のきな音のもྍࡘ能性ࡇそが㸪ඛで㏙べた㸪

子どもたちにきな༳㇟を࠼たせ⣲である

 ࠋうࢁࡔ

 さて㸪ࡇれまでの᳨ウを通して㸪子どもの

関ᚰが⛣りኚわるᵝ子が㢧ᅾすると㸪࠙展

開３ࠚの活動内ᐜ㸪すなわち㸪表現者のᶍೌ

ではなく㸪子どもたちそれࡒれが㸪๓㏙の

ࣜーࢲーと同ᵝの㸪⫈࠼ࡇてくる音を㌟యの

動作で表現する活動が㸪࠙展開２ࠚから⏕ま

れた子どもの関ᚰにᇶ࡙࠸て㸪安田が意ᅗ的

に発展さࡏたものであるࡇとが㸪᫂らかにぢ

てྲྀれるࢁࡔうࠋ同ᵝのࡇとは㸪࠙展開１ࠚ

から࠙展開２ࠚへと⛣行するሙ面でも言࠼るࠋ

なࡐならば㸪㊊をって࠸た子どもたちの表

現が㸪動作ࡸ音㔞㸪ಇᩄさにかけて㸪ᚎࠎに

ったὶれを受けて㸪࠸ックになって࣑ࢼイࢲ

安田は「子どもでも（୰␎）同ࡌくら࠸に⮬

由に音が出ࡏ」㸪それまでの「ὶれを⧅ࡆる

楽ჾ」（安田：68）として᭱も㐺して࠸ると

ุ᩿し㸪๓に‽ഛして࠸たᩘある楽ჾの୰

から㸪たった１ᯛの࢘ࢧンࢻシ࢙イプのみを

㑅んࡔからであるࠋ 

 ௨ୖのࡇとから㸪活動యのᵓᡂを一ᗘ㸪

☜ㄆすると㸪࠙展開１ࠚと࠙展開２ࠚの活動

では㸪㇏ᐩな音楽的せ⣲をഛ࠼るࡇとにࡼっ

て表現を㇏かにする㸪表現者のどⅬをとし

た活動が㸪他᪉㸪࠙展開３ࠚでは㸪そのࡼう

にして表現された音が㔊し出す㞺ᅖẼࡸ㸪

る⫈ྲྀ者ഃのどⅬࡌるຠᯝを⮬㌟の⪥で感࠼

をとした活動㸪そして㸪その感ࡌたままを

言ⴥࡷࡌなく㸪㌟యをってそれࡒれが⮬由

に即興表現すると࠸う㸪一人一人を⊂❧した㸪

安田の言ⴥをりれば㸪「ᆺ通りでな࠸パ

る活動であࡏーとしてのどⅬに❧た࣐ー࢛ࣇ

るࡇとが分かるࡇࠋのࡇとから㸪本㡯のෑ㢌

で㏙べたࡼうな㸪一ぢすると㸪発展性がぢら

れな࠸ともᛮわれた活動内ᐜには㸪☜かに２

ᗘの展開がなされて࠸るࡇとがㄆめられるࠋ

そして㸪それらの活動内ᐜは㸪ணめ子どもを
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᭱⤊的な活動の᪉向へと導くべく用意された

ものと࠸うࡼりもࡴしࢁ㸪子どもの興味ࡸ関

ᚰにᐤりῧ࠸ながら㸪それらの高まりをきっ

かけとして㸪安田にࡼって展開内ᐜを即興的

に⤌み❧てられたものなのであるࡇࠋれらの

を導き㸪ࠚが࠙展開２ࠚとから㸪࠙展開１ࡇ

࠙展開２ࠚが࠙展開３ࠚを導くと࠸う㸪子ど

もの表現が㐍行のయとなって࠸る㸪展開ࡈ

とのᶵ能が᫂らかとなったࠋ 

 

４� 『音あそび集』からኚわらな࠸安田のᇶ

本⌮ᛕ 

 

 ４㸬１㸬子どもの⫈くຊのᑛ㔜に㇟ᚩされ

る安田の⫯ᐃ性 

 

 ๓⠇では㸪安田にࡼるワークショップを㸪

子どもとの関わり᪉に↔Ⅼをᙜてて分析し㸪

ᙼの実践における特ᚩを⣣ゎ࠸てきたࠋその

⤖ᯝ㸪子ども一人一人の表現の音楽的な発展

と㸪展開ࡈとの発展とのどちらにお࠸ても㸪

子どもの表現がయとなって࠸たࡇとが分

かったࠋまた㸪ࣜーࢲーである安田が㸪子ど

もたちの興味ࡸ関ᚰの᪉向に着目して㸪子ど

もたちの表現を᭱㝈にᘬき出し㸪活性へ

と⧅ࡆる活動内ᐜをỴᐃするきっかけを࠼

て࠸るࡇとが分かったࠋ 

 ⥆く本㡯では㸪子どもとの音楽活動に対す

る㸪安田のᇶ本⌮ᛕを⪃ᐹするべく㸪ᙼらの

ⴭ᭩『子どものための音あそび集――ࣛ࢞ク

タ楽ჾのୡ⏺――』（����）における㸪ୖ㏙

の特ᚩとのඹ通Ⅼの有↓を᳨ウするࠋ創造的

な活動を行うࡇとに関しては㸪「あとがき」

にࡼれば㸪「ィ⟬のୡ⏺とか読み᭩きのୡ⏺

とはちがって㸪創造のୡ⏺には㛫㐪࠸と࠸う

ものがありまࡏんࠋ」と࠸うࡇとにేグして㸪

して㸪ᮍࡊきものをめࡼりࡼりࡼにࡡࡘ」

᮶にክをࡩくらまࡏて࠸なければなりまࡏんࠋ

創造のୡ⏺㸪それはᯝてのなࣞࣕࢳ࠸ンࢪな

のかもしれまࡏんࠋ」とも㏙べられて࠸るࠋ

る子どもの表現を受ࡺのグ㏙からは㸪あらࡇ

けṆめ⫯ᐃすると࠸う㸪子どもの表現と᥋す

るጼໃに関した⌮ᛕ㸪そして㸪そのከᵝな表

現を㸪子どもの手にࡼって「ୖ手にあそびな

がら」（��� 㡫）発展され⥆けるものとして

ᤊ࠼る⌮ᛕが❚࠼るࡇࠋの⌮ᛕに関しては㸪

ᙜⴭ内㸪「１音あて」の୰で⤂されて࠸る

り᫂ᛌに㸪その本㉁ࡼが㸪ࢻーࢯࣆ࢚のࡘ１

を示してくれて࠸るࠋ௨下にヱᙜ㒊分をᘬ用

するࠋ 

 

 ✵き⨁にうࡎら㇋とか▼を入れてる

どもたࡇけで㸪ఱも言わなくても㸪ࡔ

ちは୰㌟をᙜてにかかりますࠋある日㸪

うࡎら㇋の入った⨁をって࠸ますと㸪

あるࡇどもが▼と⟅࠼ましたࠋそࡇで㸪

ḟに㸪ᑠ㇋の入った⨁を聞かࡏると㸪

◁と⟅࠼ましたࠋそࡇで㸪ࡈく⣽か࠸

ビーࢬの入った⨁を聞かࡏて㸪その子

どもがなんと⟅࠼るか期ᚅしてᚅちま

したࠋ「ᅵࡔ」㸪と⮬ಙたっりに言

しながらも㸪࠸➗ࡎおもわࠋました࠸

感ᚰしてしま࠸ました࠼⟆ࠋはまち

がって࠸たけれど㸪その子の⪥はṇし

がṇし࠸音Ⰽのちがࠋました࠸とᛮ࠸

く表現されて࠸たからですࠋ（�� 㡫） 

 

 ௨ୖのグ㏙からは㸪子どもをṇし࠸ゎ⟅へ

と導くࡇとではなく㸪子どもが㸪⮬分なりの

表現でそれࡒれの音Ⰽの特ᚩをᤊ࠼㸪㐪࠸を
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表現できて࠸るࡇとを評౯して࠸るࡇとが分

かるࡘࠋまり㸪ඛ㏙したࡼうに㸪㛫㐪࠸と࠸

うものがな࠸と࠸うࡇとは㸪ⴭ者⮬㌟が㏙べ

て࠸るࡼうに「Ỵして࠸࠸ຍῶなもの」

（��� 㡫）ではなࠋ࠸それはࡘまり㸪子ども

一人一人にとって㸪ୖグので言࠼ば㸪それ

とにࡇる࠼ຠᯝをయ⣔的にᤊࡘれの音のᣢࡒ

本㉁があるのであり㸪ての音に同ࡌ音⣲ᮦ

をᙜててもⰋ࠸わけでも㸪音⣲ᮦを㛫㐪࠸な

く言࠸ᙜてなければならな࠸わけでもな࠸の

であるࠋ子どもをᨭ࠼る❧ሙのどⅬから言࠼

ば㸪子どもが⮬由に受ける音の༳㇟を㸪ある

がままに受けṆめ㸪その内ᐜと本㉁との関ಀ

をᢕᥱして࠸るࡇとが㸪安田にとっては㸪ࡼ

り㔜せなࡇとであったと⪃࠼られるࠋ 

 ௨ୖ㸪子どもの表現をᨭ࠼るጼໃを㸪安田

がಖᣢして࠸たࡇとが᫂らかとなったࡇとを

㋃ま࠼て㸪ḟに㸪その子どもの表現を「ࡼ

りࡼりࡼきもの」へと導く㝿の㸪ࣜーࢲーに

᪉に着目し㸪⪃ᐹし࠸る子どもへの向きྜࡼ

たࠋ࠸௨下に㸪『音あそび集』で㸪子どもの

音がኚするタイ࣑ンࢢと㸪その㝿の「ඛ⏕」

の関わりに言ཬされて࠸る㒊分をᘬ用するࠋ 

 

を㸪ࡌる音の感࠸どもたちの出してࡇ     

からࡔをࡺすったりして㸪しっかり受

けとめてあࡆましࡻうࠋඛ⏕がときど

き࠸っしࡻに出す音にࡇどもたちはᩄ

感に応して㸪⮬分たちの音をኚさ

う⡆༢࠸と「らんࡈて࠼ኚ」ࠋますࡏ

な言ⴥをかけるࡔけで㸪ࡇどもたちは

音のࡩん࠸きをኚさࡏますࠋ（�� 㡫） 

 

 ୖグの内ᐜからは㸪「ඛ⏕」が㸪㌟యを

うなどして㸪子どもたちに分かるࡼうにᙼら

の音をࡼく⫈き㸪⫯ᐃするࡇとが㸪子どもの

表現のኚにࡘながるࡇとが㸪㏙べられて࠸

るࡇとがぢてྲྀれるࢁࡔうࠋそして㸪「ඛ⏕

がときどき࠸っしࡻに出す音にࡇどもたちは

ᩄ感に応して㸪⮬分たちの音をኚさࡏま

す」とあるࡼうに㸪子どもにഛわる㸪⫈き㸪

感ࡌとる能ຊへの着目もㄆめられるࡇࠋのࡼ

うに㸪子どもが⮬発的に音に関わって࠸く能

ຊをᑛ㔜するጼໃのᫎは㸪๓㏙のᘬ用⟠ᡤ

の他にも㸪本文୰㸪࠸たるとࢁࡇでぢるࡇと

ができるࠋ特に㸪『音あそび集』の１ࡘめの

❶にあたる㸪子どもが㸪あらࡺるものを⣲ᮦ

として㸪ከᵝな音をぢࡘけるࡇとをとした

�� の活動からᵓᡂされる㸪「ࣛ࢞クタ楽ჾ

をあࡘめࡼう」にお࠸て㸪そのጼໃが㢧ⴭに

ぢてྲྀれるࠋ実㝿㸪�� の活動のうち㸪㡯目

␒号１㸪２㸪３㸪６㸪�� には㸪「たくさん

の✵き⨁をぢࡏたࡔけで㸪ࡇどもたちは⮬発

的に活動をはࡌめます」（㡯目２㸪�� 㡫）

と࠸った㸪子どもの⮬発性に言ཬしたグ㏙が

あるࠋまた㸪４㸪５㸪６㸪㸵㸪㸶㸪㸷㸪��

では「ࣛ࢞クタ楽ჾには㸪Ᏺらな࠸と࠸けな

��㡯目４㸪）「࠸つ๎なんてな࠸ 㡫）と࠸

うࡼうな㸪ඛで㏙べた㸪子どもの表現内ᐜに

㛫㐪࠸と࠸うものはなく㸪᪤ᡂのᴫᛕにᤊわ

れࡎに㸪⣲ᮦと向きྜ࠼るࡇとが㸪さまࡊま

な言ⴥでᙉㄪして㏙べられて࠸るࠋさらに㸪

他の㡯目にお࠸ては㸪音の⏕み出される✵㛫

の㟼ᐢさと㸪音の࠼るຠᯝとの関連をグ㏙

しており㸪それらのຠᯝを㸪子どもが日ᖖの

⏕活の୰で㸪指したࢯࣆ࢚ーࢻなどを通し

て㸪子どもの⪥のẼきに言ཬして࠸るࠋ 

࠸とから㸪『音あそび集』におࡇれらのࡇ 

ては㸪表現の発展に関しては㸪あくまで子ど

もが感ぬ的にᤊ࠼た༳㇟と㸪ᙼら⮬㌟の意ḧ
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に㸪表現のྍ能性がクされており㸪また㸪

「ඛ⏕」に関しては㸪子どもにとって㸪࠸か

なる表現もチされた安ᚰできる⎔ቃをᩚ࠼る

とと㸪ともすると㸪⏕み出された㏵端にᾘࡇ

「に出すࡻっし࠸」てしまう子どもの表現を࠼

ຠᯝを意㆑࡙け㸪᪂たࡘとで㸪その音のᣢࡇ

な表現への用をᨭ࠼るࡼうな⨨࡙けでᥥ

かれて࠸るࡇとが分かるࡇࠋのࡼうな子ども

と「ඛ⏕」との向きྜ࠸᪉は㸪実は㸪３㸬で㸪

᪂たなアイディアのඹ有㐣⛬を᳨ウした㝿の㸪

安田と子どもとのࡸりとりཬび㸪子どもの

「ᑓ有」をಁす㐣⛬と㓞ఝして࠸るのであるࠋ 

 ௨ୖの᳨ウから㸪『音あそび集』から読み

ྲྀれた㸪ᙜⴭをᇳ➹したᙜ時の安田の音楽活

動に対するጼໃが㸪本✏୰３㸬の実践分析に

って☜ㄆした子どもをయとした音楽活動ࡼ

の展開にకう安田のጼໃと一⮴するࡇとが分

かるࠋ 

 

 ４㸬２㸬ඛ㥑者としての安田寛 

 

れまでの⪃ᐹからは㸪安田にとっては㸪ࡇ 

ᙼが㸪『音あそび集』の୰でたびたび「㨱法

࠸」と࠸う言ⴥをࡘかって㸪子どものᏑᅾ

を㇟ᚩして࠸るࡇとから示၀されるࡼうに㸪

子ども一人一人が㸪ᑛ㔜されるべき音Ⰽࡸ音

楽を⏕み出す㸪⊂❧した表現者であるࡇとが

分かるࠋ日にお࠸ても㸪音楽活動を行う子

どもに対するࡇのࡼうなぢ᪉は㸪ᚲࡎしもᗈ

く一⯡に᰿࠸て࠸るࡼうなものとは言࠼な

しかしながら㸪ᙼの⌮ᛕがࠋ࠸かもしれな࠸

␗端であるかと言࠼ば㸪実はその対であ

るࡼうにᛮわれるࠋなࡐならば㸪㸪幼児

教育の現ሙにお࠸て㸪᪤Ꮡの楽曲をḷったり㸪

ྜዌしたりと࠸った㸪₇ዌᢏ能のఙ長₇ࡸዌ

表現のᡂᗘの向ୖに関ᚰの向࠸た活動にഴ

ಽしがちであるࡇとにၥ㢟意㆑をᣢち㸪安田

の行った音楽活動に通ࡎる活動を対㇟として

分析を行った論⪃がしばしばぢ受けられるか

らであるࠋ୰でも㸪駒（����）は㸪「幼児の

音楽活動では㸪（୰␎）幼児が音を『⫈く』

とにも着目するᚲせがあࡇ『くるࡘ』ࡸとࡇ

るのではな࠸か㸷」（㸷㡫）と㸪本㡯で対㇟

として࠸る㸪安田の子どもに対するጼໃࡸ展

開の㝿の着║Ⅼに関連の῝࠸㸪子どもの⫈く

行為に着目した◊✲を行࠸㸪⣽ࡸかなࣆ࢚

出す音ࡂの分析を通して㸪「他者の⣳ࢻーࢯ

に⪥をഴける㸪それࡇそが⮬分（幼児）⮬㌟

を表現するዎᶵとなりうる」（ᣓᘼ内は➹者

にࡼる）と㏙べ㸪また㸪「ಖ育にᦠわる者は㸪

幼児が他者の音を⫈くࡇとができる⎔ቃのಖ

㞀と㸪ಖ育者⮬㌟もࡇうした活動の意味ࡸ㸪

連⥆性を意㆑してとら࠼るまなࡊしをもࡇࡘ

とがྍḞ」（�� 㡫）であると論ࡌて࠸るࠋ

う行࠸の論⪃は㸪まさに㸪子どもの⫈くとࡇ

為㸪そしてその行為にࡼって子どもの内面で

㉳きる「アࢺ࢘プッࢺ」への㐣⛬を㸪子ども

のどᗙに❧ってᤊࡼ࠼うとするものࡔと言࠼

るࢁࡔうࡘࠋまり㸪子ども一人一人をయ㸪

すなわち音ࡸ音楽を「ࡘくる」Ꮡᅾとして

⨨࡙けて࠸るⅬにお࠸て㸪安田の⌮ᛕと᪉向

性を同ࡌくした❧ሙとぢるࡇとができるࢁࡔ

うࠋ 

うに㸪安田がࡼのࡇ  �� 年あまりもの㛫㸪

ኚわらࡎಖᣢしてきた⌮ᛕと㸪㏆年の論⪃に㸪

子どもの⨨࡙けࡸ㸪活動内ᐜをᕠって㸪ඹ

通の౯್ほがぢ出されたࡇとからは㸪安田ら

が『音あそび集』をⴭしたᙜ時にお࠸てはࡴ

しࢁ㸪その⌮ᛕが࿘ᅖのඹ感をᚓられ㞴࠸も

のであったྍ能性が示၀されるࠋ実㝿㸪安田
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は㸪ᙜ時㸪子どもと行って࠸た実践と同ᵝの

活動を㸪ດめて࠸た▷期学の学⏕と行って

㸪教育者の㛫で㸪ࡸ⏕とをり㏉り㸪学ࡇた࠸

㞴なく受け入れられた活動ではなく㸪ࡴしࢁ㸪

音楽活動として的な指もᑡなくなかっ

たࡇとを証言して࠸る（安田：��の証ࡇࠋ（

言内ᐜからは㸪日からぢれば㸪≧ἣ的に㸪

安田がඛ㥑的な実践者であったࡇとが᥎ᐹで

きるࢁࡔうࠋそࡇで㸪創造的な音楽活動の時

代的なኚ㑄における㸪安田の⨨࡙けを☜ㄆ

するࡇとを通して㸪ᙼの実践と㸪その᰿ᗏに

ある⌮ᛕのඛ㥑性を᳨ウしたࠋ࠸ 

 ᭮田（2011）は㸪『音あそび集』を分析対

㇟として㸪同ⴭでᣲࡆられて࠸る活動に対し

て㸪ア࣓ࣜ࢝実㦂音楽㸪とりわけࢪョン・

の作ရにおける美学とのඹ通性を㸪５ࢪーࢣ

かに㸪安田が☜ࠋる࠸のほⅬから指してࡘ

活動内ᐜを⪃して࠸たᙜ時をり㏉って㸪

ඹⴭ者にࡼってࢣーࢪのᏑᅾを▱ったときに㸪

「へ࠼㸪そんなኚな作曲家が࠸るのかって

（୰␎）㸪音楽⫈࠸たり㸪そっちもຮᙉした

とからࡇる࠸と証言して（安田：23）「ࠋࡼ

も㸪᭮田の指の通り㸪ࢣーࢪの美学が『音

あそび集』の実践にᫎされて࠸るࡇとは᫂

らかであるࠋ 

 日本にお࠸ては㸪ࢣーࢪに㝈らࡎ㸪「現代

音楽のᅾり᪉に着目し㸪音楽教育的な意味を

ぢ出ࡔそうとする音楽࡙くりの活動」は㸪

1970 年代のึめから㸪「ఱ人かがࡰ同時

期に㸪それࡒれの現ሙで同ࡼࡌうな活動をጞ

めて࠸た」ࡇとは㸪᪤に࿘▱のࡇとである

（坪能, 1992, 138 㡫）１㸮ࠋそのࡇとから⪃࠼

れば㸪安田がᙜ時行って࠸た実践ཬび㸪それ

にకうጼໃは㸪一ぢ㸪ඛの実践者の㏣㝶にす

か࠸な࠼どඛ㥑け的な༳㇟を㸪それࡎࡂ

もしれなࠋ࠸しかし㸪ᙜ時は学習指導せ㡿に

┒とがࡇ「うにするࡼくって表現できるࡘ」

り㎸まれ㸪ᑠ学ᰯにお࠸て創造的音楽学習へ

の関ᚰがເりጞめた時分であるࠋそのࡼうな

時代に㸪ඛに㏙べたࡼうな美学的ほⅬに᰿ࡊ

した活動内ᐜを⪃㸪実践して࠸たࡇとにຍ

も㸪▱ぢが㇏ᐩであ࠼てさ࠸て㸪日にお࠼

るとは言࠸㞴࠸㸪幼⛶ᅬ児に対㇟を特した

活動を㸪1980 年代後༙から行࠸㸪さらには㸪

そのᡂᯝとして㸪子どもをయとする⌮ᛕが

ての活動にお࠸て通ᗏするアイディア集を

᭩⡠して࠸るࡇとを⪃៖すると㸪日本にお

ける㸪子どもの創造的な音楽活動のኚ㑄にお

て㸪安田をඛ㥑者の一人として⨨࡙けら࠸

れるࡇと㸪そして㸪ඛに㏙べたࡼうな㸪安田

の子どもとの音楽活動に対するጼໃと㸪日

の論⪃とのඹ通性に㚷み㸪ᙼのᇶ本⌮ᛕが

日にお࠸ても有ຠであるࡇとと㸪実践ᙜ時に

おけるᙼのඛぢ性をㄆめるࡇとがጇᙜである

と⪃࠼るࠋ 

 

５㸬おわりに 

 

 ௨ୖの⪃ᐹを通して᫂らかとなったࡇとは㸪

௨下の通りであるࠋ本◊✲の対㇟者である安

田寛の実践と㸪ⴭ᭩からは㸪ඹ通するᙼのጼ

ໃࡸ⌮ᛕがㄆめられたࠋᙜ実践が行われた日

時とⴭ᭩の出∧時には㸪�� 年の㝸たりがあ

るࡇとから㸪�� 年๓ᙜ時の≧ἣを⪃៖した

⤖ᯝ㸪安田の⌮ᛕཬび実践内ᐜにඛぢ性ཬび㸪

ඛ㥑性がぢ出ࡏたࠋ 

とから㸪子どもの⮬発的な音楽活動ࡇのࡇ 

の展開と㸪子どもとの向きྜ࠸᪉とに関して㸪

௨下㸪４ࡘの㈨ᩱをᚓられたࠋ 

１㸬子どもがᴫᛕ的な⌮ゎのᇦを㉺࠼て㸪┿
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に⮬由な表現を行う㝿には㸪ࣜーࢲーに

とをᇶ本とした㸪ࡇって⫯ᐃされるࡼ

ಶࠎの子どもの内面に着目した関わりが

㔜せなᙺをᯝたすと࠸うࡇとであるࠋ 

２㸬音楽活動におけるయは子どもであり㸪

子どもの興味ࡸ関ᚰの᪉向にᇶ࡙࠸て活

動内ᐜが即興的に展開されると࠸うࡇと

であるࠋ 

３㸬子どもを㸪⮬発的に音に関わって࠸き㸪

ከᵝな音を⫈き分け㸪⏕み出す能ຊをഛ

る㸪⊂❧した表現者として⨨࡙けて࠼

 ࠋとࡇる࠸

４㸬子どもの表現ཬび㸪内面に即した音楽活

動を行うጼໃࡸ㸪子どもをయとするぢ

᪉は㸪時代が⛣りኚわࢁうともኚわらࡎ㸪

子どもの⮬発的な音楽表現をᨭ࠼るᇶ本

⌮ᛕとして㸪⨨࡙けられると࠸うࡇと

であるࠋ 

 ᭱後に㸪インタビュー୰に㸪本✏で対㇟と

した幼⛶ᅬでのワークショップに関するヰか

ら㌿ࡌて㸪あらࡺるሙ面での音楽活動の展開

に通ࡎるࡇととして語って࠸る㸪安田の言ⴥ

を㊊がかりに㸪子どもとの⮬発的な音楽活動

の展開における㸪即興性の㔜せさに࠸ࡘて㸪

㏙べておきたࠋ࠸ 

 安田は㸪実践の๓に㐍行内ᐜをᐃめな࠸で㸪

子どもとの関わりの୰で即興的にᐃめるࡇと

の㔜せ性をㄝ࠸て࠸るࠋもちࢁん㸪安田⮬㌟

が㸪子どもたちの表現に対して㸪㛫㐪࠸と࠸

うものがなࡇ࠸とと㸪࠸࠸かࡆんなࡇとを᫂

☜に༊ูして࠸るࡼうに㸪㐍行内ᐜをᐃめな

ーにఱもഛࢲとと㸪ワークショップࣜーࡇ࠸

ととはࡇとがチされるࡇࡴして活動にᣮࡎ࠼

意味が␗なるࡇࠋのࡇとは㸪本✏でぢた安田

の実践内ᐜから⮬᫂であるࢁࡔうࡴࠋしࢁ㸪

㐍行をᐃめなࡇ࠸との┿意は㸪活動内ᐜに

対して㸪ワークショップࣜーࢲーにも㸪子ど

もたち⮬㌟にもணぢされなࡼ࠸うな発展を期

ᚅし㸪そのሙで㸪࠸まࡇの▐㛫に⫈࠼ࡇてき

た音を㸪そして㸪そのሙの子どもたちとの㞺

ᅖẼを楽しみながら㸪たと࠼㐍行とは関ಀ

がⷧくとも㸪ᚰ動かされた表現との出࠸を

ᑛ㔜して㸪ࡦらめ࠸た展開へと⮑するࡇとな

くṌを㐍める㸪即興的な展開の㔜せ性にぢる

べきࢁࡔうࠋ 

 ᐃめられた展開内ᐜへと㐍ࡇࡴとは㸪子ど

もたちの୰に㸪行われて࠸る活動が㸪それま

での⮬分の表現と関連のⷧ࠸活動に感ࡌる子

を⏕ࡴかもしれなࠋ࠸他᪉㸪安田のᙇする㸪

即興的な展開では㸪子どもの表現ࡸ関ᚰのὶ

れに㸪きっかけをጤࡡるものであるため㸪一

人一人の関ᚰとの㞳は⪃࠼にくࠋ࠸௨ୖの

とから㸪子どもたち⮬㌟の表現が発展するࡇ

ࠎにᯟ⤌みからゎᨺされて㸪ಶࠎとに㸪ᚎࡈ

の感受性にᇶ࡙࠸た⮬由な表現へと内面が開

かれてࡺくࡼうな㸪⮬発性にᐩんࡔ活動の展

開には㸪子どもとワークショップࣜーࢲーと

の㸪࠸わば㸪即興性のࡘࡪかりྜ࠸が㸪㔜せ

なᙺをᢸうと⪃࠼られるࡇࠋれまでに㏙べた

とは㸪௨下㸪安田の言ⴥᑡなに語った表現ࡇ

が㸪てを言࠸表してくれて࠸るࠋ 

 

࠙証言内ᐜ２ࠚ 

 （┬␎）教（㐍行）᭩࠸ちࢲࡷ

࣓なのࠋࡼ教なしでࡸらな࠸とࡘま

らなࡸࠋ࠸っࡥり子どもたちぢて㸪

パッとࡦらめ࠸た㸪ࡇの子たちとࡇれ

ࠋと࠸らなࡸとをࡇなって࠸りたࡸ

（安田：44） 
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࠙ὀࠚ 

１）本◊✲で対㇟とする『音あそび集』は㸪

安田㸪ᮧ㸪田୰の３人にࡼるඹⴭであ

るࠋそのため㸪本◊✲にお࠸ては㸪๓

に㸪安田⮬㌟に聞きྲྀりㄪ査を行࠸㸪３

人のそれࡒれがᇳ➹をᢸᙜした㒊分を᫂

示してもら࠸㸪ẚ㍑᳨ウの対㇟としたࠋ

本手⥆きをもって㸪本論文では㸪特にᢸ

ᙜ者を᫂グして࠸な࠸ᘬ用⟠ᡤに࠸ࡘて

は㸪安田のᢸᙜ㒊分からのᘬ用であるࡇ

とを㸪ࡇࡇに᫂グしておくࠋ 

 

２）本✏では㸪ᙧにᗙった子どもたちに㸪

一人ࡘࡎ㡰␒に音を出してもらう活動ᙧ

ែを㸪同ᵝの手㡰で活動を行って࠸るඛ

行◊✲にೌって㸪「ᚠ⎔ᆺ」の活動と表

現したࠋ 
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࠙ㅰ㎡ࠚ 

 本◊✲を行うにあたり㸪ㄪ査ࡸインタ

ビューにᛌく応ࡌてくࡔさった安田寛ඛ⏕を
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６㸬山下洋輔の୕作の絵本における即興の意味 

木下 和彦 

 
The meaning of improvisation on Yosuke Yamashita’s  

three picture books 
 

     

ᢒ㘓 

 日本を代表するࣆࢬࣕࢪアニࢺࢫ山下洋輔の教育的活動は、日本のࢬࣕࢪ教育にお࠸てきなᙳ㡪を

ᣢって࠸るࠋ本✏は、その୰でに子どもを対㇟として࠸る絵本に着目し、山下Ặが示すࢬࣕࢪのᚲ

㡲᮲௳との関連を୰ᚰに教育的なぢᆅから⪃ᐹした⤖ᯝ、絵本における山下Ặのࢬࣕࢪほのᫎを᫂

らかにしたものであるࠋ 

 
Abstract 

 Yosuke Yamashita (Jazz Pianist, Japan)’s educational activity has an effect on Jazz education 
in Japan. This study focused on his picture books (targets children), and considered it from 
educational view with a focus on in relation to essential condition of Jazz that Mr. Yamashita 
shows. As a result, this study clarified a reflection of his essential condition of Jazz in their 
books.   

    

 

�ࢻーワー࢟ Jazz Improvisation �ࢬࣕࢪ 即興� Creative music 創作� picture book 絵本� avant-
garde music ๓⾨音楽 

 
１�はࡌめに 

 教育的どⅬをᣢった活動を⧞りᗈࡆるࢬࣕࢪ

が、その代表᱁と࠸シࣕンはᑡなくなࢪュー࣑

、の山下洋輔Ặ(௨下ࢺࢫアニࣆࢬࣕࢪるのが࠼࠸

山下Ặ�であるࠋ山下Ặの教育的活動の特➹すべ

きⅬは、プロ㣴ᡂのみならࡎ子どもをྵめたア

を⤂ࢬࣕࢪすくࡸュアを対㇟に、分かりࢳ࣐

してきたⅬにあるࡇࠋれまでの山下Ặの教育的

活動は、学をはࡌめとした教育ᶵ関ࣞࢸࡸビ͌

ⴭ᭩➼を通ࡌてᗈく▱られて࠸るが、その意⩏

に࠸ࡘては日まで༑分に᳨ウされて᮶なかっ

たࠋ本✏では、山下Ặのࢬࣕࢪほのᙧᡂ㐣⛬を

㋃ま࠼たୖで、子どもを対㇟にしたᩘᑡな࠸活

動とᤊ࠼られる୕の絵本『もけらもけら』

を⪃ᐹ『࠸のおんがくかࡼきࡘ』『！オンࢻ』

するࠋそれを通して、山下Ặの絵本における即

興に、Ặのࢬࣕࢪほが࠸かにᫎされて࠸るか

に࠸ࡘて、教育的なぢᆅから⪃ᐹするࡇとが本

✏の目的であるࠋ 

 

��音楽教育におけるࢬࣕࢪの⨨࡙け 

 ᗈ⩏の音楽教育にお࠸て、ࢬࣕࢪは楽㆕から

₇ዌするჾ楽₇ዌࡸ、もしくは、即興を㍈と

した創作活動に⨨࡙けられるࠋ๓者で࠼࠸ば、

㟁子࢟ー࣎ーࢻ（࢚ࣞクࢺーン）➼のჾ楽教育

の楽曲がࢬࣕࢪーとしてࣜࢺ྿ዌ楽のࣞパーࡸ

用࠸られてきたࠋ本✏では、本号の㊃᪨に㚷み、

即興的な創作活動としてのࢬࣕࢪを対㇟とし、

論⪃を㐍めるࠋ 

は、ᇶ本的にはඛ㐩࢘ࣁ࢘ࣀの即興のࢬࣕࢪ 

から後⥅者へとᚐᘵ的にఏ㐩されるࠋලయ的に

は、にᖌࡸ⇍㐩者とのࢭッション(即興的なࢪ
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が受け⥅がれ࢘ࣁ࢘ࣀてその࠸の₇ዌ�におࢬࣕ

るࠋとんどのࢭッションは年㱋ไ㝈をタけて

��、ため࠸な࠸ 代のうちから✚ᴟ的にཧຍし、

実ຊをㄆめられてプロデビューをᯝたす₇ዌ家

もከᩘᏑᅾするࡇࠋのࡼうなࢭッションはࣂン

って⮬↛発⏕的に行われࡼー同ኈにࣂの࣓ンࢻ

るሙྜࢬࣕࢪ、ࡸの₇ዌをとするࣛイ࢘ࣁࣈ

って行われるが、それࡼとにࡇが⏬する➼ࢫ

⮬యは⋞人ዲみなせ⣲がᙉく、ࢬࣕࢪをႴዲす

る人であっても₇ዌ行為には関わらな࠸人もከ

 ࠋ࠸

 一᪉、日本の学ᰯ音楽教育にお࠸ては、音楽

科の࢟ࣜ࢝ュ࣒ࣛが㏆代す洋音楽୰ᚰであった

とへの批ุ的論ㄪの୰で、ᵝᘧのᣑの一端ࡇ

としてのࢬࣕࢪのྍ能性が᳨ウされてきたࠋ学

⾡的な動きとしては、���� 年代に᪩川和子

(�������������がࢬࣕࢪを導入するࡇとに対し

て✚ᴟ的な論⪃をṧして࠸るࠋ᪩川は、ࣁーࣔ

ニーをጞめとする᪕ᚊୖに現れるࢬࣕࢪの特ᚩ

に着目し、᪕ᚊ創作の一⎔としてのࢬࣕࢪのྍ

能性に言ཬしたࠋ���� 年ࡼり � ᅇにわたってᥖ

㍕された『Ꮨ刊音楽教育◊✲』の連㍕の᭱⤊ᅇ

では、ࢬࣕࢪにᇶ࡙࠸た即興が文㒊┬ၐḷをは

る音楽ᵝᘧの᪕ᚊ創作に㐺用ࡺめとしたあらࡌ

できると㏙べ、学ᰯ現ሙへのࢬࣕࢪの導入を提

言して࠸るࠋ᪩川の論⪃は、音楽教育にお࠸て

をᢅった⛥ᑡな◊✲として㈗㔜であるもࢬࣕࢪ

のの、᪩川⮬㌟は実践のලయ的な᪉⟇をྲྀりୖ

ࣕࢪともあり、音楽教育におけるࡇなかったࡆ

ࣕࢪ、その後ࠋ導入のዎᶵとはならなかったࢬ

はࢬ ���� 年代から �� 年代にかけての創造的音

楽学習のᗈまりに㝶するᙧで、ࣆ࣏ュࣛー音

楽ᵝᘧを教育実践に用࠸る㆟論の୰に⨨࡙け

られて࠸った(࠼ば坪能���� ࠋ��

て創作活動と࠸が実㝿には、実践のሙにおࡔ 

してࢬࣕࢪが行われるࡇとは⛥であったࠋᑠἨ

(�����にࡼれば、『教育音楽・ᑠ学∧』音楽之

♫����年１᭶号〜����年３᭶号の㛫に行われ

たᑠ学ᰯでの創造的音楽学習の実践 ��� の

うち、ࣆ࣏ュࣛー音楽ᵝᘧにᇶ࡙く実践はて

の୰で ����に␃まって࠸るࡇࠋれは、日本では

現代音楽へのアプローࢳを目的に創造的音楽学

習が行われてきたࡇと、���� 年代後༙ࡼり音㡪

ᵓᡂを୰ᚰとした音楽࡙くりが┒んであったࡇ

とに㉳ᅉするとᑠἨは㏙べて࠸るࠋまた坪能

(�����は、ࢬࣕࢪをጞめとしたࣆ࣏ュࣛー音楽

にࡼる創作活動がᗈまらな࠸⌮由に、教࠼るഃ

の教ᖌのࣆ࣏ュࣛー音楽ᵝᘧに対する▱㆑と⤒

㦂が㊊して࠸るࡇとをᣲࡆて࠸るࡇࠋのࡼう

にࢬࣕࢪは、࢟ࣜ࢝ュ࣒ࣛと教ဨのࣝ࢟ࢫと࠸

うࡘのせᅉにࡼってᢅ࠸にく࠸音楽ᵝᘧとし

てㄆ㆑され、日に⮳って࠸るࠋまた、学ᰯ音

楽教育におけるࢬࣕࢪの活用᪉法も、ࢬࣕࢪの

ከᵝなࢫタイࣝ(࠼ばࣜࣇーࡸࢬࣕࢪビࣂップ、

ディ࢟シーࣛンࢬࣕࢪࢻ➼�がもࡘ教ᮦ的ྍ能性

に↷らして、༑分に᳨ウされてきたとは࠼࠸な

 ࠋ࠸

ࡎうな⫼ᬒから、山下Ặが年㱋をၥわࡼのࡇ 

意味࠸うとしてきた活動は、ᗈࡼをᗈめࢬࣕࢪ

で教育的౯್をᣢちうるものであり、特に子ど

もを対㇟にྵࡴⅬには特➹されるべきものがあ

るࠋ 

 

��山下洋輔のࢬࣕࢪほ 

 まࡎጞめに、山下Ặの⏕࠸❧ちに࠸ࡘてᴫほ

し、どのࡼうにして山下Ặのࢬࣕࢪほが育まれ、

⮬らのࢫタイࣝを☜❧して࠸ったかに࠸ࡘて⪃

ᐹするࠋ 

 山下Ặは、���� 年ᮾி㒔に⏕まれたࠋᑠ学ᰯ

୕年⏕から∗ぶのの関ಀで⚟ᒸ┴田川ᕷに
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㌿ᒃし、୰学ᰯ一年⏕の時にびᮾிにᡠるࠋ

私❧㯞ᕸ高ᰯᅾ⡠୰からプロ࣑ューࢪシࣕンと

してをጞめ、国❧音楽学作曲科を⤒て、

�� ṓの時に⮬らの₇ዌࢫタイࣝをࣜࣇーࢬࣕࢪ

に㌿向さࡏ、それ௨᮶現ᅾまで日本のࢬࣕࢪシ

ーンの᭱๓⥺で活動を行って࠸るࠋ山下Ặの活

動はከᒱにཬんでおり、ࢬࣕࢪの₇ዌの他、ᫎ

⏬音楽、オーࣛࢺࢫࢣ作ရの作曲などᵝࠎであ

るࠋ๓⾨的なパ࢛ࣇー࣐ンࢫでは、⢖ὠ₩との

の即興ࣀアࣆる࠼⇞」における「ୖ⅖ࣀアࣆ」

₇ዌ」が有ྡであるࠋまた、学⾡的◊✲として

は、ࢬࣕࢪにおけるࣝࣈーࣀーࢣࢫࢺーࣝをᑠ

Ἠ文ኵの᰾音⌮論を用࠸て分析したものがある

（山下���かⴭ᭩もከᩘ発行しておそのࠋ（��

り、���� 年代に入ってからは⮬らの⏕࠸❧ちを

り㏉る内ᐜのものがከくぢ受けられるࠋ本✏

では、にࡇれらのⴭ᭩を通ࡌて山下Ặのࣕࢪ

  ࠋほཬび教育ほのᙧᡂ㐣⛬を⪃ᐹするࢬ

 山下Ặは、幼ᑡ期からࣆアࣀが㌟㏆にある⎔

ቃで育ち、ࡘ࠸も「手に音を出して㐟んで࠸

た」（山下�����D�S���）ࠋ山下Ặが受けた音楽

教育は、ࣆアࣀ教ᖌであったẕぶにࡼるࣆアࣀ

ࣞッࢫンが᭱ึであったࠋ山下Ặは、ࣞッࢫン

にお࠸てẕぶから楽㆕通りに₇ዌするࡼうᙉ࠸

られるࡇとをᣄんできたࠋ 

 

ࡇ」、にゐれてࣀアࣆくは、ఱᗘもఱᗘもࡰ 

っちに行くと音が高くなる、ࡇっちに行くとప

くなる」と࠸うࡇとをおもしࢁがれたのですࠋ

とࢁࡇが、ࡘࡌは楽㆕と࠸うものをぢてᙎかな

くち࠸ࡷけな࠸とわかったときに「᎘ࡔ」とᛮ

ったࠋ（山下������ SS������） 

 

て࠸ンにおࢫで␃意すべきなのは、ࣞッࡇࡇ 

山下Ặがクࣛシックを᎘ったわけではなࡇ࠸と、

音楽表現に㝿して「楽㆕からの現」ࡼり「即

興にࡼる創作」をႴዲしたࡇとであるࠋまた、

本発言の内ᐜはᑠ学⏕の㡭を㉳したものࡔが、

ࠋ࠸な࠸と出ってࢬࣕࢪࡔの時山下Ặはまࡇ

即興的に音を」ࡎりඛにまࡼ࠸との出ࢬࣕࢪ

出す」⤒㦂があったࡇとは、山下Ặのࢬࣕࢪほ

のᙧᡂにお࠸て㔜せなഃ面であるࠋ 

 ୰学ᰯの時には、はࡌめてࢭ࣒ࣕࢪッション

を行࠸、高ᰯ時代は、のࣂ࣒ࣕࢪンࢻにཧຍ

するなど、Ặのࢬࣕࢪ活動が開ጞされたのは ��

代の後༙であったࡇࠋの時期に、山下Ặは後の

音楽性にᙳ㡪を࠼る๓⾨音楽に出って࠸るࠋ

たࡔし、ᙜ時の山下Ặは๓⾨音楽を「㏆࡙࠸て

は࠸けな࠸もの」としてᤊ࠼ており、⮬らのࢪ

タイࣝに๓⾨的手法を導入するにࢫの₇ዌࢬࣕ

は⮳らなかったࠋプロ活動をጞめたのは高ᰯ⏕

の時であったが、そࡇで₇ዌして࠸たのはࣔࢲ

ンࢬࣕࢪであったࡇࠋのࡼうに、୰学から学

にかけての時期は、山下Ặにとっては⮬らのࢪ

 ࠋタイࣝをᶍ⣴する時期であったࢫの₇ዌࢬࣕ

 山下Ặが⮬らの表現の᪉向性をࣜࣇーࢬࣕࢪ

にᐃめた時期は �� ṓの時であったࠋその出᮶

を本人は「ビックࣂン」とྡけ、⮬らの音楽

家としてのࣜࣕ࢟アの୰で㔜せなዎᶵと⨨࡙

けて࠸るࠋ 

  

 ���� 年に、ࡰくがまでの₇ዌの᪉ࣝࡸーࣝ

を㒊↓どして⇿発してしまったときのࡇとを、

⮬分で「ビッࣂࢢン」と言って࠸るんですࠋ

（ᙜ時の࣓ンࣂーであった࣐ࣛࢻーの᳃山ጾ⏨

の୰ᮧㄔ一とは、）どの音楽とも㐪ࢫックࢧࡸ

うものをࡸりた࠸って࠸うࡇとがわかりあ࠼た

んですࠋ（山下� ����� S���） 

 

タイࣝࢫの発言から、山下Ặが⮬らの₇ዌࡇ 
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にࣜࣇーࢬࣕࢪを導入した⌮由は、⮬らの「Ẇ

を◚る」ためであったと᥎ されるࠋその後、

山下Ặの作ရ₇ࡸዌにはㄪ性的な音楽もぢ受け

られるが、ᇶ本的にはࣜࣇーࢬࣕࢪをయとし、

๓⾨的な₇ዌ手法が㈏かれて࠸るࠋẶにࡼる

「手で྇くࡼうにᙎく」などの๓⾨的な₇ዌ表

現は、ࣞࢸビ➼を通ࡌてከくの人に▱られるࡇ

ととなり、ࣆアニࢺࢫとしての山下Ặを༳㇟࡙

ける一ᅉとなったࠋ  

 また、ࣜࣇーࢬࣕࢪが山下Ặのࢬࣕࢪほに

きく᰿ࡊして࠸るࡇとは、ḟのࡼうな発言から

も読みྲྀるࡇとができるࠋ山下Ặは、⮬ⴭにお

てḟの୕Ⅼをᣲ࠸ࡘのᚲ㡲᮲௳にࢬࣕࢪ、て࠸

�� �る（山下࠸てࡆ��� S��� ࠋ（

楽ჾを₇ዌできる  

ඹ₇者がࡸって࠸るࡇとを⫈きとれる  

 できるࢢィン࢘ࢫ

の音楽ࢬࣕࢪとから、山下Ặにとってࡇのࡇ 

的イディオ࣒は、ከくのࢬࣕࢪの教๎本にお࠸

て⤂されるࢣࢫーࣝࢥࡸーࢻ⌮論ではなく、

がඃඛされ「ࣜࣀ」の࣒ࢬうࣜ࠸とࢢィン࢘ࢫ

て࠸るࡇとが分かるࠋまた音を⫈きྲྀり、₇ዌ

をඹ有する┦手と࣑ࢥュニࢣーションするࡇと

が㔜どされて࠸ると⪃࠼られるࠋ 

₇ዌ家にࢬࣕࢪほは、どのࢬࣕࢪうなࡼのࡇ 

もඹ有されて࠸るものではなࢬࣕࢪࠋ࠸のᤊ࠼

᪉はዌ者ࡈとに␗なり、おのおののࢬࣕࢪほが

₇ዌにきくᙳ㡪する₇ࠋዌ者のࢬࣕࢪほが、

他のዌ者とのᕪูをᅗるためにᴟめて㔜せな

ᙺをᯝたすのであるࢬࣕࢪࠋの₇ዌ家に࠸ࡘ

て論ࡌるにあたっては、ࡇのࡇとに␃意したୖ

で、対㇟とする₇ዌ家のࢬࣕࢪほにᇶ࡙࠸てࢪ

、ほはࢬࣕࢪ山下Ặのࠋるᚲせがある࠼をᤊࢬࣕ

幼ᑡ時から日に⮳るまでの音楽活動を通して

ᙧᡂされ、その୰でẶが⮬らの₇ዌࢫタイࣝに

࠸とがきくᙳ㡪してࡇࡔを㑅んࢬࣕࢪーࣜࣇ

ると⪃࠼られるࡇࠋれを㋃ま࠼、ḟ㡯では山下

Ặの教育的活動にはẶのࢬࣕࢪほがどのࡼうに

ᫎされて࠸るかを⪃ᐹするࠋ 

 

��山下洋輔にࡼる教育的活動 

 山下Ặのࡇれまでの教育的ഃ面をもった活動

は、௨下の５ࡘのഃ面からᤊ࠼るࡇとができる

 ࠋうࢁࡔ

（１）学➼のᑓ㛛教育ᶵ関における活動 

（２）ワークショップ➼における活動 

（３）79➼の࣓ディアにおける活動 

（４）᭩⡠を通した活動 

（５）絵本を通ࡌた活動 

 

 （１）に関しては、����年から����年にかけ

てὙ㊊学ᅬ音楽学のᐈဨ教ᤵをめ、���� 年

現ᅾはẕᰯである国❧音楽学₇ዌ学科ࢬࣕࢪ

ᑓಟのᣍ⪸教ᤵをめて࠸るࠋ山下Ặの発言に

は、学で教㠴をྲྀるにあたって⮬㌟の受けて

きた教育⤒㦂がᫎされて࠸るࡇとをఛわࡏる

ものもあるࠋ 

 

 学ᰯの音楽のᤵᴗ࠸ࡸわࡺるクࣛシックにࡘ

ながるࣞッࢫンはዲきになれな࠸と࠸う子౪は

ᚲ࠸ࡎるࠋ人にはⓙ、⮬分にあった音楽がある

わけで、それと出࠸、ຮᙉできるᶵがಖ㞀

されるୡの୰でありた࠸ものࠋࡔ（୰␎）学ᰯ

と࠸うไᗘのなかに、ࢬࣕࢪと࠸う分野が用意

されたࡇとは、そう࠸う意味でのきな一▼が

ᢞࡌられたࡇとࡔと⮬㈇して࠸るࠋ（山

下�����E�S����） 

 

す洋㏆代音楽ࡸうに、山下Ặは、楽㆕ࡼのࡇ 

を୰ᚰに展開する学ᰯ音楽教育へのၥ㢟意㆑を
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᰿ᗏにᣢちࡘࡘ、⮬らの教育的活動では、⮬㌟

のࢬࣕࢪの₇ዌ⤒㦂を活かすጼໃで⮫んで࠸る

と⪃࠼られるࠋ 

 （２）のとしては、����年�᭶��日、⟃Ἴ

学㝃ᒓᑠ学ᰯにおけるᤵᴗ◊✲にて開ദさ

れたᑠ学ᰯ現ሙでのࢬࣕࢪワークショップがあ

るࠋそࡇでは、現⫋教ဨを対㇟にしたࣜࣇーࢪ

ッションも行ࢭての࠼教ဨを、ࡸの⤂ࢬࣕ

われたࡇࠋれは、学ᰯ現ሙからࢬࣕࢪをయと

した◊✲が開ദされたࡇと、そࡇに一ὶの₇

ዌ家が関わったと࠸うⅬで⏬期的なイ࣋ンࢺで

あったࠋ 

 （３）に関しては、山下Ặはከくの 79 ␒⤌に

関わって࠸るが、で代表的なものでは 1+.、

( るᆏ本㱟一┘ಟの音࠸てᨺᫎされて࠸におࣞࢸ

楽␒⤌「ࣛࢥࢫ」の ���� 年 � ᭶ᨺᫎᅇにおける

ࢬࣕࢪ、その୰で山下Ặはࠋ特集があるࢬࣕࢪ

の音楽⌮論的ഃ面を⤂するとともに、ᆏ本と

ඹにࢭッションも行って࠸るࠋなお、その୰で

₇ዌされたࢬࣕࢪはࣜࣇーࢬࣕࢪ的せ⣲のᙉ࠸

ものであり、Ặのࢬࣕࢪほが᫂☜にᡴち出され

て࠸るࠋなお、本ᅇは後に᭩⡠されて࠸る

（山下����� ࠋ（

 （４）に関してはከᩘᏑᅾするが、ࢬࣕࢪを

⤂する目的のものとして代表的なのは『山下

洋輔のࢬࣕࢪの᥅（⏕活実用シࣜーࢬ）』（山

下�����）ཬびその㈍∧である『山下洋輔のࢪ

山）『ࢬシࣜー͌ࢬターࢫ࣐͌ࢬࣕࢪ ᥅のࢬࣕ

下�����）であるࠋ本作は㈍を⤒て、ࢬࣕࢪ入

㛛᭩としてのࣂイࣝࣈのᆅを☜❧して࠸るࠋ 

 （５）の絵本の創作にお࠸て山下Ặは、ࡇれ

まで『もけらもけら』（山下�本Ọ����ࢻ』（�

オン！』（山下�長����のおんがくࡼきࡘ』（�

か࠸』（山下�ᰆ木�����）の୕作にお࠸て、ࡇ

とば㒊分をᢸᙜして࠸るࠋ山下Ặは、୕作の絵

本を通して「どの(絵�本も、ࢬࣕࢪは面ⓑࡼ࠸、

と࠸うࡇとをఏ࠼たかった」と㏙べて࠸る（山

下�����E�S����）୕ࠋ作の絵本にはࡎ࠸れもオ

た音楽がᥥかれており、文❶と࠸を用࣌ࢺ࣐ࣀ

ーションした⏬家の絵を通して山下Ặࣞ࣎ࣛࢥ

の音楽にゐれるࡇとができるࠋまた、山下Ặが

に子どもを対㇟として᭩࠸たࡇとは、対㇟年

㱋が � ṓからとされて࠸るࡇとからも分かるࠋ

௨ୖࡼり本✏では、ࡇの୕作を山下Ặのᗈ࠸意

味での教育活動の一✀としてᤊ࠼るࡇととするࠋ 

、を⮬らのᇶ┙とする山下Ặがࢬࣕࢪーࣜࣇ 

子どもにࢬࣕࢪをᗈめるにあたって、⮬らのࢪ

うに絵本にᫎしてࡼほཬび教育ほをどのࢬࣕ

 ࠋ࠸きた࠸るかをḟ㡯では⪃ᐹして࠸

  

５�分析̾絵本୕㒊作を対㇟に̾ 

る絵本をᗈく教育活動ࡼでは、山下Ặにࡇࡇ 

の１ࡘとしてᤊ࠼、山下Ặが読み手としての子

どもに対し、࠸かなる᪉⟇でࢬࣕࢪを⤂しࡼ

うとしたかを᳨ウするࠋ 

Ặのⴭ᭩にみられる発言から、୕作の絵本にᥥ

かれた音楽がࢬࣕࢪであるࡇとを読みྲྀるࡇと

はྍ能であり、୕作はẶのࢬࣕࢪほが᫂☜に

ᫎされた作ရ⩌であるとみなすࡇとができるࠋ

 ࠋく࠸とを、分析を通して᫂らかにしてࡇのࡇ

 

 なお、分析にお࠸ては、ḟのほⅬで行うࠋ 

͌作ရ（₇ዌ）のయᵓᡂ 

͌山下Ặのࢬࣕࢪほである 

ձ楽ჾを₇ዌできる  

ղඹ₇者がࡸって࠸るࡇとを⫈きとれる  

ճ࢘ࢫィンࢢできる 

が࠸かにᫎされて࠸るか 
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���� 『もけらもけら』（本Ọᐃṇ 絵、����） 

㹙ᵓᡂ㹛 

 ᵓᡂୖの特ᚩは、௨下のⅬに集⣙されるࠋ 

͌絵と � あたりࢪー࣌ �〜� ࡼに࣌ࢺ࣐ࣀのオࡘ

ってᵓᡂされるⅬ 

͌᭱後の࣌ーࢪは絵が༙分でษれて࠸るⅬ 

 

 

 

 

 

 

 

 作ရయに㇏ᐩなオ࣌ࢺ࣐ࣀとఱを表すか分

からな࠸絵がᥥかれており、読み手のീຊを

ാかࡏる作りとなって࠸るࠋオ࣌ࢺ࣐ࣀには音

౯௨እに音楽的せ⣲をつᐃするせᅉとなるもの

はなࡇࠋ࠸のࡇとが、読み手が絵本を読ࡇࡴと

でീする音楽に⮬由ᗘをもたらして࠸るとも

 ࠋる࠼࠸

 本作をࢬࣕࢪとみなしうるかに࠸ࡘて、ඛ㏙

した୕Ⅼのࢬࣕࢪのᚲ㡲᮲௳に↷らして⪃ᐹす

るࠋձに関しては、ᥥかれた絵がዌ者ࡸ楽ჾで

はな࠸ため、音の発⏕※が᫂であり、オ࣐ࣀ

ࡇとを示す௨ୖのࡇに音が㬆るࡇからはそ࣌ࢺ

とを読みྲྀるࡇとは㞴しࠋ࠸ղに関しては、ዌ

者そのものがᥥかれて࠸るわけではな࠸ため、

ᚲ㡲᮲௳にはあてはまるとは࠼࠸なࠋ࠸ճに関

しては、オ࣌ࢺ࣐ࣀは࣒ࣜࢬ感をもって読み㐍

めるࡇとができるࠋ࠼ば、⥆けて読ࡇࡴとࡸ、

読ࡴ᪩さをኚさࡏるなどのᕤኵもྍ能であるࠋ

ࡷ感（しࢢィン࢘ࢫとから、ある✀のࡇのࡇ

ばࡔ、ࡔばࡔなど）をࡘくり出すࡇともྍ能ࡔ

と⪃࠼られるࠋ  

 山下Ặはⴭ᭩の୰で、ࡇのᵓᡂを「(絵の�動

きとඹに音楽を₇ዌする」ࡼうに作りୖࡆ、

かって₇ዌをするࡘのかわりに文Ꮠをࣀアࣆ」

か、山下Ặは本作る࠸とにした」と㏙べてࡇ

を「一✀の楽㆕」とᤊ࠼ており、本作をもとに

してࢬࣕࢪの即興₇ዌを行うと࠸うヨみも行わ

れて࠸るࠋまた、本作のオ࣌ࢺ࣐ࣀは⮬らのࣆ

アࣀの「手Ⓑ」の言語であり、࣌ーࢪから絵

がはみ出すと࠸う特ᚩ的な⤊わり᪉は「まさに

るなど、本作࠼とᤊࡔ「ࢢンディン࢚のࢬࣕࢪ

が山下Ặにとってはࠒࢬࣕࢪࠑであると࠸うㄆ

㆑にあるࡇとは興味῝࠸（山下�����E�S����ࠋ（

山下Ặの即興におけるࣜࣇーࢬࣕࢪにᇶ࡙࠸た

イディオ࣒から、本作におけるオ࣌ࢺ࣐ࣀの㑅

び᪉࢚ࡸンディンࢢが⏕み出されて࠸るとみな

すࡇともできࡼうࠋ 

 ඛ㏙したࢬࣕࢪのᚲ㡲᮲௳をに‶たすわ

けではな࠸が、ୖ㏙の発言のࡼうに山下が本作

をࢬࣕࢪとしてᤊ࠼、かࡘ「音楽を₇ዌする」

とから、本作には山下Ặࡇた࠸うに創作してࡼ

のࢬࣕࢪほがᫎされて࠸るとみなすࡇとがで

きるࠋ 

 

��、長᪂ኴ 絵）『！オンࢻ』 ������） 

 本作のᕳᮎにおける➹者⤂ḍには、本作が

బΏの和ኴ㰘にᙳ㡪を受けて作ᡂされたとのグ

㏙があるࠋ絵本にお࠸て用࠸られる楽ჾは、

「たࡇ࠸」のみであり、Ⓩሙ人≀はそれࡒれࢫ

ኴ）࣒ࣛࢻࢫࣂまたは（ᑠኴ㰘）࣒ࣛࢻアࢿ

㰘）をᣢってᥥかれて࠸るࠋオニの子ࢻンとࡇ

うちࡷんの႖ვが㉳きるとࢁࡇからヰがጞまり、

「たࡇ࠸」を用࠸ての音࣒ࢬࣜࡸのࡸりとりが

ࡷうちࡇࡸンの୧ぶࢻりとりにࡸそのࠋるࡌ⏕

んの୧ぶがຍわり、さらに動≀㐩がཧຍして

ྜዌに発展し、᭱⤊的には音㡪的に「࢝オࢫ(ΰ

ἁ�」な≧ែとなるࠋయに音࣒ࢬࣜࡸがỏ℃し

用࠸られたオ࣌ࢺ࣐ࣀの 

もけら、でけ、ࡨた、ࡈら、

け、しࡷばた、ࡨて、しࡷら、

くがん、ࡥࡔた、どば、ࡻࡌわ

らん、ࡈあら、がら、たん 
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たとࢁࡇで、「ࢻオン！」と࠸う音でഅ↛య

の音がྜ࠸、ᅋを㏄࠼ると࠸うᵓᡂになっ

て࠸るࠋ山下Ặはࡇの࢚ンディンࢢに࠸ࡘて、

くあり、そのࡼにはࢬࣕࢪうな一▐がࡼのࡇ」

たかった」（山下�����E�S����）と࠼とをఏࡇ

㏙べて࠸るࠋ「ࡇのࡼうな一▐」は、ᚲࡎしも

ッションにみられる⤊わり᪉としてࢭのࢬࣕࢪ

一⯡的なものではな࠸が、山下Ặのࢬࣕࢪほに

から�ࢫオ࢝)うな音㡪的ΰἁࡼって、本作のࡼ

の⤊⤖にはࢭッションとしてのᡂຌの意味け

がなされて࠸るࠋ௨ୖのᵓᡂを、ᅗ示するとḟ

のࡼうになるࠋ 

㹙ᵓᡂ㹛 

(オニの子�ࢻン   ࢻンࢻン！(たࢻ  �ࡇ࠸ンࢻࢥࢻンࢻンࢻン！ 

                         

(人㛫�ࡇうちࡷん ࢻン！(たࢻ �ࡇ࠸ンࢻࢥࢻンࢻンࢻン！   (ᅗᕥ下へ� 

 ！オンࢻ    ンの∗ẕⓏሙ      その他ከくの動≀の入ࢻ

  

 �ࢫオ࢝)んの∗ẕⓏሙ    音㡪的ΰἁࡷうちࡇ 

 

用࠸られたオ࣌ࢺ࣐ࣀの 

 ン͌ࢻンࢻンࢻࢥࢻンࢻ

タンタ࢝タンタ࢝(たࡇ࠸�

➼ 

ࢻ」ンがࢻ、に対し「ンࢻ」んのࡷうちࡇ 

ン！ࢻン！」と応するὶれは、࣒ࣜࢬにࡼる

即興であるࠋձに関して、用࠸られた楽ჾがኴ

㰘を୰ᚰとするⅬは、一⯡的に現ᅾࢬࣕࢪで用

とは␗なるが、ᡴ楽ჾのࢺッࢭ࣒ࣛࢻられる࠸

ࣝーࢶとしてのኴ㰘とᤊ࠼るならば、本作の楽

ჾ⦅ᡂにもࢬࣕࢪ的なせ⣲をぢ出すࡇとができ

るࠋまた、オ࣌ࢺ࣐ࣀが「ࢻンࢻࢥࢻンࢻンࢻ

ン」のࡼうに࣒ࣜࢬ感をᣢࡘⅬでも、本作は、

ղཬびճに関して࠸の₇ዌを⫈きあうࡇとで

発展する即興₇ዌのせ⣲をྵんで࠸るࠋ 

ୖグの⪃ᐹを㋃ま࠼れば、山下Ặが本作をࣕࢪ

とが᫂らかであるとともࡇた࠸て࠼としてᤊࢬ

に、Ặのᤊ࠼るࠒࢬࣕࢪࠑは一⯡的にࡔࢬࣕࢪ

とみなされる楽ჾ⦅ᡂࡸ⫈ぬྍ能な音楽ᵝᘧࡼ

りᖜᗈ࠸内ᐜをྵみうるࡇとが示၀されるࠋ  

 

ᰆ木Ἃᘺ）『࠸のおんがくかࡼきࡘ』 ����

㑻�����） 

㹙ᵓᡂ㹛 

  㸻₇ዌの開ጞと⤊を表す۔

(ク࣐)ࣆア۔̾۔    ۔̾̾̾۔    ࣀ 

 ۔̾۔̾̾̾̾̾̾۔ ࢫー࣋(࣐࢘)

 んのྜᅗࡷうちࡇ ۔̾۔ ۔̾̾̾̾۔    ࣒ࣛࢻ(ࢥࢿ)

(イࢾ)ࢧック͐͐۔      ۔̾̾۔    ࢫЎ₇ዌ⤊ 

 

用࠸られたオ࣌ࢺ࣐ࣀの 

シࣕンシ、�ࢫー࣋)んࡪんࡪ

ン͌ࣕ࢟ンࣕ࢟、�࣒ࣛࢻ)࢝ࣕ

ࢻࣂシࣕ、�ࣀアࣆ)ࣞࢥࣜ࢝

ビࣂࢻー(ࢧックࢫ�➼ 

  

 タイࣝࢺの㢟には -DP 6HVVLRQ と࠸う語が

ྵまれており、また楽ჾ⦅ᡂは一⯡的なࢥン࣎

ࢬࣕࢪとからも、本作はࡇの⦅ᡂであるࢬࣕࢪ

がᥥかれて࠸るとみなすࡇとができるࢥࠋン࣎

�)ᡂでの楽曲₇ዌは、一⯡的に⦆ࢬࣕࢪ 人のዌ

者を $�' としたሙ ロࢯࠑ̾ࠒ࣐ーࢸࠑ、ྜ� ̾ࠒ$

ࢯ）ࢫーࣂࠑ̾ࠒ'ロࢯࠑ̾ࠒ&ロࢯࠑ̾ࠒ%ロࢯࠑ

ロをዌ者ࡈとに₇ዌしあう㒊分）ࢸࠑ̾ࠒーࠒ࣐

のὶれで㐍行するࠋ本作でもࡇのὶれが㏵୰ま

で㋃くされており、ᵓᡂの面からもࢥンࣕࢪ࣎

୕、れらからࡇࠋる࠸タイࣝがᥥかれてࢫのࢬ

作の୰では᭱もⰋく▱られるࢬࣕࢪの即興₇ዌ
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に㏆ఝしたものࡔと࠼࠸るࠋ 

 山下Ặはࢭ࣒ࣕࢪッションにお࠸て、「ㄡか

がࡸ࠸にㄪ子がࡼくࢸンションがୖがって、そ

のໃ࠸で一人で✺っ㉮って࠸るのを、みんなが

ⲉ↛としながらぢて࠸る」ࡼうな₇ዌをᡂຌࡔ

と⪃࠼て࠸る（山下������S���）が、本作のイ

の発言に㏆ఝした≧ἣがࡇにも（ࢫックࢧ）ࢾ

みられるࠋまた、Ặの㏙べるࢬࣕࢪのᚲ㡲᮲௳

に↷らして⪃࠼るならば、ձに関しては、用࠸

られた楽ჾはࢬࣕࢪで用࠸るものであるࠋղに

関しては、ࡇうちࡷんがイࢾのࢯロを⫈き、⤊

わりのタイ࣑ンࢢを示すためにኌを出すሙ面か

らも、࠸の₇ዌを⫈きあって࠸るࡇとが分か

るࠋճに関しては、「ࡪんࡪん」ࡸ「シࣕンシ

感をもっࢢィン࢘ࢫは࣌ࢺ࣐ࣀなどのオ「࢝ࣕ

て読み㐍めるࡇとができるࡇࠋのࡼうに、本作

にᥥかれたࢭ࣒ࣕࢪッションには山下Ặが⪃࠼

うるⰋࠑ࠸即興ࠒがල現されて࠸るࠋ 

 

���� ⪃ᐹ 

 ୕の絵本はࡎ࠸れも、Ⓩሙ人≀同ኈ、もし

くは読み手と絵本との࣑ࢥュニࢣーションをᇶ

┙としたఱらかの即興が㉳きる作りになって࠸

るࠋそれらの࣑ࢥュニࢣーションは㇏ᐩなオࣀ

࣌ࢺ࣐ࣀオࠋとで展開されるࡇる࠸を用࣌ࢺ࣐

は、絵、山下Ặ、読み手の୕者㛫で⏕まれる音

楽的な࣑ࢥュニࢣーションを⏕み出すために有

ຠにᶵ能して࠸るࠋ 

一᪉、音౯を㝖࠸た音⛬、音高、ㄪ性などの音

楽的せ⣲はく出て᮶なࠋ࠸読者は、オࢺ࣐ࣀ

う意ࡼと絵のᥥから㬆り㡪く音をീする࣌

ᅗされて࠸るが、それを実㝿にどのࡼうなᙧで

音にするか、そのุ᩿の㒊分は読み手にጤࡡ

られて࠸るࡇࠋのⅬにお࠸て、読み手はẶのࢪ

ࠒ即興ࠑほがᫎされた絵本のୡ⏺の୰でࢬࣕ

するための⮬由ᗘが࠼られるࠋ 

 また、୕作の内ᐜからは、「絵と即興する」

て作られた『もけらもけら』࠸とをᛕ㢌におࡇ

から、実㝿のࢬࣕࢪの₇ዌᙧែをྲྀりୖࡆた

まで、山下Ặが絵本『࠸のおんがくかࡼきࡘ』

を通してఏ࠼たࢬࣕࢪの࢚ッࢭンࢫのከᵝ性が

指できるࡇࠋのࡼうに、山下Ặの絵本は、同

ᵝにࢬࣕࢪのさまࡊまな即興のഃ面をも表現し

て࠸るのであるࠋ 

  

��⤖論 

 本✏では、山下Ặのࢬࣕࢪほへの⪃ᐹを㋃ま

ࠋたୖで、Ặの手がけた୕作の絵本を᳨ウした࠼

そࡇでは、絵本で内ᐜとしてᥥかれた音楽は࠸

との関連がㄆめられ、ዌ者㛫のࢬࣕࢪれもࡎ

が㍈となって即興が展「ーションࢣュニ࣑ࢥ」

開されて࠸るࡇと、音౯௨እの音楽的せ⣲をつ

ᐃして࠸なࡇ࠸とから、ࡎ࠸れの作ရにも山下

Ặのࢬࣕࢪほがᫎされて࠸たࠋまた、୕作の

絵本は、Ặがᤊ࠼たࠒࢬࣕࢪࠑが発のඖにあ

るࡇとは、Ặのⴭ᭩にみられる発言ࡸ、Ặがࢪ

のせ⣲との関連かࡘる୕࠼⪄のᚲ㡲᮲௳とࢬࣕ

ら᫂らかとなったࠋしたがって、山下Ặのᖜᗈ

活動の୰でも、に子どもを対㇟とした୕作࠸

の絵本を教育的にᤊ࠼たとき、そのຌ⦼は᫂ら

かであり、絵本を通して子どもはẶのࢬࣕࢪほ

にゐれ、創造的に音楽と関わって࠸くࡇとが出

᮶るのであるࠋ 
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他教科からの提言 ― 「即興的な表現」は国語でも！ 
 

 
批ุ的㸪創造的行為としてのパロディ 

―学のᤵᴗ実践と㸪国語教育への応用に向けて― 
川端 有子 

 
Parody-making as Critical and Creative Activity 

—Toward an Application to the Japanese Education— 
 
 

せ⣙ 
、࠸うヨみを行࠸の論文は、学２年⏕を対㇟としたᤵᴗのなかで、「᫇ヰをパロディにする」とࡇ 

その⤖ᯝ、ࡇの活動が学⏕にどのࡼうな意⩏をもたらしたか、また、教ㅍᚿᮃ者がከ࠸その学⏕たち

にとって、ᑗ᮶ྲྀり⤌ࡇࡴとになる国語教育にどのࡼうな㈉⊩をもたらすྍ能性があるかを᳨ウするも

のであるࠋ 
 ᫇ヰをパロディすると࠸う⤒㦂の⤖ᯝ、学⏕の、≀語のᵓ造に対する⌮ゎຊ、批評的読みの能ຊは

ᖜにఙび、ク࢚ࣜイࢸィࣦな即興性と、聞き手に応ࡌた語りのᰂ㌾性を㌟にࡘけるࡇとにもࡘながっ

たࠋまた、ࡇの同ࡌヨみは、学㝔⏕ࣞࣝ࣋から、ᑠ学ᰯప学年の⏕ᚐ対㇟に行うࡇともྍ能であり、

さらにᗈ࠸意味での国語教育にも、きく㈉⊩するヨみࡔと⪃࠼られるࠋ 
 

Abstract 
This article examines effects of making parodies of famous fairy tales in the undergraduate 
classroom, investigating possibilities and adaptabilities of this experience to Japanese 
language education system. Parody-making impromptu activates critical reading ability of 
students in this class, as well as literacy of finding basic structure of the targeted fairy tale. 
Moreover, this experience gives them flexible technique of improvising stories, according to the 
kind of audience they face.  
As a result of this class activity, I will show that this attempt of letting students make parodies 
is worth adapting to all the level of students from the graduated students to the kindergarten 
children. 
 
 
パロディ、᫇ヰ、ᵓ造、国語教育、批評、創造：ࢻーワー࢟

  

１ はࡌめに 

の論文は、２㸮１３年に学２年⏕を対㇟とࡇ 

したᤵᴗのなかで、「᫇ヰをパロディにする」と

の活動が学⏕にࡇ、その⤖ᯝ、࠸うヨみを行࠸

どのࡼうな意⩏をもたらしたか、また、教ㅍᚿᮃ

者がከ࠸その学⏕たちにとって、ᑗ᮶ྲྀり⤌ࡇࡴ

とになる国語教育にどのࡼうな㈉⊩をもたらす

ྍ能性があるかを᳨ウするものであるࠋ 
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 ⤖論から言うならば、᫇ヰをパロディする活

動は、学⏕の、≀語のᵓ造に対する⌮ゎຊ、批評

的読みの能ຊを活性すると同時に、ク࢚ࣜイࢸ

ィࣦな即興性と、聞き手に応ࡌた語りのᰂ㌾性を

㌟にࡘけるために㠀ᖖに有ຠな手ẁであったと

 ࠋうࡼ࠼࠸とがࡇう࠸

 また、ࡇの同ࡌヨみは、ከᵝなࣞࣝ࣋の対㇟に

とって有意⩏であり、学㝔⏕ࣞࣝ࣋から、ᑠ学

ᰯప学年の⏕ᚐ対㇟に行うࡇともྍ能ࡔと⪃࠼

られ、ᩜ⾝して応用ྍ能なヨみであるࡇとがண 

できるࠋ 

  

２ ᤵᴗ、対㇟学⏕、ᤵᴗ内ᐜとその୰での⨨

࡙け 

 実践を行ったのは、後期のᤵᴗ「幼年文学」（㑅

ᢥ）の６ᅇ目、㸷㸮分ᤵᴗの後༙であるࠋそして

ୖࡆはᐟ㢟とし、ḟ㐌にᡂしたものを提出さ

受ㅮ⏕は、Nࠋたࡏ ዪ子家ᨻ学㒊児童学科の２

年⏕がで、ᩘྡの３年⏕、４年⏕、そして同ዪ

子の文学㒊日本文学科の⫈ㅮ⏕ᩘྡをྵࡴ㸷

２ྡであるࠋまた、ࡇの受ㅮ⏕は༙が๓期の同

時㛫ᖏで行われた「児童文学」（ᚲಟ）を受ㅮࡌ

しており、「᫇ヰ」「⚄ヰ」「ఏㄝ」と࠸ったཱྀᢎ

文ⱁのᐃ⩏に࠸ࡘては学んで࠸る1ࠋ児童学科の学

⏕は、ࡰဨがᑠ学ᰯと㸭または幼⛶ᅬ教ㅍの

㈨᱁をྲྀᚓするࡇとを目指しており、２年⏕のࡇ

の時Ⅼでは教⫋へのᑵ⫋をᕼᮃして࠸るものが

ከࠋ࠸ 

 「幼年文学」のᤵᴗでは、ࢺࢫ࢟ࢸは用ࡎࡏ、

ㅮ⩏と、絵本ࡸ幼年童ヰの実≀ᢞᙳ、さわりの㒊

分の読み聞かࡏと分析などを୰ᚰに行って࠸るࠋ

幼年文学とは、「児童文学のなかでも、読んでも

らうなら幼⛶ᅬの年長⤌から、⮬分で読ࡴならᑠ

                                                   
1 「児童文学」のࢺࢫ࢟ࢸとしては、ᣋⴭ『児童文

学の教科᭩』を用ࠋ 

学ᰯのప学年から」と࠸うẚ㍑的年㱋ᒙのప࠸児

童を対㇟として᭩かれた文学を指し、その୰には

絵本もྵࡴが、ᤄ絵がከくてᏐのき࠸、ప年㱋

向けの≀語の本（出∧♫ഃで「絵童ヰ」と呼ࡇࡪ

ともある）をに指して言う2ࡇࠋの分野は、子ど

もの読者が、絵本から≀語の本へ、読んでもらう

とへ⛣行する㔜せなẁ㝵ࡇࡴとから⮬分で読ࡇ

をターࢤッࢺとしたものであるため、子どもを読

᭩ዲきにするかྰかの分かれ道であるにも関わ

らࡎ、おとなの批評家ࡸ◊✲者には分析するࡇと

が㞴し࠸と࠸うၥ㢟をᢪ࠼たとࢁࡇでもあるࠋ 

࠸幼年文学の㦵子となってࡎのᤵᴗでは、まࡇ 

る「᫇ヰのᵓ造」を⌮ゎしてもらうため、５ᅇに

わたって日本とእ国の᫇ヰをྲྀりୖࡆ、絵本を

用してゎㄝしたあと、ఱかの᫇ヰのパロディ絵

本を示し、それらのࡡら࠸とパロディのᐃ⩏、ྍ

能性に࠸ࡘてㄝ᫂した６ࠋᅇ目のᤵᴗ時には、ま

、うにࡼる࠸パロディとは一⯡的に⌮ゎされて、ࡎ

をㄏうᶍೌではなく、批評的なḟ創作であ࠸➗

るࡇとをᙉㄪし、ࡼく▱って࠸る᫇ヰをパロディ

にするࡼう指示したࠋそのᡂᯝをሗ࿌する๓に、

学⏕に向かって行った、それまでのᤵᴗでくりか

しᙉㄪしてきた「᫇ヰ」のᐃ⩏、「パロディ」࠼

のᐃ⩏、そして᫇ヰのパロディの意⩏に࠸ࡘて、

㏙べておきたࠋ࠸ 

 

３ 「᫇ヰ」、「創作᫇ヰ」とは 

 日ᖖ的なሙにお࠸ては、童ヰ、民ヰ、᫇ヰ、絵

本などと࠸った言ⴥは、ࡇとにཝᐦなᐃ⩏をされ

るࡇとなく、័習的、または㍍く「子どもの読み

≀」と࠸ったࡼうな意味でわれるࡇとがከࠋ࠸

日本では、「࣒ࣜࢢ童ヰ」「アンデࣝࢭン童ヰ」な

どと࠸う࠸᪉がすでにᅛᐃして࠸るため、ၥ

                                                   
2 同ୖ、p.216 
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㢟はさらに」雑になってしまって࠸るࡇࠋれらの

ཝᐦなᐃ⩏に࠸ࡘては、ᣋⴭ『児童文学の教科᭩』

にヲし࠸ので、ࡇࡇではࡩれな࠸が、本論で「᫇

ヰ」と࠸う言ⴥを用࠸るときには、もともとཱྀᢎ

文ⱁとしてఏ࠼られ、１㸷ୡ紀㡭から᭩きとめら

れるࡼうになった民㛫にఏわる≀語㸫ⱥ語では

Fairy Tales と呼ばれるもの―を指す3ࠋ 

࠸と「に͐ࢁࡇあると、ࠎ᫇」れらの≀語はࡇ

うࡼうなỴまり文ྃでጞまり、ሙᡤࡸ時㛫が特ᐃ

されࡎ、特に㝿❧ってᅛ有ྡモもᣢたな࠸「おࡌ

が「さまとおድさま⋥」ࡸ「さんとおばあさん࠸

Ⓩሙするࡇࡇࠋは、動≀が人㛫に向かってཱྀをき

ᝏ㨱がⓏሙしたりしても、ㄡࡸ࠸たり、㨱法࠸

も㦫くࡇとなくその実を受け入れる一ḟඖ的

ୡ⏺であり、ၿᝏがはっきりと示される᫂ᛌな≀

語であるࠋ 

᫇ヰは、また、そのࣔࢸィーࡸࣇ、ᵝᘧ、ᵓ造

がはっきりとして࠸るࡇとも特ᚩであると࠼࠸

るࠋᑠ⃝ಇኵはそのⴭ᭩『᫇ヰ入㛛』にお࠸て、

ࣜ・ࢫック࣐の◊✲者ࢫイࢫ ュࢸィのᵝᘧ⌮論4を

ᘬ用しࡘࡘ、ලయ的に᫇ヰのクࣜアでᢳ㇟的でく

りか࠼しをከ用しࡘࡘ㐍行する᫇ヰのᵝᘧをゎ

ㄝして࠸るࠋそれにࡼると、᫇ヰは「日ᖖ的なඹ

同యࣔࢸィーࣇにᢳ㇟ᙧᘧを࠼、⣧し、Ꮩ❧

して⮬らのなかにࣔࢸィーࣇとしてྲྀり㎸」ん

 ࠋとになる5ࡇう࠸ものとࡔ

➨ḟୡ⏺戦後、ୡ⏺にఏわる᫇ヰをࣔࢸ

ィーูࣇに分㢮し、「᫇ヰのᆺ」と࠸う࢝タロࢢ

を作ᡂしたアーࣝࢿ㸻ࢯ࣒ࢺンの◊✲からもわ

かるࡼうに、᫇ヰのࣔࢸィーࣇはある⛬ᗘୡ⏺

的にᬑ㐢性をᣢち、分㢮がྍ能である6ࠋまた、ࡇ

                                                   
3 『児童文学の教科᭩』pp.62-64 
せࠋの᫇ヰ◊✲者ࢫイࢫィはࢸュࣜ・ࢫック࣐ 4

ⴭ᭩『᫇ヰの本㉁』他ࠋ 
5 ᑠ⃝ಇኵ⦅ⴭ『᫇ヰ入㛛』p.89 
6 ア࣓ࣜ࢝の᫇ヰ◊✲者、ࢸࢫィࢯ࣒ࢺ・ࢫンとア

う࠸ったᅛᐃ的なᵝᘧ性から、ロシアの◊✲者࢘

⦆ーࣝ・プロップは、ロシアの᫇ヰ１㸮㸮࣑ࢪࣛ

をᵓ造⩏の❧ሙから分析し、Ⓩሙ人≀をࡘの

㢮ᆺに、語りのᵓᡂせ⣲である行為を「ᶵ能」と

 ࠋーに分㢮した7ࣜࢦࢸ࢝れを３１のࡇ、࠼⪄

、うに、᫇ヰはそのᇶ本ᵓ造に㑏ඖしてࡼのࡇ

同一のᵓ造をྲྀり出すࡇとがྍ能な≀語なので

あり、そのため、そのᵓ造を用するࡇとで、「創

作᫇ヰ」と࠸うࣕࢪンࣝの児童文学を創出するࡇ

とができるࡇࠋの創作᫇ヰ―ⱥ語で literary fairy 

tales と呼ばれるものࡇそ、幼年文学の㉳※であ

りᇶ本なのであるࠋ 

、に࠼ࡺの高ᗘに⣧され、ᵝᘧされたᙧࡇ 

᫇ヰはパロディにするࡇとがᐜ᫆でもあるࠋそれ

では、ḟにパロディとはఱを意味するのか、とり

わけࡇの論文のなかで、どのࡼうな意味でࡇの言

ⴥを用するのかに࠸ࡘてㄝ᫂しておࡇうࠋ 

 

４ 「パロディ」とは、「᫇ヰのパロディ」とは 

う言࠸う、一⯡的な意味で「パロディ」とࡘࡩ 

ⴥは、「✍なᶍೌ（ridiculing imitation）」とし

て⌮ゎされて࠸るࠋしかし、͆ parody  ͇ と࠸う言

ⴥのࣜࢠシア語※にὀ目したࣜンࣁ・ࢲッ࢙ࢳオ

ンは、͆parodia”が͆ beside㸭counter̺song  ͇（と

なりのḷ㸭・ḷ）と࠸う㔜の意味をᣢࡇࡘと

を指し、「パロディ」が᪉向性をᣢࡘᵝ

ᘧであると㏙べて࠸る8ࠋⴭ᭩『パロディの⌮論』

（A Theory of Parody）にお࠸て、ࣁッ࢙ࢳオン

は、パロディを「批評的㊥㞳をకった

（repetition with critical distance）」とᐃ⩏し9、

そࡇには、ᚲࡎしも➗ࡸ࠸、㢼่、⓶⫗をྵࡴと

は㝈らな࠸として࠸るࠋ 
                                                                                  
ンࢸィ・アーࣝࢿのඹ同◊✲ࠋ 
 ࠋ↷ーࣝ・プロップ『᫇ヰのᙧែ学』ཧ࣑ࢪࣛ࢘ 7
8 Linda Hatcheon, A Theory of Parody. p.32 
9 同ୖ、p.37 
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 本論では、ࣁッ࢙ࢳオンのᐃ⩏を᥇用し、パロ

ディを、そのターࢤッࢺとなるࢸクࢺࢫに対し、

∦手で⛠㈶を㏦りࡘࡘ、もう∦手で批ุをࡸって

のける文学ᙧᘧと⪃࠼るࡇとにした࠸（もっとも、

、オンのパロディ⪃はさらに⠊ᅖがᗈく࢙ࢳッࣁ

音楽、美⾡などにも㐺応されて࠸る）ࠋ᫇ヰのパ

ロディ、すなわち “parodia”は、それ࠼ࡺ᫇ヰが 

“beside”、ࡘまりすࡄとなりにある、ぶしみのあ

るものであるとㄆめ、そのᬑ㐢性を⛠㈶したう࠼

で、 “counter” ࡘまり、㌿そし、㍈をࡎらし、

ᢠしてそのイデオロࢠー性をᭀくと࠸う批ุを、

同時にࡸってのけると࠸う性㉁のものなのであ

るࠋ 

 ᫇ヰはその⣧⢋性と᫂☜なᵓ造、ᬑ㐢性のおか

ࠋとがきわめてᐜ᫆であるࡇで、パロディするࡆ

そして、パロディにࡼる㌿そ・ࡎらし・㏫㌿に

に内ໟされࢺࢫクࢸ・ࢺッࢤり、実はそのターࡼ

て࠸たࡺがみࡸ೫ぢ、▩┪、೫向性をはっきりと

示すࡇとができるࠋ⌮論的にゎㄝすると、㞴ゎな

ヨみにぢ࠼るかもしれな࠸が、ࡇれを実践して示

すࡇとは⡆༢であるࠋḟに、ᤵᴗで行ったணഛ的

なㅮ⩏の内ᐜに࠸ࡘて、ゎㄝしておくࠋ 

 

５ パロディ実践の๓に  

ձ᫇ヰを読ࡴ㸭聞く 

 「幼年文学」のᤵᴗの᭱ึに、学⏕がࡼく▱っ

て࠸る日本の᫇ヰをཱྀ㢌で語り、そのᵓ造をᅗᘧ

してぢࡏるࡇࡇࠋでにᣲࡆるのには、「᱈ኴ

㑻」が㐺ษであるࠋなࡐなら、ࡇのヰは現代の

学⏕でも▱らな࠸ものはな࠸ど有ྡであり、そ

して人බのෑ㝤をకう᫇ヰのᆺ的なᙧをᣢ

って࠸るからであるࠋ 

まࡎ、「᫇ࠎあるとࢁࡇに」と࠸うỴまり文ྃ

にྵまれる↓時㛫性と㠀特ᐃ性に࠸ࡘてゐれ、お

さんとおばあさん、ኴ㑻（⏨の子の一⯡的な࠸ࡌ

ྡ๓）と࠸うⓏሙ人≀のᆺ性に࠸ࡘてὀ意をಁ

すࠋお࠸ࡌさんが山へᰘสりに、おばあさんが川

へὙ℆に、と࠸う࢙ࢪンࢲーᙺに࠸ࡘて指し、

ὶれてきた᱈のなかから⏕まれたと࠸う人බ

の「␗ᖖ出⏕」性、ࡘまりࡇの子どもは⚄の⏦し

子であり、特ูなをᢸってࡇのୡにあらわれ

たと࠸うࡇとを教示するࠋ୰には୕ࡘ目にὶれて

きた᱈から⏕まれてきたと࠸うࣂーࢪョンもあ

るため、᫇ヰに㢖⦾にⓏሙする「クࣞッシ࢙ンࢻ

をకった３ᗘの⧞り㏉し」に࠸ࡘても言ཬし、３

と࠸うᩘᏐの⚄⛎性に࠸ࡘてもㄝ᫂する（ጞまり

と⤊わりと┿ん୰がある᭱ึのᩘᏐであると࠸

うࡇとから、３と࠸う⣲ᩘは洋のᮾすをၥわࡎ、

᫇ヰにおけるࢼ・ࣝ࢝ࢪ࣐ンࣂーである）ࠋ 

、がて、育てのぶのもとでᡂ長した᱈ኴ㑻はࡸ

㨣が島の㨣のᝏ行のうわさを聞き、㨣㏥に出か

けるỴ意をᅛめるࡇࠋれは人බが、ぶのඖと࠸

うᬮかでᒃᚰᆅの࠸࠸ሙᡤから出発し、㠀日ᖖの

ୡ⏺でෑ㝤をしてᩛをಽし、またもとの家にᖐっ

てくると࠸う、࠸わࡺる「行きてᖐりし≀語」の

パターンを㋃くして࠸るࠋ㠀日ᖖのୡ⏺でのෑ㝤

には、ㆤ者がきῧうࡇࠋれがイࢧ、ࢪ࢟、ࢾ

ࣝであり、᱈ኴ㑻にはお࠸ࡌさんの作った「日本

一の᱈ኴ㑻」と࠸うと、おばあさんがᣢたࡏて

くれた「きびࡔんࡈ」と࠸うᒓ 性
アࣜࢺビューࢺ

があり、ࡇれ

がイࢾたちㆤ者の目をᘬきࡘけ、ࡔんࡈとᘬき

࠼に「おక」すると࠸う⣙᮰をྲྀりけるので

ある（ࡇれも３ᅇ⧞り㏉される）ࠋ 

ຊをྜわࡏて㨣が島の㨣を㝆ཧさࡏ、㨣が㞃し

て࠸たᐆ≀（もしくはさらったおጲさま）をྲྀり

㏉し、᱈ኴ㑻はᨾ㒓にᡠってくるࠋ行きてᖐりし

≀語を通㐣した人බは、出発した時ࡼりもࡦと

まわりきくᡂ長する㸭またはなんらかのሗ㓘

をᚓる、と࠸うᙧで≀語は⤊わるࡇࡇࠋで、日ᖖ

Ѝ㠀日ᖖЍ日ᖖと࠸うᙧで㉳ࡇる「通㐣♩」の
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ᴫᛕをㄝ᫂しておくとさらに有ຠである10ࠋ 

の「行きてࡇ、のᵓ造にὀ意をႏ㉳したあとࡇ

ᖐりし≀語」が、幼年文学には㠀ᖖにࡼくわれ

て࠸るࡇとを指するࡇࡇࠋでにᣲࡆるのは、

ᯘ᫂子の絵本『はࡌめてのおࡘか࠸』であるࡇࠋ

れもまた、▱らな࠸学⏕は࠸な࠸ど、ࡼく▱ら

れた絵本であり、み࠸ちࡷんと࠸うዪの子が、お

ẕさんに頼まれて、はࡌめて∵ஙを㈙࠸に行くと

れをᢞᙳᶵでࡇ、けの༢⣧な≀語であるがࡔう࠸

示しながら、᱈ኴ㑻のෑ㝤と「ᵓ造が㠀ᖖにఝて

࣐࢚ࣝ』、その他にもࠋるࡏとにẼ࡙かࡇ「る࠸

ーのෑ㝤』11ࡸ、『ももࢁ࠸のきりん』12など、ྂ

的でࡔれでも▱って࠸る幼年文学が、ᇶ本に

「行きてᖐりし≀語」であるࡇとにもゐれ、⮬分

でもその他のを㉳してもらうࠋ 

そのあと、「ࡸまなしとり」「うりࡦࡇめ」など

の日本の᫇ヰ、「あかࡎきん」、「３༉の子ࣈタ」

などのእ国の᫇ヰを読んࡔり、絵本をぢࡏたりし

ながら、᫇ヰの法๎をᢳ出し、ᵓ造をぢるࡇとに

ὀ意をࡦきࡘけるࠋ 

ղ᫇ヰのパロディ絵本をぢる 

እ国の᫇ヰのなかでも、「あかࡎきん」と「３

༉の子ࣈタ」を㑅んで聞かࡏたのには⌮由があり、

おそらく、もっともパロディ絵本が出て࠸るの

が、ࡇのࡘのヰ（ຍ࠼て「シンデࣞࣛ」がある

かもしれな࠸）を下ᩜきにしたものであるからࠋࡔ

そもそも「あかࡎきん」は、ࣛࣇンࢫの田⯋にఏ

わる᫇ヰであったものを、１㸵ୡ紀、宮ᘐに࠼

るシࣕࣝࣝ・࣌ローがⱝୖ࠸ὶ㝵⣭の人ࠎのため

にヰし᭩きとめたものであり、㉥ࡎ࠸きんなる

もの⮬య、࣌ローがけຍ࠼たものである࣌ࠋロ

ーはまた、田⯋の᫇ヰにある「野༝なとࢁࡇ」を

                                                   
 ࠋ↷ップ『通㐣♩』ཧࢿ࣊・ンࣇ 10
11 ࣝー࢞・ࢫーࢿッࢺⴭ『࣐࢚ࣝーのෑ㝤』 
12 ୰川ᮤᯞ子ⴭ『ももࢁ࠸のࣜ࢟ン』 

๐㝖し、んとうは⮬ຊで㏨ࡆか࠼ってきたዪの

子の≀語を、ᝏ࠸オオ࣑࢝㸻⏨に㦄されて㣗べら

れてしまうヰに᭩き࠼たࠋその⤖ᯝ、࣌ローの

ヰでは、⏨に㦄されるのも、そんなὴ手なࡎき

んをかࡪって࠸たࡔ࠸ࡏ、と言わんばかりのዪ性

の⮬ᴗ⮬ᚓの≀語になってしまって࠸るࠋオオ࢝

の⤖ᮎࡇう࠸に㣗べられてしまって⤊わり、と࣑

に‶をᣢった࣒ࣜࢢᘵは、１㸷ୡ紀のࢻイࢶ

の୰⏘㝵⣭の子どもたちのためにさらにࡇの≀

語にኚ᭦をຍ࠼、㣗べられたあかࡎきんをᩆ出す

る᳃の⊁人をⓏሙさࡏたࡇࡇࠋに࠸たって「あか

࠸どࡦ子は࠸けをᏲらなࡘ࠸きん」は、ぶの言ࡎ

目にあう、けれども᭱後はᙉ࠸お∗さんがຓけて

くれる、と࠸う㏆代的な家᪘の≀語になったのࠋࡔ

そう࠸う意味では、「あかࡎきん」はヰされた

ᙜึから、パロディにࡄࡘパロディをࡇうࡴっ

てきたと言࠼るかもしれなࠋ13࠸ 

きんちࡎる『あかࡼイにࣞࢢン・ࣛンࢧࢼョࢪ

ࠋのパロディである∧࣒ࣜࢢのࡇ、ん』の絵本はࡷ

あかࡎきんと࠸うニックࢿー࣒しかな࠸ዪの子

に「べࣜンࢲ」と࠸うᅛ有ྡモをࡘ࠸࠸、࠼け

られたお࠸にもࡸ࠸ࡸ࠸出かける現代っ子と

おばあさんをのみにしたࠋる࠸う₇出にして࠸

オオ࣑࢝に、あわࡸあかࡎきんも㣧み㎸まれࡼう

としたその▐㛫、あかࡎきんはࢣࢫࣂッࢺをࡩり

まわしてオオ࣑࢝にᧁ、そのときࢻアが開࠸て

ፉをᩆ࠸にࡸってきたのは、ࣛࣇイパンをりか

ዪの຺でፉの༴ᶵをᐹしたẕぶࠋしたおẕさんࡊ

は、あかࡎきんとおばあさんをᩆ出し、オオ࣑࢝

のおなかには▼ではなく、たまࡂࡡをワめるࠋも

うዪの子をくったりしなࡒ࠸、と┬するオオ࢝

で≀語ࢁࡇうと࠸ዪ３代、とࡴと、おⲔを楽し࣑

                                                   
13 「あかࡎきん」の≀語のኚ㑄に࠸ࡘては、ࣕࢪッ

ク・ࢨイプࢫⴭ『㉥㢌ᕵちࡷんは᳃をᢤけて』をཧ

 ࠋ↷
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は⤊わるࡇࠋの他にも、ࣜࢧࣕ࢟ン・ࢺࢫーの幼

年文学『࣏ࣜーとはらࡇオオ࣑࢝』など、あか

 ࠋ࠸きんのパロディはኚᩘがከࡎ

一᪉、「３༉の子ࣈタ」は、イࢫࣜࢠの᫇ヰで

あるが、ࡇちらにもパロディ絵本が」ᩘあるࣘࠋ

ーࢪーン・ࣜࢺビࢫࢨとࣞ࣊ン・オクࢭンࣜࣂの

『３びきのかわ࠸࠸オオ࣑࢝』は、ᝏᙺがࣈタで、

くわれるのがオオ࣑࢝、とᙺが㌿して࠸るう

た࣑࢝くるオオࡘᮦᩱで家を࠸とᙉࡂࡘࡂࡘ、࠼

ちに対し、ᝏ࠸きなࣈタは、それࡼりもᙉ࠸Ṋ

ჾで◚ቯᕤ作にとりかかるࡇࠋの、なかなか᩿ち

ษれな࠸ᝏᚠ⎔に⤊わりがもたらされたのは、万

⟇ᑾきたオオ࣑࢝たちがⰼで家をࡘくったとき

で、࠸࠸㤶りにうっとりしたࣈタはᛮわࡎ㋀りࡔ

し、⯙࠸ᩓるⰼのなかで、オオ࣑࢝とࣈタは和ゎ

するࠋ⡿ࢯ෭戦時代の国㝿≧ἣを⓶⫗った内ᐜと

なって࠸るࠋまた、ࢪョン・シ࢝ࢫ࢙とࣞイン・

、は『んとうのヰタのࣈࢥ３びきの』のࢫ࣑ࢫ

はࣈタẅしの⨥でᢞ⊹されて࠸るオオ࣑࢝が、

本ᙜは⮬分には⨥はな࠸のࡔ、と⮬ᕫᘚㆤする≀

語で、どⅬにࡼっては≧ἣが㏫㌿するࡇともあり

うると࠸う「ಙ៰性」のၥ㢟に㋃み㎸んࡔ≀語に

なって࠸るࠋもっとも᭱㏆の絵本は、デイࣦィ

ࡇ、で『たたちࡪ３びきの』ーのࢼࢬィー࢘・ࢻ

れはオオ࣑࢝に྿き㣕ばされた子ࣈタたちが、≀

語のなかからእᯟに㣕び出すと࠸う࣓タ・ࣇィク

ショࣝࢼなパロディを、࠸くࡘかのᵝᘧの␗なる

絵を用するࡇとで表現して࠸るࠋ≀語のᵓ性

をᙉㄪし、⮬ᕫᫎ的
ࣈクシࣞࣇࣜࣇࣝࢭ

なせ⣲をᣢࢲࣔࢺࢫ࣏ࡘン

絵本であるࠋ 

とで、学⏕はパロディがࡇれらの絵本をぢるࡇ

༢に「✍なᶍೌ」ではなく、「批評的な㊥㞳を

కった」であるࡇと、そしてそのྍ能性にẼ

࡙くࡇとになるࠋ 

 

６ パロディの実践 

⏕までの‽ഛẁ㝵を⤒て、ᗘは実㝿に学ࡇࡇ 

に「ࡼく▱られて࠸る᫇ヰのパロディを作ってみ

࠸ばならなࡡᙉㄪしておかࠋかける࠸う」とㄏࡼ

のは、パロディがᚲࡎしも「➗࠸をకう」ᚲせは

なࡇ࠸と、∦手で⛠㈶、同時にもう∦手で批ุを

行うであると࠸うࡇとであるࠋとして、「⏨

ዪのᙺを㏫㌿さࡏてみる」「どⅬを人බ௨እ

のものに⨨࠸てみる」「ᩛ・味᪉を㌿さࡏてみ

る」「≀語の㍈をࡎらしてみる」などのࣄンࢺを

ᣲࡆるࠋ 

る᭱もきなຠᯝࡼの᫇ヰのパロディにࡇ 

は、実はࡈく「⮬↛」であたりま࠼であるとᛮっ

て࠸たࡇとが、「人為的」であるࡇと、イデオロ

ᨪわれたおࠋとの発ぢにあるࡇーの⏘≀であるࢠ

ጲさまは、ຓけてくれた⋤子さまとはなྰࡐ応な

く⤖፧ࡡࡏばならな࠸のか？お࠸ࡌさんが川に

Ὑ℆に行くࡇとはな࠸のか？ᮎのᜥ子㸭ፉでは

なく、長⏨㸭長ዪがᡂຌするヰでは、なࡐま࠸ࡎ

のか？㨣からぢれば、᱈ኴ㑻は␎者であり、た

め㎸んࡔᐆをຊࡎくでዣって࠸くᙉ┐ではな࠸

のか？➼ࠋࠎそしてパロディの作ᡂにかかわるࡇ

とにࡼり、文学◊✲にᚲせな「㊥㞳」「どⅬ」「ὶ

れに㏫らって読ࡴ（reading against the grain）」

と࠸った批評的ほⅬを⋓ᚓするࡇとが期ᚅでき

るࠋ 

 １㐌㛫後、提出された᫇ヰのパロディは、期ᚅ

௨ୖにከ✀ከᙬであったࠋᣲࡆてお࠸たࣄンࢺど

おりのࡸり᪉をとって、⏨・ዪ㏫㌿、ᩛ・味᪉㏫

㌿、もしくは⬥ᙺを人බにࡎらす、と࠸ったも

のもከくぢ受けられたが、それもまた一ᐃのᡂᯝ

をあࡆており、「批評的㊥㞳」をᣢࡇࡘとができ

たと࠸う⤖ᯝがᚓられたࠋᑡᩘながら、༢に⏨ዪ

を入れ᭰࠼たࡔけで、批ุ的ጼໃがくなく、パ

ロディになりᚓて࠸な࠸もののあったものの、
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「かࡸࡄጲ」を⏨性に⨨き࠼た「タࢣオの≀語」、

人㨶にᜊをしてᾏに㣕び㎸ࡴ⋤子さまのヰなど

は、ᅉ習的な⏨ዪᙺの᮲⌮をぢᢤ࠸たパロデ

ィとなって࠸たࠋ 

㏫㌿の࢚ࣜࣂーションとして、クࣞッシ࢙ンࢻ

に✺き㐍ࡴはࡎの᫇ヰのὶれを、デクࣞッシ࢙ン

ࢸアイ࠸かにも᫇ヰらし࠸、たものࡏに⤊わらࢻ

て現代∧に作り┤したもの、などはࡏをኚさ࣒

学⏕の発のオࣜࢸࣜࢼࢪィであるࡇࠋのとし

て、「現代∧わらしべ長者」と࠸うパロディが２

作あったが、ࣜࣇーター࣍ࡸーࢫ࣒ࣞを人බと

して、ᙼらがഅ↛のの連㙐から、IT 長者にな

ると࠸う、きわめて現代的発が᪂であったࠋ 

また、␗なるヰを⥅ྜࡂわࡏて࣓ࣛ࢟的にྜᡂ

した≀語にも、⊂⮬性がぢられたࠋ「᱈ኴ㑻」と

「かࡸࡄጲ」のヰをᙉᘬに᥋⥆さࡏたもの、「お

りん」と「㔠の᩼、㖟の᩼」をྜᡂしࢁࡇすびࡴ

たものࡇࠋの後者のは、†にⴠちたおࡴすびを

㏣ってࡸってきたお࠸ࡌさんに、†から現れた美

し࠸ዪ性が「あなたのおとしたおࡴすびは、㩬に

ṇࠋかける࠸ですか」とၥ࣐ࣚࢼࢶ、りですかࡂ

┤者はᚓをすると࠸うඖの≀語の教カはそのま

まに、現代、和洋ᢡ⾺したとࢁࡇが興味῝か

ったࠋ 

さて、ࡇのࡼうにして、パロディの実践をࡸ

ってもらったクࣛࢫであったが、そのຠᯝのど

は、実は期ᮎ࣏ࣞーࢺにも表れたのであるࠋ「幼

年文学」は期ᮎ࣏ࣞーࢺとして、「一、もしく

はẚ㍑をするሙྜは」ᩘの幼年文学を読み、ࢸー

「３㸮㸮㸮Ꮠ௨ୖ、࠸なさࡌを⮬分でỴめて論࣐

と࠸うものであるࢸࠋー࣐をࡇちらで指ᐃするࡇ

ともあったのࡔが、そうすると❓ᒅにᛮう学⏕も

そࠋは⮬由にした࣐ーࢸ、ので、ᅇ࠸るらし࠸

のࡇとのデ࣓ࣜッࢺは、ࢸー࣐らしࢸ࠸ー࣐もな

く、たࡔࡔらࡔらとあらすࡌと感を᭩く学⏕が

ከࡇ࠸となのであるが、年は一ࡘ目❧った特ᚩ

があったࠋ 

作ရにおける「ᵓ造」と࠸うᴫᛕを⋓ᚓし、そ

れを応用して論ࡌて࠸る࣏ࣞーࢺがከᩘぢ出さ

れたࡇとࠋࡔまた、作ရがࡔれのどⅬでᥥかれて

けࡘうな「批評的㊥㞳」を㌟にࡼう࠸るか、と࠸

たࡇとが᫂らかな࣏ࣞーࢺもあったࡇࠋのࡇとか

ら、ࡼく▱られており、༢⣧なᵓ造をᣢࡘ᫇ヰの

パロディは、学⏕の࣏ࣞーࢺを「感文」から

ちࡷんとしたどᗙをᣢった「࢚ッࢭイ」へとኚᐜ

さࡏるຠᯝがあったものと⪃࠼られるࠋ 

 

㸵 おわりにか࠼て―パロディ活動の展開ྍ

能性 

 パロディをࡘくる、と࠸う活動は、ୖは学㝔

までのࣝ࣋から、下はᑠ学ᰯ、幼⛶ᅬࣞࣝ࣋ࣞ⏕

応用的展開がྍ能ࡔと⪃࠼られるࠋたと࠼ば、

学㝔⏕ࣞࣝ࣋になれば、批評⌮論とともに活用す

るࡇとで、批評⌮論を読んで学ࡪのではなく、実

㝿にそれをってᮦᩱをると࠸う実践がྍ能

であるࠋ現代批評のゎㄝ᭩をే用し14ࡘࡘ、「シン

デࣞࣛ」を࣐ࣝクࢫ⩏批評にᇶ࡙࠸てパロディ

にする、「あかࡎきん」を࣑࢙ࣇニ࣒ࢬ批評のほ

Ⅼからパロディにする、「᱈ኴ㑻」をࢥ・ࢺࢫ࣏

ロニアࣝ⌮論で㏫㌿さࡏる、「࣊ンࣝࢮとࣞࢢー

を⢭⚄分析批評から創造する、などのヨ「ࣝࢸ

みが⪃࠼られるࠋ 

 学⏕ࣞࣝ࣋では、ୖグのᤵᴗ実践で行ったࡼ

うに、「ᵓ造」をᢕᥱし、「ᵓ造」を◚ቯ㸭ᵓ⠏す

ると࠸うデࢥンࣛࢺࢫクションのヨみがྍ能で

あるࠋᤵᴗを行った学⏕がࡸがて幼⛶ᅬࡸᑠ学ᰯ

の教ㅍとなったとき、「❧ሙをኚ࠼てものをみる」

「意ᅗに㏫らって批評的に読ࡴ」と࠸ったࣜࣛࢸ

                                                   
14 たと࠼ばࣜࢸー・イーࢺࣝࢢンの『文学とはఱか』

などが᥎ዡできるࠋ 
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シー教育を、ࡇんどは⮬↛なᙧで⏕ᚐたちにఏ࠼

て࠸けるとᛮわれるࠋまた、ࢸクࢺࢫに対し、㠀

ᖖにࣜࢪッࢻでᛅ実な読み聞かࢺࢫ、ࡸࡏーࣜー

࣋ࣞࡸとなく、┦手の≧ែࡇにᅛᇳするࢢンࣜࢸ

ࣝにྜわࡏて、即興的に応しࡘࡘ「読みྜ࠸」

「語りྜう」ࡇともྍ能になるࢁࡔうࠋ୰・高⏕

の「現代国語」のᤵᴗࣞࣝ࣋では、パロディは

受動的読᭩を能動的読᭩、ク࢚ࣜイࢸィࣦなྲྀり

⤌みにኚ࠼るࡇとができるࠋ読᭩感文を᭩かࡏ

るࡼり、実りあるຠᯝがୖがるのではなࢁࡔ࠸う

かࠋ 

 それࡼりも年㱋的にప࠸⏕ᚐの国語教育のሙ

で用するሙྜ、パロディを作るにはまࡎターࢤ

ッࢸ・ࢺクࢺࢫを▱って࠸なければならな࠸と࠸

うࣁーࣝࢻがᏑᅾするࠋしかし、ࡼく▱って࠸る

ターࢤッࢸ・ࢺクࢺࢫがあれば、すべてが一から

ጞまる創作ࡼりもࡎっとᢠなくྲྀり⤌めるは

 ࠋであるࡎ

また、ᑠ学ᰯࡸ幼⛶ᅬの⏕ᚐと࠸うのは、パロ

ディと࠸うのはぶしみのな࠸ものではな࠸は

とࡔがᚓ意「ḷ࠼᭰」子どもたちはࠋであるࡎ

のḷに「ṧ「りࡘなまࡦ」ば࠼とは、たとࡇう࠸

㓞∧パロディ」とでも࠼࠸るものが、国ඹ通で

ḷわれて࠸るࡇとからもわかる15ࠋまࡎは、きࡻ

うはイࢾからはࡌめて「᱈ኴ㑻」のヰをしてみࡼ

う、として「᫇ࠎあるとࢁࡇに、一༉のイࢾがఫ

んで࠸ましたࠋある日、㐲くのうから、日本一

の᱈ኴ㑻と᭩࠸たをᥖࡆた⏨の子がࡸってき

て͐」とጞめれば、あとは࠸くらでもヰが作って

現ᅾ、ᑠ学ᰯでは、≀語を㏵୰で⤊わらࠋける࠸

う活動は行われて࠸るとࡏその⥆きを創作さ、ࡏ

おり、ࡇれは≀語の➽のᢕᥱຊ、Ⓩሙ人≀の性᱁

                                                   
15 「人ᄳ子の人ẅし、日はᝒし࠸おⴿᘧ」で⤊

わるࡇの᭰࠼ḷは、ࡰ同ࣞࣇࡌーࢬで国的にὶ

ᕸして࠸るࠋ 

けの⌮ゎຊをఙばし、また、どࡇまで能ຊが฿

㐩して࠸るかをぢるヨ㔠▼としてわれて࠸る

が、パロディ作りは、ࡇの➽にἢって読ࡴ活動と

はちが࠸、➽を批ุ的に読ࡴと࠸う能ຊを育てる

 ࠋとができるࡇ

、うにして、᫇ヰをパロディする活動はࡼのࡇ 

≀語のᵓ造に対する⌮ゎຊにຍ࠼、ఱࡼりも批評

的読みの能ຊを活性し、即興性とᰂ㌾性を㌟に

けるために㠀ᖖに有ຠな手ẁであり、また、どࡘ

んな年㱋ࣞࣝ࣋の対㇟にも応用ྍ能な、国語教育

に࠸にするヨみであるとᛮわれるࠋ 

 

 

 

 

109

批判的，創造的行為としてのパロディ―大学の授業実践と，国語教育への応用に向けて―



ཧ⪃文⊩ 

  ➨一ḟ文⊩ 

Ụ国『たたちࡪ３びきの』ࢻー、デイࣦィࢼࢬィー࢘

㤶⧊ヂ、%/出∧、���� 

ࡆわたなべし『ーのෑ㝤࣐࢚ࣝ』ࢫーࣝ、ࢺッࢿー࢞

おヂ、⚟音㤋᭩ᗑ、���� 

シࢪ、࢝ࢫ࢙ョン㸤ࣞイン・３』ࢫ࣑ࢫびきのࣈࢥタ

のんとうのヰ』࠸くしまさちࡇヂ、ᒾἼ᭩ᗑ、���� 

『࣑࢝オオࡇーとはら࣏ࣜ』ンࣜࢧࣕ࢟、ーࢺࢫ

川ᜤ子ヂ、ᒾἼ᭩ᗑ、���� 

絵ࣜࣂンࢭン・オクࣞ࣊、ーン文ࢪーࣘ、ࢫࢨビࣜࢺ

『３びきのかわ࠸࠸オオ࣑࢝』さくまࡺみࡇヂ、ᐩ山

ᡣ、���� 

⟄頼子文、ᯘ᫂子絵『はࡌめてのおࡘか࠸』⚟音㤋

᭩ᗑ、���� 

୰川ᮤᯞ子文、୰川᐀ᘺ絵『ももࢁ࠸のきりん』⚟音

㤋᭩ᗑ、���� 

ࣛンࣞࢢイ、ࢪョࢧࢼン『あかࡎきんちࡷん』ᩧ藤洋

ヂ、ᒾ崎᭩ᗑ、���� 

 

 ➨ḟ文⊩ 

イーࢺࣝࢢン、ࣜࢸー『᪂∧ 文学とはఱか―現代批評

⌮論へのᣍᚅ』ᶫ洋一⦅ヂ、ᒾἼ᭩ᗑ、���� 

ᑠ⃝ಇኵ⦅ⴭ『᫇ヰ入㛛』ࡻࡂう࠸ࡏ、���� 

川端有子『児童文学の教科᭩』⋢川学出∧㒊、���� 

♫―んは᳃をᢤけてࡷック『㉥㢌ᕵちࣕࢪ、ࢫイプࢨ

文学からみたヰのኚ㑄』ᗮᒸ⣒子、ᶓ川ᑑ美子、

ྜྷ田⣧子ヂ、㜿࿂♫ 増⿵∧、���� 

日本イࢫࣜࢠ児童文学⦅『ⱥ語ᅪㅖ国の児童文学Ϩ

ᨵゞ∧』���� 

+XWFKHRQ� /LQGD� $ 7KHRU\ RI 3DURG\� 1HZ<RUN� 

0HWKXHQ� ���� 

プロップ、࣑ࢪࣛ࢘ーࣝ『᫇ヰのᙧែ学』ᒸㄔྖ、

⚟田美智代ヂ、ⓑ㤿᭩ᡣ、���� 

ン『通㐣♩』⥤㒊 ᜏ㞝、⥤㒊 ⿱子ࣇ、ップࢿ࣊

ヂ、ᒾἼ文ᗜ、���� 

ࣜューࢸィ、࣐ックࢫ『᫇ヰの本㉁』野ᮧࣄロシヂ、

ちくま学ⱁ文ᗜ、����

 

Journal of Creative Music Activity for Children vol.2

110



 
 
 

作曲家・増本ఄඹ子さんにきく 

〜 私が受けた一宮道子の音楽教育 〜 
 

聞き手：長尾智絵 
 

1. はࡌめに 

 増本ఄඹ子Ặへのインタビューは 2013 年 10 ᭶ 19 日（ᅵ）久ᡃ山㥐ᵓ内、イタࣜアンࣞࣛࢺࢫンにて⣙時㛫（開ጞ

時㛫 10 時 40 分〜13 時㡭）行われたࠋインタビューの目的は、➹者の◊✲対㇟である一宮道子に࠸ࡘてఛうࡇとࡔっ

たࠋ一宮との関ಀに࠸ࡘて増本Ặは「教育音楽୰学高ᰯ∧」（2012 年 1 ᭶号）のインタビューで、ḟのࡼうに語って࠸るࠋ 

 

「音楽をึめに手どきしてくれたのもẕですࣆࠋアࣀもẕに教࠼られましたけれども、私はんとうは作曲をࡸりたかったん

ですࠋ᱒᭸に入る道をࡦら࠸てくࡔさったのはᑠ学ᰯのඛ⏕ࠋ私は日本ዪ子学の㝃ᒓᑠ学ᰯ1に通ったのですけれども、そࡇ

に『ࡇどものࣂイ࢚ࣝ』の⦅さんなどをして࠸た一宮道子ඛ⏕が࠸らして、ඛ⏕は曲も᭩かࡏてくれて、ࡼく᭩けて࠸れば〔め

てくれるんですࠋࡼそれで一宮ඛ⏕が『子౪のための音楽教ᐊと࠸うのがあるから喜久子ちࡷんを入れてあࡆなさ࠸』とẕに່

めてくれて、୰学一年から入りました」 

 

する࠸りヲしく▱るためにᅇのインタビューをᚚ㢪ࡼて࠸ࡘのグから増本Ặと一宮道子との関ಀを▱り、一宮にࡇ 

 ࠋた࠸を⮬由にヰして㡬ࢻーࢯࣆ࢚一宮との、ࡎࡏインタビューでは、特に㉁ၥ内ᐜをᅛᐃࠋととなったのであるࡇ

 

2. 増本Ặと一宮道子の関ಀ 

 まࡎ、一宮道子との関ಀをఛったࠋ 

 

 私が一宮ඛ⏕におୡヰになったのは、とにかく、日本ዪ子㝃ᒓ㇏᫂ᑠ学ᰯに和 18 年に入学してからで

すࠋそのときに、まึ᭱ࡎの１年㛫、それから㣕びまして、５年のときに田⯋からᖐってきて、５年⏕と６

年⏕のときにおୡヰになり、（和 22 年と 23 年になるんࡷࡌな࠸かとᛮ࠸ますけれども）それࡔけの期㛫な

んですࠋ一宮ඛ⏕におୡヰになったのはࠋ 

 

3. 増本Ặが幼ᑡ時代に受けた音楽教育 

 一宮から受けた音楽教育に࠸ࡘて語る๓に、増本Ặは、まࡎẕぶから受けた教育に࠸ࡘてษり出されたࠋ 

 

 それ௨๓は私のẕが、そのࢁࡇ➓田ගྜྷがึめて「音感カ⦎」の本と࠸うのを出して、（୰␎）ẕはそれに

かࡪれましてࠋẕはの⚄ᡞዪ学㝔学2、そࡇに音楽㒊と࠸うのがあって、すࡈくࣞࣝ࣋高かったんですࠋࡼ

                                            
1 日本ዪ子学㝃ᒓ㇏᫂ᑠ学ᰯࠋ文ி༊目ⓑྎࠋ 
2 ⚄ᡞዪ学㝔は᫂ 8 年創❧の࣑ッションࢫクーࣝであり、関すを代表する私❧学ᰯであるࠋ⚄ᡞዪ学㝔の音楽科は᫂

39 年に᪂タされ、ᙜ時は「ᮾி音楽学ᰯに向❧する関す၏一の音楽ᑓಟ学ᰯ」（⚄ᡞዪ学㝔ⓒ年ྐ ⥲ㄝ p.121）ࡔったࠋ
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 ⚄ᡞዪ学㝔の音楽㒊を༞ᴗし、ᙜ時はまࡔ⌋しかった◊✲科へ㐍学した増本Ặのẕぶは、ᑠ学ᰯ入学๓の増本Ặに、音

感教育をしたࠋそれはഅ↛にも一宮のᖌであり、絶対音感教育を☜❧した➓田ගྜྷのⴭ᭩にࡼって行われたࠋ 

 

4. ẕぶのẕᰯ・⚄ᡞዪ学㝔 

 ヰはྂ࠸んですけど、あのࢁࡇちࡻうどロシア㠉があって、ⓑ⣔ロシア人で㏣࠸出される人が࠸っ࠸ࡥ

ーࣚࠋຓけてࠋࡡࡼ入れたわけです࠼う人を㏄࠸クーࣝですから、そうࢫッション࣑ᡞዪ学㝔は⚄ࠋࡡて࠸

日本では関ᮾ㟈⅏がありまして、その関ᮾࡸ∦、それからࠋう指者もその一人です࠸3って࢝ࢫࣛ・ࣇࢮ

㟈⅏で↝け出された人も受け入れたわけですࠋࡼそれが私のẕのᜠᖌで、ࣄロタ4ࢬࢫ࣑と࠸う、それはも

うれっきとしたࣆアニࠋࢺࢫちなみにࣄロタࢬࢫ࣑って、あの久野久子とク࣓ࣛࢫーࢺでࠋそれࡄら࠸の年

ですࠋ 

 

 ⚄ᡞዪ学㝔の༞ᴗ⏕として有ྡな音楽家はᑠᮎ子ࡔが、ཎ智ᜨ子のẕぶࡸ、安川ຍኖ子のẕぶも⚄ᡞዪ学㝔の༞ᴗ⏕

であるࠋ日本の音楽教育に関する◊✲は、音楽ྲྀㄪಀからᮾி音楽学ᰯ、බ❧学ᰯを୰ᚰとしたものがከ࠸が、ࡇのࡼ

うにᆅ᪉で、そして࣑ッションࢫクーࣝで、どのࡼうな音楽教育が実践されて࠸たのか、目を向けると興味῝࠸実がᾋ

かびୖがってくるࠋ 

 

となかっࡇったらどうってࡔそれがうちのẕのᜠᖌで、それでその᪉１人ࠋࡡから᫇のヰなんですけどࡔ 

たんですけど、もう１人ࡸっࡥりⓑ⣔ロシアで㏣࠸出され⤌の୰に、ࣇ࢚ࢶࣇኵ人5って࠸う、子౪を連れて

日本にࡸっࡥり㏨ࡆてきた᪉も࠸ますࠋその᪉もዪ学㝔はᘬきྲྀったわけですࣇ࢚ࢶࣇࠋኵ人はプロࣇࢥィ

ࢫ࣑ロタࣄから、そのࡔࠋう࠸たって࠸に音楽㝔にࢁࡇࡌけど、同࠸かどうかわからなࢺー࣓ࢫのクࣛࣇ࢚

ࣝ࣋くࣞࡈからすࡔࠋうࡻうでしࡷっちྜ࠸➇ࡷるから、もうそり࠸ኵ人と、２人ࣇ࢚ࢶࣇඛ⏕と、そのࢬ

が高くてࠋ（୰␎）その時期に、ẕはࡎっと音楽㒊に࠸たんですけれどもࠋᙜ時、⚄ᡞዪ学㝔では、⫈音のࡇ

とをイࣖーࣞࢺーニンࢢって言うんですࠋそれから࢙ࣇࣝࢯーࢪュと࠸って、その２ࡘをከ分ࣇ࢚ࢶࣇኵ人

か、ࣚー࢝ࢫࣛ・ࣇࢮඛ⏕がᣢち㎸んࡔとᛮうけれども、ᖖにࡸってたんですࠋ 

 

 増本Ặの࠸う「イࣖーࣞࢺーニンࢢ」ࡸᙜ時の࢙ࣇࣝࢯーࢪュが実㝿にどのࡼうに行われたのかලయ的内ᐜは᫂ࡔが、

増本Ặのẕぶは࢙ࣇࣝࢯーࢪュをྵめ、本᱁的な音楽教育を受けて࠸たと࠸うࡇとがわかるࠋ 

 

もんで、その本（➹者ὀ：➓田のⴭ᭩）を２㈙っࡔࠋࡼってたわけですࡸからうちのẕは一応⫈音をࡔ 

てきて、私をఱかࣔࣝࣔッࢺがわりに、ࡔࠋࢁ࠸ࢁ࠸からูに音楽家にしࡼうとか࠸うんࡷࡌなくてࡡ、そ

                                                                                                                                                         
タ⨨までの音楽教育に࠸ࡘては安田の◊✲（安田寛「⚄ᡞዪ学㝔の音楽教育--ア࣓ࣜ࢝ン・࣎ーࢻ日本࣑ッション音楽教

育ྐ(その 51, p. 189-212, 2002.）があり、᫂後期からṇにかけては、ὠୖの◊✲が『✲◊教♫ၥ㢟ࢺࢫࣜ࢟』「(4

あるࠋὠୖにࡼれば、㏆年、音楽㒊タ❧ᙜ時のࣆアࣀのࣞッࢫンᖒがぢࡘかり、ᙜ時の音楽教育がࡼり᫂らかになりࡘࡘ

あるࠋ（ὠୖ智実「⚄ᡞዪ学㝔音楽㒊ࣞッࢫンᖒ(1907-1923)の㈨ᩱ的౯್とその内実」『論集』57(2), p.141-153, 2010.） 
3 ࣚーࣆࠋ࢝ࢫࣛ・ࣇࢮアࣀ、指ࠋᯘ音楽㝔༞ᴗࠋᐆሯ音楽ḷ学ᰯ教ᤵࠋᐆሯ㡪⟶ᘻ楽ᅋཬびࢸࢫࣞࢭィྜࢼၐ

ᅋ指者 
4 ᘅ田美㡲ࠋࠎ⚄ᡞዪ学㝔ㅮᖌࠋ᫂୕༑年ᮾி音楽学ᰯ本科ჾ楽㒊出㌟（ὠୖ智美『ᑠᮎ子とᮾி音楽学ᰯ』, p.20） 
 ࠋᡞዪ学㝔ㅮᖌ⚄ࠋࣀアࣆ（一ᅄࣀᡞᕷ୰山手通୕⚄）ࣇ࢚ࢳࣇ・ࣄࣝ࣋ンࣜࢢ・࢚ 5
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の本をって、おもし࠸ࢁからࡸࢁ࠸ࢁ࠸ってたと࠸うࠋ私の‶３ṓࡄら࠸のときからですࠋࡡそれまでは

んなᗙりᮘࡇ、か入れてくれたとᛮったら、ᮘのࡔのある㒊ᒇには入れてくれなかったのが、ᛴにఱࣀアࣆ

のとࢁࡇでࠋまあ᎘ࡷࡌ࠸なかったから楽しかったですけどࠋ⫈音は⡆༢なものですࠋࡼC-dur の、しかもఱ

かんとに長୕和音ࡄらࡔ࠸けみた࠸なものをࡸったとࢁࡇで、もうᑠ学ᰯに入る学年になりましたしࠋࡡ 

 

 増本Ặは、家ᗞでᑓ㛛的な音楽教育を受けた⤒㦂のあるẕぶから、➓田のⴭ᭩6にࡼる絶対音感教育を家ᗞでされ、

ᑠ学ᰯではその➓田ගྜྷのもとで絶対音感教育の実㦂をして࠸た一宮道子のもとで絶対音感教育を受けるࡇとになったࠋ

そうした教育を受けた増本Ặが、その後、᱒᭸学ᅬ学で長年࢙ࣇࣝࢯーࢪュの教㠴をとるࡇとになったのも༢なるഅ↛

ではなࢁࡔ࠸うࠋ増本Ặは戦๓から戦後にかけてᙜ時᭱ඛ端であった音感教育の本ὶをṌ࠸た人≀であるからであるࠋ 

 ḟに、ᑠ学ᰯで一宮に習った㡭のヰをఛったのࡔが、増本Ặがᑠ学１年ࡔった㡭（和 18 年）、ᙜ時は戦時୰であった

ため、音楽どࢁࡇではなかったࠋ 

 

5. ㇏᫂ᑠ学ᰯで音感教育 

 ఱしࢁᑠ学ᰯ１年のときって࠸うのは和 18 年で、戦தがࡦどくなるとࢁࡇで、そんな音楽どࡷࡌࢁࡇな

くてࠋࡡさすがの一宮ඛ⏕も、そんなには、ࢁ࠸ࢁ࠸とお教࠼にはなってなかったࠋ 

 

 ࿘▱のࡼうに、ࡇのᙜ時、ᑠ学ᰯでは国民学ᰯ௧にᚑって音楽教育に「⫈ぬカ⦎」として、音感教育がྲྀり入れられて

 ࠋた࠸国のᑠ学ᰯで音感教育が行われて、ࡎまり、㇏᫂ᑠ学ᰯに㝈らࡘࠋた࠸

 

 和音➜って࠸って、ちࡻうどࡇのࡄら࠸のきさのࣁーࣔニ࢝なんࡔけど、３ࡘ、㹁㹃㹅と㹁㹄㸿と㹆㹂

㹅が྿ける➜があって、木〇ࡔったけど、そう࠸うのをたしかዪ子に入ったときに㈙わされてᣢってまし

たࠋࡡどっか行っち࠸ࡷましたけどࡔࠋからᑠ学ᰯ１年のときには、その和音➜ࡄら࠸で、↛⫈音を学ᰯ

でࡸったって࠸うグ᠈はな࠸んですࠋࡡࡼ 

 

 和音➜とはబ藤ྜྷ㑻7が⪃した音感教育のための教ලであるࠋబ藤はたくさんの教ලを⪃して࠸るが、ࡇの和音

➜は特にᬑཬして࠸たࡇとが増本Ặのヰからもఛ࠼るࠋ 

 ṧᛕながら、増本Ặがᑠ学 1 年⏕ࡔったࢁࡇの教育がどのࡼうなものࡔったのかはわからなࠋ࠸しかし、一宮がᑠ学ᰯ

でも絶対音感教育を行ったࡇとは他の㈨ᩱࡼり☜かであり、絶対音感教育のయ⣔からすると、ᜍらく、1 年⏕に対しては

まࡔ⫈音には入らࡎ、楽㆕の読み᭩きが୰ᚰࡔったのではなࢁࡔ࠸うかࠋまた、ᙜ時から㇏᫂ᑠ学ᰯには楽ჾはあったࡼ

うなので、⡆༢なྜዌなどはして࠸たかもしれなࠋ࠸㇏᫂ᑠ学ᰯでは和 19 年 8 ᭶ 16 日ࡼり㍍ἑに集ᅋ開して࠸

るが、開ඛにはኴ㰘、ᑠኴ㰘、シロ࣍ン、音ᶵ、ࣞࢥーࢻが㐠び㎸まれたࠋ㍍ἑでも一宮にࡼる音楽教育が⥆け

られ、⏕ᚐたちにࡼる音楽ࡸჾ楽ྜዌが行われた8 

 増本Ặが２年⏕（和 19 年）になった㡭は、戦தのᙳ㡪で㇏᫂ᑠ学ᰯに行くࡇとすらできなࡦ࠸ど࠸≧ἣࡔったࠋそ

                                            
6 ᜍらく、和 12 年発行の「絶対音感をᇶㄪとࡏる᭱᪂ࣆアࣀ教本」（➓田ࣆアࣀ絶対音感᪩教育⦅集㒊）か、和

13 年発行の「絶対音感ཬ和音感教育法」（シン࢘ࣕ࢟♫）ࡔと᥎ されるࠋ 
7 ᙜ時、㜰ᗓሜᕷど学ࠋᙼは➓田の絶対音感教育をᑠ学ᰯ㐺用のため実㦂をして࠸たబࠎ木ᖾᚨの指導に感㖭を受け、

㜰ᗓሜᕷのᑠ学ᰯ、幼⛶ᅬでもそれを実践しࡼうとᑾຊしたࠋ和 15 年にᙼ⊂⮬の指導法ࡸ、ሜᕷでの実践をまとめ

た『和音感教育』（୕喜ᇽ）を出∧したࠋ 
8 日本ዪ子学㝃ᒓ㇏᫂ᑠ学ᰯඵ༑年ྐ、㇏᫂ᑠ学ᰯἢ㠉ྐࠋ 
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のため、増本Ặはูのᑠ学ᰯに通࠸、また、∗ぶのの関ಀでࣜࣁࢧンへ、⤊戦┤๓には㔠ἑへ㌿になり、ᑠ学ᰯ３、

４年⏕は㔠ἑで㐣ࡈしたࠋその後、５年⏕ࡼり㇏᫂ᑠ学ᰯに通うࡼうになった増本Ặは、び一宮に教わるࡇとになるࠋ

また、ẕぶの່めで、後㏙するࡼうに一宮にࣆアࣀも習うࡇとになったࠋ 

 

6. 一宮道子の音感教育 

 増本Ặは、学後の一宮の音感教育に࠸ࡘて、ࡼく᠈࠼て࠸らしたࠋ 

（音感教育を）ࡸってらっし࠸ࡷましたࠋそれが一␒なとࢁࡇはࡡ、一⯡のᤵᴗで音感教育ࠋ教育って

య㹁㹃㹅と㹁㹄㸿と㹆㹂㹅、ࡡで、みんなにࡌな感࠸みた࣒ーࢤうど᳔子ྲྀりࡻちࠋお㐟び、ࡡうのは࠸

9と「ࢯ・࣑・ࢻ、ࢯ・࣑・ࢻ」それでࠋてるわけ࠸うᙎࡇ、っとࡷっちࡷっちࡷなんですけれども、ち࠸らࡄ

か言わࡏるわけですࠋࡼそうすると、㏵୰で和音がኚわるわけࠋそれでኚわるとすࡄにそࡇで、Ẽが࠸ࡘた

子はすࡄに「ࣛࣇࢻ」と言࠸出すわけࡔࠋからẼがࡘかな࠸子は、人が言ってるから͐͐ࠋそう࠸うᙧのࠋ

あれが教育と言࠼るかどうかわからな࠸けど、そんなࡇととかࠋࡡ 

 

、うに指導するࡼ࠸なࡏᒅはᢤきで、楽しく㣬きさ⌮࠸子どもには㞴しࠋうな指導は、一宮の㈨ᩱにもぢられるࡼのࡇ 

と࠸うጼໃが➓田らの絶対音感教育であり、それをᛅ実に実践したのが一宮であるࠋḟの証言からも、そのጼໃがわかるࠋ 

 

 そんなに⥙⨶的にはࡸらなくてࠋ（୰␎）ᶵ能的にはお教࠼にならな࠸わけなのࡔࠋからࡘまり༢発で、㢦

が㐪うみた࠸に༢発で教࠼るんですࡔࠋࡡࡼからそれは、㹂㹄㸿と㹄㸿㹂が関ಀがあるもな࠸も、そんなࡇ

とは↛教࠼てくࡔさらな࠸のࠋ 

 

 増本Ặの証言でὀ目されるのは、一宮の音感教育は「教育ではなく㐟び」ࡔったと࠸うⅬであるࠋヲ⣽はู✏にᨵめる

が、一宮の絶対音感教育の特ᚩは㐟びながら行う、と࠸う「㐟ᡙされた絶対音感教育」であるࠋ   

 一宮は㝃ᒓ㇏᫂幼⛶ᅬで和14年5᭶から絶対音感教育を実践して࠸たが、子౪を㣬きさࡎࡏに楽しく学べるࡼうᵝࠎ

な「㐟ᡙ」を提して࠸たࠋその୰には、ኳ野ᘧ࣑ࣜࢺックと⤖び࠸ࡘたものもあるࠋと࠸うのも、㇏᫂ᑠ学ᰯでは

和 17 年 2 ᭶ 13 日ࡼりኳ野⼖にࡼる「音యの指導」（ኳ野ᘧ࣑ࣜࢺック）がጞまって࠸たࡇࠋれはでも受け⥅がれてお

り、㇏᫂ᑠ学ᰯのఏ⤫となって࠸るࠋそれで、一宮の音感教育にはኳ野⼖の࣑ࣜࢺックのᙳ㡪もぢられるのであるࠋ 

 また、一宮が㇏᫂ᑠ学ᰯで音楽ᢸᙜをして࠸た時期、音感教育がどれど㔜どされて࠸たのかを≀語るのがḟの証言で

あるࠋ 

 

 それから入学ヨ㦂に、一応音楽性をぢるࠋそれはከ分、私の入学ヨ㦂のときもあったとᛮうのࠋ（୰␎）そ

のときはูに楽しく㊴びはࡡて、それで⤊わりࡔったんࡔけど、それが⤖ᵓパニックな子も࠸るらしくてࠋࡡ

私、６年になったときはヨ㦂の手ఏ࠸とかさࡏられるんですࠋࡡࡼそれでࡡ、音楽の手ఏ࠸をࡸってた

ら、「おጜさんがࡸるࡼうにࡸってࡈらんなさ࠸」って、᭱ึに私なり㐩がࣔデࣝで、ࡇう࠸うࡩうにࡸる

んですࡼってࡘࠋまりకዌにྜわࡏて࣑ࣜࣝ࢝ࢬにṌけるかどうか、それをぢてましたࠋࡡそれは入ヨのと

きに、ちࡷんとࠋそう࠸う音楽の入ヨが、一宮ඛ⏕が࠸らしたときにはありましたࠋ 

                                            
音ࢶイࢻと「ࢯ࣑ࢻ」で、増本Ặは日本では㝵ྡとしてわれるࡇࡇ 9 「ྡ㹁㹃㹅」と୧᪉って࠸るࠋそれに࠸ࡘて「ᑡ

しࣞ࢝ࢫ࢚ーࢺした高⣭なときに、そのときには私たちは㹁㹃㹅」をって࠸たと࠸うࠋ 
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 入学ヨ㦂で子どもの࣒ࣜࢬ感など音楽性をみる、と࠸うࡇとがࡘ࠸まで⥆࠸たのか、またどれどྜྰにᙳ㡪したのか

は᫂であるが、ᙜ時、㇏᫂ᑠ学ᰯが࠸かに音感教育を㔜どして࠸たのかがわかる証言であるࠋ 

 とࢁࡇで、一宮の音感教育は㇏᫂ᑠ学ᰯでどのࡼうなᏑᅾࡔったのࢁࡔうかࠋ 

 

（༳㇟にṧって࠸るのは）ࡔから言った、その「ࢯ࣑ࢻ、ࢯ࣑ࢻ」が一␒ࠋࡡ（୰␎）教育してるって࠸う

うにࡼとのࡇᙜ↛のࠋックもあり࣑ࢺうにࣜࡼとのࡇとにかくᙜ↛のࠋますけど࠸なかったとᛮࡷࡌもりࡘ

 ࠋࡡがありましたࢯ࣑ࢻࢯ࣑ࢻ

 

ったࡔ教育ࡔうに、増本Ặにとって（ᜍらく、༞ᴗ⏕ከᩘにとって）༳㇟的なᤵᴗであり、また日ᖖに⁐け㎸んࡼのࡇ 

のࢁࡔうࠋ 

 また、一宮のᤵᴗに࠸ࡘて増本Ặはḟのࡼうに語るࠋ 

 

、たりࡏさ࠼ぬࢁ࠸ࢁ࠸音楽をࠋなくてࡏっても、指のカ⦎はさ࠸ると࠼を教ࣀアࣆせするに、ࡡからࡔ 

子౪に音楽をዲきにならࡏるࡼうなᤵᴗですࡔࠋࡡࡼからูに音楽家になる人ࡷࡌなくてもࠋᬑ通の⏕活を

してらっしࡷる᪉でも、すࡈく音楽的な人がከ࠸んですࠋࡼ㏫に言うとそう࠸う᪉でもูに音楽家になりた

くなければならな࠸わけࡔし、特にዪ子なんかのሙྜ、そう࠸うᚿ向はな࠸ですからࡔࠋࡡから⤖ᵓ࠸っ

 ࠋࡼとてもあのときのᤵᴗは楽しかったって、みんな言ってますࠋう᪉࠸そうࠋます࠸ࡷらっし࠸࠸ࡥ

 

7. 一宮道子の作曲指導 

 とࢁࡇで、ᅇのインタビューの目的の一ࡘに、作曲家である増本Ặࡼり、一宮の作曲指導に࠸ࡘてఛうࡇとがあったࠋ

しかしながら増本Ặのグ᠈にࡼれば、Ặがᅾ⡠して࠸た 1 年⏕、5 年⏕、6 年⏕のᤵᴗでは、作曲指導はなかったと࠸うࠋ 

 

 య、作曲はࡡ、私、子౪のときに、ࡸってたんですࠋࡼ⮬分でࠋお絵ᥥきの感ぬでࠋそう࠸う子って࠸

るでしࡻう、యࠋわりと作曲家でそう࠸う人࠸ますࠋࡼそうࡷࡌな࠸᪉も࠸らっしࡷるけれどもࠋ私はࡔ

からお絵ᥥきの感ぬで᭩࠸て࠸てࡔࠋけど、そのࢁࡇはまࡔ音➢が読めなࢁࡇ࠸にࣆアࣀをᙎ࠸て࠸てࠋし

かもうちでᙎかな࠸でぶᡉのうちかఱかで、「ఄඹちࡷんがఱか、聞࠸たࡇとな࠸ኚなものᙎ࠸てる」とかࠋࡡ

それで「あんた、あそࡇで、ࣖࣂࢥシでᙎ࠸たの、ᙎ࠸てࡈらん」とか言われて、ᙎ࠸てࠋそれ、どࡇにも

な࠸から、どうࡸらࡘくったらし࠸とࠋそれでẕがそれを᭩きとめてࡔࠋからそࢁそࢁ教࠼なきࡷって࠸う

ので㆕面を、音➢を教࠼たんࢁࡔうとᛮうんですࡔࠋから、᭩࠸てましたࠋでも、᭩࠸てましたけどࡡ、そ

うするともう人って࠸ࡇࡏから、ḟはどう、ࡇれはఱて࠸うྡ๓の曲なのとか言うわけྡࠋࡼ๓なんてな

ᗘは、ḟはどんな曲᭩くのっࠋ「の㞷」ࠋ࠸ఱでそう言ったのか▱らなࠋから「の㞷」࠸うがなࡼしࠋ࠸

てࠋそれでྡ๓ࠋ「すすきの家」とかࠋ「すすきの家」は⤖ᒁ᭩かなかったのࡔࠋࡡࡼってそんなࡇと言われ

たら、もう᎘でしࡻうࡔࠋからもうそれᛀれちࡷってࠋ 

 

た࠸వㄯではあるが、⮬由に᭩）ࠋた࠸で᪤に⤒㦂してࢁࡇと࠸まり増本Ặは、作曲を学ᰯでの音楽教育とは関ಀなࡘ 

曲にた࠸して、ᶆ㢟をࡘけるࡼうに言われて᎘になったと࠸う増本Ặの幼ᑡ期のẼᣢちは、子どもの⮬由な創作活動に関
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わる人たちへの㆙࿌ではなࢁࡔ࠸うかࠋ） 

 しかし、増本Ặがᑠ学ᰯでまったく作曲しなかったと࠼࠸ば、そうではなかったࠋ 

 

 一宮ඛ⏕も、作曲をしࢁってࡇとは↛おっしࡷったࡇとなくてࠋ（୰␎）たࡔ、そう５ࠋࡔ年⏕のときに、

ఱかኟఇみの๓にࡘ、ࡡまり学ᰯで、クࣛࢫでఱか᭩࠸たのࠋࡡそれに⮬分でḷモをࡘけてࠋ「ᾏのḷ」ࡔっ

たかなࠋ「ᾏ」とかࠋもちࢁん࣓ロディーࡔけࡘけて、⡆༢な「ࢫッࣕࢳン、ࢫッࣕࢳン」みた࠸なకዌࡘけ

てࠋそしたらそれが、ḟの㐌に音楽ᐊにᙇってあってࠋඛ⏕がそれでఱࡔかまたࡆさなకዌをࡘけて下さ

ってࠋఱか๓ዌまで࠸ࡘてるのࡔࠋࡡから、᭩けって言ったとすれば、それはまあဨに᭩かࡏたと࠸うか

でもఱかࠋあれはከ分、ࡼから学ᰯのᐟ㢟ですࡔࠋࡡけですࡔたのはそれ࠸一宮ඛ⏕に言われて曲を᭩ࠋࡡ

それをࡼっࡱどᙼዪはẼに入ったらしくて、その後もあちࡇちで、みんなでࡸりましࡻうとか言ってࡡ、ఱ

かࡸってましたࠋでも私ࡔけࡷࡌな࠸んです１ࠋࡼ年ୖにも、↛、音楽家にならなかった᪉ࡔけど、「山か

らお⊷がおりてきた」10とか࠸う、そっちの曲がඛにᙇってあったから１ࠋ年ୖの６年⏕の人の作ရとかࠋࡡ

その人なんて↛音楽ࡸってまࡏんでしたけどࠋ 

 

 ᜍらく、ࡇれが㇏᫂ᑠ学ᰯで作曲を「音の作文」と呼ばれはࡌめたきっかけࡔったのࢁࡔうと᥎ するࡘࠋまり、音楽

をᑓ㛛としなかった⏕ᚐでも、Ẽ㍍に作曲する⎔ቃがあり、また実㝿に作曲できる⏕ᚐが࠸たと࠸うࡇとであるࠋ 

 その後、増本Ặは୰学ᰯでもࢥーࣛࢫ曲を作曲するࡇとになるが、その時にも、ᑡなからࡎ一宮のᙳ㡪があったࠋ 

 

 それでᗘ、୰学に行ってから・・あれは和 26、27 年のヰ50ࠋ ࿘年かなࠋఱかわりと⠇目の年ࡔった

グ᠈があってࠋそれでࡡ、みんなでఱか出し≀をするࡇとになって、音楽もしましࡻうとか言って、それ

でࢥーࣛࢫをするࡇとになったのかなࠋとࢁࡇが୰学のඛ⏕って࠸う᪉は、まあ⚽ᡯで࠸らしたらし࠸んࡔ

けれども、一宮ඛ⏕みた࠸なク࢚ࣜーࢸィࣈな᪉ではなくてࠋそうしたら一宮ඛ⏕がከ分ࡡ、୰学にはおも

し࠸ࢁ子がࢁ࠸ࢁ࠸入ってるはࡔࡎから、子౪に曲を᭩かࡏなさ࠸とかおっしࡷったらし࠸んですࠋࡼそし

たら、そんなࡇとできる᪉は࠸らっし࠸ࡷまࡏんとおっしࡷったらしく、「そんなࡇとありまࡏんࠋ絶対࠸ま

すからࠋㄡとㄡとㄡと」ってྡ指しをしちࡷったらしくて、それでそのㄡとㄡとの୰に私も入って࠸てࠋで、

もう１人の᪉は１年下の᪉で、ࣆアࣀがおୖ手で、一宮ඛ⏕にもっとかわ࠸がられて࠸て、᱒᭸にࡸっࡥり

入ったけど、その᪉は作曲家と࠸うࡼりは、んとにⰋጔ㈼ẕᆺの⚽ᡯࣆアニࢺࢫって࠸う感ࡌでしたࠋそ

の᪉と２人᭩かされて、私は⤖ᒁ、ロン࢙ࣇࢢローの「▮とḷ」って、୰学ᰯの教科᭩に出てたのࠋࡼせす

るに▮がどっかにⴠっࡇって、ࡱてんとⴠっࡇちるࡔけࡔけど、ḷは人のᚰにṧるみた࠸な有ྡなリらしく

てࡔࠋからⓙさんⱥ文科に行ってから、増本さんのあれはⱥリで習ったとかఱとか言ってたから、そう࠸う

わりと有ྡなリࡔったらしくてࠋそれがࡡ、୰学かఱかの教科᭩に㍕ってたのࠋࡡそれで、それをḷモにし

てࢥーࣛࢫ曲を᭩࠸てࠋそれで、ࡷࡌあࡇれをࡸってみる？みた࠸な感ࡌでࠋそしたらク࣓ࣛࢫーࢺဨ⥲

出で、みんなでḷってくれたから、その年ḟの、そのⱥ文科へ行った⚽ᡯがࡡ、ఱか増本さんのあれ、私ࡸ

ったわ᭱࠸ࡘ、ࡼ㏆ࡸったわࡼとか言ってくれましたࠋ（୰␎）あれは、和 25 年か 6 年か、そのࡔࢁࡇと

ᛮうんですけれども、୰学３年のときですࠋࡡそれが、そのḟの作ရと࠼࠸ば作ရࡔけどࠋ 
                                            
う曲（ᶆ㢟は「おさるのヰ」）は、一宮のⴭ᭩「私の楽㆕指導」のෑ㢌に࠸の「山からお⊷がおりてきた」とࡇ 10 5 年⏕

の作ရとして楽㆕が㍕ࡏられて࠸るが、ᅇ、増本Ặの証言にࡼり、ᙜ時 6 年⏕ࡔったࡇとがわかったࠋẶにࡼると、ᙼ

ዪは、その後、音楽とは関ಀな࠸道に㐍んࡔと࠸うࠋ 
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8. 一宮道子のࣆアࣀ指導 

 ඛに㏙べたࡼうに、㇏᫂ᑠ学ᰯに学した増本Ặは一宮にࣆアࣀを習ったと࠸うࠋ増本Ặにࡼれば、㔠ἑに࠸たときに

も、音楽の教ဨにࣆアࣀを習っており、ᙜ時、音楽の教ဨがᰯ内でಶ人的にࣆアࣀを教࠼るࡇとは⌋しࡇ࠸とではなかっ

たࡼうࠋࡔ 

 

 私は⤖ᒁࣆアࣀはࡡ、ึめはẕがࣂイࡄ࢚ࣝら࠸まで教࠼てて、その後、㔠ἑの学ᰯに行ったら、⤊戦に

なってからみんなが学ᰯの音楽のඛ⏕にࣆアࣀを習って࠸て、その人たちࡔけでお✍ྂみた࠸に、学ⱁ

でࣆアࣀᙎ࠸たり、オࣝ࢞ンᙎ࠸て、࠸࠸な、すてきࡔなとᛮってࠋうちはそのࢁࡇまࣆࡔアࣀがなかった

んですࠋࡼそしたら∗がどࡇかからࣆアࣀをりてきてくれてࠋそれでึめてࣆアࣀができてࠋそれで、ࡌ

࢙ࣝࢳからࡔ、ってࡸあたりからࢿࢳࢼࢯ、とで習ってࡇな࠸うかみたࡻまし࠸あ学ᰯの音楽のඛ⏕に習ࡷ

ニーなんて↛ࡸってな࠸のࠋࡡ 

 それからᮾிにᖐってきて、一宮ඛ⏕のとࢁࡇにẕが連れてって、で、ࢿࢳࢼࢯをᙎ࠸て࠸ます、かఱ

か言って࢙ࣝࢳࠋニーはẕがうちで教࠼てましたࡔࠋࡡから࢙ࣇࣝࢯーࢪュの感ぬで࢙ࣝࢳニーをึぢでᙎ

でࡌで、一宮ඛ⏕も、そんな感ࠋですࣀアࣆう࠸そうࠋࡡです࠸から、うまくなるわけなࡔたりしてるん࠸

教࠼てくれてࠋあれはすࡈくࡇ࠸࠸とでもあってࡘࠋまりẕがᛮうに、まࡔできୖがってな࠸とࠋうちのẕ

は一応、ཝしくࣆアࣀ習ってるでしࡻうࠋそうするとまࡔできୖがっても࠸なࡇ、࠸れからࢸクニックをち

できୖࡔまࠋࡼんです࠸になるらし࠼に、一宮ඛ⏕、もうさっさとḟの曲にお᭰ࢁࡇうとᛮうとࡼんとしࡷ

がってな࠸のにࠋしかもすࡈく㞴し࠸曲を下さるのࠋࡡそれで、またそれが୰㏵༙端なࢁࡇに、またḟの曲

ってࠋで、私、どうࡸらそれࡡ、クロイࢶー11がそう࠸うࡩうにࡸってたんࡷࡌな࠸かとࠋそれでẕが文ྃ

を言ったらし࠸です、一宮ඛ⏕にࠋそしたら「どうして？ࢁ࠸んな曲をぬ࠼るんࡔからࡷࡌ࠸࠸な࠸の」っ

ておっしࡷったࠋそれがすࡈく私は༳㇟にṧってるࠋそれでࢁ࠸んな曲ࠋそしたらẕはࡡ、そんなࡇとࡸっ

てるから、うちのఄඹ子はࢸクニックがどうたらࡇうたらで、⮬分のࡇとᲴにୖࡆてそう言ってましたࠋ 

 

 ࣞッࢫンの㐍め᪉は指導者にࡼってᵝࠎであるが、1 曲 1 曲をᑀにୖࡆて࠸くࣞッࢫンがከ࠸୰、ࡇのࡼうな、た

くさんの曲をどんどんᙎかࡏると࠸う一宮の指導内ᐜは➹者をᑡなからࡎ㦫かࡏたࠋそして、増本Ặがその後、᱒᭸学ᅬ

学でᖌした▮代秋㞝ඛ⏕のࣞッࢫンに通ࡌるものがあったࠋ増本Ặはそれに࠸ࡘて、クロイࢶーのᙳ㡪があったの

ではな࠸か、と࠸うࠋ 

 

 そうしたら、私、分たってから、᱒᭸を༞ᴗして▷も༞ᴗして教ᖌになってࠋまた４年ไって࠸うの

ができて、そࡇに入るので、⌮論ࣆアࣀって、科ࣆアࣀのかに、指科と作曲科と音楽学科ࡔけがᒚಟ

する科目を受けましたࠋそࡇで作曲家の▮代秋㞝ඛ⏕にお習࠸しましたࠋ▮代ඛ⏕はクロイࢶーにならっ

たࡇとがあるらし࠸んですࠋそࡇで、私はẼ࠸たࠋఱかࡇれは、ࡘ࠸か᮶た道みた࠸なẼがしたのࠋࡼな

ᣵᣜにࡈ一␒᭱ึに入㛛のࠋࡼとをなさるわけですࡇうなࡼࡌまり一宮ඛ⏕と同ࡘ、代ඛ⏕が▮ࠋうࢁࡔࡐ

                                            
11 ࣞオニーࢻ・クロイࢶーࠋロシア⏕まれのࣆアニࢺࢫ、指者1931ࠋ 年にึ᮶日し、1933 年に᮶日ࠋその後、ᮾ

ி音楽学ᰯの教ᤵをົめたࠋクロイࢶーは➓田ගྜྷᏯにᅾして࠸たࡇともあり、一宮はᘵ子にクロイࢶーのࣞッࢫ

ンを受けさࡏ、⮬㌟もそれにきῧったと࠸う（山崎ᙲ子「音楽教育者としての一宮道子◊✲」日本ዪ子学家ᨻ学㒊児

童学科和 59 年ᗘ༞ᴗ論文） 
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行ったら、「シュー࣐ンのࢥンࢺ࢙ࣝࢳをᣢってきて」ってࠋ私はࡇの㛫、４年㛫ࣆアࣀをᙎ࠸てな࠸んです

からࠋࡡ「シュー࣐ンのࢥンࢺ࢙ࣝࢳは、ちࡻっとまた後でࡸらࡏて࠸たࡔく͐͐ࠋ」ࡔめか࠼ࠋらくࡈ‶

でࠋࡡ「ࡷࡌ、ࣔーࢺࣝࢶでもࡸる？」って言うࡇとになって、ࡷࡌあ、ࣔーࢺࣝࢶってࠋそう࠸うㄪ子

で、手にవるものをくࡔさるからࠋ▮代ඛ⏕のሙྜ、一宮ඛ⏕と㐪うのは、そࡇはもうࢸクニックから音楽

のࡇとから、㒊ཝしくお教࠼になるからࠋ一宮ඛ⏕の၏一、ちࡻっとデ࣓ࣜッࢺと࠼࠸ば、そのࡡ、指の

カ⦎とかは↛なさらな࠸からࠋࡡそう࠸うࡘもりで教࠼て࠸らっしࡷるわけではな࠸から、ከ分ࡔࠋから

指のカ⦎した࠸人は、かのࣆアニࢺࢫのとࢁࡇに行きなさ࠸とはおっしࡷらなかったけど、ᛮってらした

とᛮ࠸ますࠋࡼ、私の人の⪃࠼ですࠋ 

かࡔࠋ⏕から一宮ඛ⏕と▮代ඛࡔࠋけたかなࡔた࠸てࡏらࡸとはࡇんな曲にᙜたるࢁ࠸けど、とにかくࡔ 

ら、ࡘまりከ分クロイࢶーがࡇう࠸う⩏なんࢁࡔうなと、うちのẕも言ってたࠋ 

 

教育を受けた増本Ặは୰学ᰯに㐍学すると、ᙜ時、᪂タされた᱒᭸ࣀアࣆうに、ᑠ学ᰯ時代、一宮の音感教育とࡼのࡇ 

学ᅬの「子౪のための音楽教ᐊ」に通うࡇとになるのࡔが、そࡇには、一宮のᙉ࠸ຓ言があったと࠸うࠋ一宮はᜍらく、

絶対音感教育のὶれをỮࡴ「子౪のための音楽教ᐊ」に関ᚰがあり、またその指導内ᐜを評౯して࠸たので増本Ặに່め

たのࡔとᛮわれるࠋ 

 

 その、子౪のための音楽教ᐊは᱒᭸（学ᅬ）の๓㌟なんですࠋࡼで、それが私が６年⏕のときにできたら

し࠸んですࠋࡡࡼうちのẕなんか、ఱもそんなࡇと▱らなࠋ࠸それでたࡔ、㇏᫂ᑠ学ᰯのお㐩で、は

↛音楽をࡸってな࠸人が࠸て、その人が音楽教ᐊって࠸うのに行ってるってࡇとは聞࠸て▱ってました࠸ࠋ

、まり私が一宮ඛ⏕から手が㞳れるときにࡘ、そしたら୰学になってࠋなあとはᛮってたんですけれども࠸

ẕが呼び出されて、ఄඹ子ちࡷんをその音楽教ᐊに入れなさ࠸っておっしࡷったわけࠋうちのẕはࡡ、私、

࠸とᛮ࠸う日はఇ㣴日にした࠸ᅵ᭙日とࢁで、「うちのఄඹ子はఱしࠋめ人㛫で、యもᙅかったのでࡔんと

ます」ࠋそしたら（一宮が）「おẕさんがそう࠸うࡇと言ってるから、ఄඹ子ちࡷんはࡔめなんࠋࡔ絶対に行

かࡏなきࡔࡷめですࡼ」っておっしࡷってくࡔすったのࠋそれでࡸ、ࡡっとẕはᢎᢎ、音楽教ᐊに１年

おくれて、ࡔから私、入ったんですࡔࠋから音楽教ᐊに入れてくࡔすったのも、一宮ඛ⏕ࠋそれは一␒感ㅰ

してますࡼ、そりࠋࡷもうあそࡇへ行ってなかったら、、私はࡇう࠸うࡩうにࡸってな࠸ですからࠋࡡ 

 で、行ってみたら、そࡇにはもう音楽をࡸるࡘもりで᮶てる人㛫ばっかりࡔったの、࿘り୰ࠋそれと、音

楽ってそうでしࡻう、Ặ⣲性と関ಀなく、音楽さ࠼できてዲきならば、みんな集まってうまく࠸くでしࡻうࠋ

 

 「子౪のための音楽教ᐊ」でのࣞッࢫンがとても楽し࠸ᛮ࠸出ࡔったࡇとは増本Ặの表から᫂らかであったࡔࠋから

けでなく、⏕ᚐのᑗ᮶をࡔ一宮がẖ時の指導内ᐜࠋたのである࠸そ、『教育音楽』のインタビューでも、一宮にゐれてࡇ

ぢ㉺したຓ言ができる教育者であったࡇとをける㈗㔜な証言であるࠋ 

 

9. ᱒᭸・子౪の音楽教ᐊから作曲家への道に 

（子౪の音楽教ᐊへ通うࡇとは）うれしかったですࠋࡡࡼもうᅵ᭙日が楽しくて、楽しくてࠋไ᭹も着なく

てࡼくてࠋ音楽教ᐊに行く日はもう楽しくてࠋ（୰␎）は学年で分けてますけど、学年関ಀなく、出᮶出

᮶の㡰␒でࡸってましたからࡔࠋࡡからもう本ᙜ、楽しかったですࡼ、それはࠋ 
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 そのࢁࡇは、さすがに（作曲家になりた࠸と）そࢁそࡡࢁ、ᛮってましたࠋ作曲には興味があったのࠋそ

れでᰘ田༡㞝ඛ⏕にࡸりた࠸と言ったら、あのඛ⏕、ዪ性は作曲すべきࡷࡌな࠸って࠸うࡔࠋから一㐢に᩿

られちࡷうࠋ「ྩみた࠸な࠸࠸うちのおᎹさん――࠸࠸うちࡷࡌな࠸んですࡼ、うちはࠋおかた࠸うち――࠸

それで私もᡃ៏してたんࠋったのࡷっておっし「ࡼんࡏありまࡷࡌうちのおᎹさんは作曲なんかするもん࠸

もうᡃ៏、ࡡからࡔࠋࡡにࢺー࣓ࢫクࣛࠋࡼたんです࠸けれども、᱒᭸に入ったら、作曲科にዪ性の子がࡔ

できなくて、ኟఇみのᐟ㢟って࠸うのがあって、そࡇにఱでも࠸࠸からᛮってるࡇとを᭩けって࠸うのྜྷࠋ

田⚽和ඛ⏕がࠋࡡ（ᰯ長ඛ⏕でしたからࠋ）それでࡡ、᭩࠸たࠋ私も作曲科に行きたࡇ࠸とを⦷ࠎ᭩࠸たわけ

ですࠋࡼそしたら、それをᰘ田ඛ⏕にぢࡏて、それからࣆアࣀのᑎす子ඛ⏕（に習ってたんですけどࡡ）

にも・・・ࠋそしたらᑎすඛ⏕がそれをぢて、「ああ、あの子なら、ࡇうᛮうでしࡻうࡡ」っておっしࡷった

んですってࠋそれでࣆアࣀは、でも、ちࡷんとࡸりた࠸からって言って、まࡔそのࢁࡇは⌮論ࣆアࣀがあり

まࡏんからࠋࡡそれでࣆアࣀのヨ㦂は、作曲科もࣆアࣀ科と同ࡌㄢ㢟曲をᙎかࡏてくࡔさ࠸と⏕意Ẽなࡇと

をࢁ࠸ࢁ࠸言ってࠋそれでそう࠸うࡩうになったんですࠋࡡࡼ（୰␎）ࡔからᰘ田ඛ⏕にはんとにおୡヰに

なったんですけど、ዪ性は、せするにそれࡇそク࢚ࣜーࢸィࡷࡌࣈな࠸っておっしࡷるのࠋᵓᡂຊがな࠸っ

てࠋそれは☜かに言࠼るのࠋ感ぬばっかり㗦くてࠋ発ࡔけࡼくて、それをまとめる能ຊがዪ性にはḞけて

るってࠋそれは☜かに言࠼てますけどࠋࡡḞけてるんなら、それを⿵࠼ば࠸࠸とᛮうんࡔけどࠋ私は、うち

のẕがࡡ、（らࣆアࣀ科から作曲に㌿向したからおもしࢁくな࠸わけࠋ）それでもう言目には、ちࡻっと

私が᭩けな࠸とか言ってたら、「あ、そうࡷࡌࠋあもう、私、頼んࡔんࡷࡌな࠸んࡔからࡸめなさࠋࡼ࠸ኪの

㸵時௨後はアパーࡔࢺからࣆアࣀᙎ࠸ち࠸ࡷけな࠸のࠋそれもできな࠸なら作曲ࡸめなさࠋ「࠸ఱかって࠸う

と作曲ࡸめなさ࠸ってࡸࠋめなさ࠸って࠸うẕぶと、ዪ性は作曲に向かな࠸と࠸うᰘ田ඛ⏕と、その２人に

ᨭ࠼られて、意ᆅになってࡸってたって࠸うࠋそれで現ᅾもఱとなくࡸってるって感ࡔࡌからࠋ 

 
 作曲科を出られた後、増本Ặの活㌍に࠸ࡘては࿘▱の通りであるࠋまた、ᅇは⣬ᖜの㒔ྜでឡࡊࡏるをᚓなかった

が、その後増本Ặは㞞楽も◊✲され、ึᚰ者にもわかりࡸす࠸入㛛᭩も出∧されて࠸るࠋ 

 

10. 増本Ặのぢた一宮の㢼ㇺ 

 一宮に࠸ࡘて増本Ặは、どのࡼうな༳㇟をもって࠸たのࢁࡔうかࠋ一宮に㌟㏆に᥋した増本Ặにࡼり、一宮の㢼ㇺにࡘ

 ࠋて㈗㔜な証言をᚓた࠸

 

けど、でもࡔィックに言うと␗ᵝなんࢸࢫアニࣆ、ᵝ子などࡈకዌをᙎく、ࡡ分で₇ዌのなさり᪉も⮬ࡈ 

㡭࠸りに学ᰯのᖐりに、（୰学ᰯ、高ᰯに入ってたかもしれなࡪか、久しࡘ࠸ࠋࡡ分のୡ⏺がありました⮬ࡈ

に）、一㐢༓Ⓩୡᶫのࡈ⮬Ꮿへおᐤりして、⦎習㢼ᬒをぢたࡇとがあるんࡔけどࠋᶓで、ࣂッࣁのᑠ曲かఱか

ᙎかࡏてお࠸て、そのᶓでఱかࢺࢫーࣈを㔠Წでちࡷんちࡷんたた࠸ちࡷったりしてࠋࡡዪでࠋࡡ㧥をࡦ

っࡘめにしてࠋኌもき࠸しࡈࠋ⮬分はࡡ、㝶分作曲なさってたんですってࠋ㇏᫂のためのḷをࠋそれはࡈ

Ꮡࡌでしࡻうࠋ学ᰯの１日かఱかで、私たちそれ、みんなでྜၐして、ჾ楽ྜዌしてࠋ 

 

 ㇏᫂ᑠ学ᰯのみならࡎ、日本ዪ子学ではでも一宮が作曲したḷが、ᰯḷをはࡌめከくṧって࠸るࠋ日本ዪ子学の

学内᪂聞『ᱜᴁ᪂ሗ』101 号（1960 年）では、一宮道子を「学うた࠼ࡈのἨ」と⤂して࠸るどであるࠋ増本Ặに
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「おべんとうのうた」を᠈࠼て࠸るかどうかఛったとࢁࡇ、それはグ᠈して࠸なかったものの、「そうࡌのうた」があっ

たࡇと、そして「おか࠼りのうた」が一日のࣇィࢼーࣞࡔったとヰしてくれたࠋ「おか࠼りのうた」はでもከくの幼⛶

ᅬࡸಖ育ᅬでḷわれて࠸るࠋ 

 

 ༞ᴗ後、一宮とは㐲になったそうࡔが、一宮には感ㅰして࠸ると࠸うࠋ 

 

（༞ᴗ後）学ᰯのᖐりに༓Ⓩୡᶫの㎶にఫんで࠸らしたもんですから、一、ᅇおゼࡡしましたけどࠋでも

ともあるとᛮうけれࡇᛁしかったࢁ࠸ࢁ࠸ࠋࡡイでࣛࢻ私ってわりとその㎶はࠋ࠸らࡄとんどもう、その

ども、㐲になっちࡷってましたࡔࠋࡡからんとに一宮ඛ⏕との関ಀは、その３年㛫（➹者ὀ：1、5、6

年⏕）ࡔけなんですࠋࡼ 

 でも、すࡈくࡸっࡥり࠸࠸ものは࠸た࠸ࡔたとᛮって࠸ますࠋ一宮ඛ⏕にఱかを教࠼て࠸た࠸ࡔたと࠸う

య㦂は、私はなࠋ࠸かの人はどうか▱りまࡏんけれどもࠋ私はな࠸ですけれども、でもఱかさࡏてくࡔさ

ったと࠸うか、私がࡸりたࡇ࠸とをఙばしてくࡔさるのは、ఱしࢁ音楽教ᐊに່めてくࡔさったࡇとが一␒

ありがた࠸ですࠋࡼそれはࠋ（୰␎）たࡡࡔ、ẕには「ఄඹ子ちࡷんはయもᙅ࠸から、ࣆアニࢺࢫって࠸った

って、とてもࠋ（まあ、あんまりୖ手ࡷࡌな࠸ってわかってたんでしࡻう、きっとࠋࡡ）ࡔけど作曲ࡔったら、

お᎑に行っても、そんなもんࡷࡌな࠸けど、ⅆ㖊でお㣰かఱか↝きながらでも、作曲ࡔったら⪃࠼るࡇとが

できる」と、おっしࡷったそうですࠋࡼ 

 

11. おわりに 

 一宮とのࢯࣆ࢚ーࢻをఛう目的でのインタビューであったが、⤖ᯝ、増本Ặのኊな音楽ྐをఛうࡇととなり、➹者は

ᅽಽされっࡥなしであったࠋまたᅇはゐれられなかったが、まࡔまࡔぢ࠼て࠸な࠸日本の音楽教育ྐがあるのࡔと࠸う

 ࠋとも③感したࡇ

 とࢁࡇで、後日、増本Ặࡼり論文「᱒᭸のᤵᴗでおࡇなったࡇと―࢙ࣇࣝࢯーࢪュ・音楽学・作曲⌮論」（『᱒᭸学ᅬ

学 ◊✲紀せ』➨ 33 集, 2007）を㏦って㡬࠸たࠋ増本Ặが᱒᭸学ᅬで࢙ࣇࣝࢯーࢪュを指導して࠸たࡇとは᪤にゐれた

が、その内ᐜもまた興味῝࠸ものであったࠋそのヲ⣽はឡするが、そࡇには一宮らの絶対音感教育と通ࡌるものが☜か

に感ࡌられたࠋ 

 ᅇのインタビューは、一宮の人を▱るⰋ࠸ᶵとなり、一宮が、増本Ặの音楽の道へ後ᢲしするຓ言者であったࡇ

とを▱りᎰしく、またࡇの◊✲へのບみとなったࠋ 

 

 ᭱後になりましたが、おᛁし࠸୰、㈗㔜なおヰをして下さった増本ఄඹ子ඛ⏕に῝く感ㅰ⏦ୖࡆますࠋ 
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㸨㸨㸨 

増本ఄඹ子さん プロࣇィーࣝ（オࣇィシࣕࣝ HP  （り㌿㍕ http://www.kikuko-massumoto.com/index.htmlࡼ

 

ᮾி出㌟ࠋ᱒᭸学ᅬ学音楽学㒊作曲⌮論学科（作曲ᑓᨷ）༞ᴗࠋ同ᰯྡ教ᤵࠋᰘ田༡㞝、ู宮㈆㞝のㅖẶにᖌࠋ創

作オ࣌ 「ࣛὸⱴࣨᐟ」で 1986 年ᗘ 文ᗇ⯙ྎⱁ⾡創作作ရዡບ特ู㈹を受㈹ࠋ連作ḷ曲「ⓑ秋のୡ⏺」（௬㢟）が 1994

年ᗘ ➨ᅇዌ楽ᇽࢥンクーࣝ（作曲の㒊）で➨一入㈹ࠋ 

作曲の他日本のఏ⤫ⱁ能の◊✲にもᦠわり、「㞞楽㸫日本ఏ⤫音楽の᪂し࠸アプローࢳ」「᪂∧㞞楽入㛛（2010 年᪂刊）」

などのⴭ᭩もあるࠋ日本現代音楽༠、作曲家༠㆟、ᮾ洋音楽学ဨࠋ 

㸨㸨㸨 
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山本 文茂さんにきく 
〜 音楽の意味とは？ 音楽科教育の意味とは？ 〜 

 
聞き手：坪能由紀子 

 
 坪能は雑誌「教育音楽」2014 年４᭶号から㸪「ᮍ᮶の音楽教育への提言」と࠸うインタビュー・シࣜーࢬをは

ᑛᩗするඛ㍮であり㸪長く日本のࠋした࠸ッターとして山本文茂さんをお㢪ࣂップࢺとになり㸪そのࡇめるࡌ

音楽教育を≌ᘬしてきた山本ඛ⏕にࡇそ㸪᭱ ึにお聞きした࠸たࡇ࠸とがあったのࠋࡔそれが「音楽の意味とは？」㸪

そして「音楽科教育の意味とは？」であったࠋ๓もって㉁ၥ㡯目を㏦ったとࢁࡇ㸪山本ඛ⏕はその⟅࠼をびっし

りと᭩き㸪なおか࠸ࡘくࡘかのᅗࡸ表もࡘくってᙜ日（2014 年 1 ᭶ 27 日）音楽之♫へᣢってきてくࡔさったࠋ 

 ࠋさった文❶と㈨ᩱであるࡔにᥖ㍕するのは㸪その時にᣢってきてくࡇࡇ 

 
１ 山本ඛ⏕にとって「音楽」とはఱでしࡻうか？ 

 ✵Ẽ動にࡼって人と人とが意味῝く⤖ばれるୡ⏺ࠋ 

ලయとしては 

・ ᑠ学ᰯ時代のᆅᇦ（㟼ᒸ┴†すᕷ）の⚍ᄳ子のࡼさ 

・ 野ᨻ㞝ඛ⏕の学ᰯᨺ㏦「音楽」の時㛫の楽しさ 

・ ୰学ᰯ３年⏕ではࡌめてうけた音楽ᑓ㛛のඛ⏕の指導ຊのすࡈさ 

・ 高ᰯ時代にはࡌめてయ㦂した⏕オーࣛࢺࢫࢣの㡪きのすばらしさ 

・ 教ဨ 10 年目のࠓCurlew riverࠔ(Britten,1964)と㸪ḷ⯙ఄࡸ能楽のࠓ㝮田川ࠔの連⥆㚷㈹య㦂の㦫

きࠋ 

 

 私⮬㌟にとって音楽とは㸪⮬ᕫᏑᅾ証᫂のሙ（⮬分⮬㌟のᒃሙᡤ）ࠋ 

 

２ 人㛫にとって「音楽」ってఱでしࡻうか？ 

 ㌟のᅇりの人ࠎに࠸ࡘて言࠼ば㸪∗は㌷ḷ㸪ẕは文㒊┬ၐḷ㸪ᘵはࣛ࢝オࢣが音楽のすべてࠋጔと

ፉたちはྜၐ㸪ᜥ子はࢬࣕࢪ㸪Ꮮたちは྿ዌ楽の分野で㸪それࡒれの活動に喜びを感ࡌて࠸るものとᛮ

われるࠋᙼらの音楽行動にඹ通して࠸る᰿本性᱁は㸪・✚される音楽య㦂の୰にࡘ࠸も୰に᪂た

な発ぢがあるࡇとのࡼうࠋࡔ✵Ẽ動にࡘࡘまれて人とのかかわりに᪂たな発ぢを分かちྜって࠸るࡼ

うにᛮうࠋそして私⮬㌟もそのࡼうにして音楽との長ࡘ࠸きྜ࠸を㔜ࡡて࠸るࠋ 

 そうした喜びの発ぢ・య㦂は㸪ங幼児期から児童期㸪㟷年๓期にかけての人㛫のᡂ長に㇏かな実りを

もたらすとᛮうࠋその意味で㸪学ᰯ教育に音楽はḞかࡏな࠸ものであるࠋ 
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３ 学ᰯ教育にྍḞなものはఱࡔとᛮわれますか？  

 「⤎࡙くり」ࢁࡔうࠋ私は㸵年๓の科◊㈝ඹ同◊✲「日本の音楽教育学のᵓ⠏に関するᇶ♏的◊✲」

にお࠸て㸪ࡇれからの音楽教育のㄢ㢟を学習の「⥲ྜ」「本㉁」「ඹ有」「⥅⥆」の４Ⅼに↔Ⅼ

したࡇࠋの➨３Ⅼの「ඹ有」の目指すものࡇそ㸪まさに「⤎࡙くり」であるࠋ 

 ᖹᡂ 25 年 4 ᭶ 25 日に発表された୰教ᑂの➨２期教育興ᇶ本ィ⏬には㸪ࡇれからの教育行ᨻのᇶ本

的᪉向として 

 ձ ♫を⏕きᢤくຊの㣴ᡂ 

 ղ ᮍ᮶への㣕㌍を実現する人ᮦの㣴ᡂ 

 ճ 学びのࢭイࢸࣇィࢿッࢺのᵓ⠏ 

 մ ⤎࡙くりと活ຊある࣑ࢥュニࢸィのᙧᡂ 

の４ࡘがᥖࡆられて࠸るࠋձղがとして➇தཎ⌮にࡼってᡂり❧ࡘのに対して㸪ճմはඹ有ཎ⌮にࡼ

ってᡂり❧ࡘⅬが㔜せであるࠋ音楽はとりわけࡇの➨４Ⅼ「⤎࡙くり」の実現にきなຊを発するࠋ 

 

４ 子どものᚰ㌟の発㐩と࠸うどⅬからみると㸪音楽教育にはどのࡼうなᙺがあるとお⪃࠼でしࡻう

かࠋ 

       
ᅗ１ 
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 ᅗ１と表１は㸪坪能由紀子ඛ⏕が 1990 年に『Ꮨ刊音楽教育◊✲』誌ୖで３ᅇ連㍕としてはࡌめて⤂

された音楽的発㐩に関するࢫワニック/ࢸィ࣐ࣝンの⼺᪕㐣⛬ࣔデࣝに㸪一㒊㸪➹者のゎ㔘とぢゎをຍ

ては࠸うに㸪４ṓまでの習⇍࿘期(Mastery cycle)におࡼのᅗゎで᫂らかなࡇࠋてまとめたものである࠼

「音と関わる⣲ᮦ㐣⛬(Material process)」が㸪㸷ṓまでのᶍೌ࿘期(Imitation cycle)にお࠸ては「せ⣲

と関わる表現㐣⛬(Expression process)」が㸪15 ṓまでのീ㐟び࿘期(Imaginative play cycle)にお࠸

ては「ᵓᡂをᕤኵするᙧᘧ㐣⛬(Form process)」が㸪そして 15 ṓ௨ୖの࣓タㄆ▱࿘期(Meta-cognition 

cycle)にお࠸ては「⮬分らしさをồめる౯್ほ㐣⛬(Value process)がそれࡒれ㔜せなᙺをᯝたしてお

り㸪それらのすべての࿘期にお࠸て㸪子どもたち・ⱝ者たち一人ࡦとりの୰で「ಶ人的ᒓ性から♫的

ඹ有へ」の⛣行が行われて࠸る㸪と࠸うⅬがᴟめて㔜せであࢁうࠋその⛣行㐣⛬ࡇそ㸪まさに音楽に対

する子どもたちのಶ人的ㄆ㆑が♫的ㄆ㆑にᗈがって࠸く࿘期を意味して࠸るからであるࡇࠋれからの

音楽教育のᙺは㸪࣒ࣜࢬ㸪࣓ロディー㸪ࢸクࢳࢫュアと࠸った音楽のಶู的せ⣲のᘚู能ຊの育ᡂに

とどまらࡎ㸪ࢫワニック/ࢸィ࣐ࣝンの⼺᪕ࣔデࣝのࡼうな音楽の♫のㄆ㆑㐣⛬として子どもたちを

ᤊ࠼るᚲせがあると⪃࠼るࠋ 

 

５ 音楽教育の♫的ᙺ㸪すなわち人と人をࡘなࡄものとしての音楽に࠸ࡘて㸪おヰし࠸たࡔけるで

しࡻうか？ 

 アーࣝ࣋㸻シュࣝࢺーࢺは『音楽教育⥘』（1985, 㑥ヂ 2004,山本文茂┘ಟ）のᗎ❶で㸪音楽教育の

♫的として㸪ձ᐀教的 ղᨻ的 ճ⒪的 մ♫的・♫教育的㸪をᣲࡆ

て࠸るが㸪ᮾ日本㟈⅏を⤒㦂した日本にお࠸ては㸪ࡇれらと୪んで㸪とりわけ「活ຊある࣑ࢥュニࢸ

ィのᙧᡂ」とその᰿※をなす人ࠎの「⤎࡙くり」が㔜せであり㸪ࡇれからの学ᰯにおける音楽教育には㸪

そうした人と人のࡘながりࡸᨭ࠸ྜ࠼の活動に῝く関わるࡼうな音楽活動ࡸ音楽のᤵᴗを展開するࡇ

とがồめられて࠸るとᛮうࠋ 

 

６ 表現教育と音楽教育に࠸ࡘて 

 ༓ⴥ┴㙊ࣨ㇂ᕷには「おしࡷらく㋀り」と࠸うᕷ指ᐃの↓ᙧ民文㈈があるࡇࠋの民ⱁ能は㸪ᡪ

を手にした人ࠎの⩌⯙で㸪その⩌ᡪのὶ動感と㌍動美は一ᗘぢたらᛀれられな࠸ど༳㇟῝࠸ものであ

るࠋ同ᕷ❧୰㒊ᑠ学ᰯの㕥木智ᜨඛ⏕は㸪㒓ᅵⱁ能の⥅ᢎと発展を目指した教育実践をㄢ㢟意㆑として㸪

る（『Ꮨ刊音楽㚷㈹教育』࠸ᡂᯝをṧして࠸し㸪すばらしࢪンࣞࣕࢳれを⣲ᮦとした音楽࡙くりにࡇ

11 号, 2012）ࠋಖᏑの人ࠎ㸪ᕷ教ጤ㸪∗㸪㏆㞄ఫ民をᕳき㎸んࡔఏ⤫ⱁ能の教ᮦのዲである

と言ࡼ࠼うࠋ 

る「⤎࡙くり」の活動を展開するためには㸪ᆅᇦにఏわる᫇ࡼうに㸪音楽にࡼる࠸のが示してࡇ 

ヰࡸそれとかかわりの῝࠸ḷࡸ㋀りに着目するᚲせがあるࠋそれらのఏ⤫文をしっかりと⥅ᢎすると

ともに㸪それらをᇶにしたᆅᇦ文の創造を目指すࡇとがษであるࠋᆅᇦのఏ⤫ⱁ能のࣇィーࣝࢻワ

ーク㸪その民学的・音楽学的特㉁のゎ᫂㸪ಖᏑなどのᑓ㛛家にࡼるアࣜࢺ࢘ーࢳ活動など㸪音楽に

では㸪子ࡇそࠋープのᆅ道な‽ഛとᨭの活動がᚲせとなるࣝࢢる「⤎࡙くり」にはᆅᇦの音楽教ᖌࡼ

どもたち一人ࡦとりのಶ性ࡸ⮬ᕫ表現ຊがᑛ㔜され㸪創造性のᅉ子・㐣⛬・ᛮ⪃をࣝࣇに⏕かした活動
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が展開されるࡇとになるࢁࡔうࠋ 

 ᮾி⸤音楽教育◊✲ᐊはఀ⃝ಟの出㌟ᆅ㸪長野┴高㐲⏫にお࠸て 1987 年௨後日に⮳るまでఀ

⃝ಟ音楽⚍の➨１㒊としてࡇうした活動を展開し㸪⏫民࣑ࢥࡸュニࢸィとのᙉ࠸⤎を⠏࠸てきたࠋま

た᭱㏆ではᮾி⸤の㏆㞄ᑠ・୰学ᰯの児童⏕ᚐが音楽学㒊の音楽文ⱁ・作曲・⟶楽ჾの教ᤵࡸ㹍㹀学

⏕のᨭを受けながら᪂作࣑ューࣝ࢝ࢪのୖ₇にࣞࣕࢳンࢪし㸪すばらし࠸ᡂᯝをめたࡇともὀ目さ

れるࠋ 

 

㸵 ࡇれからの教ᖌにとってのㄢ㢟とは？ 

(1) 音楽教育の⌮論と実践に࠸ࡘてのయ⣔的▱㆑をᣢࡇࡘとࠋその᭱ၿの道は学活動にཧຍするࡇと

であるࠋ 

(2)  戦๓戦後のᡃが国における音楽教育のṔྐを▱るࡇとࠋ㈨ᩱࡸ᭩≀ࡔけでなく㸪ඛ㍮音楽教ᖌの実

践に学ࡪጼໃがษࠋࡔ 

(3) ḷၐ・ჾ楽・㚷㈹の指導௨ୖに㸪創作指導の⌮ᛕ・内ᐜ・᪉法・評౯の◊✲を展開し㸪教ᖌ⮬㌟の

創作ຊを高めなければ㸪音楽にࡼる「⤎࡙くり」は行きワまってしまうࠋ 

 

㸶 ࡇれからの教育関ಀ者にとってのㄢ㢟は？ 

 日本の学ᰯ教育の目ᶆࡸ内ᐜのᇶ‽をᐃめた学習指導せ㡿は㸪和 22 年のヨを➨１ḟとしてࡇれ

までࡰ 10 年ࡈとにᨵゞを㔜ࡡ㸪ᖹᡂ 30 年を目㏵に➨㸷ḟ学習指導せ㡿の作ᡂがぢ㎸まれて࠸るが㸪

ᖹᡂ 25 年 12 ᭶ 28 日には㸪ⱥ語教育の導入を୰ᚰにしたᖹᡂ 28 年ᗘᨵゞのニューࢫもὶれて࠸るࠋ 

 ᖹᡂ 18 年 12 ᭶の教育ᇶ本法ᨵṇをうけて㸪ᖹᡂ 20 年 3 ᭶には➨㸶ḟᑠ・୰学ᰯ学習指導せ㡿が࿌

示されるとともに㸪同年㸵᭶には「➨一期教育興ᇶ本ィ⏬」（ᖹᡂ 20〜29 年）が⟇ᐃされ㸪ᖹᡂ 23

年６᭶には୰教ᑂに対して「➨２期教育興ᇶ本ィ⏬」のㅎၥが行われ㸪ᖹᡂ 25 年４᭶ 25 日けで「➨

2 期教育興ᇶ本ィ⏬（⟅⏦）」が発表されたࠋ 

うした教育行ᨻの動向㸪とりわけ୰教ᑂのᑂ㆟内ᐜ・㓄ᕸ㈨ᩱ（それらはࡇれからの教育関ಀ者はࡇ 

すべてインターࢿッࢺでබ開されており㸪ㄡでも入手ྍ能である）を集し㸪そのሗをそれࡒれのᆅ

ᇦにお࠸てᐃ期的にඹ有するࡇとがษであるࠋ現時Ⅼでは୰ኸ教育ᑂ㆟（ᖹᡂ 25 年４᭶ 25 日）の

「➨ 2 期教育興ᇶ本ィ⏬（⟅⏦）」の᳨ウが特に㔜せࠋࡔ 

 音楽教育関ಀ者のࡇれからのㄢ㢟は㸪戦後教育ㄢ⛬のṌみをたどり㸪ࡒれࡒれの時代に音楽科の༴ᶵ

がどのࡼうなᙧでゼれたかを▱ったୖで㸪ࡇれからの音楽科のᏑᅾ⌮由を「音楽にࡼる⤎࡙くりと࣑ࢥ

ュニࢸィᙧᡂ」のほⅬからၥ࠸┤すࡇとࢁࡔうࠋ 

 

 

 表２は㸪戦後学習指導せ㡿のうち㸪࿌示期に入ってからの年㛫ᤵᴗ時ᩘ（分ẕ）と音楽科・ⱁ⾡科音

楽の年㛫ᤵᴗ時ᩘ・༢ᩘの᥎⛣を示したものであるࡇࠋの表をぢると㸪学ᰯ教育におけるⱁ⾡⣔教科

のᆅが᭱పࣞࣝ࣋にⴠち㎸み㸪ⱁ⾡教育の㍍ど㸪もっと言࠼ばⱁ⾡教育へのどが戦後期のὶれの୰

で࠸かにᗈがって࠸るかがわかるࢁࡔうࠋそのഴ向は特に➨㸵ḟ㸪➨㸶ḟにᙉまって࠸るࠋཎ発への依
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Ꮡが人㢮を◚⁛に導くࡼうに㸪「➇தཎ⌮」にࡼって子どもたちをび受㦂ᆅ⊹に㏣࠸㎸んで࠸くࡼう

な教育は㸪᫂らかに日本の⁛ஸにࡘながって࠸るࠋ 

 

表 ��戦後学習指導せ㡿における音楽科・ⱁ⾡科音楽の時ᩘ・༢ᩘの᥎⛣ 

学ᰯẁ

㝵 

学年ẁ

㝵 

➨３ḟ 

ᑠ：S.33 

➨４ḟ 

ᑠ:S.43 

➨５ḟ 

ᑠ:S.52 

➨６ḟ 

ᑠ:H.01 

➨㸵ḟ 

ᑠ:H.10 

➨㸶ḟ 

ᑠ:H.20 

ᑠ・１ 102/816     68/850 68/782  68/850 

ᑠ・２ 70/875     70/910  70/840  70/910 

ᑠ・３ 70/945     70/980  60/910  60/945 

ᑠ・４ 70/1015     70/1015  60/945  60/980 

ᑠ・５ 70/1085     70/1015  50/945  50/980 

ᑠ・６ 70/1085     70/1015  50/945  50/980 

୰・１  70/1120  70/1190     70/1050  45/980  45/1015 

୰・２  70/1120  70/1190  70/1050 35-70/1050  35/980  35/1015 

୰・３  35/1120  35/1155     35/1050  35/980  35/1015 

高・音Ϩ 㺀音楽Ϩ㺁㺀美⾡Ϩ㺁「ᕤⱁϨ」「᭩道Ϩ」のうちࡎ࠸れか１科目にࡘ

き２༢ࠋ 

（３༢

下㝈

つᐃな

し） 

ⱁ⾡に࠸ࡘて、すべての⏕ᚐにᒚ

ಟさࡏる༢ᩘは、３༢を下ら

なࡼ࠸うにするࡇとࠋ 

（３༢下㝈つᐃ 

᧔ᗫ） 

高・音ϩ 同ୖ

「ϩ」の

⮬由㑅

ᢥ 

りከくࡼの３༢下㝈つᐃにࡇ）

の日ไᬑ通ㄢ⛬にお࠸て実㉁的

に「音楽ϩ」の⥅⥆ᒚಟがྍ能と

なった） 

同 「ୖϩ」の⮬由㑅

ᢥ 

 

高・音Ϫ 同ୖ「Ϫ」の⮬由㑅ᢥ 

ὀ：ᤵᴗ時ᩘの分ẕは教育ㄢ⛬యの年㛫⥲ᤵᴗ時ᩘを、分子は音楽科の 

年㛫ᤵᴗ時ᩘをそれࡒれ示して࠸るࠋ 

 

 

 

私たちは音楽と࠸うႠみの᰿※にᐟる教育的౯್をಙࡌ㸪その実現に向けて┿ᦸなດຊをഴけて࠸く道

を㸪ࡺるࡸかに㸪しかし☜実にṌんで行きた࠸とᛮうࠋ音楽教育に関わる学活動ࡸ◊✲活動は㸪ま
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さにそうした道を௰㛫たちと手をᦠ࠼ながら㐍んで࠸くࡇとにかならなࠋ࠸ 

 
㸨㸨㸨 

山本文茂さん プロࣇィーࣝ 

 

音楽教育学・ᮾி⸤⾡学ྡ教ᤵ 

1933 年ឡ▱┴⏕まれࠋᮾி⸤⾡学音楽学㒊楽⌮科༞ࠋᮾி㒔❧高ᰯ教ㅍ㸪⚟島学ຓ教ᤵを⤒てᮾி⸤⾡学

教ᤵ（2006 年ᐃ年㏥ᐁ）ࡇࠋの㛫にᮾி⸤⾡学㝃ᒓ音楽高➼学ᰯᰯ長㸪日本音楽教育学長㸪文㒊┬教育ㄢ

⛬ᑂ㆟ጤဨ・学⾡ᑓ㛛ጤဨなどもṔ௵ࠋⴭ᭩に『創造的音楽学習のヨみ』（ඹⴭ）㸪『ࣔྜ࣐ࣛࢻࣀၐのすすめ』

『国語教ᮦにࡼるࣔྜ࣐ࣛࢻࣀၐ』㸪ヂ᭩に࣌インター㸤アࢺࢫン『音楽の語るもの』（ඹヂ）㸪アーࣝ࣋㸻シュࢺ

ࣝーࢺ『音楽教育学⥘』（┘ಟ）などがあるࠋ 

㸨㸨㸨 
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⦅集後グ 
 
みなさまのຊが集⣙された㸪Journal of Creative Music Activity for Children vol.2 がᡂし

ましたࠋṇ┤㸪ࡇれどのᩘの論文が集まるとはணして࠸まࡏんでしたࠋそれࡒれがಶ性的

で面ⓑ࠸論文ࡔとᛮ࠸ますࠋ⦅集にあたっては㸪ᖖに㐺☜なアࣂࢻイࢫをしてくれた駒久美子

さん㸪そして⦅集作ᴗを一手にᘬき受けてくれたす崎ⴌᜨさんに感ㅰ！    坪能 由紀子 
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